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論序

序論

1　問題の所在

　現代の子どもたちを巡る状況には様々な問題が生じてきている。また，子どもたちが大

人の常識では想像もできない行動をとることも問題となっている。特に，現代の子どもた

ちは他者を自分の中に取り込むことができないといったことが指摘されている。そのため，

社会への関心がもてず，「そんなものにかかわっても仕方がない」，「自分が興味のある世界

に浸っている方が楽しい」といった姿が見られる。このような状況は教育だけの問題では

なく，様々な要因によって引き起こされている。しかし，これからの学校教育や社会科学

習の場においても何をすべきかを考えていく必要がある1。そこで重要なのは，「地域社会

に根づいた個性豊かな人間の育成」と「暗黙知・人間理解を深める場としての地域社会の

見直し」である2。

　ところが，戦後における工業中心の高度成長の中で，中央集権・公共投資重視・行政主

導といったまちづくりが進み，この地域社会＝まち自体も崩壊したといわれる。その結果，

農山漁村では過疎化，都市部では過密化が進み，他者との相互行為を可能とし，個性豊か

な人間の育成に重要な役割を果たす場と機会が失われてしまった。しかし，1990年代以降

の不況により中心市街地や過疎村の活性化が叫ばれるようになり，市民参画3による生活者

の視点から住みよいまちづくりを目指す動きが注目されてきた。

　教育の場においても地域社会を見直そうとする観点から，総合的な学習を中心に市民参

画のまちづくりを取り上げる実践が見られるようになってきた。しかし，「頭では分かって

いても実際の行動には結びつかない」，r子どもの考えるまちづくりは夢物語ばかり」とい

ったように，十分な社会認識が保障されず，体験的活動を中心とした学習になっている傾

向が見られる。そこで，「社会認識を通して市民的資質を形成する」社会科学習において市

民参画のまちづくりを取り上げ，「将来にわたってまちやまちづくりにかかわっていこうと

する」といった参画の資質形成を目指していく必要がある。そのことにより，まちを総合

的にとらえることができると同時に，他者との相互行為を通して，社会を新しくつくり出

していこうとする子どもの育成にもつながる。
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序論

2　研究の目的

（1）現在進められている市民参画のまちづくりの有効性と，将来の市民である子ども

　　の参画の可能性を明らかにする。

（2）　（1）の成果を組み込んだ，子どもの参画の資質形成を目指す小学校社会科におけ

　　るまちづくり学習の授業モデルを設計する。

3　研究仮説

　市民参画のまちづくりを組み込んだ社会科学習の内容構成をすれば，社会認識を基にし

て，「将来にわたってまちやまちづくりにかかわっていこうとする」といった子どもの参画

の資質形成を図ることができる。

4　研究の方法

（1）　目本や諸外国におけるまちづくりの状況を分析し，現在進められている市民参

画のまちづくりの可能性と問題点を明らかにする。

（2〉　r子どもの参画」に着目し，まちづくり学習と子どもの参画の資質形成との関

連を明らかにする。

（3）　まちづくり学習の分析フレームワークを作成し，その授業分析の結果から，子

　どもの参画の資質形成を目指したまちづくり学習の方途を明らかにする。

（4）　子どもの参画の資質形成を目指した小学校社会科におけるまちづくり学習の授

業モデルを提案する。
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論序

【註】

1門脇厚司氏はこのような子どもたちの現状を，都市化と過疎化によって他者との相互行為の場と機会が

失われたことが原因となって，「社会力の低下」を引き起こしていると述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（門脇厚司『子どもの社会力』，岩波新書，1999，pp。90－133）

2岩田一彦「21世紀社会科の実践課題」，社会認識教育学会編『社会科教育のニュー・パースペクティブ』，

2003，　pp．24－32

3　「参画」と「参加」の用語にっいては，広辞苑（第五版）では次のように出ている。

　　・r参画」：計画（の立案）に加わること。

　　・「参加」：①仲問になること。行事・会合などに加わること。

　　　　　　　②法律上の関係に当事者以外の者が関与すること。

　どちらも英語ではparticipationとなり，意味も似たようなものとなっているが，r参画」の方がr参加」

よりも積極性や意志の強いものとなっている。また，R・Hartの著書『子どもの参画』の翻訳を行ったIPA

日本支部代表の奥田睦子氏は「訳者あとがき」において，次のように述べている。

　　　これを普通に訳せば「参加」となりますが，いままでは対等に扱われていなかった立場から積極的，

　　自発的に参加しようとする場合には，「男女共同参画」の言葉が最近よく使われるように，「参画」の

　　方がその意味はよく理解できよく伝わるように思います。本書で言わんとしているのは，まさに「子

　　どもの参画」，っまり意見表明の自由，表現の自由の権利をもった一個の人間として社会に参加できる

　　はずの子どものことを扱っているのですから，タイトルは「参画」にすることを決めました。

　　　（R．Hart著，IPA目本支部訳『子どもの参画Children’s　Participation』，萌文社，2000，p．214）

　以上のことから，意志決定への関与など積極的・自発的参加を意味する言葉として，「参加」ではなくr参

画」の用語を意図的に使用していく。
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第1章第1節

第1章　市民参画のまちづくり

　本章では，我が国や諸外国におけるまちづくりの現状を考察し，現在進められている市

民参画のまちづくりの可能性と問題点を明らかにする。

第1節まちづくりの概念

我が国のまちの変遷と，その中で出てきた課題を克服するために注目されてきたまちづ

くりの現状にっいて考察する。また，先進的な取り組みを進めている諸外国のまちづくり

との比較を行う。

　　（1）　まちの変遷とその問題点

　我が国においては，長く農山漁村の過疎化や都市の過密化が問題とされながらも，一向

にその解決の兆しは見えていない。そして今後も，大都市への人口集中が予想されている。

　もともと我が国においては，「まち」ではなく「むら」の形態が中心であった。ところが，

現在「むら」の姿はほとんど消滅し，「まち」の姿しか見られなくなっている。田村明氏は

このrまち」とrむら」の相違点を次のように挙げている。

　　　　　　　　　　　【表1－1－1】「まち」と「むら」の相違点

①非自給自足性が決定的にrむら」と違うところであり，他への依存が欠かせない。

②他への依存により開放性が強まり，それによって変動性が見られる。

③開放・変動により，異質な人々が集まり異質共同体ともいえる組織となっていく。

④自給自足もできず，多様な人々が暮らすようになると，生活共同手段が必要となる。

⑤巨大な異質集団であるため，互いの生活・全体の仕組みや共同体そのものも見えにくくなる非可視

　性が見られる。

　　　　　　　　　　　　　　（田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，pp，40－45を基に作成）

　ところが現在では「むら」が消滅し，このような「まち」の姿しか見られなくなってい

る。特に巨大化した「まち」である都市では，便利になるほど環境が汚染され緑や自然が

減り，災害の危険も大きくなり，コミュニティ内における人々の繋がりも希薄になりやす

いという点で，本質的に大きな矛盾を抱えている。

　この都市については，次のような様々な定義が存在する1。
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第1章第1節

【表1刊一2】都市の定義

国際統計会議による定　　：人口2000人以上の行政区域

肚済学的な定　：市民の大多数が農業以外の仕事によって生計を立てている集落

社会学的な定　：1っの密集した軒を連ねた家屋からなる集落であって，非常に大きな密集した居住地を

　　　　　　　　なしているために，普通近隣団体に著しい市民間のパーソナルな相互認知関係が存しな

　　　　　　　　いような集落

都市社会学的な定　：社会的に異質な人々の，当該時代の当該社会の中では相対的に人口量の多い，人口

　　　　　　　　　　密度の高い永続的な集落

也方自治法による定義（市）：人口5万人以上で，中心市街地の戸数が全戸数の6割以上

　　　　　　　　　　　　都市的業態に従事する者及びと同一世帯にある者の数が全人口の6割以上

　　　　　　　　　　　　条例で定める都市的施設，その他都市としての要件を備えている

総務省の定義（都市分類）：普通都市：産業別人口構成がいずれも普通の水準

　　　　　　　　　　　　田園都市：農業人口比が50％以上

　　　　　　　　　　　　工業都市：工業人口比が30％以上

　　　　　　　　　　　　港湾都市：漁業人口比が7％以上

　　　　　　　　　　　　鉱業都市：鉱業人口比が8％以上

　　　　　　　　　　　　観光都市：サービス業人口比が12％以上

　　　　　　　　　　　　衛生都市：昼夜人口差が10％以上

　　　　　　　　　　　　政治都市：県庁所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

　このような都市において生じてきている問題点の原因について，奥田道大氏は次のよう

に述べている。

　　　　　　　　　　　　　【表王一1－3】都市における問題点とその原因

　にきている。

④人口の都市間移動が盛んになり，都市生活を支えるシステムが変化している。

⑤新しい社会制度が追加され，生活が変化している。

①r人口の都市化」からr生活の都市化」へと変化している。

②これまで流入した人口が都市の中に定住し，都市全体として緩やかな安定と統合を達成しうる段階

③都市化社会における生活の個人性と共同性を巧みに統合している。

（奥田道大『都市コミュニティの理論』，東京大学出版会，1983，pp，115－117を基に作成）
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第1章第1節

　このような新しい動きは，地域内部の要因によるものもあるが，我が国全体の経済社会

の構造変化によるところが大きい。そのもっとも大きな要因は，交通運輸・情報伝達手段

の革命的変化と先端技術関連の工業部門の進展，核家族化とそれに伴う生産年齢人口の都

市への流出，人々の横のつながりの減少や消滅化である2。そして，生活の都市化が進むに

つれて，行政機関や商業機関を主とする専門的機関では処理できない問題が数多くあるこ

とが明らかとなってきた。専門処理への高度依存傾向は，問題処理に当たって効率性が重

視され，問題処理機構の大規模化が生じ，中央集権化の傾向が強まる。その結果，市民と

問題処理との関係性は極めて希薄なものとなってきた3。

　さらに奥田氏は，「むら」から「まち」への変遷を基にまちを4つのモデルに分け，都市

における問題点について分析している。

　むら的規制の支配する伝統型地域社会

云統型アノミ

　都市化の流れで増加が予想される伝統型地域無関心層

圖
　大規模団地社会のように共同体的価値秩序の完全な

　崩壊（一人一人が権利欲をもつ）

　市民主体の生活基盤・価値の社会化，協働体制

主体的行動体系
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客体的行動体系

　　　　【図1－1－1】rまち」のモデル

（奥田道大『都市コミュニティの理論』，東京大学出版会，1983，pp．115－117を基に作成）

　【図卜1－1】の分析枠組によると，我が国で従来見られた「むら」とは「この土地に

はこの土地なりの生活やしきたりがある以上，できるだけこれにしたがって，人々との和

を大切にしたい」といった「地域共同体」になると考えられる。そして，現代における「ま

ち」，特に都市では，「このニヒ地にたまたま生活しているが，さして関心や愛着といったも

のはない。地元の熱心な人たちが，地域をよくしてくれるだろう」という「伝統型アノミ

ー」や，「この土地に生活することになった以上，自分の生活上の不満や要求をできるだけ

市政その他に反映していくのは，市民としての権利である」という「個我」のモデルが見

られる。しかし，「地域社会は自分の生活上のよりどころであるから，市民が進んで協力し，
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第1章第蓬節

住みやすくするよう心がける」といった「コミュニティ」のモデルを今後は目指していく

必要があるということになる。

　そこで都市においては，このようなコミュニティ形成を目指す市民の動きが見られるよ

うになってきた。従来，我が国のコミュニティ形成は行政主導的な性格が強く，自治的コ

ミュニティよりも親交的コミュニティをより重視する傾向があった。しかし，自治的コミ

ュニティが親交的コミュニティの基盤にあるべきという考え方から，様々な政策の中に市

民と行政の役割相乗の原理を導入していく必要性が叫ばれるようになってきた4。はじめに

見られた具体的な動きとしては，「作為阻止型」や「作為要求型」といった住民運動が挙げ

られ，これらの運動は行政にコミュニティ形成の重要性を認識させるきっかけとなった。

さらに「作為阻止型」や「作為要求型」を基にした，コミュニティ形成・まちづくり運動

の新しい型として，市民の自発性に動機付けられた下意上達の運動形態が見られるように

なってきた。このような運動が進む中で，地域社会の再生と活性化は市民生活の向上に直

接結びつき，行政にも市民にも根付いてきた5。

　このように現在においては都市における問題点が山積しているが，この現象を批判する

だけではすまないといえる。なぜなら，昔の「むら」の時代に戻ることは不可能であり，

この現実から逃避することも現実的ではないからである。そこで，現実を直視し将来のあ

り方を見出すまちづくりが必要となってきている。

　　（2）　まちづくりの概念

　世界の大半が都市化するという今目の「都市の時代」においては，各国・各都市固有の

問題と課題をもつことになる。何十億の人間が狭いまちに住むためには，まちをいかに暮

らしやすく，住む人々を生き生きとさせるかが課題となってくる。また，まちの本質は一

人では生きられないことにあるため，人々は協働して，まちを運営していかなければなら

ない。ルールも，まちを協働で動かす仕組みもつくられなければならない。だからこそ，

それぞれのまち固有のまちづくりが必要になってくる。

　これまでのまちは，そのままにしておいてもなんとなく自然にできてくるとか，誰か他

人がつくっていくもので，市民は受動的に住まわせてもらっているというニュアンスが強

かった。少なくとも，自分はまちに住んではいても，「っくる」という積極的な立場はとら

ないし，とる必要もないと思われてきた。しかし，今日言われているまちづくりはそうで

はなく，そこに住んでいる人たちが自分自身の問題としてかかわりをもち，つくっていく
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べきだという積極的な姿勢が基本とされている6。

　ところが，このようなまちづくりはつかみどころのない難しいものとして，和田圭以氏

が次のように述べている7。

　まちづくりの仕事にはつかみ所がない。扱う内容は，調査・分析作業，ビジョン・各種計画設定，

ハードの設計・施行・管理，ソフトの企画・運営，地元意見調整，勉強会に講演会，と多岐にわたる。

携わる人も，全てをこなすプロ集団の他，建築・環境・景観デザイナー，都市計画家，経営コンサル

タント，役人，学者と様々。アイデア・人望・情熱があれば，全くの素人でも仕事ができる。専門職

の人が確かにいるのに，それを統括する正式な職業名が見当たらない。そもそも「まち」なるものの

正体が定かでなく，rまちづくり」の解釈も人それぞれだから，それを扱う仕事の全容が曖昧模糊とし

て説明がつかない。

　そこで，このような難しさのあるまちづくりについて，その意味や理念を確立したのが

田村氏である。まちづくりの意味として田村氏は，「まちづくりとは，よいまちをつくって

いくことである」と述べている。よいまちをつくるとは当たり前のことのように思えるも

のの，経済成長期においてはrそんな必要はない」という正反対の意味が主流であった。

また，まちとは多数の人間の開かれた住み方ができるという点で人間のつくったすばらし

い発明である反面，まちは常に問題を発生させ，人間を生かすはずのものが，逆に人間を

阻害するものでもある。そこで，この二面性を認識しながらその調整を行い，よりよい住

み方を求めようとするのが今目のまちづくりの発想となってきている8。

　そして，「よいまち」とは住んでいるすべての人々にとって，生活が安全に守られ，目常

生活に支障なく，気持ちよく豊かに暮らせ，緊急時にも対応できるまちであるということ

になる。さらに，一定の地域に住む人々が自分たちの生活を支え，便利に，より人間らし

く生活していくための共同の場を如何にしてつくるかを考え，住んでいてよかったという

実感を心から感じ，次の時代にも継続が期待できるものにしていかなければならないもの

であるという意味をもつようになってきた9。

　また，川上光彦氏はまちづくりを次のように定義している10。

まちづくりとは，それぞれの地域や都市における住みよい，活気のある環境を形成することを目的

として，それを担う人々を形成するための各種の努力や運動，環境整備を進めるための各種の制度お
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よび枠組の形成，さらにさまざまな物的および社会的な環境を建設したり整備したりする過程，およ

びそれらを維持，活用していくための努力や運動を意味している。

そこで， これまで述べてきたまちづくりの意味は，次のようにまとめることができる。

　　　　　　　　【表1－1－4】まちづくりの意味

①
②
③
④
⑤
⑥

官主導から市民主導ヘ

ハードだけではなくソフトも含めた総合的なまちへ

個性的で主体性あるまちへ

すべての人々が安心して生活できる人間尊重の住むに値するまちへ

まち社会とその仕組みづくり

まちづくりを担うヒトづくり

⑦環境的に良質なストックとなる積み上げ

⑧小さな身近な次元のまちに目を向ける

　　　　　　　　　　（田村明『まちづくりの発想』，岩波新書，1987，pp。33を基に作成）

また，まちづくりの理念・思想については，次のようにまとめることができる。

　　　　　　　　　　　　　【表1－1－5】まちづくりの理念

①　人間環境の思想

　都市を生きた人間の立場から人間環境として全体的にとらえようとするもの

②　市民自治の思想

　　官庁任せの都市建設を，市民が自分たちの問題として考え，共同責任をもっものに転換しようと

　するもの

③　総合的主体性の思想

　　自治体・企業・市民がばらばらに行ってきたまちづくりを，明確な目標の下に結集させ，まちが

　主体となって総合性を発揮させようとするもの。

④地域個性確立の思想

　　自分の足元の地域を見直し，そこから地域の特性を引き出し，二れを広い未来的視野にたって伸

　ばし育てようとするもの。

⑤　継続的創造性の思想

　　単発的で短期的なものの考え方ではなく，長期にわたり終わりのないものとしてとらえようとす

　るもの。

（田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，pp．18－166を基に作成）
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　さらに，まちづくりを考える際には，そのまちの価値に目を向ける必要がある。人が住

むところに価値のないところはなく，価値があり，価値を認めたからこそ人が住みついた

と考えられる。それにもかかわらず，そこに住む多くの人々は価値を忘れたり見失ったり

していることが多い。まちづくりの実践は，まちの価値を見つけ，正しく評価するところ

から始めることが重要となってくる。そして，まちの価値を発見し認めれば，市民にはま

ちへの誇りも愛情も湧いてくる。住んでいるところが好きになり，愛着が湧くなら，そこ

をもっとよりよくしていきたいという気持ちが生まれてくることが期待できる。さらに，

自分たちの手でまちをっくり，育て，支え，決して他人から与えられただけのまちではな

いという自覚が誇りとなる。このような視点でまちの価値を発見したら，次はその価値を

創造していく必要がある。価値発見から維持や復元という保全に向かう場合も，活用・修

復・加工を含めることとなり，価値創造の面も加わる。まちづくりの実践には，多い少な

いはあっても，必ずこの創造も入っており，ゼロから創作することはない。まちづくりは，

あくまでもまちの価値という土台の上に乗っているからであるu。

　そこで，田村氏はまちづくりの考え方を，次のような「静態的構造jと「動態的構造」

としてまとめている。

　地域は，自然や先人から与えられたr風土」r歴史」

の上に成り立っており，rまち」はその上に築かれる。

この「風土」「歴史」という船は，もっと大きな「国」

r地球」r宇宙」の上に浮かんでいる。まちづくりは

この船上に多くの人問にとって有用なものを，人為的

に手を加えてっくることである。また，「しくみ」を

保つためのその船固有のrルール」，人間のr暮らし」

を支えるr仕事」も必要である。さらに地域を活性化

させ，外部にアピールするイベントなどのrコト」も

大切である。そして，それらがどんなに立派でもr心」

がなければ，非人間的なまちになってしまう。この中

心にいるのが市民としてのr人」である。

シゴ1

コト

マチ

シクミ

！ルール＼

1

ヒト

ノ　　　　、
’ココロ、

クラシ

璽
風土

　
球
宙

国
地
宇

【図1刊一2】まちづくりの静態的構造

　（田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，pp．152－157を基に作成）
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　主要な位置にいるのはr市民」である。このr市民」

がrまちづくり」にかかわるには，選挙などの公式ル

ートを除き，3つの主要なルート（①行政に参加した

り要請したりしていくもの，②市民が協働して主体的

に行うもの，③市民一人で行うもの）がある。これま

で市民参加というと①が中心であった。しかし，これ

からは③から始まり，②→①という順番でかかわって

いくことが望まれるだろう。また，広くまちづくり全

体を考える専門家の協力も必要となってくる。

中央省庁

①

市　民

自
治
体

②

議員

餓
力

協
協

市民協働

①　パートナーシップ

②

③

藁
体

企
団

まちづくり

【図1－1－3】まちづくりの動態的構造

　（田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，pp，15H62を基に作成）

　　（3）　諸外国におけるまちづくり

　諸外国においては，これまでの我が国におけるまちづくりと違った手法で，古くからま

ちづくりが進められてきている。その中でも，アメリカとイギリスにおける事例を以下に

示す。

①アメリカ

　アメリカでは，S．Alinskyという都市計

画の実践者によって，シカゴを中心に市民

を政治の中に組み込んでいこうとした動き

が見られたE2。また，S．KAmsteinは，市

民参画の形態には「世論操作」からr住民

による管理」までの8つの段階があるとし

て，その理論を【図1－1－4】のrはしご

の理論」として示した。この理論を基にし

て，アメリカではまちづくりが進んだ。

　我が国におけるまちづくりへの市民参画

論は地方自治体や市民レベルにとどまり，

国のレベルでは市民参画を承認することに

住民による管理
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　partnersh董P

懐柔策
lacation

　　　相談

onSU且tatlon

1肯報提供
nforming

不満回避策
therapy

　世論操作
anipulatiOll

描
力
と
し
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　　　　　　9
アーンスタインの8段梯子
　（Amstein，1969）
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　　　参加の二形態

　　　【図1－1－4】はしごの理論
（日本まちづくり協会『地域計画』，森北出版，2002，p．121）
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は極めて消極的なのに比べて，アメリカの場合には，連邦政府自らが市民参画を推し進め

る政策を具体的に進めている。これは，現在の都市の問題を解決するには広く市民に関心

をもたせ，自主性を与えるしかないという認識に基づくものである。このようなアメリカ

の市民参画はもともと19世紀末から20世紀にかけて市政の著しい腐敗堕落に対して，市

民がこれを監視・参画しようという市政改革運動と，それによる各種の市民委員会が生ま

れたことに始まっている。特に，1966年の実験都市法（DemQstration　Cities　Act）の制

定によって，住宅都市開発省（HUD）の基で，地域社会開発の市民参画を推し進めることが

定められたことが大きく作用している13。

　ところがアメリカにおいても，その後市民参画はあまり進展しなかった。H．B．C，Spiege1

は，有意義な推論や結論を引き出すためにまとまった経験的証言がまだ不足していたこと，

市民参画が多くの専門的な分野にまたがる学際的領域となっており，それぞれが市民参画

をその研究分野の下に位置づけようとしていたことが理由だとしている。また，社会の不

安定を招くだけなら，市民参画を強調すべきでないという議論も根強く残っていることも

指摘している。さらに，市民参画がある地域に限定された利益や特権を要求する陳情運動

となってしまい，市民は自分たちの地域のために他の地域あるいは全地域を犠牲にしてし

まうことや，市民参画によって過度に計画作成の過程を長引かせることになり，都市計画

がうまく進まなくなることが多いという批判もあった14。

　このような問題点が残るアメリカの手法を参考にしたのが，1980年代における我が国の

都市開発である。その結果，地価高騰・都心部の住環境破壊が進んでしまった。しかし，

その頃のアメリカでは，すでに「成長管理の都市政策」がとられていた15。我が国ではそ

の成長管理といった措置はとられなかったため，法律を超えるような規制を行う自治体は

見られず，画一化された乱開発ばかりが目立つようになってしまった。

②イギリス

　バブル期における我が国の都市計画への対応は，1992年の都市計画法の改正によってな

された。これは，イギリスにおける都市計画法の内容に近いものとなっている。そこで，

これまでのイギリスの都市計画法の改正の経緯について以下に示す。
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【表1－1－6】イギリスの都市計画法改正の経緯

　都市計画スキームを地区レベルで作成することによって，民問開発をコントロールしようとしたが，

土地所有者に理解が得られなかったり，ゾーニングによる柔軟性のなさが課題となった。

　都市計画をカウンティやカウンティ・バラの業務とした。そして，都市計画スキームを廃止し，都

市計画の基本方針を示すディベロップメント・プラン制度を創設した。

　ディベロップメント・プランをストラクチャー・プランとローカル・プランに分け，マスタープラ

ン策定段階における市民参画を義務付けた。

　これまでの都市計画法の問題点であった計画策定段階の遅延と，当時イギリスでの経済不振による

開発停滞を打破するために，1979年に発足したサッチャー政権は都市計画策定システムの簡素化・合

理化を進めた。そこで，大都市でのUD　P制度を創設した。また，ローカル・プランをストラクチャ

ー・ ランより前に作成可能にするなどの柔軟策を実施した。

　柔軟で確実な計画システムを時聞のかかる法定プロセスを踏みながらも今目性を保ちつつ，地方の

独自性を失わない程度に中央の開発コントロールを行って実現するといったマスタープラン主導シス

テムを導入した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

　以上のように09年法から始まり，47年法を基礎にした都市計画法によって，イギリス

の都市計画は進められてきた。そして，効率性を高め，開発コントロール（アメリカにお

ける成長管理）を機能させることが求められるようになり，91年法の改正へとつながった。

　「柔軟で確実な計画システムを，時間のかかる法定プロセスを踏みながらも今目性を保

ちっっ，地方の独自性を失わない程度に中央の開発コントロールを行って実現する」とい

った目標の基，マスタープラン16主導システムを目玉として91年法は改正されている17。

以下に，その主要な改正点と我が国での現状とを比較しながら挙げていく。
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【表1－1－7】91年法における主要な改正点と我が国での現状との比較

　　「行政情報を必要と感じた市民が公開請求をして，公開可能とされているものに限って見せてもらうこ

とができる」という「アクセス権」の保障だけでなく，「公開できないものを除いて積極的に市民に情報

を提供していく」，「情報に関係する市民に知らせることが当たり前であり，そうすることによって関係市

民の意見が表明できるようにしなければならない」という「周知」義務を課している。これによって，知

らないうちに計画が決まっていたといった事態を避けると同時に，計画決定後に反対運動を避けることに

もっながっている。

　我が国のマスタープランは直接個人の権利にかかわるものでないため，計画づくりへの関心を高めるこ

とが難しい。そして，計画づくりの際に計画情報がどれだけ市民に周知されているかといった点に問題が

ある。そのため，確実に計画システムを実現していくことが困難となっている。

　都市計画マスタープラン策定プロセスにおいて，行政手続上の規定を必要としている。その理由として，

　「計画が出来上がってしまってからでは事後的な司法救済が困難である」，「利害調整は広範な裁量権を付

与して行政に任されるべきである」，「こうした手続きの中で，行政は豊富な情報を集め，より適切な判断

が可能である」といった点を挙げている。この行政手続制度は都市計画の手続きを細かく定めており，市

民もどの部分で自分が参画することができるのか，自分の意見がどのように計画に反映させることができ

るのかを事前に認識できるとともに，実際に参画した場合の技術や支援制度についてもある程度知ること

ができるようになっている。

　我が国の都市計画システムでは，用途地域や都市施設の指定による直接的な権利が中心であるため，都

市計画マスタープランはその前段階としての将来ビジョンという意味合いが強い。1993年に定められた行

政手続法においても，計画策定手続きは対象外となっており，各地方自治体の自由に任されている。その

ため，「開発コントロール」がなされず，乱開発となったり，地方自治体が積極的に計画策定を進めなか

ったりしている。

3　都市計画制度の柔軟

　都市計画法では枠組み（特に手続き）だけ定め，都市計画の運用は地方議会が行っている。そして，策

定されるマスタープランでは基本政策や方針のみを示し，大きな裁量権をもつ開発コントロールを通して

実現を図るといった制限性かつ柔軟性が見られる。これは，イギリスの地方自治体は，国会から与えられ

た範囲内で行政サービスを提供する機関に過ぎなく，一旦与えられた権限の中においては，法律や国の行

政指導による制限は少なく，地方団体ごとの政策の力点の入れ方によって，あるサービスの供給の質や量

が様々な程度のものになりえるからである。
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　我が国の地方自治体にはこのような基盤の強さは見られず，法律や国の行政指導の枠内での制限が多

い。そのため，都市計画の内容が画一化され，今目性のない計画が立てられたり，独自性を失ったりして

いる。

　都市計画策定における問題点には，行政の考えと企業や地主，市民の考えとの食い違いと都市計画によ

って生まれる多様な利害や利益と裁量権をもつ議員との絡みの2つが挙げられる。そこで，前者への対策

としては，都市計画を都市の実態や市民の声を踏まえて策定する職能集団であるプランナー（Plamer）

と，対等でオープンな議論を通して，公正で質の高いものにしていく媒介者といった役割をもつ第三者的

な存在のインスペクター（lnspecter）の存在が大きい。また，後者への対策としては，都市計画を法制

面からチェックするために法廷弁護士によって組織される計画・環境法曹界（Plaming　and　Environment

Bar）の存在がある。さらに，専門知識をもった過誤行政の監視役であるオンブズマン（Ombudsman），市

民活動を支援するプランニング・エイドー（Planning　Aid）などが組織されている。

　我が国においても，このような専門家の重要性は叫ばれるようになったが，まだ量的にも質的にも不足

していることは明らかである。そのため，市民参画がうまく促進されない大きな原因となっている。専門

家の育成が今後さらに求められるだろう。

　　　　　　　　　　　（高見沢実『成熟社会のまちづくり』，学芸出版会，1997，pp．175－205を基に作成）

　都市計画法の改正に伴ってまちづくりが進められてきたイギリスにおいては，それ以前

からも市民を中心としたまちづくりが行われていた。それが，トラスト運動である。

　その代表的なものであるナショナル・トラスト（National　Trust）は，1895年に設立さ

れた史跡や自然の保護管理を目的としている民間団体である。そして，イングランド，ウ

ェールズ，北アイルランドの史跡や景勝地の保全のために活動しているイギリス最大の保

護団体である。これらは慈善団体で国からの財政的援助は受けていないが，rナショナル・

トラスト法」によって活動の支援を受けている。

　イギリスのナショナル・トラストは，「工業化と都市の成長がもたらした田園の危機に際

して，土地や建物を直接所有することで保護しよう」として設立されたものである。その

ため現在では，ナショナル・トラストは民間ではイギリス最大の大地主となっており，2390

k㎡以上の土地や，総延長が892㎞以上におよぶ海岸線を保存している。これらには貴重

な鳥や蝶やコウモリなどが生息する豊かな自然をもっ景勝地が多い。また，古い歴史的建

造物である農家や宿あるいは村すべてを保存したり，庭園や水車小屋，鉱山など数多くの

産業遺跡を保存したりしている。これらはほとんど譲渡不能，つまり売却したり抵当に入
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れたりすることができないことになっている。そして，原則として一般の人々に公開され

るものとなっている18。

　ところが，ナショナル・トラストが盛んであったイギリスでも，伝統的なまちなみ景観

への配慮がほとんどなされず，鉄とガラスとコンクリートのモダニズム建築がまちを埋め

尽くしてしまった時期があった。しかし，それは市民に伝統的なシビック・デザインの重

要性を気付かせることにもつながった。つまり，それぞれのまちの特色は，そのまち固有

の風景を形作っている地形や建築文化に依拠しているのだということ，それを当然のもの

として見過ごすことなく，きちんと評価してゆくことが大切であることに人々は気付き始

めたのである。行政側も次第に，これまで見過ごされてきた埋もれた歴史遺産や民家の重

要性を認めるようになってきた。そして，1960年からは，従来あまりにも「当たり前」と

思われてきたこうした建物にも，修理の補助金が支出できるようになってきた。

　こうした都市環境の保全思潮に大きな影響を与えたのが，シビック・トラスト（Civic

Trust）の創設であった。このシビック・トラストは，「都市計画の質の向上のために，自

らパイロット・プロジェクトを手がける」，「各地域で活動するローカル・アメニティ・ソ

サエティを組織化し，その活動を支援する」，「シビック・トラスト賞を創設し，周辺環境

とマッチした新しい建築デザインを推進する」ことが主要な活動となっている。

　そして，1967年の「シビック・アメニティ法」によって歴史的まちなみの保全地区制度

を確立させた。この法律によって，これまで保全の力が及ばなかった面的な環境，つまり，

個々の建物には特記するほどの重要性があるわけではないけれども，グループとして価値

のある建造物群や，その地区内の樹木などの保全が可能となった。行政はまちの文化遺産

として保全地区を指定することに熱心となり，また市民は保全に値する地区に住んでいる

ことに誇りをもつようになった。保全地区内は急激な開発が押さえ込まれるので安定した

住環境が長期にわたって保障され，さらに景観整備が進むため資産価値が増す，それが地

区の人気をさらに高めることになるという循環が繰り返されることになったし9。

　このようにイギリスでは，市民参画によるまちづくりが古くから行われ，現在に至るま

でその成熟度は増してきているといえる。

　イギリスの影響を受けて，我が国でも2000年に日本グラウンドワーク協会が設立されて

いる。その発祥は三島市で，富士山からの湧水が減少して環境悪化が進行した源兵衛川を，

それまでバラバラに活動していた8つの市民団体が結束して，市や企業の協力の基，1992

年に事業をスタートさせたことから始まる。その後，市民の協力で荒地を整備して憩いの
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公園にしたり，三島梅花藻という絶滅しかかった水中に美しい小さな花を咲かせる藻を復

元させたりしている。他にも現在までに，20数箇所の実践活動を展開している20。

【註】

1都市の定義については以下の文献を参考とした。

　　鈴木博・倉沢進編『都市社会学』，アカデミア出版会，1984

　　奥田道大『都市コミュニティの理論』，東京大学出版会，1983

　　朝倉隆太郎編『地域に学ぶ社会科教育』，東洋館出版社，1989

2佐藤照雄r地域文化と社会科教育」，朝倉隆太郎編『社会科教育と地域学習の構想』，明治図書，1985，

pp．297－308

3園部雅久「コミュニティの現実性と可能性」，鈴木博・倉沢進編『都市社会学』，アカデミア出版会，1984，

pp．316－342

4金子勇「都市的人間と市民意識」，鈴木博・倉沢進編『都市社会学』，アカデミア出版会，1984，pp．292－314

5奥田道大『都市と地域の文脈を求めて』，有信堂高文社，1993，p．138

6田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，p，23

7和田圭以「表紙は語る一まちづくりコンサルタント」，『社会科教育』No．514，明治図書，2002

8田村明『まちづくりの発想』，岩波新書，1987，p，28

9前掲書6，p．118

10川上光彦「まちづくりの理念と方法」，川上光彦・丸山敦・永由孝一編『まちづくりの戦略』，山海堂，

1994，　p，2

11前掲書8，pp，58－60

12S．Alinskyは，市民参画の重要な要素として，そのまちの「はえぬきの指導者」を挙げている。そして，

このような指導者は，行政と市民とを結びつける役割をもっているとしている。

（H．B．C。Spiegel著，田村明訳『市民参加と都市開発CitizenParticipationinUrbanDevelopment』，鹿

島出版会，1975，p，154）

13同上書，p．154

14同上書，pp．28－2g
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15福川裕一『ゾーニングとマスタープラン』，学芸出版会，1997，p，9

16個々の都市計画を定める際の拠り所となるべき，まちづくりの基本方針を指す。

　（まちづくり条例研究センター『まちづくり・都市計画なんでも質問室』，ぎょうせい，2002，p．18）

17高見沢実『成熟社会のまちづくり』，学芸出版会，1997，p．71

18西村章夫『歴史を生かしたまちづくり』，古今書院，1993，pp．6－7

19同上書，pp．8－16

20前掲書6，pp．137－150
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第2節　市民参画のまちづくりの実際

　我が国におけるまちづくりの問題点と，現在進められている市民参画によるまちづくり

の可能性について考察する。

　　（1）我が国におけるまちづくり

　我が国におけるまちづくりに関連する法律の体系を見ると，全国総合開発計画などの国

土計画と密接な関係にあり，その枠内でまちづくりが展開されてきたことが分かる。

　　　　　　　　　　　　　【表1－2－1】まちづくりに関する法律の体系

主要区分 目的別区分 基本法

全国法 全国 国土総合開発法（1950）

国土利用計画法（1974）

建築基準法（1950）

都市計画法（1968） 都市3法

都市再開発法（1969

地方自治法（1947）

地方分権一括法（2000

ブロック法 大都市圏 首都圏整備法（1956）

都市再生特別措置法（20
2
）

地方圏 各地域における開発法 （159－71）

市町村の合併の特例に関す 法律（1965）

個別地域法 産業振興等 新産業都市建設促進法 （196）

工業整備特別地域整備促進法（1964）

工業再配置促進法（1972）

新産業創出促進法（1999）

大規模小売店舗立地法 （1998）

中心市街地活性化法
　　　、事まちづくり3法
1998）！レ

後進地域振興 山村振興法（1965）

過疎地活性化特別措置法 （1990）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本まちづくり協会『地域計画』，森北出版，2002，p．8
まちづくり条例研究センター『まちづくり・都市計画なんでも質問室』，ぎょうせい，2002，pp，H7を基に作成）
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　この中でも，我が国のまちづくりは都市計画法を中心にして，中央主導で進められてき

ている。全国総合開発計画においても，その傾向は同様に見られる。

　　　　　　　　　　　　　【表1－2－2】全国総合開発計画

第1次 第2次 第3次 第4次 第5次

策定時期 1962 1969 1977 1987 1998

目標年次 1970 1985 1987 2000 2010

背景 高度成長経済

疎過密化

得倍増計画

高度成長経済

疎過密化

術革新

安定経済成長

ネルギーの有

性

東京一極集中

方衰退化

際化

地球時代

口減少・高齢化

度情報化社会

基本目標 地域間の均衡あ

発展

豊かな環境の創 人間居住の総合

環境整備

多極分散型国土

構築

多軸型国二h構造形

の基礎づくり

構想 拠点開発構想 大規模プロジェ

ト構想

定住構想 交流ネットワー

構想

参加と連携

　　　　　　　　　　　　　　（日本まちづくり協会『地域計画』，森北出版，2002，p．16を基に作成）

　第4次以降では，それまでの「過密・地域格差解消の重視」からの転換が見られる。「大

都市問題への抜本策」として多極分散型国土・大都市優先の方針が採られ，公共事業抑制

や大都市における社会資本整備が進められるようになった。しかし今後は，民意の正しい

反映と計画策定過程への利害関係者の参画ないし意見陳述の機会の確保が必要とされてい

る。それとともに，現代社会の変化を無視してまで，かつて策定された古い計画にとらわ

れることには注意していく必要があるとされている1。

　さらに，まちづくりにもっともかかわりの深い都市計画法については，次のような経緯

で改正がなされてきている。
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【表1－2－3】主な都市計画法改正の経緯

1919年成、

1968年改

1980年改

1992年改

1998年改

OOO年改

OO2年改

（旧法）

都市計画のあり方を議論する場としての都市計画審議会の設置，都道府県知事及び

市町村への都市計画決定権限の移譲，住民参加手続きの導入など，それまでの過度

に中央集権的な制度を和らげる改革がなされている。また，開発許可といった新し

い制度も取り入れられた。

建築基準法改正に伴って，住民参加条例・まちづくり条例を制定する地方公共団体

が出てきた。

市町村の都市計画のマスタープランの策定が導入され，市民参画による策定の試み

が広がった。

大規模小売店舗立地法・中心市街地活性化法と合わせて「まちづくり三法」と呼ば

れる。

1999年の地方分権一括法の改正を受けて，自治体の計画手段を豊富化するととも

に，法定手続きも民主化を進めた。そして，すべての都市計画区域でマスタープラ

ン策定が義務付けられた。

まちづくりNPO等が都市計画を提案することができるようになった。都市再生特

別措置法と共に，都市再生に資する民間開発事業に係る認定と支援制度，都市計画

に係る特例措置の創設を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（兼子仁『新地方自治法』，岩波新書，1999，p．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中沢孝夫『変わる商店街』，岩波新書，2001，p，63

まちづくり条例研究センター『まちづくり・都市計画なんでも質問室』，ぎょうせい，2002，pp．1－17を基に作成）

　1992年の改正により，都市計画に関する基本的な方針を市町村が定めることとなり，ま

ちの将来像として，まちの全体像，地域ごとの市街地像，公共施設の整備方針等について

定めた都市マスタープランが策定されるようになった。現実には，個々の内容や策定の方

法は市町村の創意工夫にゆだねられている。土地利用の方向を市民の意見反映などを通じ

て定めている努力は認められるものの，法的な強制力をもたない点が制度的限界であると

いわれる。

　この法律を基にして進められた我が国のまちづくりの歴史は，以下のようにまとめるこ

とができる2。
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①明治期

　明治維新に入ると中央集権の基に近代化を進めた。この近代化の中で地域計画として整

備されたのは，鉄道を中心とした交通網の整備，水利開発による水資源の活用であった。

　（例）交通網では東海道本線の開通，水資源では琵琶湖疎水の開通が代表例。特に琵琶

　　湖疎水は，東京遷都を京都市民に納得させるための代償として琵琶湖の水利権を与

　　えることにより，京都市民は安定した水源を得ることとなった。

②戦前

　第一次世界大戦後，四大工業地帯の造成がなされる。1919年に都市計画法，1940年に都

道府県総合開発計画が策定されるが，戦争により十分に達成されなかった。

③戦後復興期

　残された貧しい国内資源の有効利用と生産増強を目指した。多目的ダム建設を中心に河

川水系の総合開発とそれに伴う社会資本の充実を進めた。

④高度成長期

　大都市での工業生産が進んだために，大都市での無計画な拡大（スプロール現象）が目

立つようになった。ここで初めて地域計画が我が国で樹立され，1962年から1998年まで

の第1次から第5次の全国総合開発計画が策定された。

　　（2）我が国におけるまちづくりの問題点

　これまで述べてきたような経緯があるのにもかかわらず，我が国におけるまちづくりは，

一部を除き，それほどの成果をあげていないといわれる。特に先述した地域計画の流れか

ら，全国一律のメニューによる用途地域の細分化が，果たして地域の実情に合わせたまち

づくりを支え，魅力ある都市空間を創造することになるのかといった批判がされている。

そして，大都市では経済1生や機能性を最優先させたことによって，そのような事例が多く

見られる。

　戦後まもなく人口集中が問題となった東京では，占領軍の命令で転入制限が行われた。

しかし，具体的で実効ある手段がとられなかったため机上の計画で終わってしまっている。

また，戦後復興計画でも大街路を建設しようとしたものの，ドッジラインによる緊縮財政
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によって計画のほとんどが実行されなかった。住宅政策も遅れ，その後に大きな影響を残

した。どの対策も進駐軍の便宜を図ることが優先され，応急措置的なものばかりになって

しまい，恒久的によいまちをっくろうという考え方が根本的に欠けていたといわれている。

さらに，昭和30年代後半からは工業化以上に都市型産業の発達によって，東京は第3次産

業を中心とするまちに変わっていった。そして，市街地の人口抑制を目指した首都圏工業

等制限法の施行で工業が規制されたことによって，工場であった土地には高層オフィスビ

ルやマンションが建つようになり，そのために人口が集中するといった現象が起きてしま

った3。

　東京をはじめとした人口が集中した都市に残されている課題は，次のような点を挙げる

ことができる。

　　　　　　　　　　　　【表1－2－4】大都市に見られる課題

①災害に備える都市機能をもっていない。

②地価の上昇。

③そこにいつづけるためには，都心から遠くに住まなければならない。

④多大な通勤時間がかかる。

⑤道路増設が難しく，交通渋滞の解消が進まない。

⑥経済的な利益を生まない緑やオープンスペースをつくることが困難。

　（例）一人当たりニューヨーク20㎡，ロンドン32㎡，東京3㎡

⑦水・電力などのエネルギーを他地域に頼っている。

⑧環境悪化による健康への不安。

⑨廃棄物とその処理を他地域に頼っている。

⑩経済性を重視するあまり，歴史的遺産や文化を軽視する傾向がある。

⑪経済性を重視するあまり，社会的弱者を軽視する傾向がある。

⑫まちの巨大化によってコミュニティが崩壊し，地域への愛着や人への優しさが失われている。

　　　　　　　　　　（田村明『江戸東京まちづくり物語』，時事通信社，1992，pp，444－447を基に作成）

　そこで，行政だけでなく，シンクタンクなどに依頼して調査報告書の作成を依頼すると

いった方法でまちづくりを進めている都市も見られる。しかし，そうしたものが市民には

響かないことが多い。それは，地元に対する愛情が乏しいからに他ならない。どうすると

受け入れられるのかについて，関満博氏は次のように述べている4。

一23一



．第1章第2節

　「現場」にとっての外部の人問は，何よりも長い目で見て「役に立っ」ことが求められる。そのた

めにも，実った果実を一気に刈り取るようなことをせず，種まきから刈り取りまでを繰り返し，積み

上げていくことが大切である。「思い』などは，社会科学には不必要，冷静・客観的に，などと言われ

ることがあるがいかがなものか。対象への愛情が深まり，交流を深め，思いを共有することが出発点

なのではないか。

　このように現在では，制度面の変更や外部の人間によるまちづくりは困難なものとなっ

ている。そこで，これまでとは違った方法で，新しいまちづくりを目指そうとしている。

　　（3）市民参画を目指したまちづくり

　以上のように，戦後の我が国では，これまでのrむら」社会からrまち（都市）」社会へ

の転換が見られた。そして，その過程でまちづくりが進められてきたものの，高度成長期

では「行政主導型」の「建物中心主義」にとどまっていた。そのため，高度成長が望めな

くなり，さらに環境保全が重視されてくると，まちづくりの施策も転換せざるをえなくな

ってきた。このまちづくりの転換点について，遠藤聰氏は次の3つを挙げている。

　　　　　　　　　　　　【表1－2－5】まちづくりの転換点

①価値観の変化

　いかに多くのモノを所有するかから，モノに込められた意味や背景としてのモノがたりのほうに関

心が向きつっあり，モノを上手に使って生活や人生を楽しむかに変わってきている。

②地域の広がりと結びつきの変化

　生活経済圏の広域化と自分たちの身の回りを重視する狭域化が進んでいる。

③主体の変化

　行政主導から官民協働に重点が移り，さらには住民の主体的・積極的な参加が求められている。

　　　（遠藤聰r地域づくりの新たな潮流と計画の課題」，川上光彦・丸山敦・永山孝一編『まちづくりの戦略』，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1994，pp、16－23を基に作成）

　そこで現在では，生活者の視点に立った市民参画のまちづくりが求められてきている。

1970年代から見られるようになった市民参画のまちづくりの経緯については，次のように

まとめることができる。
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通産省く卜一→建設省

商店街近代化
都市計画は？

産
業
人

商
店
主

　　民運動
rレ住鯵加獅緬

建

　市民参画の都市計画づくりが始まるものの反対型が多く，

市民の意向は反映しにくい。また，商業近代化計画が作成さ

れるが，旧通産省と旧建設省の縦割り制が強いため，都市計

画が先行した事例が多い。

通産省一彦＞　＜←建設省

■■68■

ソフト事業

商
店
主

産
業
人

住
民

　ソフト事業による地権者説得，市民への訴求などの新たな

方法が全国に広がる。そのため，反対型の市民参画は減少す

るが，市民の意向に対応した都市計画づくりは進んでいない。

通産省 建設省

じ　　　　　　　　　　　　　　ぼ

1990年代前’

　旧通産省と旧建設省の縦割り制が弱くなるが，投資不安に

よって再開発事業が進まなくなる。市民参画のマスタープラ

ンづくりが始まるが，旧建設省は市民を信頼できずに市民参

画は進んでいない。（福岡市の活性化）

通産省　　　　　建設省

・コミュニティ
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商
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面
唐
主

薫
巣
人
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門
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住
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ス

・福祉

通商省　　　　　建設省

　　CMO
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魔
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家

住
民

コミュニ
イソリ

ージコ

コミュニ
ィビジ

ス

・福祉・交流人口・潤開発・集台任宅

化教寳
市型塵桑

1990年代後’

　専門家による情報提供や公聴会によって，コミュニティビ

ジネスやまちづくりコミュニティによる成果があらわれてく

る。また，旧通産省と旧建設省との間にも入り，複合事業を

成功させる、（川越・長浜市の活性化）

000年代前

　中心市街地活性化法が施行される。それを生かして，TM

O5が主体となった複合コミュニティビジネスが始まる。

OOO年代後’

　様々な要素を複合したTMOが組織され，多様な対応をし

ながら安価で効率的なコミュニティビジネスを行うようにな

る。

【図1－2－1】市民参画のまちづくりの経緯

（園利宗『新まちづくりハンドブック』，連合出版，2001，p“73－106を基に作成）
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　このような経緯から，自治体においても市民参画をうながすための仕組みの改造が以下

のように求められている6。

・　総合的に自治体組織を動かし，特定の利害に流されず自主性をもって継続的な政策をっくり，実

践できるプロデュースカと地域経営ができる組織

・職員の能力と資質を磨き，市民政府にふさわしい政策形成能力をもつ人を育てる研修システムと，

資質に応じて適正に配置される人事システム

・　市民と充分に話し合いができて，市民に自分たちの自治体だと思うことができる情報システム，

参画システム，提案システム，立案システム

　また，市民・行政・企業が協働でまちづくりを進めていく方法として，ワークショップ7

が注目されてきている。まちづくりにおけるワークショップには，行政・市民・企業とい

ったセクターや老若男女・職業などの社会的階層にこだわらずに，広く関心のある人々が

集まって，テーマに対して議論を重ねるといった意味がある8。そして，懇談会とは違って

何らかの協働作業を伴い，作業を通じて情報の共有化と互いの思いのぶつけ合いが行われ，

結果として様々な視点と立場をバランスよく含ませることができるようにすることを目指

している。まちにかかわる多様な立場の人々が計画プロセスに参画するまちづくりの方法

として用いられるため，参加者が共通して理解できる各種の協働作業や勉強会等を通して，

完成後も地域の人々が積極的に管理を行うなど，地域愛に支えられたまちづくりが期待で

きるものとなっている。

　このワークショップの手法を用いたまちづくりとしては，世田谷区の事例がある。かつ

て世田谷区でも，役所が型通りの集会を開いて説明し，市民が質問し意見を言う，市民が

設けた集会で役所の答弁を求める，市民が集まって討議し重要事項をまとめて役所に提案

する，議会に陳情や請願する，といったまちづくりの手法がとられてきた。そのため，パ

ターン化された役所の反応が得られるだけで終わってしまっていた。そこで，ワークショ

ップ手法を取り入れることにより，目ごろの立場とは全く違う眼でまちづくりを考える，

市民・役人さらには企業人が自分の立場や視点を客観的に見直すようになってきた。その

ため，市民はもとより役所の職員にとっても創造的な成果が上がるようになってきた。ま

た，自分の率直な意見を主張する一方で，多様な人々の意見を知ることのできる機会でも

あることが分かってきた。もともと，世田谷区には高度成長期頃からまちづくりグループ
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が存在し，それぞれ個々に活動していた。それが，1992年に設立されたまちづくりセンタ

ーを中心に，まちづくりグループが協議しながらパートナーシップ型まちづくりの推進を

進めるようになった。このまちづくりセンターは，まちづくりファンドと連携して市民主

体のまちづくりを支援している。まちづくりファンドはグループを資金面で応援する公的

信託で，まちづくりセンターが紹介をしたり，助成申請の相談にのったりしている9。

　約1haの公園を対象として，区が公開コンベンションを行った際には，多くのまちづく

り活動グループがそれぞれワークショップを開いた。そのうちの1つのグループは，【図1

－2－2】のようにr目標カード」，r空間タイプリスト」，r公園につくりたいものリスト」

を用意して，数人に分かれてチームごとの討議を行った。こうして合計6チームの案が出

され，最終的にはデザイナーによってそのグループとしての1つの案にまとめられた。そ

して，この案は実際に公園建設にあたっても生かされることになった。

周露オード

2離灘押［璽i輩翻：

7響器脇襯鯛糊監誉鶴欄毒わ

　　　　　　　　　　　ダ彫一7■雪
　　　　　　　　　　　ゆマぱゆロロでヨペるブイナえ　プタなあロ
　　　　　　　　　　　セロじめのほいゆのハゆがロなぼでさるむロ

藤難ii嚢ii轟…ll

　　　　　　　　　　　ゆるやゆなホはになワなヨなあの
1　　　　　　　　　　　　　　龍鍛雛窒器灘瓢ト堺剛7・の堪嶋

チーム竃の尉澗騨腰

空鉤タイブ

麟峯瀞1；’
・・ 籔

　　　　　　　、
曇口につくり」盛喝の

・苧節の賢化を繕げるお絶畑

・返くの人たちで忙括愈†る管懐かい、野孕の潟

閥
・野鳥の楽關とをもような糎

・雑華をどがはえてる、お弁遥が食べられる野瞑

・林の中の依捗遣

・混すべりのできる小山

　・野鳥の心めの賓炉むる嵐があってもいい

　・ち3っとLたあずま雫
　・スンート償一ド、ローラw義ケートの練翼がで

　塾6コー民
　・いつも人気のある自曳管羅ヨ興獅斯

　■きれいて噂～全をトイレ

　・じ雫皐降ならず目立亀ない安心しておける自転

　車碧ひ場
　・日陰を作噸出し薗やごりのできる鮮下

　・囲まれた感じのすもくほゐや穴

　じゆるやかにスリヘチぜになつなゑをなめ

、・ 灘編魏広場
　・曜だらけになつて費物の大切きがわかる畑

　・入ロに伸びる館傘匙

　・火を四める矯醇、かまど

　・自分だけの指定曙と轟じもれるような．自然の

　ペンチ
　o属の流れを提骨止め6艶脚匿亭

　9よ棚の鑑を墨じる口時計

　・うねうねと禦く石蝋

　・季餓の寵化を宙げる溺花畑

　。豪寝のペンチ

【図1－2－2】世田谷区における公園づくりワークショップ

　（猛Sanoff著，小野啓子訳『まちづくりゲームDesighn　Games』，晶文社，1993，pp，109－116）

　　（4）　これから求められるまちづくり

　これまでのまちづくりの歴史から，現在市民参画のまちづくりが各地で進められるよう

になった経緯を見てきた。ところが，このような多くの市民参画を目指したまちづくりの

実践が蓄積されてきたものの，一村一品の画一化，文化リゾートによる乱開発，中心市街

地の衰退化等，失敗例も見られる。これは経済面における問題を解決できなかったからで
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ある。

　そこで，1990年代後半から見られるようにな：ったコミュニティビジネスによって，地域

経済を重視した協働体制を築く事例が見られるようになってきた。これは，偏った富の配

分を国・自治体・企業に要求することが可能であった高度成長期が終わったことや，これ

までのまちづくりの失敗を通して自ら富をつくり出す手法が必要となってきたことがきっ

かけとなっているlo。

　このコミュニティビジネスはイギリスで始まった。1970年代のイギリスではすでに，大

規模開発は都市再生に効果がないばかりか，市民に貧困化をもたらすことが指摘され，ま

ちと市民の自助努力を引き出すことが提唱されていた。そこで，保護されるだけでなく，

自ら付加価値化・高度化を促進させ自主的に変化していくために，市民自らが公共性の高

いビジネスを行い，自らの財を管理できる主体として，地域経済をも支えるコミュニティ

をつくろうとした動きが見られた。

　このコミュニティビジネスのメリットについて，園利宗氏は次の点を挙げている11。

自分のビジネスを通して，まちの問題解決に取り組むことができる。

市民・企業・市民組織・行政に協働を提案できる。

マスコミを利用した情報公開が容易にできる。

いい人材集め，人材づくりを進めることができる。

ユーザーとの協働で製品を開発することができる。

　これは，r自分だけが儲けるのか」というとらえ方から，地域貢献とビジネスを関連付け

てまちを活性化しようとすることが当たり前だと認識されるようになったことが大きく作

用している。そして，コミュニティビジネスを取り入れたまちにおいては，行政と市民組

織の協働により，雇用や文化の問題の解決と利益向上との両立が達成されている。その成

功例としては，【表1－2－6】のような事例を挙げることができる。
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【表1－2－6】コミュニティビジネスの成功例

まち 市民組織 コミュニティビジネス例 メリット 行政支援

川越 蔵の会，イモ友の会 イモ菓子屋，近滝，田中屋 A　B　C　E まち並み整備

長浜 黒壁，楽市 黒壁，たねや，プラチナプラザ A　C　E 黒壁出資

湯布院 映画・音楽祭 はかり屋，玉ノ湯 AD 催事支援

奈良 まちづくりセンター あしび屋，春鹿酒造 A　B　C　E まち並み整備

篠山 薪能，丹波味祭り 黒豆問屋，能博物館 A　B　C　E まち並み・城整備

　　　　　　　　　　　　（園利宗『新まちづくりハンドブック』連合出版，2001，pp，209－2Hを基に作成）

　埼玉県川越市は，都市型観光地として成功した事例である。複数存在していたまちづく

りNPOと行政・企業が協働体制を築き，蔵の景観を生かしたまち並みづくりとイモ食文

化による活性化を目指した複合的なコミュニティビジネスとなっている。現在では，他分

野との複合化も成功し，交流人口を増やしている。

　滋賀県長浜市は，文化遊園地として成功した事例である。湯布院の事例をモデルにして，

第三セクター事業を中心に市民組織と企業との協働体制を築くようになった。そして，古

い銀行の建物を生かして，ガラス工房やレストランなどのビジネスを複合化して，中心市

街地の活性化に成功した。

　どの事例においても，観光客だけでなく地元客も取り込むことにより，ビジネスとして

の利益向上，市街地の活性化，雇用増加に成功している12。このようなコミュニティビジ

ネスの確立によって，中央に頼らずに地方独自に市民参画を進め，それぞれのまちの個性

を生かしたまちづくりが行われるようになってきた。

　　（5）市民参画のまちづくりにおける新たな問題点

　現在では都市再生特別措置法の施行により，新しく「2003年問題」と呼ばれる問題が浮

上してきている。
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【表1－2－7】都市再生特別措置法

・　2002年に10年の時限立法として成立。

・　首相直轄の「都市再生本部」が，緊急整備地域を指定し，その地域の土地利用規制を除外できる

ようにした。

・　さらに，開発業者が直接国土交通省に都市計画案を提案することが可能となった。そして，事業

者から建築計画の提案があった場合には，これまでの2年8ヶ月ではなく，6ヶ月以内の都市計画

決定を義務付けた規程を設けている。

・　民間主導の都市再生を促進させようとするものとなっている。

（五十嵐敬喜・小川明雄『r都市再生」を問う』，岩波新書，2003

　首相官邸http：／／㎜。kantei．go．jp／index。htmlを基に作成）

　この法律は，大都市の相当部分に規制を取り外す都市計画制度を導入するものとなって

いる。そのため，大都市圏の高速道路・空港・港湾等を中心に公共投資を加速させること

になり，「バブル」が起こるのではないかと指摘されている。また，地方の切り捨てにつな

がるとの指摘もされている。さらに，「6ヶ月以内の都市計画決定」という規程から，時間

不足を理由に行政側が住民説明会をもって公聴会と代えてしまう恐れがある。そのため，

民間主導とはいいながらも，1992年の都市計画法改定で導入された市町村マスタープラン

の作成や，2000年の地方分権一括法や1998年に閣議決定された第5次全国総合開発計画

によって促進を目指した市民参画が困難になることが予想される。また，「市町村の合併の

特例に関する法律」によって，市民の願いを基にしたものではない行政主導のまちづくり

が進められる恐れも出てきている。

　このように，まちづくりへの市民参画が妨げられることにもなりかねない政策が進んで

いることについては，今後のまちづくりの動向と合わせて注目していく必要がある。
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出したりする学びと創造のスタイル」と定義している。

（目本まちづくり協会編『地域計画』，森北出版，2002，p。125

　木下勇「地域における社会科学習と子どもの参画」，日本仕会科教育学会『社会科教育研究』別冊，2003，pp。3－15

　中野民夫『ワークショップ』，岩波新書，2001，p，10）
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11園利宗『新まちづくりハンドブック』，連合出版，2001，pp．209－211

12同上書，pp，34－45
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第五章子どもの参画の資質とまちづくり学習

　最近では市民参画を推進しているまちづくりの活動に，子どもも参画させようとする動

きが見られるようになってきた。本章ではこの子どもの参画が注目されてきた経緯や，そ

れにかかわる活動を考察し，まちづくり学習と子どもの参画の資質形成との関連を明らか

にする。

第1節　国連『子どもの権利条約』における参画の資質

『子どもの権利条約』の発効が契機となって，子どもの参画が注目されてきた。そこで，

『子どもの権利条約』に見られる子どもの参画の資質について明らかにする。

　　（1）　『子どもの権利条約』発効の経緯

　もともと子どもの権利に関するものとしては，1924年の『ジュネーブ宣言1』，1959年の

『児童の権利に関する宣言2』があり，これらの宣言に効力をもたせるために『子どもの権

利条約3』が1990年に国連で発効された。我が国の国会で批准された際の名称は『児童の

権利に関する条約』で，1994年3，月に国会でこの条約の法律上の効力をもたせる確認（批

准の承認）がなされ，同年5月22目に発効された。

　この条約自体は【図II－1－11のような，

子ども・保護者・国（自治体）の法的関係

を基に作成されている。この条約が発効さ

れるに至った要因としては，欧米諸国では

子どもや若者の犯罪の多さに悩まされてい

るのにもかかわらず，子どもの参画を実現

するために大人の役割を考え直すようにな

ってきている点が挙げられる。つまり，「子

どもに参画や自由を保障させても実現しな

いのではないか」，「子どもが勝手な言動を

とうようになるだけではないか」といった

不安点が指摘されているものの，それ以上

o権利行使主体

としての子ど

も観

（条約長婁）

（、思想・良心

　・宗教》　　A一

播示・指導壷任

子ども

O特別な法的保護の

対象としての子ども観

O子どもの最善の利益

　（粂約3条2項）

　　福祉（保護とケァ）

　立法・行政措躍義務
B

親・法定保護者
　　　　　　　　ハユ
　　家族　　　　援助義務

　　　　　　（条約前文5項
　　　　　　　18条2項）
親・法定保護潟

の養育黄任（粂約18条1項）

家
政

国
．
行

条約上の

締約国の

法的義務

条約4条）

【図1－1－1】子ども・保護者・国（自治体）の法的関係
像多明人『！新時1切子どもの権稗餓』，エイデル研究玩，1鰍），p，86）
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に市民としての自覚育成を促進させることを優先しようとしている。それと同時に，子ど

もの参画を実現するには親・保護者その他子どもに法的責任を負う者の指導権がともなっ

てはじめて完結するものとして，これまで以上に大人の責任を重視している4。

　子どもも地域の一員・市民であるという考え方が人々の念頭から消え，子どもの社会力

が低下したとする門脇厚司氏もこの『子どもの権利条約』について，子どもを同じ社会を

構成している成員とみなし，他の成員の役に立っ何らかの役割を果たさせることで市民と

しての自覚を高めようとするものとして高く評価している。そして門脇氏は，地域におけ

るまちづくり活動を総合的な学習に取り入れた「地域づくり学習」を行うことを提言して

いる5。

　また，文部科学省も『子どもの権利条約』を受けて，1999年から「全国子どもプラン（緊

急3ヵ年戦略）」を実施し，地域で子どもを育てるための環境の整備を目指している。さら

に，その実績を基に策定した「新子どもプラン」には，「地域の体験活動等の体制整備・情

報提供」，「子どもを核とした地域の様々な活動の機会と場の拡大」，「子どもや親への相談

体制の整備」等が盛り込まれている。そして，子どもたちが参加できる様々な体験活動等

の全国各地での継続的な展開と，地域の教育力の活性化を図ることを目指している6。

（2）子どもの参画の資質にかかわる条文

『子どもの権利条約』の中で，子どもの参画にかかわる条文を以下に取り上げる7。

　　　　　　　　　　【表1－1－1】第12条（意見表明権）

1　締約国は，自己の意見を形成する能力のある児童がその児童に影響を及ぼすすべての事項につい

て自由に自己の意見を表明する権利を確保する。この場合において，児童の意見は，その児童の年

齢及び成熟度に従って相応に考慮されるものとする。

2　このため，児童は，特に，自己に影響を及ぼすあらゆる司法上及び行政上の手続において，国内

法の手続規則に合致する方法により直接に又は代理人若しくは適当な団体を通じて聴取される機会

を与えられる。

　この条文では，国や親などが子どもにかかわる重要な決定を下す際には，子どもの意見

表明権の保障が必要であることを明らかにしている。具体的には，子ども個人の問題に際

して意志表明・参画する権利の行使，親の指導を前提として市民社会へ参画する権利の行

使を方向付けたものとなっている。
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【表丑一1－2】第13条（表現・情報の自由）

1　児童は，表現の自由についての権利を有する。この権利には，口頭，手書き若しくは印刷，芸術

の形態又は自ら選択する他の方法により，国境とのかかわりなく，あらゆる種類の情報及び考えを

求め，受け及び伝える自由を含む。

2　1の権利の行使については，一定の制限を課することができる。ただし，その制限は，法律によ

って定められ，かつ，次の目的のために必要とされるものに限る。

　a　他の者の権利又は信用の尊重

b　国の安全，公の秩序又は公衆の健康若しくは道徳の保護

　この条文の特徴は，単に自らの意見等を外部に向かって表現することだけでなく，あら

ゆる情報を求め，受けることも含まれることにある。その反面，選挙権がない子どもに対

して新聞・放送・学園祭発表等の内容を教師が閲覧したり，掲示・ビラまき・署名運動の

ような政治的活動を禁止・制限したりすることも，それが社会通念に反するほど厳しいも

のでない限り違反とはいえないといった解釈があるように，子どもの権利にも一定の制限

が加えられている。

　　　　　　　【表U刊一3】第31条（休息・遊び・文化生活・芸術への参加）

1　締約国は，休息及び余暇についての児童の権利並びに児童がその年齢に適した遊び及びレクリエ

ーションの活動を行い並びに文化的な生活及び芸術に自由に参加する権利を認める。

2　締約国は，児童が文化的及び芸術的な生活に十分に参加する権利を尊重しかつ促進するものとし，

文化的及び芸術的な活動並びにレクリエーション及び余暇の活動のための適当かつ平等な機会の提

供を奨励する。

　子どもは権利享有・行使の正規の資格者でありながら，自分の権利を認識・主張・実践

する力を完全にはもっていないため，親をはじめ大人の援助が必要となってくる。このこ

とから，子どもは従来，保護の対象として主に考えられてきた。しかし，この条文では子

どもを発達可能態としてとらえ，権利を享有し行使する主体として把握することを基礎に，

その権利を保障しているところに特徴がある。その一方で，権利の救済・保護・実現に必

要な規定が条約全体の中にほとんど含まれている。
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【表∬一1－4】第42条（条約広報義務）

　締約国は，適当かつ積極的な方法でこの条約の原則及び規定を成人及び児童のいずれにも広く知ら

せることを約束する。

　子どもの参画の権利を認め，大人がその援助を行っていくことが明文化されても，それ

が子どもたち自身に伝わっていなければ意味がない。そこで，この条文によって，子ども

たちに認識させるような手立てを講じていく必要性が示されている。

　学校現場においては，次のような児童向け図書を活用して，子どもたちに認識させてい

くことが求められる8。

　　　　　　　　　　　　　　【表∬一1－5】児童向け図書

　　　　　　　　　　　第13条どうやって伝えてもいいんだ

1　ぼくら子どもが，何かを考えたり，感じたりして，それをほかの人に伝えたいなら，どんな方法

で伝えてもいいんだ。しゃべってもいい。うたってもいい。紙に書いてもいい。印刷でもいい。

絵にしたり，ものをっくってもいい。そのほか，数えきれないくらいいっぱい方法はあるけど，

いちおうそれ全部いい。ついでに，国境なんて関係なく，いろんなことや，いろんな考え方を，

知りたいと思っていい。それを知っていい。知ったあとだれかに伝えても，もちろんいい。

2　だけど，“やっていいこと”には限界（ここからは，できないこと）もある。その限界は，法律で

決まっている。ほかの人の“やっていいこと”のじゃまになったり，人をわけもなく悪者にしたり，

国の安全やみんなの心や体にわるかったりする伝え方はできないんだ。

（小口直子『子どもによる，子どものための，子どもの権利条約』，小学館，1995，pp．59－62）

　　（3）　『子どもの権利条約』を基にした活動

　『子どもの権利条約』の批准の前後に，子どもの参画に関する研究が盛んに行われるよ

うになった。その主なものは，将来的な目標として，子どもたちが社会活動へ参画してい

くことができるようにするためにはどうしていくとよいかというものである9。欧米諸国で

は子どもの参画を実現するために大人の役割を考え直すようになってきている。学校教育

においても，「デザインゲーム」，「まちワーク」，「都市環境学習」といった学習が行われる

ようになってきた。
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①デザインゲーム

　デザインゲーム（Design　Game）は，アメリカの建築士H．Sanoffが発案した市民参画を

目指すまちづくりの実践的な方法である。我が国では世田谷区で最初に取り上げられてい

る。この方法は，実生活の一場面を凝縮してみることにより，問題の本質的な特性を取り

出して検討してみようというものとなっている。また，変化の著しい環境の中で求められ

るデザイン上の意志決定の過程を実際に経験できるシミュレーションにもなっている。

　グループによる話し合いを重視するため，ゲームヘの参加を通して環境や社会や技術が

複雑に絡み合う現実を理解することができるのと同時に，普段当たり前すぎて気付かない

身近な環境についても考え直そうとすることをねらいとしている。そして，取り組む問題

が複雑になればなるほど様々な人々が納得できる解決策が必要となるため，グループごと

に必ず意見を一致させ，意志決定を進めることを目指している。これは，妥協や多数決で

は是か非かとものごとの局面を単純化しがちで，自分の側に得票しようとするあまり極端

な立場を主張し，だんだん現実から離れてしまうことになってしまうからだとしている。

また，敗北者がつねに不満を残したままになることを避けようとしている10。

　そこで，グループとして効果的な結果を得るためには，一人一人が検討中の問題につい

ての自分の価値観を，きちんととらえていることが重要となってくる。デザインゲームで

は，自分のもつ価値観を検討しやすい方法を取り入れている。それは，参加者が選択肢の

中から選んで判断する形というものであるが，こうした選択を行うためにはそれぞれが自

分の感じ方や考え方，価値観を改めて検討する必要がある。そして，互いの価値観を理解

できるための機会を設けることも必要なってくる。そこでSanoffは，デザインゲームのシ

ナリオとしては以下の点に留意して設定する必要があるとしている。

　　　　　　　　　　　【表1－1－6】デザインゲームのシナリオ

・　設定する時間はいつか

　あまりにも遠い将来に設定すると，曖昧な要素が増え，現在の方針が通用しなくなるおそれがある。

・　どのような環境を舞台とするか

　現在の環境の特徴や範囲をよく表すものにする必要がある。

・　どのくらいの詳細な状況に設定するか

　細かく設定しすぎると，参加者が理解できなくなるおそれがある。

・　だれが参加するのか

　参加者の特性に応じてシナリオを設定していく。

（H。SanQff著，小野啓子訳『まちづくりゲームDesign　G㎝es』，晶文社，1993，臥20を基に作成）
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　このデザインゲームという手法では，一つだけのゲームで解決していこうとするわけで

なく，「創造的な発想を生み出すためのゲーム」→「検討を通して選択・判断するゲーム」

→rグループとしての合意を形成して意志決定を行うゲーム」という段階を踏んで，最終

的に意志決定を行うことを目指すものとなっているll。

②まちワーク

　まちワーク（Machi－Work）の中心的人物であるE．Adamsは，環境とデザインに関するプ

ロジェクトで科学や技術の知識を責任もって用いる能力の形成を目指している。そして，

将来子どもたちがその環境をつくるにあたり，より創造的に参画できるように保障すべき

であり，このような活動は将来の環境の変化に対応できるための市民としての資質の形成

につながるものとしている12。このまちワークの基本的な考え方は次のようにまとめるこ

とができる。

　　　　　　　　　　　【表∬一1－7】まちワークの墓本的な考え方

①まちづくりへの子どもの参画プロジェクトは断片的なものになりがちであるため，子どもたちの

　ためのまちづくり学習プログラムの開発，資金面での支援，活動へのサポート体制の向上なども政

　策の中に位置づけることが必要である。

②学習の中でまとまった知識を習得しているかということよりも，学習へ心が向いているかどうか

　を大事にしなければならない。ここで教わることは答えではなく，学習方法である。

③場所にまつわる経験から，子どもは自分自身の存在の位置付けや，人々と場所との関係や，社会

　的な感性を育てていく。この場所に対する感受性はまわりの環境からの数え切れないメッセージに

　よって開かれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（まちワーク研究会編『まちワーク』，風土社，2000，pp，34－84
　　　　　　　　　　　　　　　まちワーク研究会，http：／／homepage3．nifty．com／搬THI／を基に作成）

　まちワークの取り組みを参考にしたものとしては，1993年に始まったいわきまちづくり

コンクールが挙げられる。このコンクールではいわき市内に住む市民を対象にして，まち

のいいところを再発見し，絵や地図などに表現した作品を募集している。第1回のコンク

ールでは絵地図を募集し，小学校の授業とリンクさせた作品が多く出品された。特に，差

塩小学校では総合的な学習の時間における実践を通して絵地図コンクールに参加している。

これは直接まちづくりに参画していく学習にはなっていないものの，市が子どもたちの作

品や願いをまちづくりに生かしていこうとするものとなっている13。
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③都市環境学習

　イギリスではトラスト運動においても子どもの参画について真剣に考え始め，実践を行

っている。そこでは，子どもが関心をもち，知識・態度・技術を身にっけ，しっかりした

環境倫理をもち，参画し行動することを目指している。特に，そのような子どもの育成を

目指している学習としては，都市環境学習が挙げられる。

　1967年に出された初等教育に関するプラウデン報告書では，学校教育における環境の活

用の価値について答申している。さらに，環境計画の決定過程における市民参画手続きや

機構について検討した1969年のスケフィントン報告書では，都市計画の資質を育成するた

めに義務教育に市民教育を組み込むべきだと答申している。こうした審議会の答申を受け

て，学校教育や地域においてストリート・ワークなどの手法を導入した体験学習が活発に

なった。そして，1990年代の教育改革によって学校カリキュラムに都市環境学習（Built

EnvironmentStudies）としてまちづくり学習が位置づけられるようになった。具体的には，

ナショナルカリキュラムの中のクロスカリキュラムのテーマとして，環境教育と市民教育

が位置づけられている14。

　特に環境教育には，我が国と違って人工的な環境を学ぶ部門がはっきりと位置づけられ

ており，人間が住むにふさわしい環境を形成することに積極的に参画できる態度と資質を

育成することや，環境形成をめぐる利害の対立とその調整について理解させることが盛り

込まれている。その中では，気候・土壌・岩石および鉱物・水・エネルギー・動植物・人

類とその社会・建築・工業化と廃棄物など多岐にわたるトピックを扱っている。このうち，

建築をテーマとした学習では，単に建物の外観的様式や構造といった建築学の基礎学とい

うよりも，子どもの参画を目指したまちづくり学習といった展開で進められている【5。

　このような都市環境学習では，専門家として地域の建築家や造園家，アーティスト，都

市プランナーなどが積極的にかかわっており，彼らにある程度の謝金も支出されている。

コミュニティ・アーキテクチュア（非営利型建築家集団）が校庭の改造プロジェクトを子

どもと教師とのワークショップ形式で推進した事例では，「校庭の色や形の観察→使われ方

調査→評価→分析→計画案→プレゼンテーション」という指導の流れで，週2時間の授業

で1学期をかけて学習を行っている。その結果，ある学校の校庭は約10エーカーの敷地の

4分の1ほどが灌木や湿地となり，敷地の境界に立ち並ぶ背の高い樹木，果樹園，灌木の

間には子どもの秘密基地，林の中には小道（トレイル）も整備されるようになった。こう

した校庭づくりからまちづくりへとつなげていく方法は都市環境学習では一般的な手法と
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して確立しており，国内にあるシビック・トラストを促進させる役割も果たしている。ま

た，校庭環境を整備し，環境学習を推進して以来，子ども問の暴力事件やいじめが減った

とも報告されている16。

　また，まちづくり学習に専門家が参加できるようにするために，半公的な機関としてア

ーバン・スタディーズ・センター（Urban　Studies　Center）という施設も存在する17。そ

こは図書館機能も併せもち，教師が学級単位で子どもを連れてくれば，専従スタッフとテ

ィーム・ティーチングでまち学習が体験できるようになっている。具体的な活動としては，

そのまちに住む子どもや大人に対し都市の問題を気付かせ，それを改善していこうとうな

がしたり，まちに関する歴史的・環境的な情報の収集・展示に努めたりしている。そして，

まちにある現実の都市開発や汚染，交通，自然保全，コミュニティーなどを巡る環境の変

化の背景と解決策を考える，市民参画による実践的な学習の場となっている。また，子ど

もたちの遊び場がなくなったり，場所の雰囲気が開発とともに変化したりすることに，市

民が主体的な判断を下すのを手伝う役割も担っている18。

　以上のようなイギリスの都市環境学習から学ぶ視点として，寺本潔氏は次の3点を挙げ，

クロスカリキュラムを参考にした総合的な学習を進めていくことの有効1生を述べている。

　　　　　　　　　　　　【表1－1－8】都市環境学習に学ぶ視点

　庭改造に関わる問題，

　イギリスと我が国では校庭のとらえ方が違う。我が国の場合は運動する場であるが，イギリスでは様々

な学習の場として活用しようとしている。遊具を見ても，イギリスでは子どもの意見を取り入れた複合型

のものを校庭に設置している。また，イギリスでは校庭に林を設ける学校も多く見られるが，我が国では

学校管理上避ける傾向があり，実現には難しい面がある。しかし，美的・自然環境の創造・保全意識の啓

発を進めていくには参考となる。

まちづくり学習のあり方に関わる問題

　多くは近代的なビルに建て替えられた我が国の都市では，近代的なビルのもち合わせた機能や景観デザ

イン，色彩などに関する市民や子どもの主体的意志決定能力や評価能力が求められてくる。そこで，住環

境の視点，子ども・老人・女性の視点から，ワークショップという手法を授業に取り入れ，都市センター

職員との協働により，地域住民と学校，行政の三者でまちづくりを考えていく場が期待される。我が国で

は都市環境をダイレクトに学ぶ機会はカリキュラム上見当たらないので，クロスカリキュラムを作成し

て，都市センターと周辺の学校の教師が協力して学習指導に当たる必要がある。
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　しかし，組織をつくり，財政的に支援できるようなシステムづくりが我が国でも早急に求められてはい

るが，バブル崩壊後，公的財政にも期待することは厳しい状況である。

人的資源（人材）育成に関わる問題

　我が国ではまちづくり学習を実践できる人材は，プランナー・都市計画家・教師に限られている。イギ

リスでは，地理学や科学だけでなく，芸術や工学等と関連させながらの環境学が根付いている。我が国に

おいても，各教科の垣根を越えた横断的なテーマとして都市環境学を推進し，それを行うことができる人

材を育成していく必要がある。

（寺本潔「イギリスにおける子ども参加の都市環境学習」，『愛知教育大学教科教育センター研究報告』第21号，1997，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pp．147－154を基に作成）

【註】

1Declaration　of　the　rights　of　the　Child『児童の権利に関するジュネーブ宣言』の略称。第1次世界

大戦の反省を受けて，人類が子どもに対して最善のものを与える義務を負うことを認め，人種，国籍また

は信条に関するすべての事由にかかわらず権利が保障されることを宣言したもの。

2Declaration　of　the　Rights　of　the　Child児童が，幸福な生活を送り，自己と社会の福利のために権

利と自由を享有できるようにするために，両親，個人としての男女，民間団体，地方行政機関及び政府が

立法その他の措置によってこれらの権利を守るよう努力することを宣言したもの。

3Convention　on　the　Rights　of　the　Child　『子どもの権利に関する条約』の略称。

4喜多明人『新時代の子どもの権利条約』，エイデル研究所，1990，p．34

5門脇厚司『学校の社会力』，朝目新聞社，2002，p，101

6文部科学省「新子どもプラン」，http：／／㎜v，mext．go．jp／

7条文は目本ユニセフ協会httpl／／㎜．unicef．or，jp／index。htmlの日本政府による訳文を使用した。また，

条文解釈や解説については，以下の文献を参考に作成した。

　永井憲一『解説・子どもの権利条約』，目本評論社，1990

　喜多明人『新時代の子どもの権利』，エイデル研究所，1990

　下村哲夫『児童の権利条約』，時事通信社，1990

　波多野里望『逐条解説・児童の権利条約』，有斐閣，1994
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81994年に行われたアムネスティ・インターナショナル日本支部主催の「子どもの権利条約翻訳・創作コ

ンテストjで，最優秀賞を受賞した中学生の作品をまとめたもの（小口直子『子どもによる，子どものた

めの，子どもの権利条約』，小学館，1995）を参考にした。

9岡明秀忠「子どもの参加をめぐる議論」，目本社会科教育学会『社会科教育研究』別冊，2003，pp．94－100

1・H。Sanoff著，小野啓子訳『まちづくりゲームDesign　Games』，晶文社，1993，p．17

11同上書，pp．33－73

12妹尾理子「子どもの社会参画と市民意識の形成1，東京学芸大学海外子女教育センター『国際教育研究』

第20号，2000，PP，34－45

13こどもとまちづくり研究会『こどもとまちづくり』，風土社，2000，pp，24－61

　まちワーク研究会，http：／／homepage3，nifty，com／融THI／

14寺本潔『総合的な学習で町づくり』，明治図書，2001，p．43

15寺本潔「イギリスにおける子ども参加の都市環境学習」，『愛知教育大学教科教育センター研究報告』第

21号，　1997，　pp，147－154

16前掲書13，pp．107－108

17都市計画家たちが都市・田園計画協会（Town＆Country　Planning　Association）を組織し，そこで行

われたストリート・ワーク活動が，後にアーバン・スタディーズ・センターの設立につながった。

18寺本潔『子供の眼でまちづくり』，KTC中央出版，1999，pp．58－61
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第2節R．Hart『子どもの参画』における参画の資質

　『子どもの権利条約』によって注目されてきた子どもの参画を具体的に取り上げている，

R．Hartの理論を考察する。そして，その中に見られる子どもの参画の資質について明らか

にする。

　　（1）子どもの参画の重要性

　ニューヨーク市立大学教授R．Hartは，まちづくりにかかわるプロジェクトにいかに子ど

もが参画するかについて，著書『子どもの参画』で具体的な事例を基にその原理と方法を

提案している。本書を発案したのはユニセフの機関である環境部と国際子ども発達センタ

ーである。Hartは長く子どもの遊び場の計画にかかわり，また途上国の子どもに関連する

団体との情報交換を行ってきた人物である。また，IPAlの会員でもあり，目本語訳もIPA

日本支部によって行われた。そして，『子どもの権利条約』によって，地球的課題の一つと

して認識されるようになった子どもの参画が，具体的にはどのようにしたら現実のものと

なるのかについて示している。Hartの理論は，IPAや子どもの参画情報センターの活動の

柱となっている。

　この中で，子どもに育成させるべき能力について，Hartは次のように述べている2。

明日の社会を担う市民として，子どもたちは持続可能なコミュニティをつくり，維持していくこと

ができなければならない。

　つまり，自然環境の維持と未来の世代の人間や他の生物を含めたすべての生き物の二一

ズとのバランスを考えた上で，すべての人間はこの地球上で健全で意味ある生活をする権

利があるということを子どもたちも理解する必要があるということである。これは，「子ど

もの参画は民主主義を体験することである3」というHartの基本的な考えからきている。

子どもは参画する体験，っまり民主主義を体験することによって，市民としての権利や義

務を理解できるとしている。そして，地域の調査と活動を通して真実を求める中で壁にぶ

つかったときに，それらの壁がどんなものかを理解するようになるのである。そうするこ

とで，子どもたちは自分の属する地域コミュニティを超えて広がる知識をもっようになる

としている4。しかし，Hartは次のようにも述べている5。
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すべての子どもたちに，民主的な参画の機会を充分に与えている社会は存在しない。一部の社会や

文化圏では，生活のある一面で子どもの参画が進んでおり，奨励されているようである。しかし，ど

の文化圏でも，子どもたちの参画の度合いを一足飛びに高めたり，急に状況が変わって参画できるよ

うになるといったことなどはありそうにない。

　このような現状にあるものの，子どもの発達段階に応じた参画の能力を【図H－2－1】

のように示し，それを育成することは可能であるとHartは述べている。

　　寒．羅融疏｝蘇澱欝趨賦）畷｝鑓疑籔・ン望雛i麟ンにきジ篤タ妻・・《蓼鞭蔀

藩灘縫鞭…繍淋励欄で轟轍

　　　　　’イ羅驚・戸・ス1獄．■鎗監趨1醐州窯購噸幾懸瀦驚碁詠篶郵の羅糧纏

胆議雛蔑覧コニ掛でαン…羅鍵蟹婆鑓ξ書趣！＿霧罫や麟覇）驚曝

莚灘一

魔舗藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴇麟

　　　　　　　一毒 菱罎難麹駕吾鶴妻繕魏＝捲㎜聯鴬マ薄τてし、轍驚曼，麟鐙）鵬騰4餓

　　　　　　　　　．．vで澱ミノ1≒ナイ？鑑煮瀞一・i罫二．ンヴ．

　　　　　　　　　　　【図1－2－1】子どもの参画能力の発達

　　　　　　　　　　　　　（R　Hart著，IPA日本支部訳『子どもの参画』，萌文社，2000，p．89）

　そして，そのための活動をHartは提案している。ところが，従来このような活動は，「世

代から世代への継承」，r両親や祖父母との関係」で受け継いできたものであった。しかし，

世界の多くの地域でこういう伝承は崩壊しており，子どもたちは世の中でどのように生き

ていったらよいのかをマスメディアを通して聞くことが多くなってきている。しかし，マ

スメディアは世界で起こっている問題に関する重要な情報を運んでくれるが，同じように

重要なまちの知識や問題解決の仕方を子どもが生活する場所へ運んではくれない。そこで，
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このような活動を保障する場として，子どもの団体，コミュニティの団体，学校の重要性

をHartは指摘している。学校教育の中で，地域コミュニティ内におけるプロジェクトヘの

参画といった活動で経験を重ねることによって，子どもは大人になったときに本物の参画

型民主主義を築くことができるとしている6。しかし，実際の学校現場では子どもによるコ

ミュニティ調査は必然的に子どもに政治的な考えを教え込むことになるのではないかと批

判される傾向が見られる。Hartは，そのような批判を気にすることも，多くの教師が教室

に引きこもり，教科書に頼るようになっている原因の一つであるとして，現在の学校教育

での問題点を指摘している。そして，学校教育においては，自分が住んでいるまちには違

った見方や違った価値観があることも子どもに見せていくべきで，これこそがまさしく民

主主義の根幹であると述べている7。

　ただしHartは，学校教育で子どもの参画についての学習を行う際の留意点を次のように

挙げている。

　　　　　　　　【表n－2－1】子どもの参画についての学習を行う際の留意点

①学校教育で政治にかかわりをもたせることは重要な要素だが，どのような政治的活動にどこまでか

　かわらせることができるかは，文化や政治制度によって大きく異なる。しかし，どのような文化や政

　治制度においても，子どもの参画は民主主義そのものであり，市民権を自覚するようになるための準

　備段階なのである。

②地域コミュニティでの調査と活動に子どもたちが参画することを目指しているが，その後もっと広

　い地域あるいは地球規模の状況と自分たちとの関係を知る必要があり，それを可能とする方法が他の

　地域にいる子どもたちと定期的に交流することである。特に類似の活動を行っている子どもたちと交

　流することで問題を特定し，より広範囲な科学研究に加わり，同じ種類のデータを集め，共有するこ

　とができる。

　　　　　　　　　　　　（RHart著，IPA日本支部訳『子どもの参画』，萌文仕2000，p“140－150を基に作成）

　さらにHartは，『子どもの参画』の中での結論として，子どもの参画の原理と方法を次

のようにまとめている8。

　自然環境維持の原則にのっとって，また未来の世代の人間や他の生物を含めたすべての生物の二一

ズとのバランスを考えたうえで，すべての人間はこの地球上で健全で意味ある生活をする権利がある

ということを，子どもたちも理解する必要があるということである。（中略）そのための場は，子ども

の団体，コミュニティの団体などであり，もっとも重要なのが学校である。こういう場で経験を重ね
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ることによって，子どもは大人になったときに本物の参画型民主主義を築くことができるようになる。

　　（2）　「参画のはしご」理論

　本物の子どもの参画とはいっても，子どもだけで参画し活動していくことは難しい。大

人とのかかわりが重要となってくる。そこで，IPAや子どもの参画情報センターにおいて，

子どもの能力に合わせて大人はどうすればよいかを議論する際に基盤となっているのが

Amsteinの「はしごの理論」を応用した「参画のはしご」である。

　これは，「持続可能な開発9」と『子どもの権利条約』をキーワードにしたHartの理論を

端的に表しているものになっている。そして，この理論ではr本物の参画」の必要条件と

して，「子どもたちがプロジェクトの内容を理解していること」，「誰から，なぜその役割を

決められたのか知っていること」，r意味のある役割を得ていること」，rプロジェクトにつ

いて理解した上で自発的に参画していること」を挙げているlo。
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　　　　【図1－2－2】参画のはしご
（R　Hart著，IPA日本支部訳『子どもの参画』，萌文社，2000，p．42）
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【表E－2－2】各段階における子どもの姿

8 子ども主導の参画に大人も

き込む

　学園祭で子どもたちが寸劇をっくり，ある場面に先生にも出ても

うようなケース。Hartの参画論は，子ども主導の活動よりも，大

を巻き込む活動を上位に置いていることに特徴がある。

7 子ども主導の参画 　子どもが企画し，運営し，評価をする。学園祭などの出し物では

のケースがよく見られる。子どもの普段の遊びはほとんどがこれ

相当する。

6 大人主導で意志決定に子ど

も参画

子どもは意見を言い，最終的な決定を大人と子どもと協働で行う

ース。

5 大人主導で子どもの意見提

のある参画

子どもは少なくとも意見を言うことはできる。決定権は大人が握

ている場合。

4 与えられた役割の内容を認

した上での参画

そのプログラムについて意見を言ったり決定に参画したりするこ

はできないが，ともかく何のためにやっているかは子どもは分か

ている。学校が行う街頭募金活動などによく見られる。

3 形式的参画 　r子ども議会』などでよくあるケース。子どもに市長に質問させ

ものの，質問項目のシナリオが与えられていて，事後もそのこと

取り上げないような場合。

2 お飾り参画 　子どもをだましてはいないが，子ども自身は意味を分かっていな

場合。デモ行進などで子どもにr原発反対」と書いたTシャツを

せているような場合。

1 操り参画 取材などで画面に子どもの絵が欲しいために，子どもをお菓子で

って画面に登場させ，視聴者には「子どもも参画していますよ』

いうメッセージを送るような場合。

　　　　　　　　　　　（K　Hart著，IPA日本支部訳『子どもの参画』，萌文社，2000，p。42－50を基に作成）

　Hartは1～3段階は子どもが十分意味を分かって参画していないため，本物の参画とは

いえないとしている。しかし，3段階などは社会科や総合的な学習でよく見られる活動だ

と考えられる。そして，4段階以上が本当に子どもが参画している姿だとしている。また，

最終的に8段階目までを目指すべきではあるが，子どもやまちの実態，取り上げる問題に

よっては4段階以上あればよいとしている。
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　このように，Hartの理論では「子どもたちが影響を受ける事柄に関しては，子どもは発

言する権利もあるし，問題の分析プロセスの重要さを認識していくこと」と「身をもって

意志決定の重要さを認識していくこと」が市民意識を育むとしている。

　しかし，この理論については様々な批判も見られる。その代表的なものは，「子どもの参

画能力として意志決定を強調しすぎである」，「子どもが大人と対等に問題を意識して意志

決定を分かち合えるか」，「大人の参画もうまくいってないのに子どもにそれを求める必要

があるのか」，r子どもの権利を認めすぎてその後の責任は誰がどうとるのか」等の批判で

ある。Hartも自身が行った実践においてr本物の参画」にならないこともあり，まだ手探

りの状態であると著書で認めているll。

　そこで，田代高章氏は子どもの権利の側面から子どものエンパワーメント12に注目して，

M，Johnの「参加の橋づくり」を取り上げている。そして，この「参加の橋づくり」を基に，

「子どもと大人」や「子どもと子ども」の関係の質的発展について説明し，その有効性に

ついて述べている。Johnの理論では，子どもは未熟な存在として出発し，大人とかかわり

ながら成長していくものであるとしている。そして，子どもと大人は人間存在としては主

体と主体であるという特質から，コミュニケーション的関係を通じて，保護されっつ自立

していくという発展関係としてとらえられている。同時に，子ども相互の関係性も重視し

ている。

　　粟
　　一P

　　　　　　　　　　　　謬鱈
難
　
l
l
，
儒

　　　　　　　　　　　　　o●●巳．．o””　　　　　　o，・　　　　　　，●．・・

広協d8協odd

捌dド9η
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“■■■■■D　　　　　　　　　“■■■闘D
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ウ僑　▽

　　　　　　【図H－2－3】参加の橋づくり

（田代高章「子ども参加における関係性の質的発展について」，『岩手大学教育学部

　　　　　　　　　　研究年報』第59巻第2号，1999，pp．109－118）
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【表五一2－3】参加の橋づくり

　カのある者によってカのない者へ権利が供与されるというモデルではなく，権利上の弱者としての

子どもたち自身が自らのカを変容させていくというプロセスを明示しうるダイナミックなモデルが必

要である。そこで，子どもの世界と大人の社会との間に，深い溝が横たわっていることを含意しっっ，

参加を通じた両者のパートナーシップ形成のための関係の発展を説明するための枠組みである「参加

の橋づくり」が必要となってくる。

　責任（responsibility　l子どもたちの集団が，大人とのかかわりにおいて自らの責任を自覚するレ

ベル），団結（unity：子どもたちの集団が，自立的な集団として，その責任の下に，大人とかかわっ

ていくレベル），参入（involvement：子どもたちの集団が，大人との関係でパートナーシップに基づ

き，協働して諸問題に取り組むレベル）を支柱に見立てている。そして，子どもと大人の以下のよう

な3つの活動を通じた支柱の構築によって，子どもの世界と大人の社会との橋渡しが完成し，子ども

と大人のパートナーシップが構築される。

①子どもたちの主導的活動（peer－ledactivities）

　　子どもたちの中のリーダーが中心となって，他の子どもたちに働きかける活動

②子どもたちを教育する活動（peer－education　activities）

　　大人の教育を受けた子どもが他の子どもたちに教えあう前提として，大人が子どもたちを教育

　する活動

③　子どもたちに圧力をかける活動（peer－pressure　activities）

　　大人が子どもに対して，子どもたち自身が問題を考え解決することをうながすとともに，様々

　な問題に対して子どもたち自身が説得的に働きかける活動・

（田代高章r子ども参加における関係性の質的発展について』，『岩手大学教育学部研究年報』第59巻第2号，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999，pp，109－118を基に作成）

　この理論も「子どもの発達レベルに応じた発展をいかに考えるか」，「学校教育における

具体的実践のレベルでの実例を示し得ていない」という点では課題があるとされている13。

しかし，Hartの理論を発展させたものとしては注目される。

（3）　「参画のはしご」理論を基にした活動

Hartの理論を基にした活動には，地域調査の手法の一つであるアクション・リサーチ

（ActionResearch）が挙げられる14。Hartはアクション・リサーチを行うことで，責任を
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分担し，みんなで力を出し合う気持ちが育ち，大人になっても引き続き参画することがで

きるようになるだろうとしている。そして，その調査結果を大人たちに伝えることを通し

て，大人は自分たちの結論を聞いてくれ，話の相手になってくれると子どもたちが感じる

ならば，コミュニティに所属しているという感覚を身に付けることに大きな効果があると

している15。

　アクション・リサーチでは，　＿
　　　　　　　　　　　　　　出発点
　　　　　　　　　　　　　　　1まずまちを歩き回り，その中

で「問題だと思うこと」，「普　　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　　　　　問題　　　だ＼　プロジエクトの
段困っていること」，「好きな　　　　　　　　　　　　　　　＼　　と反省行動　灘による終了

　　　　　　　　　　　　　　　　分　析場所」などを探す。この子ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　團もたちが取り上げた様々な問

題の中から，自分たちで調べ

たいものについて文献で調べ

たり・まちの人にインタビュ　　　　　【図1－2．4】アクション．リサ＿チのプロセス

ーしたりして分析を行い，ど　　　（RHa「t著，IPA日本支部訳『子どもの参画』・萌文社・2000・臥91）

うしたら問題を解決できるかについてプランづくりを行う。さらに，そのプランに沿って

実際に行動を起こし，問題が解決すれば学習は終了である。解決しなければ，プランを練

り直すか，新たな問題を設定してリサーチを続けていく16。

　アメリカの小学校で行われたアクション・リサーチでは，【図H－2－5】のように，子ど

もたちがまちを歩き回りながら，まちに存在する問題点を挙げている。ここでは，環境に

働きかける子ども，社会に参画しようとする子どもを育てることがねらいとなっている17。

　これ以外にも，このようなアクション・リサーチを中心に取り上げている学習としては，

サービス・ラーニング（Service　Leaming）が挙げられる。この学習では，地域社会にお

ける体験的活動を通して，シチズンシップ（Citizenship）を育成することを目指している18。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画の練り直し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または新しい間題の特定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し・、　　　　・、　ノ　　ダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・、　　　’〉領！’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　g一顧，　　　　　　、、レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．」
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　これらの問題の中にはすぐにでも解決でき

そうなもの（遊び場のガラス），少し努力すれ

ば解決できるもの（バスケット・コートの使

用法），解決が困難なもの（麻薬密売人）があ

る。Hartはこれらの中から，子どもの成長発

達に合わせて，子どものカで解決可能な課題

を特定して，その解決方法を考え実行するこ

とを提唱している。この事例では，その後デ

ザインゲームによるワークショップを行い，

改善点を提案している。どんなに小さい問題

であっても，まちの問題＝身の回りの問題を自分たちで解決できれば，それは子どもの効力感を高める。

効力感とは，自分が書ったことややったことが大人に聞き入れてもらえて，問題を解決できるのだ，とい

う実感であると氏は述べている。

【図1－2－5】トレイル（観察路）による問題発見

　　　（R．Hart著，IPA日本支部訳『子どもの参画』，萌文社，2000，pp．180－181）

　また，1967年にイギリスで行われたアクション・リサーチでは，ブラック・カウンティ・

グランドワーク・トラスト19（以下BCGT）が学校と協働で，工業によって荒廃したまちを

改善する事業として緑化プログラムを実施した事例が挙げられる20。ウィルトシャー州の

教育委員会は，イングランドの田園地帯を通る幹線高速道路による影響の調査に，数百人

の小中学生を参加させた。その内容は，交通量の測定と調査，産業と商業に対する影響，

農業境界線と土地の利用，植物相と動物相の生態学的研究，土地と家の価格，歴史的・考

古学的調査などであった。このプロジェクトが完了するまでに5年がかかったが，子ども

たちの多くは小学校から中学校へ進んでもその経過を追跡することができた。子どもたち

の参画は教育上の経験だけでなく，地域コミュニティが計画のプロセスを理解するのを助

ける，子どもたちに有用な科学的なデータを与えるものとなった。このプロジェクトをき

っかけに，その後の約20年間，このような活動はイングランドでは田園地域だけでなく都

市部でも行われた。しかし，1990年代以降は政治的・経済的な問題により衰退してしまっ

た。

　そこで，BCGTが仲介者として，子どもたちが損なわれたり放置されたりした企業所有の

土地の景観を改善するための計画を立てて，提案する活動を行った。その後，会社との相
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談と交渉のプロセスを経て，子どもたちの提案は企業から基金の供給を受けた。子どもた

ちはそれを基に，土地の分析・調査，コンピュータを利用した設計，植物その他の材料の

選択，クライアントとの連絡，見積もり，施工まで行った。これらの活動はある企業の建

物の景観，病院内のグラウンド，高齢者に対する安価な犯罪防止器具の改善など，多岐に

わたった。BCGTは士地の価値を高めることでこの企業が環境に対してより重い責任をとる

ことができるように手助けし，この土地を市民にとってより魅力的なものにし，同時にそ

の土地の商業的な面も改善することに成功した。

【註】

11961年，子どもの基本的人権として遊ぶ権利を保護し，維持し，促進しなければならないという考えの

基に，デンマークでIntemational　Playground　Association（国際遊び場協会）として設立。目本語訳の

正式名称は「子どもの遊ぶ権利のための国際協会」。1976年にユネスコの諮問団体となった。1979年（国

際児童年）にIPA目本支部設立。本部はコペンハーゲン。

2R．Hart著，IPA目本支部訳『子どもの参画Children’s　Participation』，萌文社，2000，p．196

3同上書，p．7

4同上書，p，8

5同上書，p．88

6同上書，p．197

7同上書，p．25

8同上書，p．196

9SustainableDevelopment将来の世代が享受する経済的，社会的な利益を損なわない形で現在の世代が

環境を利用していこうとする考え方。例えば，漁業資源を長もちさせるよう乱獲を避けることが一例。目

先の利益を重視して開発を進めると，環境が悪化し，結局，経済的利益も得られなくなる。こうした従来

の開発に対する反省にたって提唱された。我が国の提案で設けられた「国連・環境と開発に関する世界委

員会（ブルントラント委員会）」は，持続可能な開発を強く求める提言をまとめた（1987年）ものだが，これ

を契機に環境保全の基本的な考え方として認められるに至った。

lo前掲書2，p．3g
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11前掲書2，p．21

12田代氏は子どものエンパワーメント（empowerment）について，子どもたちがその内面に潜在的に備わ

る創造的な可能性に対する信頼の獲得に支えられながら，自分たちのかかわる生活を自己決定し，創造的

な社会を形成する担い手としての実感を有していくプロセスであるとしている。

（田代高章「子ども参加における関係性の質的発展について」，『岩手大学教育学部研究年報』第59巻第2

号，1999，PP。109－118）

B田代高章「総合的学習における子ども参加型のカリキュラム構想」，『岩手大学教育学部研究年報』第61

巻第1号，2001，pp，59－75

141940年代にK．Lewinによって提唱されたことに始まり，Hartによって理論化された学習。

15前掲書2，pp．7－19

16前掲書2，p．91

17前掲書2，pp．180－183

18唐木清志「社：会科における参加の意義」，日本社会科教育学会『社会科教育研究』別冊，2003，pp。25－36

19GroundworkTrust地方の企業関係者と地方政府の指導者のパートナーシップによる組織。主に，自然

環境の保全や改善に向けての取り組みを進めている。

20前掲書2，pp．74－79
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第3節　社会科学習における子どもの参画の資質

　『子どもの権利条約』やHartの理論を基に，子どもの参画の資質を社会科学習ではどの

ようにとらえるべきかを考察する。

　　（1）市民的資質育成の重要性

　社会科学習の目標は，社会認識を通して市民的資質を形成することである。この市民的

資質は「生きるカ」として，現在その育成が重要視されている。

　ところが，この市民的資質の育成を目指した社会科学習には，様々な問題点が指摘され

ている。この市民的資質教育における問題点について，森分孝治氏は次のように指摘して

いる。

　　　　　　　　　　　　　【表1－3－1】市民的資質教育の問題点

匿唖］］「地域社会や国を管理運営する立場から，それらの育成が必要とされるのであって，子どもの

必要に応えるものになっていない」

　　r工夫」し，r努力」し，r苦心」を重ね，r協力」しても，思うようにr願い」がかなわないことが

　あり，それを乗り越えるには社会の機構や構造，そのメカニズムを知らなければならない。こうした

　ことを子どもたちは学習していく必要がある。だからこそ，社会科に求められるのは，社会の科学的

　研究であり，社会の科学的認識なのだ。

團「子どもの精神を統制し，子どもを現存の社会に没入させるための教化を行うものとなってい

る」

　　自覚・態度を育てるのに都合のよい見方考え方，解釈を選択し固定し，そうした見方考え方，解釈

　を習得できるような事例，事実を取り上げ教授している。ホルトでは，科学的知識とそれを活用する

　カの育成に留め，それを用いて自分たちの市町村をどう解釈し，どのような生き方を定めていくかは，

　個々の子どもたちにゆだねている。子どもの精神を現存の社会から開放し，自立させようとしている。

　そして，民主主義社会における社会科は，市民的資質教育の中で科学的社会認識形成を通して，子ど

　もの精神を現存の社会から解放させる役割を担っている。

（森分孝治「社会科の本質」，日本社会科教育学会『社会科教育研究』No，74，1996，pp．60－70を基に作成）

そして，市民的資質をどのようなものととらえ，どこまで社会科学習でかかわっていく
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べきかについて，森分氏は【図H－3－

1】を示して，r市民的資質は，市民的

活動のできるカ」としている。つまり，

社会認識や感情や意志力を基にして社

会的問題について合理的に意志決定を

行い，解決のための直接的な行動をと

っていく能力であるとしている。その

中で，社会科学習で目標とされる市民

的資質は，市民的活動への準備状態，

つまり図では「合理的意思決定」の位

置である。また，社会科学習で育成す

る社：会認識体制が市民的資質というこ

とにもなる。ところが，この市民的資

質は社会科学習だけでなく，学校にお

ける教科教育や活動，学校以外での活

動においても育成がなされている。し

かし，社会科学習以外の活動で育成さ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【図1－3－1】市民的資質の構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　（森分孝治「市民的騨成こおける社会希斗教潮，社会系教同教育学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1社会系教F斗教育欄第13号2001，“47を基に㈱
れる市民的資質は断片的で狭く浅いものである。そして，市民的資質の中心となる社会認

識体制の形成・成長を計画的に進めていくのは社会科学習である1。

　しかし，現在の我が国や子どもたちの現状から，社会認識の育成のみを行うといった市

民的資質育成への限定的なとらえ方を見直していく必要性が出てきている。これからの社

会科学習では社会のシステムを分析できる能力だけでなく，そのシステム自体に起因する

社会的論争問題や，そのシステムの中で発生する対立・葛藤が引き起こす社会的論争問題

を分析できる能力をも含めていく必要がある。この点について棚橋健治氏は，これからの

社会科学習には次のようなことが求められていると述べている。

　　　　　　　　【表∬一3－2】これからの社会科学習に求められること

①子どもが，生活の中で身につけた知識では説明できないような社会の複雑で大きなシステムを説明で

　きるようにすること。それは，社会に生活していることによって自然に身に付けることができるような

資質形成を意図的・計画的に行うことによって，社会の教育力の補完的役割を担うこととは全く異なる。
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②そのような社会のシステムを，個人や集団の努力や願いといった入問の心的なものに規定されるもの

　としてとらえるのではなく，それらから独立したものとして対象化してとらえることができるようにす

　ること。

③民主主義社会に生きる自立した市民として，属する社会のひとつの歯車となることではなく，社会を

　つくる主体性をもった個人になることができるようにすること。つまり，社会についてのよりよい思想

　を自主的に形成できるようにすること。

　（棚橋健治r新しい社会科学科の構想」，社会認識教育学会編『社会科教育のニュー・パースペクティブ』，明治図書，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003，pp．86－94を基に作成）
　そのためにも，子どもが社会問題の解決に向けた意志決定を行い，さらにはそれに基づ

いて社会参画していく際の基盤となるべき正確な社会認識をうながすために，社会科学の

知識や方法を教授することが必要であると棚橋氏は述べている2。

　さらに岩田一彦氏は，　　　　　【表1－3－3】ホーム・リージョナル・スタンダード

社会科学習においては社

会科学の知識や方法の習

得だけでなく，その国，

その地域独自の個性をも

った，地域社会に根づい

た個性豊かな人間の形成

を目指していく必要があ

るとしている。このよう

なアイデンティティ形成

を図るものとして，その

地域社会に住む人ならば

誰でも共通にもっている

知識をホーム・リージョ

①　地域社会に関する教養的知識

　その地域に住んでいる人ならば多くの人が知っている教養的知識

②　地域社会に関する各教科の内容

　国語1民話

　社会：身近な社会事象

　算数1数字で表現できる事象

　理科：観察できる動植物

③地域社会における総合的な諸問題

　環境，福祉，町づくり，産業振興，論争間題等

④地域社会でできる体験の種類とその系統

⑤　地域社会の人々の生活の知恵と技術

　　　　　　　　　　　（岩田一彦「21世紀社会科の実践課題」，社会認識教育学会編『社会科教育のニ

　　　　　　　　　　　　　ュー・パースペクティブ』，明治図書，2003，pp，24－32を基に作成）

ナル・スタンダードとして設計していくことの必要性を述べている3。岩田氏は，このホー

ム・リージョナル・スタンダードの内容について【表H－3－3】のように例示している。

また，E　D．Hirshもその国の人々が共通にもっている文化常識（Cultural　Literacy）を身

に付けることが，アイデンティティ形成には欠かせないと述べている4。

　このようなホーム・リージョナル・スタンダードや文化常識は，断片的に与えられる情

報に対して個人が自己の責任において整理し，組織化し，一定の判断を下す時に，それを
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支えるものとなっている。これは，価値観といえるものである。吉村功太郎氏は，民主主

義社会で主体的に生きるための基盤となるのが価値観であり，人はそれを基に判断し，行

動していると述べている。そして，個人の価値観は，固定されたものではなく，社会認識

や判断の過程において常に吟味が加えられ，より合理的なものに成長し続けるとしている5。

しかし，価値観は現代社会においては大きく多様化しているため，ホーム・リージョナル・

スタンダードの設計や価値観の形成が困難となっている。この点について，加藤幸次氏は

現代社会における家庭や地域の問題点を述べている6。

価値観の形成には，学校教育より，家庭や社会での教育のほうが影響力が大きい。しかし，家庭や

社会もあまりにも断片化されてしまっている。そのため，開かれた雰囲気の中で自由な話し合いがな

く，情報が整理・統合されることはない。

　そして，学校教育にっいては教育基本法第8条2の「法律に定める学校は、特定の政党

を支持し，又はこれに反対するための政治教育その他政治的活動をしてはならない」を理

由に，教師は様々なところからの抗議を予測して，政治的対立を呼びそうな問題を避けて

きたとしている。そのため，価値的な対立を避け，客観的事実を教えるようになったこと

で，ばらばらな事実の記憶という知識偏重教育へと陥ったとしている7。この点にっいては，

木下勇氏も子どもたちを政治的な問題にかかわらせることによって，まちにおける問題解

決への答えは一つではなく多様であること，価値観によって選択することを理解すること

につながると，社会的論争問題を取り上げることの有効性を指摘している8。

　以上述べてきたように，社会科学習で育成すべき市民的資質は社会認識を基にした合理

的意志決定能力ととらえることができる。これは，現在だけでなく将来において，子ども

たちが社会に参画していく際の基盤となる参画の資質とかかわりの深いものである。そし

て，この資質を支えるホーム・リージョナル・スタンダードの設計や価値観の形成がこれ

からの学校教育や社会科学習には求められている。

　（2）　社会的論争問題の位置付け

合理的意志決定能力の育成について，岩田一彦氏は次のように述べている9。

学校では，純粋培養的に理想に基づく判断ばかりさせてきて，厳しい社会の現実の中に放り出すの
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は，教師の無責任な姿勢をよく表している。社会科授業の中で，社会的論争問題に対して，どのよう

な判断をしていけばよいのかについての，価値判断の教育をしておくことが必要である。社会認識内

容を踏まえて，価値判断をすることのできる合理的意志決定能力の育成が不可欠である。このような

合理的意志決定能力を備えた子どもが，市民的資質の育っている子どもと評価できる。

　そこで，岩田氏はこのような合理的意志決定能力を育成するためには，社会が存続して

いく限りは，常に論争間題として浮上してくる恒常的な論争問題をカリキュラムに位置づ

けることが必要であるとして，次のように述べている正o。

　恒常的な社会的論争問題を配置し学習させれば，社会認識を踏まえた未来予測能力・価値判断能力

が育成できる（理論26）

　このような社会科学習で扱われる社会的論争問題は，特定非営利活動促進法（M》0法）

の制定以後，NPO団体が取り組んでいる現代的な課題に対応している部分が多い11。そのた

め，実際に行われている社会的論争問題を組み込んだ授業では，大きく分けると，仮想的

なものと現在起こっているものを扱っている傾向が見られる。しかし，一時的に生じてく

る種類の問題や仮想の問題を扱っていては，子どもが切実性をもって，自らのものとし追

究していくことができない。この点については，伊東亮三氏が次のように述べている。

・　「いま」の現象的な多くの問題は，「いま」のおとなの問題である。今後数十年生きる生徒の問題

であるとは必ずしもいえない。極端な例を出すと，小学校5年生の子どもに，日本の農業の問題であ

る減反政策や機械化貧乏の問題を教えることはどんな意味があるだろう。彼らがおとなになった時に

は，そんな問題は解決されているか形が変わって現れているだろう12。

・　学校教育としての社会科は，子どもたちに，今後数十年間，社会人として生きていくために必要な

公民的資質の基礎を育てなければならないということであるわけである。つまり数十年もの間，働き

続けるような知識・技能の基礎を学校教育において培わなければならないのである。（中略）知識量は

爆発的に増加し，社会の規範は多様で，また変化も激しい今後の社会において，伝統的な社会規範や

政治，経済，社会にっいての現前の知識をただ子どもたちに伝達するだけの今の社会科が，その本来

的な課題を果たし続けることができるわけがない亘3。
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第皿章第3節

　これまでの社会科学習においては，過去や現在においての内容で大部分が占められ，未

来を扱うことが少なかった。しかし，市民的資質，生きるカ，合理的意志決定能力さらに

参画の資質の育成の面においても，未来予測を組み込むことが重要である。この点につい

て，岩田氏は次のように述ぺている14。

　子どもが社会に出たときに本当に必要なことは，それまでに学んだことを活用して，判断すること

である。その判断は思いつきのその場限りの判断に陥ってはならない。当然，その判断がどのような

事態を将来に招くのかの未来予測をしての合理的判断であることが求められる。

　さらに，渥美寿彦氏は未来予測を学習に組み込むことの重要性について，次のように述

べている15。

　未来予測を社会科授業の中核に位置付けることによって，科学的・合理的な推論の基盤として，過

去や現在の分析が必要であり，その過程での社会認識形成が保障される。さらに，科学的・合理的な

推論を発展させた創造的な推論を行う過程で，個性・創造性の育成が図られる。

また，現在と将来のために社会参画を目指す視点が必要だとする岡明秀忠氏も，次のよ

うに述べている16。

　論争問題の解決は，問題の性格からして，容易ではない。討論を使用するのは，絶対的な解決を期

待するよりも，現時点での有効な解決を期待しているということである。そこには，最終的に，全体

の議論の中で，生徒一人ひとりが現在と将来の社会の運営に責任をもちつつ，自らの考えをもっこと

が期待されている。

　そこで，小原友行氏は「社：

会的課題の研究学習」を提

案し，社会的課題つまり社

会的論争問題とはどのよう

なものであるべきかについ

て，【表H－3－4】のように

【表E－3－4】小原氏が主張するr社会的論争問題」

永続的な社会問題

社会諸科学が探究している問題

価値と価値が対立して合理的な解決が困難な問題

事実認識・価値判断・意思決定を迫る問題場面を提供する問題

（小原友行「公民的資質の育成をどう変えていくか」，社会認識教育学会編『社会

　　　　　科教育の21世紀』，明治図書，1985，pp，124－134を基に作成）
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挙げている。

　ところが，このような社会

的論争問題を組み込んだ授業

は，総合的な学習においても

見られるようになってきた。

そのため，社会科学習との違

いがあいまいになっている部

分がある。この点について桑

原敏典氏は，総合的な学習で

【表豆一3－5】桑原氏が主張するr社会的論争問題」

・　論争問題の認識を通じて，子どもの内的葛藤を生み，信念の

変容・成長を促すもの

・　認識内容を重視し，論争問題の対立点を内面化することで，

生徒自身の内的成長を促進するもの

・　合意が容易ではない論争問題について有効に対処し得る市民

を育成するもの

　　　　　　　　　　　　　（桑原敏典r自立的な価値観形成を目指す社会科論争問題学習』，社会系教科
　　　　　　　　　　　　　教育学会『社会系教科教育学研究』第12号，2000，pp，97－104を基に作成）

は子どもの自主的自発的な活動が重んじられるため，社会的論争問題について自由に活発

に意見を述べることができるが，子どもが浅い社会認識と自分のもっている価値観に基づ

いて決断しているに過ぎないと述べている。したがって，自ら意見を表明する態度の育成

や議論の方法については習得し得ても，その問題についてより高度な思考・判断ができる

ようになったとは言い難いとしている17。社会科学習では，社会的論争問題に対して十分

な社会認識を形成し，それを基に価値判断できるものとしなければならない。そこで桑原

氏は，rアメリカの社会的論争問題（㎞erican　Social　Issues）」を事例として，社会科学

習が取り上げるべき社会的論争問題を【表H－3－5】のように挙げている。

　このように社会的論争問題を社会科学習に組み込むことで，合理的意志決定能力の育成

が可能となる，つまり市民的資質の育成も可能となる。この社会的論争問題は，社会認識

をうながす「社会諸科学の研究成果が組み込まれた問題」，未来予測をうながす「永続的な

問題」，価値判断をうながす「価値対立・葛藤を含んだ問題」でなければならない。

　そこで小原氏は，社会的論争問題を研究する学習について，未来において子どもたちが

解決を求められる社会の現代的問題を学級集団の中での子どもたちの相互作用によって研

究させることを通して，「社会的判断」を育成することを重視している18。
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社
会
的
事
象
・
問
題

記述的判断　　　　　　　　説明的判断
・調査によって　　　　　　　　・問題掘握

：難灘計遷1難
の発表　　　　　　　　分析

　　　　　　　　・仮説の検証
　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　尋　　　　1　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　》　　　　　　　」『

徳値的判断

・問題把握
・判断基準の明確化
・価値判断
・判断基準にてらしての
価値判断の反省的吟味

実践的判断

・問題把握 行
・達成すべき目的・
霞標の明確化

・すべての実行可能な
解決策（行動案）の
提出 動

・解決策（行動案）の
論理的結果の予測

・解決策の選択と根鎚
づけ

　　　　　　　　　　　【図H－3－2】社会的判断の過程と構造
　　　　（小原友行r学習の主体性1，全国社会科教育学会『社会科教育論叢』第35集，1988，pp．71－82）

　また朝倉淳氏は，このような社会的論争問題が子どもの問題としてとらえられないと主

体的な学習が期待できないとして，素材とした社会的事物や事象の中から，社会的価値葛

藤場面との関連の深いある部分を切り取り，子どもに追体験させることで可能になるとし

ている。さらに，子どもの学習過程を小原氏が示した【図n－3－2】の「社会的判断の過

程」に沿ったものにする必要があるとしている。なぜなら，記述的・説明的判断の裏付け

のない判断，調べたり話し合ったりすることを通さずに吟味されていない社会的判断は単

なる思い付きによる選択となるからである。つまり，社会的論争問題に対する記述的・説

明的判断を行うことにより，社会認識形成を図り，それを基に価値的判断を行う。そして，

価値的判断を基にして，最終的には実践的判断として解決策を決める活動を行う学習過程

ということになる19。

　このように，合理的意志決定を行い，参画の資質を形成することができるようにするた

めには，社会認識形成を保障し，それを活用して合理的な判断をしていくことができるよ

うな場面設定が必要である。そこで子どもの参画の資質形成を目指す社会科学習では，社

会認識を基にした科学的な未来予測を行い，その過程で価値判断・意志決定を行うことが

できるものとして社会的論争問題を設定していく必要がある。

　　（3）　社会科学習における子どもの参画の資質

　門脇厚司氏は，現代の子どもたちは他者を自分の中に取り込むことができなくなってい

ると指摘している。他者を自分の中に取り込むということは，社会を自分の中に取り込む

ことであり，他者を喪失することは社会から離反することと同じことであるとしている。
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そのため，社会への関心がもてず，「そんなものに関わっても仕方がない」，「自分の興味あ

る世界に浸っている方が楽しい」といった現代の子どもたちに見られる問題が増えてきて

いるとしている。このような状態を，門脇氏は社会力の低下と呼んでいる。この社会力と

はどのようなものかについては，次のように述べている20。

・　一つの社会を作り，その社会を維持し運営していくカ

・　社会を作り，作った社会を運営しつつ，その社会を絶えず作り変えていくために必要な資質や能

カ

・　主体的に，好ましい社会を構想し，作り，運営し，改革していく意図と能力

・　既存の社会の核心を志向する概念

　そこで，このような社会力と一般によく使われる社会性との区別が必要となってくる。

門脇氏は社会性とは，広い意味では社会が支持する生活習慣，価値規範，行動規範などに

よって行動できるという社会的適応性，狭い意味では他者との円滑な対人関係を営むこと

ができるという対人間関係能力として，社会力と社会性を次のように区別している。

　　　　　　　　　　　　　【表1－3－6】社会力と社会性

力会社

　既存の社会の革新，新しく作ることを志向する

概念

社会性

既存の社会への適応を旨とし，その社会の維持

を志向する概念

　　　　　　　　　　　　　　　（門脇厚司『子どもの社会力』，岩波新書，1999，p．63を基に作成）

　このように違いを示した上で，現代の子どもたちに欠けているのは社会性ではなく社会

力であり，実は子どもだけでなく現代の大人にも欠けているカであるとしている。そのた

め，社会認識と社会参画が結びついていない，頭の中では分かっていても実際の行動には

結びっかないといった現状が見られるようになったとしている。そして，現代社会におい

てこのような社会力が欠けてしまった原因について，門脇氏は次のように述べている2し。

・　近年，社会力の形成にとってもっとも重要な役割を果たす肝心の他者との相互行為が，子どもの

育っ生活世界からどんどん失われていることが明らかになった。子どもを取り巻く近年の環境の変

化は，煎じ詰めてみると，子どもたちが他の人と出会い，交流し，一緒に汗を流す機会と場を奪っ

てしまったとみなしていいということである。
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・　都市化と過疎化によって，相互行為すべき人が地域から消えたということであり，共同体験の場

と機会が地域にもなくなったということである。

　また門脇氏は，社会力は成人する前のできるだけ早い時期に育てておくことが大事だと

述べている。この力を子ども期に育成することによって社会を絶えずつくり変えようとす

る態度形成が期待でき，ひいてはさらに社会全体の安定度が増すとしている。そこで，社

会力を育成するためには社会力の基盤となる「他者を認識する能力」，「他者への共感能力・

感情移入能力」が必要であると述べている。「他者を認識する能力」は他の人のことが分か

るだけでなく，社会を認識するカも含まれる。「他者への共感能力・感情移入能力jは相手

への思いやりや向社会的行動だけでなく，社会への関心をもち，主体的に参画していこう

とする意識も含まれる22。

　そして，門脇氏は「地域づくり」の実践を行うことで将来の市民の一員として子どもの

社会力を育てることを目指すとともに，次のような効果が期待できると述べている23。

・長期のグループ活動を経験することで，協力して何かをすることの楽しさを知ることができる。

・　地域の大人と出会い交わり共同体験をすることで，大人に対する関心と愛着と信頼感を強めるこ

とができる。

・地域の課題に取り組むことで，地域を理解し地域への愛着を強めることができる。

・　何かを成し遂げることで達成感ないし成就感を実感することができる。

・　様々な体験をすることで，自分の能力や特性に気付き，自己認識を高めることができる。

・杜会に参加する経験を重ねることで，社会の一員としての自覚を強めることができる。

・　地域の活動や社会の運営に積極的に関わっていこうとする意欲を強めることができる。

　また，市民の一員としての自覚を目覚めさせるには子どもの参画が必要であることを，

林大介氏は次のように述べている24。

　「子ども」「おとな」という枠組みで「市民」をとらえるのではなく，世代を越えて21世紀社会の

あり方を考え，模索していく社会が求められているといえる。（中略）社会を構成している市民の一員

としての自覚に目覚めるためにも，「市民参加』を「おとな』だけですすめるのではなく，社会的意思

決定の場に「子ども」が参画できる社会にしていくこそが，真の「市民参加型社会」なのである。
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　門脇氏や林氏が述べているように，社会に参画し，新しい社会をっくっていこうとする

資質を子ども期のうちに形成し，将来のまちの担い手を育成していくことは，これからの

学校教育において求められている。特に，社会認識を通して市民的資質を育成する社会科

学習は，合理的意志決定能力・参画の資質の育成を図るといった点で重要となってくる。

そこで，社会認識を基に，未来予測・価値判断を可能とし，市民的資質，合理的意志決定

能力つまり参画の資質を育成していくことが必要となってくる。子どもの参画の資質形成

を目指す社会科学習においては，市民参画のまちづくりを社会的論争問題として組み込む

ことは有効である。

　そこで，これまでに述べてきたことを基に，まちづくり学習で目指す子どもの参画の資

質を次のように定義する。

　まちづくりや参画についての社会認識を基にして，未来予測・価値判断をすることを通して合理的意志

決定を行い，将来にわたってまちやまちづくりにかかわり，新しい社会をつくることを志向する資質

【註】

1森分孝治「市民的資質育成における社会科教育」，社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第13

号，2001，PP．43－50

2棚橋健治「新しい社会科学科の構想」，社会認識教育学会編『社会科教育のニュー・パースペクティブ』，

明治図書，2003，pp．86－94

3岩田一彦「21世紀社会科の実践課題」，社会認識教育学会編『社会科教育のニュー・パースペクティブ』，

明治図書，2003，pp．24－32
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第4節　子どもの参画の資質形成を目指したまちづくり学習

　前節までに述べてきたことを基にして，社会認識を保障した上で，子どもの参画の資質

形成を目指したまちづくり学習はどうあるぺきかについて考察する。

　　（1）従来のまちづくり学習の課題

　これまでのまちづくり学習や子どもの参画にかかわる学習は，その多くが地域学習や総

合的な学習で行われている。そこで，従来の地域学習や総合的な学習における課題につい

て見ていく。

①地域学習

　かっては子どもを地域で育てる仕組みとして，成長期の節目で子どもが地域社会に参画

する伝統行事が機能していた。しかし，現代社会においてそれは機能しなくなり，学校教

育においてそのような仕組みを機能させようとする動きが見られる。そこで地域学習にお

いては，社会科学習の中で単元内容を補強するために地域の素材や人材が活用されるだけ

でなく，地域の教育力を生かし，子どもの生きるカを育てていこうとするものになってい

る。ところが，このような学習は地域社会の多様で総合的な現実から学ぶという観点が弱

いとの指摘も受けている。

　澤田義宗氏は，社会認識を深めていくためには地域に見られる社会事象を総合的にとら

える必要があるとして，rどのようにすれば，地域を総合的にとらえることができるのか」

という問いを検証している。そして，社会事象を総合的にとらえさせることに有効な方法

として，歴史学の問題解決過程を取り上げて，地理的分野の授業に組み込んでいる1。
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【表∬一4－1】歴史学の問題解決過程を組み込んだ社会科学習の展開

段階 主な活動 手立て

記述段階 　地域がどのような要素で成り立って

るのかを抽出する。（記述によって得

れた知識が，次段階の関係を把握する

めの情報となる。）

　地域に見られる様々な事象を豊富

取り入れ，情報とすることで，問

を焦点化する。

説明（分析）段階 　地域に見られる事象から，中核となる

素についてとらえ，その中核要素と他

事象の関係を因果的に見ていく。

　中核的な要素と他のどのような要

が関係しているのかを予想し，豊

な情報に基づいて仮説へと高め，

証する。

解釈段階 　分析結果から，どのような地域的な特

をとらえることができるか考察する。

らに，その地域がどのような課題を抱

ているか考える。

　中核的な要素が地域の特色となっ

現れていることをとらえる。地域

抱える課題や将来的な動きを予測

，それらを解決していくためには，

のような方法をとっていったらよ

か考える。

　（澤田義宗『総合の考え方を生かした中学校社会科地理的分野における教材開発』，兵庫教育大学大学院修士論文，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989，pp．56－59を基に作成）

　【表H－4－1】を基にして見ると，従来の地域学習は次のような学習活動にとどまって

いると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　【表E－4－2】地域学習に見られる学習活動

　地域における社会科事象を知識としてとらえさせる。

説明（分析）段階

　地域における中核的な事象と他の事象との因果関係について検証する。

　自分たちの住む地域の特色をとらえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

　ここまでの実践は見られるが，まちに対する具体的な全体像やイメージが浮かび上がっ

たところで，さらに解釈段階でまちが抱える課題や将来的な動きを予測する活動はあまり
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見られない。

また，小原友行氏は従来の社会的な見方・考え方を育成する従来の社会科授業論を，事

実的な見方・考え方を育成する授業論と価値的な見方・考え方を育成する授業論に分類し

ている。

　　　　　　【表H－4－3】社会的な見方・考え方を育成する社会科授業論

主要な授業論 ねらい 代表例

事実的な見方・考え方を 理解型授業論 社会を生み出した人間の行為を軸 昭和30年度版以降の

育成する社会科授業論 とする見方・考え方の育成 学習指導要領など

説明型授業論 人間の行為を規定する社会を軸と アメリカ新社会科

する見方・考え方の育成 など

価値的な見方・考え方を 問題解決型授業論 子どもや社会の問題を取り上げ， 初期社会科

育成社会科授業論 それを知的・実践的に解決させる 初志の会

ことを通して，知識・理解，態度， 目生連

能力が結びついた見方・考え方の など

育成

意思決定型授業論 社会的な論争問題を取り上げ，目 小原友行

的・目標を達成するためにもっと 今谷順重

も合理的な手段・方法を考えるこ など

とによる見方・考え方の育成

（小原友行「社会的な見方・考え方を育成する社会科授業論の革新』，社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10号，1998，pp．5－12を基に作成）
小原氏はこのように分類した後，21世紀における社会科の役割という観点から，次のよ

うな課題が残されているとしている2。

・　社会的な見方・考え方の育成には，「社会を知る」，「社会をわかる」，「社会に生きるjの3段階の見

方・考え方の育成が必要である。

・　方法的（機能的）な見方・考え方の育成が十分に考慮されていない。

・　社会的関係の中での相互作用を通して学ぶことによって，見方・考え方を発見・創造・転換・発展

させていくという観点がない。

「理解型」や「説明型」の授業論では「社会がわかる」に，「問題解決型」や「意思決定
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型」の授業論では「社会に生きる」に重点が置かれている傾向が見られる。そこで，それ

ぞれ単独の授業論だけでは「社会を知る」，「社会をわかる」，「社会に生きる」といった，

全ての段階での見方・考え方の育成が確実に行えないと小原氏は述べている。また，「理解

型」や「説明型」の授業論においては，学習内容として習得する知識は，社会の変化の激

しい現代社会の中では，すぐに古くなるという問題点も指摘される。そこで，「社会を知る」，

「社会をわかる」，「社会に生きる」ために必要な社会的な見方・考え方を統一的に育成す

ることができる授業論を構築し，社会を分からせるだけでなく，同時に社会で生きて働く

知識も学ぶことのできるようにすることが求められる3。

　また，小原氏の分類した授業論は，すべて個人の中での社会的な見方・考え方の育成を

重視したものになっている。そこで，社会的関係の中での相互作用（コミュニケーション）

を通して，社会的な見方・考え方を育成していく必要があると小原氏は述べている。例え

ば，学級集団による人間の社会的行為の評価を行う，討論による理論の発見・探究・検証

を行う，集団による解決策の吟味を行う，社会的合意を目指した決定と根拠付けを行うな

どである。この点については，佐長健司氏も次のように述べている4。

　（これまでの社会科授業論では）個人的な価値判断や意思決定の対象として私的に社会をとらえ，

その形成を図る市民の育成を行っているのである。（中略）学校教育においては，本来の社会について

学ぶ機会を提供するべきである。ここで言う本来の社会とは，私的領域とは区別された公的領域とし

て形成される社会のことである。

　以上の論から，地域学習においては，個人的なものではない，社会的な見方・考え方を

発見・創造・転換・発展させ，まちを総合的にとらえることができるような授業論が求め

られる。そのためには，まちに存在する課題や将来的な動きを未来予測・価値判断するこ

とのできる学習としていかなければならない。

②総合的な学習

　総合的な学習においては伝統的な教科による知（科学知・内容知）だけでなく，機能的

学習観による臨床の知（経験知）を形成することを目指しているといえる。そこで，r生き

るカ」の形成を目指し，まちづくりの内容や子どもが参画する活動を組み込む学習が見ら

れるようになってきた。ところが，平山明彦氏が行った全国で総合的な学習等でビオトー
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プを行っている200校への聞き取り調査の結果からは，次のような問題点が明らかとなっ

てくる。ここでは，Hartの「参画のはしご」を基に，子どもの参画の段階を判定している。

墾薗の段階 学校数（鮫） 参繭の段階 単校数（校）

7・8　　段：階 1 5・6　　澱：階 ユ9

4　　　　段階 77 1・2・3段階 102

1汁 199

脇

％
鍬
『
ー

1 10覧

i響1呈麟i

　l口4　段階
39鶉 ロ1．23段階

　　　　　　　　　　【図1－4－1】学校ビオトープにおける参画の段階

　（平山明彦「学校ビオトープと参画』，子どもの参画情報センター編『子ども・若者の参画』，萌文社，2002，pp．109－117）

　【図H－4－1】からも分かるように，半数以上が1～3段階の非参画となっており，残

りもほとんどが4段階にとどまっている。この学校ビオトープの例で見ると，子どもが参

画したことを強調しているものの，その内容は自然が好きな教師によってつくられるとい

った形だけの参画になっている。他の事例も同じ結果になるとは限らないが，子どもたち

が活動の意味も知らずに，単にパフォーマンスを楽しんでいるだけという結果になってい

るものが多い。また，7～8段階になっているのは1事例だけとなっているように，学校

教育の範囲では難しいことも明らかとなっている5。

　このように総合的な学習においては，子どもが参画していることを重視しようとするあ

まり，活動中心の学習になっている傾向が見られる。また，参画することを目指している

ものの，結局「形式的な参画」にとどまっている傾向も見られる。そこで，子どもの参画

の資質形成が，学校教育の範囲ではどこまで可能なのかを明らかにする必要がある。峯明

秀氏は，この点について次のように指摘している6。

　r社会参加」は，学習者の意欲を喚起し積極的な学習活動をうながすが，（中略）手段として有効で

あっても，直接の目的にはなり得ない。

　子どもの参画の資質形成を目指すとはいっても，社会科学習においては社会認識が目的

である。この点については前節において，社会科学習では参画の資質は合理的意志決定で
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あり，その中でもまちづくり学習における参画の資質を定義した。総合的な学習において

も，参画の資質を明確にしていくことが求められる。

　　（2）学習指導要領と社会科教科書記述の分析

　これまでのまちづくり学習が社会科学習の中ではどのように行われてきたのかを明らか

にするために，学習指導要領と教科書記述について分析を試みた。そして，その中ではど

のようなまちづくりや子どもの参画が組み込まれているのかを明らかにし，そこから子ど

もの参画の資質形成を目指すまちづくり学習の可能性を見出していく。

　教科書記述の分析7については，次のような分析の視点を設定した。

　　　　　　　　　　　【表1－4－4】教科書記述分析の視点

①取り上げている社会的論争問題としてのまちづくり

　・　どのような社会的論争問題としてのまちづくりを取り上げているか。

　・　まちづくりについて，時間的にr過去」r現在」r未来」，空間的にr自地域」r他地域」のどれを取

　り上げているか。（複数にわたるものもありえる。）

　・　自地域だけでなく，他地域における先進的なまちづくりも組み込んでいるか。

②市民参画のまちづくりの要素

○　まちづくり形態

　吉田正生氏の論を基に次のように分類する8。

　　匿璽：主として行政が行う建物・道路・諸施設等ハードウエアの整備・建設

　　匿鯉：まちの内発的なカを高めたり発揮したりする市民や行政の活動

　　コミュニティ1：市民の意識のあり方の改善

O　市民参画のまちづくり型

　田村明氏のまちづくりの「動態的構造」を基に分類し，参画をうながす内容を明らかにする。

　　匿亟型：市民参画がなく，行政だけが行う

　　匡錘：市民は行政に対して要請するだけにとどまり，それを基に行政が行う

　　國：行政との協働ではなく，市民が単独で行う

　　圏：市民（または市民組織）と行政（と企業）が協働で行う

　　匠塑：市民・行政（・企業）の協働で，地域経済の活性化も目指す
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○　まちづくりの要素

　田村氏のまちづくりの「静態的構造」を基に分類し，まちづくりの構造がどのように習得させる知識

として組み込まれているのかを示す。

　囲：もともとまちに存在する自然環境を生かす，改善する

　團：もともとまちに存在する歴史的遺産を生かす，改善する

　区三亟：人と人とのつながりを見直し，コミュニティ形成を目指す

　しくみ・ルーヲ：これからのまちをつくっていくにあたってのしくみ・ルールづくりを行う

　璽］：まちの活性化や人々の暮らしを豊かにすることを目指す

　囲：まちの活性化を目指し，まちのよさを外部にアピールする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

　まちづくりを組み込んだ学習は小学校第3・4年「身近な地域や市の様子」，「安全を守

る工夫」，小学校第6学年「我が国の政治の働き」，中学校公民的分野r地方自治」で扱わ

れていることが多い。そこで，これらの単元を分析対象として，以下のように学習指導要

領と教科書記述についての分析を行った。

　なお，教科書記述分析の実際については，【資料】の1～16ぺ一ジに掲載した。
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【表1－4－5】小学校第3・4学年r身近な地域や市の様子」

①学習指導要領の記述

目標（3）

　地域における社会的事象を観察，調査し，地図や各種の具体的資料を効果的に活用し，調べたこと

を表現するとともに，地域社会の社会的事象の特色や相互の関連などについて考えるカを育てるよう

にする。

内容（1）

　自分たちの住んでいる身近な地域や市（区，町，村）について，次のことを観察，調査したり白地

図にまとめたりして調べ，地域の様子は場所によって違いがあることを考えるようにする。

　「地域の人々の生活と自然環境の関連，願いを実現していく地域の人々の工夫や努力，協力と生活の維

持と向上との関連」について考えさせることをねらいとしている。そして，身近な地域の「土地利用の様

子，主な公共施設などの場所や働き，交通の様子など」を扱うようにしている。しかし，「身近な地域や

市（区，町，村）の土地利用は，自然条件や社会的条件ともかかわりがあることに気付くようにする」と

しているものの，主な公共施設については「場所を地図で確認するとともに，施設の名称や働きを調べる

にとどめる」としている。

②　教科書記述の分析

　「取り上げるまちづくり」にっいては，未来のまちづくりを考えさせる内容となっている記述は見られ

なかった。また，社会的論争問題としてまちづくりを取り上げているのは3社で，「まちの不思議・自慢・

見どころはどんなもので，それをどのようにまとめるか」といったものであった。しかし，社会科学習と

しての初めての単元ということもあるが，社会的論争問題とはいえないものとなっている。

　「市民参画のまちづくりの要素」については，以下のような結果となった。

都市計画型 活性化型 コミュニティ型 計

行政型 5 3 2 10

要請型 4 1 1 6
単独型 0 3 2 5
協働型 0 0 1 1

ビジネス型 0 0 0 0
計 9 7 6

　学習指導要領に示されていたように，教科書記述からも行政・要請型の都市計画型といったまちの特色

や施設の働きなどにっいての理解をうながす内容となっている。しかし，全体的に市民参画のまちづくり

の要素は少なく，市民との協働によるまちづくりの視点はあまり見られない。

歴史 風土 人・心 しくみ・ルール 仕事・暮らし コト

2 1 5 2 10 1

　まちの特徴や施設の働きなどについての理解が中心であるため，「仕事・暮らし」の要素が多くなって

いる。また，全体的に扱うまちづくりの要素に偏りが見られた。

（筆者作成）
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【表II－4－6】’」、学校第3・4学年「安全を守る工夫」

①学習指導要領の記述

目標（1）

　地域の産業や消費生活の様子，人々の健康な生活や安全を守るための諸活動について理解できるよ

うにし，地域社会の一員としての自覚をもつようにする。
内容（4）

　地域社会における災害および事故から人々の安全を守る工夫にっいて，次のことを見学したり調査

したりして調べ，人々の安全を守るための関連機関の働きとそこに従事している人々の工夫や努力を
考えるようにする。

　安全を守るための諸活動について理解することや人々の工夫や努力を考えること同時に，「災害や事故

から人々の安全を守ることは，地域杜会での安全な生活を保障するためのものであり，地域住民の願いに

基づくものである」こともとらえさせようとするねらいがある。

②　教科書記述の分析

　「取り上げるまちづくり」にっいては，全社が未来のまちづくりについて考えさせる内容を扱っていた。

また，社会的論争問題としてまちづくりを取り上げているかについては，学習内容の特質上，全社が「安

全なまちにするにはどうしていくとよいか」といったものになっていた。しかし，実際にそうしていくこ

との難しさを取り上げておらず，子どもの思いや経験を基に「こうしていきたい」と考えるにとどまるこ

とが予想される。

　r市民参画のまちづくりの要素」については，以下のような結果となった。

都市計画型 活性化型 コミュニティ型 計

行政型 5 0 4 9
要請型 3 0 0 3
単独型 0 0 5 5
協働型 0 0 2 2

ビジネス型 0 O 0 0
計 8 0 11

　安全を守るための諸活動，人々の工夫や努九市民の願いの理解をうながす内容となっているため，全

体的にまちづくりや市民参画のまちづくりの要素が少ない傾向が見られる。そのため，ポスターづくりや

交通安全会議などの活動を組み込んでいるものの，この学習をしなくても出せるような常識的・道徳的な

考えに偏ってしまう恐れがある。

歴史 風土 人・心 しくみ・ルール 仕事・暮らし コト

0 0 2 9 8 0

　まちづくりの要素の種類を見ても，安全を目指すしくみ・施設・働きといった内容から，「しくみ・ル

ール」「仕事・暮らし」に偏っている傾向が見られる。

（筆者作成）
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【表n－4－7】小学校第6学年r我ズ）角国の政治の働き」

①学習指導要領の記述

目標（2⊃

　目常生活における政治の働きと我が国の考え方及び我が国と関連の深い国の生活や国際社会にお

ける我が国の役割を理解できるようにし，平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きて

いくことが大切であることを自覚できるようにする。

内容（2）

　我が国の政治の働きについて，次のことを調査したり資料を活用したりして調べ，国民主権と関

連付けて政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていること，現在の我が国の民

主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。

　「政治は国民の願いを実現し国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしている」ことを理解さ

せるために，「身近な公共施設の建設，地域の開発，災害復旧の取り組みなどのいずれか」を取り上げて，

具体的に調べるようにしている。さらに，「規模や予算，計画から完成に至るまでの経過に着目し，その

事業の実施に当たっては市（区）役所や町（村）役場，県（都，道，府）庁が，それぞれの地域の実態に

応じて，望ましい施策を決定し，実行している」ことを調べるようにしている。

②　教科書記述の分析

　「取り上げるまちづくり」については，未来のまちづくりについて考えさせているものは2社だけであ

った。また，どのような社会的論争問題としてまちづくりを取り上げているかについては，「まちの人々

の願いを実現させるにはどうすればよいか」といったものになっていた。しかし，単に政治の働きにっい

ての記述にとどまるものも見られた。

　「市民参画のまちづくりの要素」については，以下のような結果となった。

都市計画型 活性化型 コミュニティ型 計

行政型 5 3 3 11

要請型 3 2 2 7
単独型 0 1 2 3
協働型 3 2 2 7

ビジネス型 0 0 2 2
計 11 8 11

　第3・4学年の記述と比較して，明らかに市民参画のまちづくりの要素が多く含まれている。また，「市

民の願いに基づいた活動」といった学習指導要領の記述から，協働型の要素も多く組み込まれている。し

かし，福祉や自然保護の重視に偏っていたり，政治に関する記述にとどまり子どもの参画をうながす内容

となっていなかったりする傾向も見られる。

歴史 風士 人・心 しくみ・ルール 仕事・暮らし コト

2 2 4 7 10 4

　まちづくりの要素においても，扱っている種類が3・4学年よりも多くなっている。そして，全社が3

種類以上の要素を取り上げていた。

（筆者作成〉
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【表∬一4－8】中学校公民的分野r地方自治」

①学習指導要領の記述

目標（2）

　民主政治の意義，国民の生活の向上と経済活動とのかかわり及び現代の社会生活などについて，個

人と社会とのかかわりを中心に理解を深めるとともに，社会の諸問題に着目させ，自ら考えようとす

る態度を育てる。

内容（3）現代の民主政治とこれからの社会

　イ　民主政治と政治参加

　地方自治の基本的な考え方について理解させる。その際，地方公共団体の政治の仕組みについて理

解させるとともに，住民の権利や義務に関連させて，地方自治の発展に寄与しようとする住民として

の自治意識の基礎を育てる．（以下略）

　「地方公共団体の政治の仕組みついては，細かな事柄は取り扱わないようにし，基本的な内容の理解に

とどめる」として，「住民の福祉は住民の自発的な努力によって実現するもの」「住民参加による住民自治

に基づくもの」といった地方自治の考え方の理解を図ることをねらいとしている。そして，「身近な地方

公共団体の政治にっいて取り上げるとともに，住民の権利や義務に関連させて扱う」ことによって，具体

的に学習できるようにしている。

②教科書記述の分析

　「取り上げるまちづくり」にっいては，様々な地域におけるまちづくりを数種類扱っている傾向が見ら

れる。また，未来のまちづくりについて考えさせるものは3社であった。どのような社会的論争問題とし

てまちづくりを取り上げているかについては，「まちの人々の願いを基に住みよいまちにしていくにはど

うしていくとよいか」というものになっていた。単に政治の働きについての記述にとどまる傾向にある学

習であるため，このような価値分析過程を組み込むことは大変有効だと考えられる。

　r市民参画のまちづくりの要素」については，以下のような結果となった。

都市計画型 活性化型 コミュニティ型 計

行政型 6 3 4 13

要請型 6 4 3 13

単独型 0 6 3 9
協働型 5 2 4 11

ビジネス型 0 0 0 0
計 17 15 14

　小学校の記述と比較しても明らかに組み込まれている要素が多く，さらに協働型の割合も高くなってい

る。市民参画によって願いを実現させていくまちづくりの事例も，地方自治のしくみと関連させながら，

数種類組み込まれていた。

歴史 風土 人・心 しくみ・ルール 仕事・暮らし コト

1 4 8 12 12 2

　まちづくりの要素においても，明らかに小学校の記述よりも多くなっている。また，地方自治の働きと

市民生活や市民の願いとの関連についての学習であるため，「しくみ・ルール」が多くなっているのも特

徴的である。さらに，5社において，4種類以上の要素を組み込んでいた。

（筆者作成）
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　以上の学習指導要領と教科書の記述の分析から，それぞれの分析視点において次のこと

が明らかとなった。

　　　　　　　　　【表1－4－9】学習指導要領と教科書記述分析の結果

①取り上げるまちづくり

　小学校第3・4学年では，自地域の特質に気づき地図にまとめたり，安全なまちにしていくための働

きにっいて考えたりする学習が中心であることから，他地域におけるまちづくりを組み込むことが困難

となっている。そのため，どうしても組み込まれる市民参画のまちづくりの要素も少なくなり，未来の

まちづくりにっいて考えさせても子どもの思いや経験を基にした常識的・道徳的な考えにとどまってし

まうことが予想される。

　さらに，杜会的論争問題としてまちづくりを組み込む点においても，まちに存在する対立・葛藤など

のまちづくりの難しさを踏まえて考えさせることは，小学校第3・4学年には難しい内容になってしま

う可能性がある。

②市民参画のまちづくりの要素

　小学校第6学年・中学校公民的分野において，政治・地方自治の働きと関連させることで，市民参画

のまちづくりが重視されるようになってきたことをとらえさせることは有効である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

　そこで，まちづくり学習で参画の資質形成を目指すには，小学校第6学年・中学校公民

的分野において政治・地方自治の働きと関連させながら，「社会的論争問題としてこれから

のまちづくりを考えさせる価値分析過程を組み込むこと」，「ビジネス型のまちづくりの要

素を組み込むこと」によって，市民参画のまちづくりの重要性をとらえることで可能にな

ると考える。

　　（3）　まちづくり学習はどうあるべきか

　これまで述べてきたように，従来のまちづくり学習は「地域をはいまわる」学習になっ

たり，「形だけの参画」の活動になったりしていることが予想される。しかし，まちづくり

学習を行うことは，以下のような意義があると考えられる。

①参画の資質形成を図ることができる

　子どもの参画の重要性が注目され，それを可能とする場としての学校（または学校・地
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域・行政との連携）の役割が見直されてきている。この学校教育における重要性について

は，北原啓司氏も次のように述べている9。

　持続可能なまちづくりを実施していくためには，自主的な住民の参加が必要となる。そのためには，

単に事業に対する同意やアイデアを得るような参加ではなく，目常的にまちに関心を抱かせるような

教育的な取り組みが重要になる。

　つまり，行政だけでなく市民の参画が求められているまちづくりを取り上げることは，

対立・葛藤のプロセスとして参画を描くこと，そしてそれをどのような契機でどのような

働きかけで乗り越えることができたのかをつかませることが可能となり，子どもの参画の

資質を形成させていくことができるものといえる。そこで，これらを可能とする一つの方

法として，まちづくり学習は有効である。

　また，現代社会におけるまち・地域自体にも，コミュニティの崩壊といった問題が残さ

れている。そのため，子ども・若者の参画は，崩壊に抗してまちづくりをすすめる過程へ

の参画を意味することになり，コミュニティの再生といった面で今後ますますまちづくり

学習や参画の資質の育成が重要となってくることが予想される。寺本潔氏は，学区という

身近な社会に住む子どもたちはいわば「小さなまちづくり人」であるとして，子ども期に

まちづくりに先立つまちづくり学習を行う意義を次のように挙げている10。

　　　　　　　　　　　　【表1－4－10】まちづくり学習の意義

・　大人になる前段階のトレーニングとして，自分たちの生活環境を主体的に理解し，改善に向けて動

き出す資質を育成できる。

・　まちづくりのエージェント（仲介者）としての子どもの存在は，まちづくりに関心のある大人を引

き出すことができる。

・　問題解決的に学習していくことを通して，現在の状況を評価でき，将来自分の周りの環境や社会は

変化することが可能だとイメージできる能力が育成できる。

　　　　　　　　　（寺本潔・西尾小学校『総合学習・町づくり大作戦』，明治図書，2000，p，28を基に作成）

　しかし，参画をうながそうとする実践を行っても，子どもたちが参画することに関心を

示さない現状も見られる。この点について，新谷周平氏は次のように述べているn。

いくつかの自治体における参画実践においても，しばしば参加者の少なさ，偏りが問題となってい
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る。無論，この少なさは，子ども・若者自身がまだ参画というもののもつカや可能性を知らないこと，

また大人側に支援の方法論や力量形成が不足していることにも起因していると考えられる。適切な支

援のもと，自分たちの行動が地域や社会を変えることの魅力を，多くの子ども・若者が知ることがで

きれば，より参加者が増してくるだろう。しかし，大人とのパートナーシップや，社会的課題を全面

に出すと（あるいは，参加・参画の与えるそういうイメージ）が，子ども・若者を遠ざけている面も

あるのではないだろうか。

　このような「参加しない意識（nonparticipatingconsciousness）」を越えるには，本物

の参画実現の条件を地域的に社会的に構築，再創造していくという仕組みづくりの視点が

重要である。合わせて，子どもの頃から一人ひとりの「参加する意識（participating

consciousness）」が日々の生活経験の中で育まれていく意識づくりの視点の両面が必要で

ある12。つまり，子どもたちが自発的に参画していこうとする意識を育むことと，子ども

の参画を可能とするまちの仕組みをつくり上げていく必要がある。この点において，市民

参画のまちづくりを学習に組み込むことは意義のあることである。

②まちを総合的・批判的にとらえることができる

　K．Lynchは，「都市の姿はその中に住む人々にどのように写っているであろうか」，「その

イメージはどんな意味をもっているであろうか」，「人々が求めるイメージはどんなものだ

ろうか」，rそのイメージを与える環境のあるべき姿はどんなものだろうか」，rそのために

都市計画家たちに何ができるだろうか」といった，イメージ・アビリティ（lmageAbility

イメージされる可能性）の重要性について述べている。そして，イメージ・アビリティを

高めることが美しく楽しい環境にとって最も重要な条件であるとしている13。

　Lynchは次のように述べている。

　観察者を訓練して，それらがどのように互いにかみ合っているのかを観察することを教えることは，

イメージを改良するのも同様に有益だろう。このような教育は，都市のイメージを育てるためばかり

ではなく，変動によってかき乱された人々の心を再び環境に適応させるためにも用いられうるだろう。

つまり，都市のイメージを豊かにもたせることができれば，まちを総合的・批判的にと

らえ，その後の生活において人々が主体的にまちの変化に対応したり，まちをつくってい
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くのに参画したりすることにつながるとしている。

　また，寺本氏は「子どもの生活の学校化」によって，我が国の子どものように生活の中

で学校という世界が大きく占める国では，どうしても知覚環境形成と学校教育との関係を

無視することはできないとして，学校教育を通して，子どもたちのまちに対する認識がど

のように形成され，それがどのようにその後の生活に影響を与えているのかを考察してい

る14。そこで，遊び場や自宅の様子，通学路，野，山などの場所についての記憶，そのい

ずれかの体験の思い出の背景としての原風景という心理空間を取り上げている。この原風

景とは，誰でも自分の幼年期の忘れられない光景として記憶の奥底に沈殿しているもので

ある。『子どもの権利条約』の発効によって社会全体が大人とは異なる子どもという存在を

意識し始めたことが背景となり，このような原風景に関する研究が重要視されてきている15。

子ども期における原風景の重要性を考えると，総合的にまちをとらえることや，まちに存

在する諸事象を批判的にとらえることが必要となってくる。寺本氏もこの点について，ま

ちづくりを組み込むことによってそれが可能となるとして，次のように述べている。

　　　　　　　　　　　【表1－4－11】まちづくりを組み込む意義

・暮らしや地域を調査し，具体的事実や情報をもちより，付き合わせ検討し，地球規模で課題を明ら

かにし，対策の多様な選択肢を発見したり，新たなあり方を創造したりしていくことが求められる。

その時，子どもたちは自分の暮らしを検討の対象に捉えなおし，暮らしを見つめなおすとともに，暮

らしを規定している社会経済活動や政策を批判的に検討し，環境の保全に向けて行動できるようにな

ると考えられる。

・現在の暮らしを問い直すためには，まちとは何であり，どのように暮らしているのか，どこに問題

があるのかを具体的に捉えることが必要である。

・　まちづくりを考えるとき，人間の都合だけを考えていては環境悪化は避けられない。しかし，自然

環境保全だけを考えていても，住みよい生活は実現できない。この学習を通して，子どもたちは環境

問題についていろいろな角度から総合的に考える必要性を学ぶことができる。

　（寺本潔・山田綾『エネルギーを軸にした総合学習』，明治図書，2002，pp．30－32

寺本潔・豊田市堤小学校『エコ総合学習』，東洋館出版社，1999，p，19を基に作成）

　このようにまちづくり学習においては，まちを総合的・批判的にとらえることができる

という点に，社会科学習の中で行っていく意義がある。そして，子ども期にこのような能

力を高めることにより，新しい社会をつくろうとする将来の市民としての資質を形成する

ことにつながる。
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　そこで，社会科学習における子どもの参画の資質形成を目指すまちづくり学習は，以下

のようなものであるべきだと考える。

　まちを総合的・批判的にとらえることができるようにするために，過去と現在における自地域のまちづ

くりの要素を複数組み込む。そして，参画の重要性をとらえること力簗きるようにするために，他地域に

おける先進的な市民参画のまちづくりを組み込む。さらに，これらを基にして合理的意志決定を行うこと

力簗きるようにするために，社会的論争問題としてこれからのまちづくりを組み込み，それに対して価値

判断・未来予測を行うことか驚きるような学習過程を設定する。

【註】

1澤田義宗『総合の考え方を生かした中学校社会科地理的分野における教材開発』，兵庫教育大学大学院修

士論文，1989，p．2

2小原友行r社会的な見方・考え方を育成する社会科授業論の革新」，社会系教科教育学会『社会系教科教

育学研究』第10号，1998，pp，5－12

3同上書，p．8

4佐長健司r議論による社会的問題解決の学習」，社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第13号，

2001，　pp．1－8

5平山明彦「学校ビオトープと参画」，子どもの参画情報センター編『子ども・若者の参画』，萌文社，2002，

pp．109－117

6峯明秀「社会科教育における社会参加の意義と位置」，目本社会科教育学会『社会科教育研究』別冊，2003，

PP．37－49
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教科教育学研究』第13号，2001，pp，51－59）において，「都市社会学の成果を参照するなら，児童に社会

の一員として何をなすべきか，行政や市民は何ができるのかを考えさせるとき，学問的な成果に基づいた

視点を提示できる」として，まちづくりに関する論を「都市計画」，「活性化」，「コミュニティ」に分類し
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ている。

9北原啓司r地域におけるまちづくり教育の可能性」，『弘前大学教育学部研究紀要』第82号，1999，

pp．113－124

10寺本潔氏は子どもを「小さなまちづくり人」，っまり「まちづくりのエージェント」と位置付け，「まち

に住む次世代の育成」，「生活環境を主体的に理解し，改善に向けて動き出す資質の養成」の必要性を述べ

ている。（寺本潔「子どもの参加による町づくり学習と社会科学習」，目本社会科教育学会『社会科教育研

究』別冊，2003，PP．61－68）

11新谷周平「参加・参画論の展開と理論的課題」，子どもの参画情報センター編『子ども・若者の参画』，

萌文社，2002，PP．28－41

12延藤安弘「まち育ての中の子どもの参画」，子どもの参画情報センター編『子ども・若者の参画』，萌文

社，2002，PP。174－187

13Lynchは，イメージ・アビリティとはアイデンティティ（ldentity同一性），ストラクチャー（Structure

構造），ミーニング（Meaning意味）から成り立つとしている。そして，アイデンティティ，ストライクチャ

ーは形そのものがもたらし，ミーニングは社会的，歴史的，個人的等の要因で生まれるものであるので，

アイデンティティ，ストラクチャーに絞ってイメージ・アビリティを追究している。さらにLynchは，そ

の中でも，パブリック・イメージ（Public　Image集団のイメージ）を重視している。なぜなら，パブリッ

ク・イメージには一貫性があり，多くの人々が住むための都市をつくるためには，あるいはつくりなおす

ためには，パブリック・イメージにおけるイメージ・アビリティを高めることが重要だからだとしている。

（K．Lynch著，丹下健三・冨田玲子訳『都市のイメージThe　Imageof　theCity』，岩波書店，1968，pp．244－245）

14寺本潔「子どもの知覚環境研究の展望」，『愛知教育大学研究報告』No．43，1994，pp．75－88

15寺本潔『子供の眼でまちづくり』，KTC中央出版，1999，p。85
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第皿章　まちづくり学習の実際とその問題点

　本章では前章までの内容を基にして分析視点を設定し，まちづくり学習分析フレームワ

ークを構築する。そして，これまでに行われてきたまちづくり学習の分析を行い，子ども

の参画の資質形成における傾向と課題を明らかにする。

第1節　まちづくり学習分析フレームワークの設定

　市民参画のまちづくりや子どもの参画の資質形成の面から，授業分析の視点を設定し，

それらを組み込んだまちづくり学習分析フレームワークを設定する。

　　（1）作業仮説

　これまで述べてきたことを基に，まちづくり学習の授業分析を行う際の作業仮説を以下

のように設定した。

　　　　　　　　　　　　　【表皿一1－1】授業分析の作業仮説

①単元の目標は説明的知識または分析的知識で記述すれば，活動中心ではなく社会認識を保障する社

　会科学習を展開することができる。

②過去，現在，自地域，他地域においてなされた，またはなされているまちづくりを組み込めば，ま

　ちを総合的・批判的にとらえることができる。また，これからのまちづくりのあり方を社会的論争問

　題として組み込めば，価値判断・未来予測能力を育成することができる。

③市民参画のまちづくりの要素を組み込めば，子どもの参画の資質を形成することができる。

④学習の内容や活動をHartの「参画のはしご』における4～6段階にとどめれば，社会科学習にお

　いて社会認識を保障しながらも子どもの参画の資質形成を図ることができる。

⑤　単元の学習過程をr知識習得→価値判断・未来予測→意志決定」とすれば，これからのまちづくり

　のあり方に対して合理的意志決定を行うことができる。

（筆者作成）

　（2）分析視点

作業仮説を基にして，以下のように分析視点を設定した。
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分析視点①単元の目標

　単元の目標を記述する。明記されていない場合は，単元の流れから読み取って記述する。

そして，その目標記述が説明的知識や分析的知識のように学習内容として明示されている

ものか，記述的知識のように知識を単に記述しているだけのものか，活動中心で内容が明

らかにされていない方向目標だけになっているかを，明示できるようにする1。

　繭：原因・結果の関係が示されているもの

　医醜：社会事象を分析し，社会の中に見られる諸関係が示されているもの

　匿魑：社会に存在する情報の内で，事象の存在について示されているもの

　医亜：学習内容が何かについての指示機能をもっていないもの

分析視点②取り上げるまちづくり

　どのような社会的論争問題として，まちづくりを取り上げているかを記述する。また，

そのまちづくりについては時間的・空間的にどれを取り上げているかを明示する。そして，

過去や現在における問題の解決を目指しているか，未来志向の学習になっているか2，自地

域だけでなく他地域における先進的なまちづくりも組み込んでいるかを明示する。さらに，

時間的にも空間的にも架空の設定のものについても明示する。

國：過去に行われたまちづくりを組み込んでいるもの

團：まちの現状や現在進められているまちづくりを組み込んでいるもの

圖：今後計画されているまちづくりや将来のまちのあり方を組み込んでいるもの

亘垂國：自分たちの住むまちやその周辺地域のまちづくりを組み込んでいるもの

國：他地域におけるまちづくりを組み込んでいるもの

分析視点③　市民参画のまちづくりの要素

　O　まちづくり形態

　吉田正生氏はまちづくり学習に関連する教科書記述の分析を通して，「都市社会学の成果

を参照するなら，児童に社会の一員として何をなすべきか，行政や市民は何ができるのか

を考えさせるとき，学問的な成果に基づいた視点を提示できる」と述べている。そして，

都市社会学の成果を基にまちづくりについての論を，「都市計画（主として行政が行う建物，

道路，諸施設等ハードウエアの整備／建設に関わる言説）」，「活性化（まちの内発的なカを高

めたり発揮したりする市民や行政の活動に関わる言説）」，「コミュニティ（市民の意識のあ
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り方の改善に関わる言説）」に分類している3。まちづくりの歴史から見ると，「都市計画」

は70年代まで中心だった行政主導の建物中心主義のまちづくり，「活性化」は70年代以降

に見られるようになった市民参画を目指したまちづくり，「コミュニティ」は90年代以降

に見られるようになった地域経済を重視した市民参画を目指したまちづくり，ととらえる

ことができる。この3つの分類を市民参画の観点で見ると，「都市計画く活性化くコミュニ

ティ」の順でレベルが高いと考えられる。そこで吉田氏の論を基にして，次のようにrま

ちづくり形態」として分類し，組み込まれているまちづくりは何を目指したものなのかを

明示する。

匿璽：主として行政が行う建物・道路・諸施設等ハードウエアの整備・建設

匿璽：まちの内発的なカを高めたり発揮したりする市民や行政の活動

　コミュニティ’：市民生活やまちのしくみだけでなく，市民の意識のあり方の改善

　O　市民参画のまちづくり型

　田村明氏のまちづくりの「動態的構造4」を基に，組み込まれているまちづくりがどのよ

うな市民参画の型になっているのかを以下のように分類する。まちづくりの歴史から見る

と，「行政型」は70年代まで中心だった行政主導の建物中心主義のまちづくり，「要請型」

は70年代に見られるようになった市民要請型のまちづくり，「単独型」は80年代に見られ

るようになった市民組織単独で行ったまちづくり，「協働型」は90年代以降に見られるよ

うになった行政・市民・企業との協働で行うまちづくり，「ビジネス型」はこれから求めら

れる市民参画のまちづくり，ととらえることができる。この5つの分類を市民参画の観点

で見ると，「行政型く要請型く単独型く協働型くビジネス型」の順でレベルが高いと考えら

れる。

　匿亟型1：市民参画がなく，行政だけが行う

　匡塾：市民は行政に対して要請するだけにとどまり，それを基に行政が行う

　國：行政との協働ではなく，市民が単独で行う

　塵：市民（または市民組織）と行政（と企業）が協働で行う

　塵：市民・行政（・企業）の協働で，地域経済の活性化も目指す

O　まちづくりの要素

田村氏のまちづくりの「静態的構造5」を基に授業で取り上げている内容を記述し，まち
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づくりの構造が習得させる知識としてどのように組み込まれているのかを明示する。

團：もともとまちに存在する自然環境を生かしたり，改善したりする

國1もともとまちに存在する歴史的遺産を生かしたり，改善したりする

圓：人と人とのつながりを見直し，コミュニティ形成を目指す

　しくみ・ルーヲ：これからのまちをつくっていくにあたってのしくみ・ルールづくりを行う

國：まちの活性化や人々の暮らしを豊かにすることを目指す

巨E：まちの活性化を目指し，まちのよさを外部にアピールする

④子どもの参画の要素

　子どもの参画をうながそうとしている学習内容や活動を記述する。また，それを行うこ

とによって導き出される子どもの姿が，Hartのr参画のはしご」のどの段階になるのかを

明示する。ただし，それぞれの段階については以下のように判断する。

巨三三豆亘塾：形式的な参画であり，子どもの参画の資質形成を図ることができていない

巨三璽：子どもの参画の資質形成を目指す社会科学習において望ましい段階

巨璽：活動中心，行動化に偏りすぎている

⑤　参画の資質（合理的意志決定）

　参画の資質は合理的意志決定能力とした。そこで，参画の資質＝合理的意志決定がどの

ような知識習得・価値判断・未来予測を基にして育成されているのかを明示する。【図皿一

1－1】のA～F型の中で，子どもの参画の資質形成を目指す社会科授業として望ましい学

習過程はA型となる。
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A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知識習得し，それを基に価値判断・未来

識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定　　予測を行うことで，合理的な意志決定が行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われる。

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価値判断・未来予測を行い，それに見合価値判断・未来予測　　　　　　意志決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った知識習得を行うため，一定の価値観を　　　　　　　　　知識習得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基にした意志決定となってしまう。

C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意志決定の過程と知識習得の過程が乖離

識習得　i　価値判断・未来予測　　　意志決定　　するため，子どもの意志決定は常識的・道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳的なものにとどまってしまう。

D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知識習得が保障されないため，子どもの

値判断曹未来予測　　　意志決定　　　　　意志決定は常識的・道徳的なものにとどま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってしまう。

E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価値判断・未来予測を行わないため，一

識習得　　　　　意志決定　　　　　　定の価値観を基にした，常識的・道徳的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　意志決定にとどまってしまう。

F 團　　　　　　　　　　　　　　　　　知識習得のみで終わってしまい，子ども

　　　　　　　　　　　　　　　の参画の資質形成が弱くなってしまう。

【図皿一1－1】学習過程型
（筆者作成）

　　（3）分析フレームワーク

　①～⑤までの分析視点を組み込んだまちづくり学習分析フレームワークを【表皿一1－2】

のように設定した。
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【表皿一1－2】まちづくり学習分析フレームワーク

No． 単元名 （年　　）

授業者 出典

　　①

元の目標

②取り上げるまちづくり

　　　　：　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：去　　：　現在　　：　未来　　　　　自地域　　　：　　　他地域　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

睡
③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
…
i

：
i

：
：
1

要請型
…
！
i

：
3
§
：

：
l
I

単独型 1
1
【

：
：

：
：
1

協働型
…
§
1

i
： ：

ビジネス型
…
§
1

：
i
： 3

i④子どもの参画の要素

　　子どもの参画口　　■　　塵　　O　　曹　　一　　■　　昌　　，　　騨　　ロ　　ー　　一　　一　　甲　　甲　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　冒　　一　　一　　冒

（）段階　　　　　参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

考察

（筆者作成）
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【註】

1知識の分類については，以下の文献を参考とした。

　　岩田一彦『社会科の授業設計』，東京書籍，1991，pp．71－80

　　岩田一彦『社会科授業研究の理論』，明治図書，1994，pp。114－117

　　岩田一彦『社会科固有の授業理論30の提書』，20Q1，pp．40－51

2渥美寿彦氏は，社会的論争問題を，考える時点から見て「発生型（現在起二っている問題を扱う）」，「探

索型（現状を改善するという性格をもつ）」，「設定型（未来状況下においてどうするかを検討する）」に分

類している。そして，価値の確定していない未来を予測するような社会的論争問題を設定することの重要

性を述べている。（渥美寿彦『未来予測を中核とする中学校社会科の授業設計』，兵庫教育大学大学院修士

論文，1999，p．22）

3吉田正生「中学年社会科『まちづくり学習』の教科書記述にっいて」，社会系教科教育学会『社会系教科

教育学研究』第13号，2001，pp．51－59

4田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，pp．157－162（本論文第1章第1節p．11参照）

5田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999，pp．152－157（本論文第1章第1節p．10参照）
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第2節まちづくり学習の授業分析

前節で設定したまちづくり学習分析フレームワークを用いて，授業分析を行う。

　　（1）　授業分析の対象

　まちづくりを組み込んだ授業実践を，社会科学習だけでなく総合的な学習や特別活動も

合わせて50事例収集し，分析対象とした。

　　　　　　　　　　　【表皿一2－1】分析対象授業実践
No 単元名 学年 教科 出典

1 ぼく，わたしの町はすごいよ 小2 総合 寺本潔・豊田市立堤小学校『エコ総合学習』東洋館出版

，主999

2 公共施設大作戦 小3 総合 寺本潔・豊田市元城小学校『町おこし総合学習の構想』

治図書，1997

3 ぽくら西尾の町博士 小3 総合 寺本潔・愛知県西尾小学校『総合学習・町づく り大作戦』

治図書，2000

4 商店街のまちづくり 小3 社会 「TO　S　Sまちづくり教育サイト」

5 人にやさしいまちづくり 小3 総合 「TO　S　Sまちづくり教育サイト」

6 にこにこマート物語 小3 社会 小西正雄編『提案する社会科』明治図書，1992

7 わくわくパーク物語 小3 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業①』明治図書，1994

8 あなたならどこにする 小3 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業①』明治図書1994

9 花いっぱい道路を作ろう 小3 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業③1明治図書，1995

10 交通渋滞を解消するには 小3 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業③1明治図書1995
1
1 近くの店改造計画 小3 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業③』明治図書1995

12 池田市リニューアル大作戦 小3 社会 小西正雄編『未来志向の社：会科授業づくり』東京書籍，1997

13 はんじょうさせよう平野の商店街 小3 社会 小西正雄編『未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

14 星野にダムは必要か？ 小3 社会 全国社会科教育学会『社会科教育論叢』第42集，1995
15 公民館の使われ方 小3 社会 社会科教育研究センター『小学校3・4年の探究学習』

治図書，1981
16 平野学習館をつくろう 小3 総合 今谷順重編『総合的な学習で特色ある学校をつくる』明

図書，1996
17 つくってみたいナ　こんな町 小4 社会 寺本潔・豊田市元城小学校『町おこし総合学習の構想』

治図書，1997
1
8

ぽくたちの21世紀の町づくり 小4 特活 寺本潔・豊田市元城小学校『町おこし総合学習の構想』

治図書，1997
1
9 ぽくら城下町の水調査隊 小4 総合 寺本潔・愛知県西尾小学校『総合学習・町づくり大作戦』

治図書，2000

20 女川の洪水とたたかってきた堤地区の人々 小4 総合 寺本潔・豊田市立堤小学校『エコ総合学習』東洋館出版

，1999
2
1 静岡県のまちづくり探検 小4 総合 rTO　S　Sまちづくり教育サイト」

22 新港横戸町線道路 小4 社会 r千葉大学総合研究プロジェクト研究成果報告書」2002
23 交通事故のない町に 小4 社会 小西正雄編『提案する社会科』明治図書，1992
24 高速道路の位置決定 小4 社：会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業②』明治図書，1994

25 わが町改造大作戦 小4 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業③』明治図書，1995

26 大蔵海岸埋立地利用計画 小4 社会 小西正雄編『未来志向の社会科授業・づくり』東京書籍，1997

27 検証！野洲川改修工事 小4 社会 小西正雄編『未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

28 駅前通りから考えるまちづくり 小3・4 社会 rTO　S　Sまちづくり教育サイト」

29 安全なまちづくり 小3・4 社会 波巌『意志決定の力がつく問題解決学習』明治図書2000

一89一



第皿章第2節

30 中野区の地域福祉 小3・4 社会 社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第9号，1997
3
1 私たちの町に生きる手作り名人 小5 総合 寺本潔・豊田市元城小学校『町おこし総合学習の構想』

治図書，1997
32 発見！はとみその秘密 小5 総合 寺本潔・愛知県西尾小学校『総合学習・町づくり大作戦』

治図書，2000
33 堤のお宝鑑定団 小5 総合 寺本潔・豊田市立堤小学校『エコ総合学習』東洋館出版

，1999
34 さあ，吉野ヶ里を歴史公園にしよう！ 小5 社会 小西正雄編『r提案する社会科』の授業②1明治図書，1994

35 目指せ！仮想の村「A」の活性化 小5 社会 小西正雄編『「提案する社会科」の授業③』明治図書，1995

36 産業の発達と公害 小5 社会 「神戸大学教育学部研究集録第73集」1984
3フ 国民の生活と政治 小6 社会 佐藤照雄他監修『小学校社会科教育実践講座第12巻』

育出版センター，1990
38 高架工事の進む南武線 小6 社会 佐藤照雄他監修『小学校社会科教育実践講座第12巻』

育出版センター，1990
39 元城に残る江戸の道 小6 総合 寺本潔・豊田市元城小学校『町おこし総合学習の構想』

治図書，1997
40 蔵開け探検隊 小6 総合 寺本潔・愛知県西尾小学校『総合学習・町づくり大作戦』

治図書，2000
4
1 世界の中の日本 小6 社会 社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第5集，1993
42 公園改造計画 小6 総合 社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究1第13号2001
43 ユニバーサルデザインのまちづくり 小5・6 総合 「TO　S　Sまちづくり教育サイト1

44 日本一のまちづくりの授業 小5・6 社会 「TO　S　Sまちづくり教育サイト』

45 江戸のまちづくりに学ぶ 小5・6 総合 rTO　S　Sまちづくり教育サイト」

46 今池エコ宣言 中 総合 寺本潔・山田綾編『エネルギーを軸にした総合学習』明

図書，2002
47 私たちの徳島戦略 中 撹 小西正雄編『「提案する社会科1の授業②0明治図書，1994

48 琵琶湖の水・近畿地方 中 撹 篠原昭雄編『地域教材を活用した地理的分野の授業』明

図書，1983
49 S　I　M　TOWN「井角町」 中 社公 谷川彰英・無藤隆・門脇厚司編『学びの新たな地平を求

て』東京書籍，2000
50 21世紀の栃木のまちづくり 中 社公 佐藤照雄他監修『中学校社会科教育実践講座第12巻』

育出版センター，1990

（筆者作成）

　　（2）授業分析の実際

　分析フレームワークによる50事例の授業分析の実際については，【資料】17～66ぺ一ジ

に掲載した。
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第3節　授業分析の結果と考察

　授業分析を行った結果，これまで行われてきたまちづくり学習にはどのような傾向や問

題点が見られるのかを考察する。

　（1）　分析視点ごとの結果

それぞれの分析視点における結果を次ぺ一ジ以降に示す。
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【表皿一3－1】分析視点①の結果

No 年 教科 ．＿＿説 舞糊芳
，、 、ム I　　　l

2 小3 総合 O
3 小3 総合 i　，O
4 小3 社会 l　l　O

5 小3 総合 l　　O
6 小3 社会 ◎ l　　　I

7 小3 社会 l　　O
8 小3 社会 ◎1

9 小3 社会 i　i　O
10 小3 社会 ◎i　i
1
1

小3 社会 ’○：

12 小3 社会 　　I　　O13 小3 社会 ◎’　1
14 小3 社会 l　l　O
15 小3 社会 ◎
16 小3 総合 l　i　O
17 小4 社会 l　O

18 小4 特活 l　　O
19 小4 総合 1　’O
20 小4 総合 一　10
2
1

小4 総合 ，　i　O
22 小4 社会 l　　O
23 小4 社会 ◎　　　’

24 小4 社会 i　O　l

25 小4 社会 陰〇一

26 小4 社会 l　l　O
27 小4 社会 l　O　i

28 小34 総合 i　i　o
29 小34 社会 l　i　o
30 小34 社会 ◎i　i
31 小5 総合 ’O　l

32 小5 総合

l
　
O

33 小5 総合 1　，0
34 小5 社会 l　l　O
35 小5 社会 O
36 小5 社会 ◎：　、
37 小6 社会 ◎l　I

一38 礁6醸 難塗会、 ◎羅1』i
39 小6 総合 ◎：　1
40 小6 総合 0
4
1

小6 社会 5　　0
42 小6 総合 ◎
43 小56 総合 l　O

44 小56 社会 O，

45 小56 総合 ，o　i

46 中 総合 1　’O
47 中 社地 ◎　　　1
48 中 社地 l　l　O
49 中 社公 、　　○
50 中 社公 l　　O

2

分析視点①

　習得させる知識の質や学習内容の規定性が明確にな

っていない記述的知識や，方向目標を示すだけの目標

記述の実践は37事例であった。そのため，活動中心の

学習となっている傾向が見られた。

　また，【表皿一3－2】に示した授業のように，説明的

知識や分析的知識を記述している13事例のうち，11

事例が社会科であり，学年が上がるほどその割合は高

くなる傾向が見られた。

　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

※　説明的知識・分析的知識の実践には◎
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【表皿一3－2】r単元の目標」が分析的知識で記述されている事例

No．38 単元名 高架工事の進む南武線（小6・社会）

授業者 小島康宏 出典　佐藤照雄雌諺rノ』燃轡轍鰹第12巻田教高出版センター、1㈱

　　①

元の目標

分析的知言

　市民の生活と南武線のっながりを調べることを通して，川崎市では市民の安全で快適な

らしを実現しようと努力していることに気付かせる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日広い土地を市民のために使っていくためには，どうしていくとよいだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 仕i市民の生活の向上と
i安定のために南武線
iの立体交差事業を進　5　iめている

しi操車場跡地の利用方　5

1法について協議して

iいる
…

§
8
！
i
き
き

要請型
仕1渋滞と事故を減らす　1

iために立体交差化を

i望んでいる

…
：
…
；
き

i
I
｝

単独型 § E
l

…
8

協働型 i
2

…
3

§
8

ビジネス型 1 i …

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画一　　■　　一　　9　　一　　層　　ロ　　ー　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　磨　　一　　一　　曹　　幽　　一　　曹　　一　　■　　一　　一　　一4段階・子鋸嵯を認識した参画

　操車場の跡地の利用方法について，市民の願いを基にしたものとして考える

動を行うことにより，未来のまちづくりについて提案を行っている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
i　高架工事を事例として市民の願いをかなえる：ための政治の働きについて学習し，それを基に』：して操車場跡地の利用計画について価値判断・1：未来予測を行っている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　分析的知識として目標を記述することで，政治とまちや人々の生活とのつながりをっか

ことができている。しかし，他地域における先進的なまちづくりの事例やこれまでのま

づくりの経緯が組み込まれていないため，操車場跡地の利用計画についての子どもの考

が希望的観測になる恐れがある。また，市民参画のまちづくりの要素が少ないため，子

もの参画の視点も弱くなっている。

（筆者作成）

一93一



第皿章第3節

【表皿一3－3】分析視点②の結果

No 年 教科 圃耳繧雑
②＿r＿曹’他i架

1 ’、 、A
l　　　l　　　l肚　　　　　　　I　　　　　　　I i

2 小3 総合 10：　’O
3 こ灘欝31h 叢総誉……灘一 ㌔㌔畳．滋養ミ

4 小3 社会 oio：　IO5 小3 総合 　I　　　　　　　I

OIO’O
…

6 小3 社会 I　　　l lO
7 小3 社会 lOiO：O i
8 小3 社会 ◎1◎i◎IO §

9 小3 社会 iO：oio ：

10 小3 社会 lOlOlO …
1
1

小3 社会
I　　　　　　　l　　　　　　　，

Ol　lO
：

12 小3 社会 ◎1◎1◎io 8

13 小3 社会 lOl　lO 1

で4 小3 社会 ，Ol　　◎ ◎1

15 小3 社会 801　’O
，

16 小3 総合 OI　IO 8
17 小4 社会 iOl　iO ［

18 小4 特活 10：0　0 …

19 小4 総合 一〇101　　0
20 小4 総合 OlOl　iO ｝

1 ’1．4・ 総合艮一 i㊤IOl◎ …＠売r概

22 小4 社会 ：OiO：O i
23 小4 社会 lOloiO 1
24 小4 社会 ：OIO：O ：

25 小4 社会 OlO：　IO ｝

26 小4 社会 0　0・O 1

27 小4 社会 OiOl　l◎ ◎

28 小34 総合 iOIOl◎ ◎i

29 小34 社会 iOiO！O o

30 小34 社会 loiOl O
3
1

小5 総合 ：Ol　lO 1
32 小5 総合 IO：　IO 1
33 小5 総合 lO，　　O 8
34 小5 社会 IO’　　O F
35 小5 社会

l　　　ll　　　　　　　， iO
36 小5 社会 OIO： O
37 小6 社会 iOiO　O
38 小6 社会 ’O　OIO ξ

39 小6 総合 OI　！　IO 1
40 小6 総合 OIO’　一〇
4
1

小6 社会 0：01　1042 小6 総合 ，Oi　l◎ ◎1

43 小56 総合 lOl　lO
44 小56 社会 oiOl　l Ol
45 小56 総合 Ol　l　l 〇一

46 中 総合
1　　　　　　　I

IOl　　O 1
47 中 社地 IO　O　O
48 中 社地 OIO肚　，O
49 中 社公 ：　1　： 8
50 中 社公 lO　OIO E

16　葡i⑳　43 9　2

分析視点②

　現在のまちづくりを取り上げている実践は

45事例であった。しかし，【表皿一3－4】に示

した授業のように，過去・現在・未来のすべて

を取り上げている実践は3事例だけであった。

また，43事例で自地域を取り上げているが，【表

皿一3－5】に示した授業のように，他地域も合

わせて取り上げている実践は5事例だけであっ

た。そして，過去・現在・未来・自地域・他地

域のまちづくりのすべて取り上げている実践は

なかった。

　そのため，まちを総合的・批判的にとらえる

ことができず，社会認識が十分に図られていな

かった。また，現在のまちやこれからのまちづ

くりのあり方について意志決定をさせても，子

どもの経験を基にした常識的・道徳的な考えに

とどまっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

※　過去・現在・未来共に組み込んでいる，自地域・他

　地域共に組み込んでいる実践には◎
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【表皿一3－4】過去・現在・未来のまちづくりを組み込んでいる事例

No．3 単元名 ぼくら西尾の町博士（小3・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・愛知県西尾小学校r総合学習・町づくり大作戦』明治図書2000

　　①

元の目標

方向目標
　地域の人たちの思いや願い，

をもち，

　　　　　　　暮らしの様子を自分たちの手で探ることにより，地域に関
切に思う気持ちをもっことができるようにする。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地tg　　　i　　　他地域
問目昔からの伝統的なものや現在あるまちの特徴を生かしながら，これからの西尾のまちづくりを進めて

いくにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 i 3
【

！
3

要請型
1
…

：
5 i

8単独型
…

仕i昔から残るものを大
切にしながら，住宅

1や商店街を形成して

1いる

5
1
：
：
：
：
1

i
i
：
：
1

協働型 ： 1 i
ビジネス型 i i 1

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　子どもたちが調べたことを地域に人々に発表する場面が設定されているが，

れからのまちをどうしていきたいかという視点がないため，子どもの参画の

も弱くなっている。
2段階・お飾り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　昔と今のまちの様子を調べ，それを基にして：：将来のまちはどうなるのかを予想させている。

しかし，組み込まれているまちづくりの要素が
少ないため，「～がほしい」といった希望を出す，：だけにとどまっている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 過去・現在のまちの様子を基に未来のまちがどうなっていくのかを未来予測させる学習

なっている。しかし，まちづくりの要素がほとんど組み込まれていないために，子ども

意志決定も単なる想像に終わってしまっている。

（筆者作成）
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【表皿一3－5】自地域・他地域のまちづくりを組み込んでいる事例

No，21 単元名 静岡県のまちづくり探検（小4・総合）

授業者 森竹高裕 出典　　rTOSSまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標
まち探検を通してまちの理解を深め，未来のまちをどうしたいかという願いを考え，提

案する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　也地士9

問日将来のまちがどうなってほしいかを，他地域のまちづくりと比較したり参考にしたりして考える。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 しi県内ではみんなが住
iみよいまちを目指す
1ために合併を計画し：iている所がある

：
i
i
：
｝
§

i
l
I
｝
8

要請型 監
F
…
｝
8

　：
1県内ではサッカーが　1卜i盛んなまちとしてア

：ピールしているまち　3　iがある

し1焼津市では安全で楽』く
i利用できるコミュニアィ

！道路の整備が進んでいる

i
単独型 l

l
ξ

：
1
：
…

1優しいバリアフリーの施　1　：設づくりを進めている

協働型 1
：
l
i
8

：
…
旨
：
8
i

里匡蹴灘薦会　1ドとしたまちづくりを進　l　lめている

ビジネス型
…
1 …

…
｝

④子どもの参画の要素　
　
子
ど
も
の
参
画
騨
　

一　 一　　賃　 曹　 一　　一　 甲　 一　 響　　一　　■　 一　　一　 一　 一　 一　　ロ　 ー　 一　 一　　一　 一　 ｝　 ，　 一　 曹

調べたことを基にこれからのまちづくりへの提案を，市役所の人を招いて行

ている。また，市役所の人とともにワークショップ形式でまちづくりに関す

活動を行い，子どもをまちづくりに参画させていこうとする視点が見られる。
5段階・意見提供のある参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

i　これからのまちはどうなってほしいかといった価値判

断・未来予測を行い，それに関わる知識を探検によって習

得している・そのため・自分の問題意識に合った知識習得

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　グループごとによる追究であるため，習得されるまちづくりの要素には質の差が出てい

。それぞれが追究したまちづくりの要素を集約する場面が必要であった。しかし，他地

における先進的なまちづくりや，市民参画の要素が十分に組み込まれていて，参画の資

形成が保障されている。

（筆者作成）
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分析視点③

　【表皿一3－7】のように，まちづくり形態では都市計画型が42事例，市民参画のまちづ

くり型では行政型が41事例と，行政主導の建物中心主義のまちづくりが多くなっている。

そして，【表皿一3－8】に示した授業のように，協働型やビジネス型を組み込んだ市民参画

を中心としたまちづくりを取り上げている事例は21事例にとどまっていた。この点につい

ては，【表皿一3－6】を見ても，明らかに行政主導の建物中心主義のまちづくりが多く，市

民参画を中心としたまちづくりが少ない傾向が見られる。そのため，子どもの参画の資質

形成が十分に図られず，子どもの意志決定も単に「～がほしい」，「～をつくってほしい」

といった考えにとどまる傾向が見られた。

　　　　　　　　【表皿一3－6】まちづくり形態・市民参画のまちづくり型

都市計画型 活性化型 コミュニティ型 計

行政型 39 17 8 64

要請型 20 4 12 36

単独型 5 13 15 33

協働型 7 4 9 20

ビジネス型 0 1 3 4
計 71 39 47

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

　まちづくりの要素では，その単元自体が人々の生活にかかわる内容を多く扱っているた

め，「仕事・暮らし」が32事例と多くなっていた。しかし，【表皿一3－9】に示した授業の

ように，3種類以上の要素を取り上げている実践が14事例にとどまっており，取り上げる

要素の種類が少ない傾向が見られた。そのため，まちを総合的・批判的にとらえることが

できず，ある一定の視点からだけでまちづくりを考えさせる学習となっていた。
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【表皿一3－7】分析視点③の結果

No 年 教科
づ二μ型 ，壼づ禦鐸素r薪舗 再騰画簡
協1ビ 風1歴　　し1仕：人1コ

’、 、△ l　i
l　　l，　　　　　　　1

『 l　　　　i　l
2 小3 総合 O　　　l O　OI ：　　OiOl　l
3 小3 総合 o　　　i l　io l　　　　iOl　l
4 小3 社会 O　O： i　io ◎： 1◎’◎i◎1　：
5 小3 総合 O　　　！O

1　　　　　　　l

l　lO
… i　i　i　loi

6 小3 社会 O　O lO 1◎ l　lO　　　l　　O
7 小3 社会 O　　　IO O：Ol l　　OIOl　l
8 小3 社会 Ol　：O OIOi i iOl　　O：　1
9 小3 社会 O：　io OIOl ： 1　，　IO：O：
10 小3 社会 Ol　i oiOl 8 覧　，　IOl　l
1
1

小3 社会 Ol　： O：　：O i l　i　lO：　1
12 小3 社会 一〇一　IO

1　　　　　　　IIOl 1 1　，　loioi
13 小3 社会 O　Ol Ol　lO 101　1　’　，O
14 小3 社会 OIOl OiOiO i l　l　iOl　lO15 小3 社会 Ol　：O O：Oio ◎ ，　：◎　◎：◎
16 小3 総合 OIO！O Oi　lO 1 l　l◎1◎1◎1◎
17 小4 社会 loio ：　　O 1 ，　1　！Ol
18 小4 特活 O’OIO Ol　lO

一

OIO　　　：O　　　‘
19 小4 総合 Ol　iO IOI　I ◎ O　O0　　　　1
20 小4 総合 Ol　・O O　O’ ◎， 1◎　◎1◎　◎’
21 小4 総合 OiOIO OIOIO ◎1 ◎i　l　i　i◎i◎
22 小4 社会 O！OiO ○：Oio § i　i◎1◎：◎1
23 小4 社会 Ol　’○ OIOl 3 ：　’　：　iO：
24 小4 社会 O　O： O：O：

1

1　！　loi　lO
25 小4 社会 I

O
I
O

IO　　　l i lO：　！　：　IO
26 小4 社会 O　Ol Ol　！ ◎1 i　iOl　l　iO
琶譲r蓬・ r繍漆

…、1

釜．r ．購1灘 、＠1響．＠…難i縫識

……1

騰 ・望騨灘総畿灘…菱1
、甥　11　「■

29 小34 社会 O iO O：O： ◎1 l　lO lOl
30 小34 社会 O ’O OIO，O ，◎ i　io Oi　l31 小5 総合 oio l　iO § l　l IoiO
32 小5 総合 O・O 1　：0 1 l　　　I

oi　lO
33 小5 総合 〇一〇 l　lO ： Iol 1　　0
34 小5 社会 O O， 0：　1 ◎1 100 l　lO35 小5 社会 O：O ！　：O ◎1 〇一　：O
36 小5 社会 O OiO O：Ol ξ ：　， l　i
37 小6 社会 O O’ oiOl ◎1 i　l◎ ◎1◎
38 小6 社会 O OI oiOl i l　IO oi　i
39 小6 総合 o Ol 一　　　　　I

’　1 【 　o
｝1　　　巳

40 小6 総合 O OI O　　　l ◎1
O　　　　　　　I

l
41 小6 社会 O ○’O Oi　l ◎1 l　　　l ◎1◎　◎
42 小6 総合 O ：O O：O： 1 l　i◎ ◎1◎1
43 小56 総合 O ！O Oioi ◎！ i　I O！O
44 小56 社会 OIO oi　lO 1 ioi l　lO45 小56 総合 O O ○：　： ： oi oi　l46 中 総合 O lO oio！O ◎i◎ i　l◎ ◎1◎i
47 中 社地 O Ol OIO 1 ， Ol　　O
48 中 社地 O ξ OiOIO ◎ i◎i◎ ◎’　i
49 中 社公 O O： OiOI i § O　　　io
50 中 社公 O Oi O：O：O ◎i ◎l　l◎ 1　　◎

4
2

29130， 昭26i巧 1714一 8，コ3口7
匠鐙’19　18

（筆者作成）

※　市民参画のまちづくり型：協働型・ビジネス型を組み込んでいる実践には◎

※　まちづくりの要素：3種類以上組み込まれている実践には◎
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【表皿一3－8】協働型・ビジネス型のまちづくりを組み込んでいる事例

No，28 単元名 駅前通から考えるまちづくり（小3・4年・総合）

授業者 前島康志 出典　　「TOSSまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標

他地域のまちづくりの様子をつかみ，これからの駅前通のま　掛川駅前のまちづくりや，

づくりプランを考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地士旦　　　i　　　也地士旦

問罐人通りが少なくなった駅前通の商店街を活気あるまちに再生するには， どのような方法をとっていく

とよいのか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
人1伊丹駅ではユニバー　1

iサルデザインによる
：
駅
前
開
発
を
計
画
し
て
　
：
　
1
い
る

！
…
i
：
：
i

：
：
i
i
…
…

要請型 i
：
：

…
1

単独型
i
：
：
2
2
1
：

仕i富士宮市は焼きそ　1

i
ば
，
静
岡
市
は
お
で
ん
　
1
　
：
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
　
：
　
1
て
い
る

…
…
§
；
…
5
…

協働型 歴1城下町風のまちづく
りが行われている

：
：
：
1

仕i市民が土地を提供し，歩き

iやすい歩道にしている

ビジネス型 i
：
1
8

仕iまちづくり会社との　1

i協働で駅前通の再生
iを計画している

…
§
i
i
I

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画『　　■　　囎　　騨　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒5段階・意見提供のある参画

　TMO計画に携わっているまちづくり会社の人とワークショップを通して，こ

からの駅前通プランを作成し，提案する場面が保障されている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

i　現在行われているまちづくりや他地域におけ
るまちづくりについての追究を基に，これから1：のまちづくりを考えていこうとしている。しか8：し，rこんなものをっくりたい」といった意志決一：定にとどまり，合理的なものとはなっていない。

考察 　協働型・ビジネス型といった市民参画のまちづくりの要素が複数組み込まれ，参画の資

形成をうながすようになっている。また，知識習得とそれを基にした価値判断・未来予

が保障されている。しかし，過去や行政型のまちづくりの内容が組み込まれていないた

，子どもたちがこれからのまちづくりに対して，夢を語るだけにとどまっている。

（筆者作成）
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【表皿一3－9】3種類以上のまちづくりの要素を組み込んでいる事例

No．27 単元名 検証！野洲川改修工事（小4・社会）

授業者 岡本修治 出典　小西正雄編r未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

　　①

元の目標

記述的知言

　「近江太郎』の異名をもつ野洲川の氾濫の歴史を調べ，氾濫に立ち向かった人々の行き

や放水路完成への国や地域の人々の働きについて話し合い，地域の人々の生活向上と安

のあり方について考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　也地t。
問6氾濫を防止するにはどのような放水路が必要なのか。また，放水路ができることにより，必要のなく

なった南北流域をどのように利用していくべきか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 歴i洪水に悩まされた野洲
i
川
の
改
修
工
事
を
こ
れ
ま
　
1
で
何
度
も
行
っ
て
き
た
　
；

風i南北流域の跡地を公
i園化し・観光化を進
：
め
よ
う
と
し
て
い
る
　
8

1
3
i
…
8

要請型 仕1他地域でも川の氾濫
iに対して様々な対策1
が
な
さ
れ
て
い
る
　
8

：
｝
1
；

i
…
…
2
2

単独型 …
1
：
旨

3
：
1
§
旨

人i昔は村ごとに洪水に立ち　1

i向かい，様々な工夫・苦労　1を重ねていた

協働型 1 i i
ビジネス型 7 … き

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画』　　，　　冒　　一　　一　　甲　　卿　　一　　■　　曹　　曹　　一　　一　　一　　一　　旧　　一　　冒　　冒　　冒　　一　　一　　－　　一　　一　　冒　　冒5段階・意見提供のある参画

組み込まれている市民参画の要素を基にしていることによって，子どもの考

た提案は市民の思いや願いを踏まえたものとなっている。そして，実際に市

提案する場も保障されている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　昔に行われた氾濫防止策と当時の人々の願い：：や努力について追究したことを生かして，現在

進められている放水路計画について考えさせて
いる。そして，実際に進められている計画案と1：自分たちの提案を比較することを通して，それ1：ぞれの案のよさや問題点について考えることが口：でき，合理的な意志決定につながっている。知識習得　　　価値判断・未来予測　　意志決定

考察 　まちづくりの要素が4種類組み込まれていることで，まちを総合的・批判的にとらえる

とができるようになっている。また，習得した知識を基にして価値判断・未来予測を行

ているので，最終的な意志決定も人々の願いを生かし，地理的・経済的条件を考慮した

理的なものとなっている。そして，子どもの参画の視点も組み込まれているため，参画

資質形成も図られている。

4

（筆者作成）
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第皿章第3節

分析視点④

　【表皿一3－10】のように，1～3段階

にあたる実践は27事例であり，形式的な

参画にとどまる実践となっていた。また，

活動中心となる7～8段階は1事例だけ

となっていた。このことからも，子ども

の参画の資質形成を目指す社会科学習で

は，【表皿一3－11】に示した授業のように，

4段階以上であることが必要である。そ

して，7～8段階は社会科学習で目指す

べき範囲を超えていると考えられる。

しかし，【表皿一3－12】に示した授業の

ように，4～6段階の実践であっても，

総合的な学習では活動が中心となりすぎ

ている傾向が見られた。

【表皿一3－10】分析視点④の結果

No 年 教科 ¶耳諭鞭％研菅
1 ’．2 、ム ：　i　i　i　l　i
2 小3 総合 O　i　：　i　i　：
3 小3 総合 ：O　l　：　：　1　：
4 小3 社会 i　i　O　l　l　i　l
5 小3 総合 l　i　O：　l　i　i
6 小3 社会 101　1　1　1　1
7 小3 社会 ：　l　O：　l　l　：
8 小3 社会 l　i　i◎l　l　l
9 小3 社会 ：　i　：　1◎i　i
10 小3 社会 i　O　　　l　　　　I
1
1

小3 社会 ：　i　i◎：　i　i
12 小3 社会 i　：　：　1◎l　i
13 小3 社会 l　l　O　l　l　’　1
14 小3 社会 1　：　i◎i　l　l
15 小3 社会 l　O　l　i　i　l　l
16 小3 総合 ，　l　o　i　i　：
17 小4 社会 l　i　i　i◎i　i
18 小4 特活 l　l　l◎i　：　：
19 小4 総合 l　l　l　：　：　I　O
20 小4 総合 ：　I　O：　1　：
2
1

小4 総合 ：　1　：　：◎1　：
22 ．i導鱗

、．．

強・、 I　li　i　r：　1＠熱
23 小4 社会 l　l　l　l　i◎l　　i　：　：

24 小4 社会 l　l◎l　i　l
25 小4 社会 l　i　O：　：　l　l
26 小4 社会 O　l　：　：　l　l
27 小4 社会 i　：　1◎i　i
28 小34 総合 1　　　　　：◎l　i
29 小34 社会 i　l　l　l◎l　i
30 小34 社会 i　i　o　i　：　　　1
3
1

小5 総合 ：　l　O　l　l　I　，
32 趨、5 一総合 1・　i　・i　i『◎：i　：
33 小5 総合 l　l　O　l　l　l　l
34 小5 社会 I　O　l　：　l　l　1
35 小5 社会 l　O　i　i　：　i　i
36 小5 社会 ：　i　O：　：　l　l
37 小6 社会 l　O　l　’　1　”
38 小6 社会 ’　：　：◎：　i　i
39 小6 総合 o　　　l　：　i　5　i
40 小6 総合 l　l　I　l◎l　l
41 小6 社会 1　，0i　i　　　l
42 小6 総合 i　：　i　i◎l　l
43 小56 総合 i　l　l　i◎：　i
44 小56 社会 O　I　，　：　：　　　1
45 小56 総合 O！　：　i　i　i　l
46 中 総合 i　　　　l◎l　I　：
47 中 社地 l　l　O－　l　l
48 中 社地 i　：　i◎i
49 中 社公 1　：01　i　l
50 中 社公 l　i　i◎i　：　1

319口5i9口1：2：1 0
（筆者作成）

※　4～6段階の実践には◎
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第皿章第3節

【表皿一3－11】r参画のはしご」6段階の事例

No。22 単元名 新港横戸町線道路（小4・社会）

授業者 梅澤真一 出典　　r千葉大学総合研究プロジェクト研究成果報告書」2002

　　①

元の目標

方向目標

　まちにおける問題点に対応する市民の姿を追究し，公園づくりに一緒に参加することを

して，まちにかかわろうとする市民としての資質を育成する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　1　未来　　　　　　地士旦　　　i　　　他地域

問e新しい道路の建設によって，道路の上側に生み出されることになった公園を，どのようなものにして

くとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 仕i渋滞緩和のために新
1港横戸町線を整備し

iようとしている

1
旨
i
I

8
1
5
！
3

要請型
仕　公害防止のために半　旨

i地下化にすることに
1
な
っ
た
　
『

i
：
：
…
8

人i半地下化のふたかけによ　一

1ってできる土地に公園を

単独型 1
き
i
i
l

人1半地下の道路の上に　1

iふたをかけ，そこに
：公園をっくろうとし　§　1ている

人i公園づくりをみんなに呼　1

1びかけて活動しているi
　
8

協働型 ξ 3

ビジネス型 § i …

④子どもの参画の要素

子どもの参画 実際に公園づくりを進めている人々と話し合い，それを基に作成した計画案

市役所に提案する場面が保障されている。
6段階・意志決定に参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

1
知識習得1

　　　　　　価値判断・未来予測　　　意志決定l　　　　　　　　　　l

：　この学習のはじめに行われた知識習得が，そ
の後の学習と乖離しており，価値判断や未来予1：測に生かされていない。そのため，子どもの意ll志決定も合理的なものではなく，「～がほしい」1：といったものとなっている。

考察 公園づくりに市民が参画しているといった内容が組み込まれ，実際に子どもたちも計画

づくりに参画するといった方法面も保障されていることで，参画の資質形成を図ること

できている。しかし，市民や子どもの参画における対立・矛盾・葛藤を知るまでには至

ず，まちづくりにおける社会認識が十分に保障されていない。そのため，体験しただけ，

案しただけにとどまっている。

（筆者作成）
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第皿章第3節

【表皿一3－12】総合的な学習で5段階の事例

No．32 単元名 発見！はとみその秘密（小5・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔’愛知県西尾小学校r総合学習・町づくり大作戦』明治図書，2000

　　①

元の目標

方向目標

　はとみその優れている点を追究したり，みそづくりを行ったりすることを通して，まち

おけるものづくりを見つめ，自分の食文化を見っめなおすことができる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問e、云統的な技術によってつくられるこの地域独特のみそのよさをアピールするにはどうしていくとよい

。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 i 1
き

：

要請型 ；
：
3

：
1

単独型 §
§
…
［
5

コiこの地域独特のみそ　8卜iのよさを他地域にア

：ピールしている

仕i機械化に頼らず手づくり　1暮1でみそをつくっているこ

1とを守り通している

協働型
1 ：

旨
…
…

ビジネス型 3 i …

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　はとみそのよさを追究した上で，その点をアピールするための広告づくりを

っているように，活動が中心の学習となっている。そして，はとやにその広

の提案をしているが，実際には生かされることなく学習は終了している。
5段階・観提供のある参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

i　みそづくりやみそのよさといった点での知識習得がなされ，それ
を基に広告での提案といった形での意志決定を行っている。しかし，

価値判断・未来予測の場面が組み込まれておらず，子どもの思いつ

きによる提案が多くなっている。

知識習得 意志決定

考察 　みそづくりやはとやの広告づくりといった活動中心の学習となっており，みそをまちの

性化につなげるといった点が弱くなっている。また，内容面においてもみそやみそづく

の歴史，他地域での取り組み，現在のまちづくりの様子などが組み込まれていないため，

会認識・参画の資質の形成の両面において弱くなっている。

（筆者作成）
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【表皿一3－13】分析視点⑤の結果

No 年 教科 署詳誓鞭」一
’EIF

’、 ム l　l　l
2 小3 総合

l　　lI　　　　　　　I　　　　　　巳 O
3 小3 総合 ◎1　　　：

4 小3 社会 l　lOl
5 小3 総合 l　lOl
6 小3 社会 ’Ol　l
7 小3 社会 lOl　：
8 小3 社会 i　lOi
9 小3 社会 ioi　l
10 小3 社会 ioi
” 小3 社会 l　lOl
12 小3 社会

I　　　　　I　　　　　IOl
13 小3 社会 〇一　1
14 小3 社会 lOl　，
15 小3 社会

l　　l　　lI　　　　　　　I O
16 小3 総合 iO：　1
17 小4 社会 i　！Ol
18 小4 特活 10：　1
19 小4 総合 ioi
20 小4 総合 l　i O
21 小4 総合 io，　1
22 小4 社会 ・　iOi
23 小4 社会 ◎一　i
24 小4 社会 lOl　i
25 小4 社会

I
l
　
　
O

26 小4 社会 l　l　lO
27 小4 社会 ◎l　i　：
28 小34 総合 ◎i　i　l
29 小34 社会 iOl　i
30 小34 社会 ◎：　1　：
3
1

小5 総合
1　　l　　lO　　　　　　　　　　　　　　l O

32 小5 総合
1　　　　　　　1 O

33 小5 総合 lO8
34 小5 社会 l　l　lO
35 小5 社会 lOl　i
36 小5 社会 墜　　lI　　　　　　l ○

37 小6 社会 ◎：　：　1
38 小6 社会 ◎l　i　：
39 小6 総合

l　　l　　l5　　　　　　　　　　　1 o
40 小6 総合 lOI
4
1

小6 社会 lOi　一
42 小6 総合 iOl　i
43 小56 総合 ◎I　I　，
44 小56 社会

8
1
　
　
1 O

45 小56 総合 ！　l　l O
46 中 総合 O’　1
47 中 社地 l　　Ol

、鱗麟灘麟．難「肇r・
、・

r継地きr藻 ’◎』…1…羅　1・灘 購Ir
・…＝二戸

49 中 社公 lOi　l ［
50 中 社公 iOl 書

9口9口012
7131

分析視点⑤

　【表皿一3－14】に示した授業のように，A

型の学習過程「知識習得→価値判断・未来予

測→意志決定」となっていた実践は9事例だ

けであった。B～F型の学習過程では，組み

込まれているまちづくりの要素が少ない，活

動することが目的となっている，意志決定の

ために知識習得がなされる，知識習得が他の

学習過程と乖離している，といった傾向が見

られた。

（筆者作成）

※　A型の学習過程の実践には◎
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第皿章第3節

【表皿一3－14】学習過程A型の事例

No．48 単元名 琵琶湖の水・近畿地方（中・社地）

授業者 南出儀一郎 出典　篠原昭雄編r地域教材を活用した地理的分野の授業』明治図書1983

　　①

元の目標

方向目標
　琵琶湖の水がどのように利用されてきたかにっいて調べ，発表できる。水質汚濁や水資

の澗渇など，琵琶湖の水についての現状と今後の課題について考え，発表できる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日上流県と下流県とのつながりを考慮しながら，琵琶湖の総合開発を進めるにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型

：

歴i京阪神優先の水政策に
1よつて琵琶塑周辺では
i洪水・渇水に悩まされた

i
§
臣
1
：
3

：
1
：

要請型 ｛ゴニi産業界から刺反神地駆D

i水の安定鱒合という要認こ

：より，総講難んだ
：

：
i
i
§
i

：
：
：
：
：

単独型 歴：琵琶湖疎水により都市用

撫灘瓢
i
§
§
：
1

3
8
1
1協働型 しi周辺¢都市化哩め立て

i筆脚欝瀦巖　8　：善しようとしている

i
i
i
：
：

：
：
：
：
i

ビジネス型 i
3

i
i

：
i

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画一　　一　　曹　　冒　　曹　　，　　一　　甲　　一　　一　　一　　昌　　曹　　一　　一　　昌　　曹　　■　　曹　　一　　一　　一　　一　　層　　卿　　騨　　，4段階・役割を認識した参画

　地域の人々の暮らしのために尽力した人々の働きや，上流県と下流県とのつ

がりを考慮して開発しようとする人々の働きについての追究がなされてい

。しかし，現状の課題の改善に重点が置かれ，まちづくりへの子どもの参画

いう視点は弱くなっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
i　水利用の様子，歴史，問題点，現在の取り組：みについての知識習得がなされ，それを基にし1：た価値判断を行っている。しかし，未来予測の9：面がやや弱く，「水をきれいにするには」といっ1：た意志決定に偏っている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　組み込まれているまちづくりの要素が都市計画型だけだったため，開発反対・自然重視

意志決定に偏っている。他地域での取り組みや市民との協働による取り組みを組み込む

とが必要だと考える。しかし，「知識習得→価値判断・未来予測→意志決定」の学習過

がとられており，合理的な意志決定をうながすようになっている。

（筆者作成）
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　　（2）　授業分析の考察

　作業仮説を基にして行った授業分析の検証結果から，子どもの参画の資質形成を目指し

たまちづくり学習の授業設計にあたって，分析視点ごとに以下のような留意点が明らかと

なった。

①目標記述は説明的知識または分析的知識で記述する。

②　自地域において過去に行われたまちづくりや，現在のまちの現状・まちづくりの様子を組み込む。ま

　た，同時に他地域における先進的な市民参画のまちづくりを組み込む。そして，未来の自地域における

　まちづくりを社会的論争問題として組み込む。このような内容の面から，子どもの参画の資質形成を目

　指すまちづくり学習は，小学校では第6学年の政治単元で行うことが望ましい。

③　他地域における先進的な市民参画のまちづくりはビジネス型のものを組み込む。また，まちづくり

　の要素は複数組み込む。

④学習の内容や活動はr参画のはしご」の4～6段階までにとどめる。

⑤　単元の学習過程はr知識習得→価値判断・未来予測→意志決定」となるように設計する。

　授業分析では一つ一っの分析視点ごとに合致する授業は見られたが，すべてに合致する

授業は見当たらなかった。そこで，今回の結果と第H章で行った教科書記述の分析の結果

から明らかになったことを踏まえて，小学校第6学年r我が国の政治の働き」において，

子どもの参画の資質形成を目指すまちづくり学習を設計していく。
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第N章　子どもの参画の資質形成を目指したまちづくり学習の授業設計

　本章では，これまでの研究成果を基に，小学校第6学年・小単元「みんなの願いを実現

する政治一名古屋のまちづくり一」において，市民参画のまちづくりを組み込むことでま

ちを総合的・批判的にとらえ，それを基にこれからのまちのあり方に対して合理的に意志

決定を行うことができるといった，子どもの参画の資質形成を目指したまちづくり学習の

授業設計を行う。

第1節　授業モデルの題材

　まちを総合的・批判的にとらえた上で，子どもの参画の資質形成を目指したまちづくり

学習とするには，「自地域」，「他地域」，「過去」，「現在」，「未来」のまちづくりを組み込む

必要があることを第皿章で明らかにした。そこで，以下のようにまちやまちづくりの現状

を題材として授業モデルで取り上げる。

　　（1〉　「自地域」としての名古屋1

　「自地域」としては名古屋のまちづくりを取り上げ，地方公共団体の政治の働きを理解

できるようにする。

　名古屋は地理的に我が国のほぼ中央に位置し，全国的な物流，交流機能が集積する上で

有利な条件を有し，温暖な気候と肥沃で平坦な地形に支えられた住みやすいまちである。

また，人口は約220万人であり，全国でも有数の大都市である。そして，大都市としては

東京，大阪ほど過密でなく，空間的・時間的なゆとりがあるまちであり，他の大都市と比

較してみても生活・産業・文化のバランスがとれたまちということができる。

　これまでに，熱田神宮の門前町，織田信長の拠点，尾張徳川氏の名古屋城入城，明治時

代以降の耕地整理・区画整理，戦後の復興土地区画整理事業，1955年以降の組合施行土地

区画整理事業などによってまちづくりが進められてきた。特に，1610年に当時尾張国の中

心地であった清洲のまちを，名古屋城下に移転したことが本格的なまちづくりの始まりで

あった。

　まちの特徴としては，生活文化に根をおろした産業技術が明治時代以降に近代産業に転

用され，先端的な産業・技術が集積している点が挙げられる。戦国時代に織田信長，豊臣
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秀吉，徳川家康といった3人の武将を生み出し，この地を支配する武将が巨大な富を所有

したことにより，城下町には多くの人々が集まり，産業が発展する要因となった。そのた

め現在でも，中京工業地帯の拠点として製造業が盛んな地である。そして，ものづくりが

産業，文化の基盤となっており，東京，大阪に次ぐ第3の経済圏となっている。

　ところが，このようにまちが発展してきたにもかかわらず，これまで名古屋は「特徴の

ないまち」，r文化不毛の地」，「大いなる田舎」，「白いまち」などと椰楡されてきた。そこ

で現在では，「名古屋新世紀計画2010」として新しいまちづくりを計画し，2005年の愛知

万博開催，中部国際空港開港に合わせて都市基盤を整備し，特色あるまちとして世界にア

ピールしようとしている。この計画は，生活・環境・文化・産業のすべてにわたって調和

のとれた「誇りと愛着のもてるまち・名古屋」を目指しているが，この目標を実現するに

は市民・企業・行政のパートナーシップが最重要と考えている。

　このようなまちづくりの特性はどのまちにも見られることであり，どのまちにおいても

まちづくり学習は可能であるということになる。そこで，本研究における授業モデルでは

筆者が勤務し，子どもたちにとって身近な地域である名古屋を「自地域」として取り上げ

る。

　　（2）　r過去」のまちづくり2

　もともと名古屋は，目本武尊と草薙の剣とのかかわりがある熱田神宮から歴史上に登場

している。また，戦国時代には名古屋周辺から信長，秀吉，家康など，その時代に活躍し

た人物を多く出している。そのため，短期間であるが歴史の中心になったこともあり，そ

れに伴ってまちが発展してきた。

　名古屋がまちとして本格的に形成し始めるのは，1610年に徳川家康の命を受けた加藤清

正が名古屋城を築城し，そこに尾張徳川氏が城主として入城してからである。それまでこ

の地域の中心地は，織田信長が城下町を築いた清洲であった。しかし，家康が大阪城の豊

臣氏を牽制しその動きを封じるため，東西交通の要であったこの地に名古屋城を築城した

ことから，城下町ごと引っ越しをさせた（清洲越し）。これに伴って清洲の市民が移り住み，

以来城下町として尾張藩の中心となった。名古屋城の周囲には武家屋敷，幅員三間の道路

で区画された碁盤割の部分に町屋，防衛上の要所には社寺を配置した計画的なまちづくり

が行われた。

　その後，1889年の市政施行で名古屋市となり，人口も市域も増加・拡大し，大都市とし
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て発展した。しかし，太平洋戦争により当時の市域の約4分の1を焼失した。そのため，

戦後にはいち早く復興都市計画事業に着手し，100m道路の建設，平和公園への墓地移転な

どの大事業を行った。この画期的なまちづくりは，当時の名古屋市長佐藤正俊氏の下で，

助役の田淵寿郎氏によってマスタープランが策定されたことによって始まった。

　このまちづくりは防災面や未来の自動車社会を見通したものとして賞賛され，その後は

道路や地下街が発達したまちとなった。しかし，その反面，地上に人通りが少なくなった

ためにまちに活気がなくなり，「市民が培ってきた長い歴史が圧殺された」，「機能は優れて

いるが生活に潤いがないまちとなってしまった」，「画一的で面白みのないまちになった」

と批判されるようになった。

　このような江戸時代から戦後にかけて行われた「過去」のまちづくりを組み込むことで，

子どもたちがまちの変遷を理解し，まちを総合的・批判的にとらえることができるように

する。

　（3）　「現在」のまちづくり3

　戦後のまちづくりによる課題を受けて，市は少しでも地上を歩く人を増やそうと道路事

業を進めた。さらに，1989年には世界デザイン博が開催され，都市整備事業は常にデザイ

ンを意識してつくられるようになった。しかし，このまちづくりに対しても，「市民生活と

直結するものとなっていない」とこれまでと同様の批判を受けた。

　そこで，1991年に市はまちづくりのシンクタンク，交流活動拠点，情報発信拠点とし

て，名古屋都市センターを設置した。これは，まちづくりの調査・研究，情報収集・提供，

人材育成・交流を目的としている。センター内には，まちづくりライブラリー，まちづく

り広場（展示コーナー）等の施設が備えられ，市民に開放している。そして，この都市セ

ンターを中心として，市民や企業との協働でまちづくりを目指している。また，このよう

な市民参画のまちづくりをサポートするために，まちづくり基金制度が設けられている。

これは市民からの寄付を基金として積み立て（賛助会員制度），その運用益によって，活動

資金の助成や専門家派遣などの技術的な支援を行うものである。このような動きは，これ

までのまちづくりへの批判と同時に，ごみ処分場として計画していた藤前干潟の埋め立て

問題による環境問題への取り組みが大きなきっかけとなっている。それまで他に方法がな

いということで埋め立ての姿勢を堅持してきた市が，環境を守ろうという市民の声に押さ

れ，代替地が決まらないまま計画断念を公表した。その後，市民によるごみ減量の取り組
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みが進み，減量が実現した。このことにより，市は単独でのまちづくりの限界を認識し，

市民参画をうながそうとするようになった。

　都市センターを中心として進められた市民参画のまちづくりとしては，築地地区の事例

が挙げられる。築地地区は，市南部にある名古屋港の一番奥にあたる地区である。その歴

史は1907年に名古屋港の開港に伴って埋め立てられたことに始まった。しかし，1950年

代以降，船舶の大型化，港湾機能の拡大に伴い，旧来の港湾施設では対応できなくなり，

港湾機能の沖合展開が進められ，港湾機能の低下，商業・業務機能の停滞，人口の流出が

顕著となった。このような中で，1960年代以降，市民に親しまれる港づくりが課題として

取り上げられ，緑園や水族館などの施設が建設された。

　このような都市計画によるまちづくりが進む中，市民参画によるまちづくり活動として，

1986年築地ポートタウン21まちづくりの会が発足した。その中で福祉・景観を中心とし

た専門委員会として夢塾21が発足し，この会と都市センター，民問のまちづくり研究所で

あるスペーシアが連携してワークショップを開催し，公園や防潮壁の整備などのまちづく

りを進めている。

　このような市民参画が見られるようになってきた「現在」のまちづくりの現状を組み込

むことで，子どもたちがまちに存在する課題に気付き，まちを総合的・批判的にとらえる

ことができるようにする。

　　（4）　「他地域』における先進的なまちづくり4

　他地域における先進的なまちづくりの成功例として，滋賀県長浜市を取り上げる。

　長浜は戦国時代に豊臣秀吉が長浜城主となり，小谷城下などの商人を集めて，楽市をっ

くったことが基礎となっている。その後も，商業都市として発展してきた。ところが戦後

になると徐々に衰退し，中心市街地の活性化が叫ばれるようになった。そこで市は，1981

年に市民の寄付による長浜城の復元，1982年に博物館都市構想の実施による国友鉄砲の里

資料館の開設など，歴史的な建造物を生かしたまちづくりを進めた。さらに，1988年のふ

るさとづくり特別対策事業による北国街道整備事業を進め，街道沿いの道路補修や町家の

保存を行った。

　このような都市計画によるまちづくりが進む中，1900年に建てられた旧第百三十銀行長

浜支店の取り壊し問題がもち上がった。ところが，この建物は市民から「黒壁」と呼ばれ，

親しまれてきたものであったため，保全を求める声が高まった。市としても保全しようと
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はしたものの費用の問題もあり，市単独では無理となった。そこで，地元実業家や企業も

出資した第3セクターの株式会社黒壁を設立させた。そして，小樽市や湯布院町などの先

進的なまちづくりを参考としながら，ガラスエ房を中心としたまちづくりを進めた。また，

北国街道沿いに残る古い蔵や商店を買収や借り上げをしたり，協力関係を結んだりして，

ナショナル・トラストまちづくり版ともいえる取り組みを進めた。さらに，近年問題とな

っている高齢者問題に対しても，市民からの資金提供によってプラチナプラザを設立し，

高齢者の雇用問題を解消している。このような市民参画によるビジネス型のまちづくりを

進めた結果，観光客の増加だけでなく地元客の取り込みにも成功し，経済面の問題も解決

することができた。

　このような「他地域」における先進的な市民参画のまちづくりを組み込むことで，子ど

もたちが市民参画の重要性を理解し，子どもの参画の資質育成を図ることができるように

する。

　　（5）　「未来」のまちづくり5

　名古屋でこれからのまちづくりとして計画されているのが，行政・市民・企業のパート

ナーシップを重視しているr名古屋新世紀計画2010」である。この計画は愛知万博の開催

と中部新空港の開港を契機として，世界中に名古屋をアピールしようとするねらいがある。

　r名古屋新世紀計画2010」は，名古屋市基本構想に基づく第3次の長期総合計画であり，

2010年を目標年次としている。1998年度に着手した計画の策定には，名古屋新世紀計画

2010審議会における調査・審議だけでなく，市民から6000件を超える意見を集め，初期

の段階から市民参画を図ってきた。そして，名古屋市都市計画マスタープランを策定し，

将来の都市像，土地利用の方針，都市整備に関連する計画，地域別の将来構想などを示し

ている。具体的な内容としては，福祉・健康，安全・環境，教育・文化，市街地整備，経

済の5つの柱を中心とした基本的な方向を掲げている。また，2010年に向けて名古屋が目

指すまちのイメージを生活・環境・文化・産業の4つの側面から「8つの都市像」として

明らかにしている（福祉・安全都市，生きがい実感都市，情報・産業技術都市，国際交流

拠点都市，にぎわい創造都市，文化ふれあい都市，快適空間都市，循環型環境都市）。さら

に，これからの名古屋のまちづくりにとって産業の役割が重要ととらえ，現在の不況の中，

経済面での活性化についても示されている。

　このようなこれまでのまちづくりの課題を受けて，「未来」におけるこれからのまちづく
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りについて考えさせる学習過程を組み込むことで，これまで習得した知識を基に，未来予

測・価値判断を行い，合理的意志決定能力っまり子どもの参画の資質形成を図ることがで

きるようにする。

【註】

l　r自地域」としての名古屋については，以下の文献，ウェブページを参考とした。

　　名古屋市『名古屋新世紀計画2010』，2001

　　名古屋市『名古屋市都市計画マスタープラン』，2000

　　中澤天童『名古屋の本』，PHP文庫，2000

　　岩中祥文『名古屋学』，新潮文庫，2000

　　藤井康生『名古屋を読む』，風媒社：，1992

　　目本経済新聞社編『名古屋の挑戦』，日本経済新聞社，1993

　　中目新聞社編『なごや十話』，中日新聞社，2002

　　名古屋市，http：／／ww，city．nagoya，jp／

2名古屋のr過去」のまちづくりについては，以下の文献，ウェブページを参考とした。

　　名古屋市『名古屋新世紀計画2010』，2001

　　名古屋市『名古屋市都市計画マスタープラン』，2000

　　中澤天童『名古屋の本』，PHP文庫，2000

　　岩中祥文『名古屋学』，新潮文庫，2000

　　岩中祥文『名古屋のお作法』，巡ベストセラーズ，1998

　　山田秋衛『名古屋城』，名古屋城振興協会，1966

　　中部建設協会『名古屋の町づくり』，中部建設協会，2003

　　名古屋市，http：／／㎜7。city．nagoya．jp／

　　中部英傑伝「田淵寿郎」，http：／／hicbc．com／radio／kibun／2000asapon／hero／001009／

　　中部建設協会，http：／／㎜．ck㎞et．jp／main2．htm

3名古屋の「現在」のまちづくりについては，以下の文献，ウェブページを参考とした。

　　名古屋市『名古屋新世紀計画2010』，2001

一112一



第W章第1節

　　岩中祥文『名古屋学』，新潮文庫，2000

　　藤井康生『名古屋を読む』，風媒社：，1992

　　中部建設協会『名古屋の町づくり』，中部建設協会，2003

　　名古屋市，http：／／㎜ド。city．nagoya．jp／

　　名古屋市都市センター，http：／／㎜7。nui．or．jp／index．htm

　　都市研究所スペーシア，http：／／㎜7．spacia．co．jp／index。htm

4「他地域」長浜の先進的なまちづくりについては，以下の文献，ウェブページを参考とした。

　　田村明『まちづくりの実践』，岩波新書，1999

　　園利宗『新まちづくりハンドブック』，連合出版，2001

　　福川裕一・青山邦彦『ぼくたちのまちづくり2　商店街を救え』，岩波書店，1999

　　長浜市，http：／／㎜．city．nagahama．shiga，jp／

　　黒壁ガラススクエア，http：／／㎜彫．kurokabe．co．jp／

5名古屋の「未来」のまちづくりについては，以下の文献，ウェブページを参考とした。

　　名古屋市『名古屋新世紀計画2010』，2001

　　名古屋市『名古屋市都市計画マスタープラン』，2000

　　藤井康生『名古屋を読む』，風媒社，1992

　　目本経済新聞社編『名古屋の挑戦』，日本経済新聞社，1993

　　名古屋市，httpl／／㎜．city．nagoya．jp／

　　名古屋市都市センター，http：／／㎜．nui．or。jp／index．htm
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第2節　授業設計の実際

　授業モデル設計の視点と，それに基づいた知識の構造や問いの構造を明らかにする。そ

して，小学校第6学年「我が国の政治の働き」の中の小単元「みんなの願いを実現する政

治一名古屋のまちづくり一」の指導計画と授業モデルを提案する。

　　（1）　授業設計の視点

　社会科学習が「社会認識を通して市民的資質を育成する」ものと考えると，小単元にお

いては「社会認識内容の習得を図る概念探究過程→合理的意志決定能力の育成を図る価値

分析過程」といった指導計画を立てることが必要である。岩田一彦氏は，指導計画の設計

について次のように述べている1。

単元の指導計画において，社会認識内容の習得時間八割，価値判断にかかわる時間二割を配当すれ

ば，市民的資質が育つ。（理論2）

そして岩田氏は，小単元の指導計画の基本構造を次のように示している。

概念探究過程 価値分析過程

1情報の収集→H情報の分類・比較→皿学習問題の発見・

握→IV予想の提示→V仮説の設定→VI仮説の根拠となる
料の収集→V皿検証→皿まとめ，応用，新しい問いの発見

1価値論争問題→H事実の
析的検討→皿未来予測→

価値判断

　　　　　　　　　　【図W－2－1】単元の指導計画の基本構造
　　　　　　　　（岩田一彦『社：会科固有の授業理論30の理論』，明治図書，2001，pp．31－33を基に作成）

　そこで，この岩田氏の指導計画設計の論に依拠すると，授業モデルにおける概念探究過

程と価値分析過程ではどのような点について留意していくべきかを以下に示す。

①概念探究過程

　社会科学習において習得する中核的な知識は，概念的知識または説明的知識である。そ

の理由について，岩田氏は次のように述べている2。

単元の学習内容が構造化された知識として提示されれば，学習内容の定着性・応用度が高まる。（理

論4）
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　つまり，指導計画の設計にあたっては，単元の性格を吟味して概念や法則性を抽出し，

それらを中心に構造化していくことが必要である。そうすることにより，単元で学習する

内容がなぜ学ぶ価値があるのかを説明することができるようになる。しかし，このような

概念的知識や説明的知識は，そのまま子どもたちに与え，覚えさせても定着性・応用度は

高まらない。そこで，岩田氏は概念探究過程において，次のような学習過程をとることが

必要だと述べている3。

　「問題発見→仮説→検証」の学習過程を組めば，説明的知識，概念的知識の形成が可能となる。（理

論7）

　このような学習過程が学び方の基礎・基本であり，これを効率よくたどらせることで，

子どもは自ら学び，役に立つ知識として習得することができるようになる。

　そこで概念探究過程においては，概念的知識や説明的知識の定着を可能とするために，

r知識の構造化を行い，それを提示できるようにする」，r問題発見→仮説→検証の学習過

程をとる」ことに留意し，まちを総合的・批判的にとらえることができるようにする。

②　価値分析過程

　社会科学習のねらいは，「社会認識を通して市民的資質を育成する」ことである。この市

民的資質については，第H章において合理的意志決定能力とし，まちづくり学習では参画

の資質とした。この合理的意志決定能力を育成するには，価値判断の分かれる問題に対し

て意志決定することができる学習過程を設定する必要がある。しかし，子どもが何の根拠

もないまま意志決定を行うような学習展開は避けられなければならない。そこで，岩田氏

は次のように述べている4。

事象の分析結果，法則性，未来予測を踏まえれば，合理的意志決定ができる。（理論10）

　概念探究過程で習得した知識や，ある選択をすれば将来どうなるかといった未来予測を

踏まえた上での価値判断が合理的意志決定である。このような学習を可能とするためには，

第H章で引用した岩田氏の「理論265」にあるような社会的論争問題を配置することが必

要である。そして，このような開かれた学習を行うことで，知の総合化が図られることが
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期待できる。

　そこで価値分析過程においては，合理的意志決定能力を育成するために，「習得した知識

を基にした未来予測・価値判断を行う学習過程を設定する」，「社会的論争問題を組み込む」

ことに留意し，子どもの参画の資質形成を図ることができるようにする。

　　（2）　知識の構造

　概念探究過程において知識を構造化していくことの必要性について述べた。この点にっ

いて岩田氏は，社会諸科学の研究成果から授業の分析視点を設計する過程を以下のように

示している。

社会諸科学

からの視点

学習対象とな

る社会事象

　　　　視点1
この社会事象を理解するため

の構造は何か

　　　　視点∬
どのような問いを探究してい

けば構造が習得できるか

　　【図1▽一2－2】視点設計の構造

（岩田一彦『小学校桂会科の授業分析』，東京書籍，1993，p，32）

　この【図IV－2－2】の「視点1」が知識の構造にあたる。そして岩田氏は，社会諸科学

の研究成果を中核に置いて，社会認識を深めていくことができる授業設計の必要性を述べ

ている。さらに岩田氏は，「構造化された単元設計・授業設計には，知識分類の視点が不可

欠である。（理論5）6」と述べ，【表IV－2－1】のように知識を分類している。
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【表1▽一2－1】知識の分類

知識の種類 思考の働き

社会的見方を 事実関係的知識 記述的知識 事実判断（知る）
（社会に存在する情報の内で，事象の存在に

構成する要素 ついて述べたもの）

分析的知識

（社会の中に見られる諸関係を述べたもの）

目的に関する分析的知識

手段・方法に関する分析的知識

構造に関する分析的知識

過程に関する分析的知識

相互関係に関する分析的知識

社会的見方 説明的知識 推理（分かる）
（社会事象問の関係を原因と結果の関係で

示しているもの）

概念的知識

（原因と結果の関係が明示され，個別事象を

越えた法則性を示すもの）

社会的考え方 価値関係的知識 規範的知識

価値判断の伴ったもの）
価値判断（考える）

　（岩田一彦『社会科固有の授業理論30の提言』，明治図書，2001，p．46，p．93

岩田一彦『小学校社会科の授業設計』，東京書籍，1991，pp，38－45を基に作成）

以上の知識分類を基に，社会諸科学の研究成果を中核に置いて，小単元で習得させる知

識の構造化を行う。授業モデルにおける知識の構造は，以下の【図IV－2－3】のように示

すことができる。

概念的知識

説明的知識1 説明的知識∬ 説明的知識皿

下位の説明的知識 下位の説明的知識 下位の説明的知識

A B C D E F G H 1 J

分析的・記述的知識 分析的・記述的知識
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　　　分析的・記述的知識　　　：
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

1一一一一一一一騨即一一一－一曹■一一曽一曹一曹一曹一－一一■一一曽一一聖

【図W－2－3】知識の構造
（筆者作成）
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本小単元において習得される概念的知識を，次のように設定する。

【概念的知識】

　我が国の都市は，行政主導によるまちづくりによって，「むら」から「まち」へとその

形態を変化させてきた。その結果，市民のまちへの関心が薄れ，生活環境の悪化やコミュ

ニティの崩壊といった問題が表れてきた。そこで，行政は市民参画による生活者の視点に

立ったまちづくりを進めるようになった。

　この概念的知識を導き出すために，概念探究過程1～皿を設定する。それぞれの過程で

習得される説明的知識1～皿とともに，それぞれの説明的知識の要素となる下位の説明的

知識，分析的知識，記述的知識を以下に示す。

①概念探究過程1における知識の構造

【説明的知識1】

　戦国時代には織田信長，豊臣秀吉，徳川家康の活躍により名古屋周辺に人々が集まり，

まちが形成されてきた。江戸時代には家康による名古屋城築城によってこの地方の中心地

となり，尾張徳川氏の城下町として本格的なまちづくりが進んだ。戦後には戦争によって

焼失したまちを復興するために，市が画期的なまちづくりを進めた。このような行政主導

のまちづくりの結果，名古屋は産業中心の都市として発展してきた反面，市民にとって住

みよいまち，特色あるまちとならなかった。

【下位の説明的知識】

A（戦国時代のまちづくり）

　戦国時代に名古屋周辺からは織田信長，豊臣秀吉，徳川家康といったその時代の中心

　ともいうべき人物が登場した。そのため，その城下町には人々が集まり，まちが発展し

たことにより，現在の大都市としての基盤が形成された。

B（江戸時代のまちづくり）

　江戸時代に入ると家康の命を受けた加藤清正が名古屋城を築き，尾張徳川氏が入城し
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　た。その際，それまでこの地方の中心地であった清洲から人々を移す「清洲越し」を行

　い，城下町の形成を進めた。その結果，名古屋はこの地方の中心地，江戸と大坂を結ぶ

　中間地点として発展した。

C（戦後のまちづくり）

　太平洋戦争によって名古屋は市街地の約4分の1を焼失した。そこで，市は戦後復興

策として，道路整備や墓地移転などの画期的なまちづくりを進めた。このまちづくりは，

防災面や未来の自動車社会を見通したものとして賞賛される反面，市民からは人通りの

少ない活気のないまち，特色のないまちと批判されるようになった。

D（産業中心のまち）

　江戸時代の尾張徳川氏による文化奨励策によって，名古屋はものづくりがさかんなま

　ちとなった。そのため，現在でも中京工業地帯の中心地として発展してきた反面，生活

環境の悪化が進んだ。

【分析的知識・記述的知識】

A－1地理的条件，気候条件に恵まれた名古屋は，古くから全国的な物流交流機能が集

　積するまちであった。

　A－1一ア　我が国のほぼ中央に位置し，江戸と京都・大坂との間で人々や物の行き来が盛んであった。

A－1一イ　熱田神宮の門前町として，古くから人々が集まっていた。

A＋ウ　温暖な気候と肥沃で平坦な地形であるため，人々が住みやすいまちであった。

A－2戦国時代に名古屋周辺からは織田信長，豊臣秀吉，徳川家康といった，その時代活

　躍した人物が登場した。

A－2一ア　信長は名古屋で生まれ，その後清洲に拠点を移して，天下統一への道を歩んだ。

A－2一イ　秀吉は名古屋で生まれ，その後清洲の信長の下で頭角を現し，天下統一をなしとげた。

A－2一ウ　家康は岡崎で生まれ，この地方を中心に活躍し，その後江戸幕府を開いた。

A－3三人の武将の活躍以降，名古屋の城下町には人々が集まり，まちが発展し始めた。

A－3一ア　織田氏が名古屋を拠点とするようになってから，まちの整備が進んだ。

A＋イ　その後の名古屋の基盤となる清洲のまちは，信長の商業保護政策によって発展した。

A＋ウ　街道などの宿場町として，ますます人々が集まるようになった。

B－1江戸時代には尾張徳川氏が名古屋城に入城し，尾張藩の中心地として発展した。

B－1一ア　家康は江戸幕府を開くと，全国の大名の配置替えを行った。
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　B－1一イ　家康は名古屋出身の外様大名加藤清正に命じて，名古屋城を築城させた。

　B－1一ウ　関東，東海，畿内の要所には親藩や譜代大名を配置した。

　B－1一工　名古屋城には親藩であり御三家の一っである尾張徳川氏が入城した。

B－2清洲から名古屋へまちを移動させる「清洲越し」を行った。

　B－2一ア　尾張徳川氏の名古屋城入城に伴い，それまでの中心地であった清洲の移動が命じられた。

　B－2一イ　　r清洲越し」では，武士・農民・商人，寺社，町名までも移動させた。

　B－2一ウ　城の周囲に武家屋敷，幅三間の道路で区画した基盤割に町家，防衛上の要所に社寺を配置した。

　B－2一工　r清洲越し」がはじめての本格的なまちづくりとなり，その後まちの基盤となった。

B－3江戸時代には江戸と大坂を結ぶ中間点として，まちが発展した。

　B－3一ア　江戸時代には街道が整備された。

　B－3一イ　東海道の宿場町として人や物の交流が盛んに行われた。

　B＋ウ　伊勢参りや熱田参りの人々が多く訪れるようになった。

C－1太平洋戦争によって，市街地の約4分の1を焼失した。

　C－1一ア　戦時中，航空機工場が密集していたため，空襲の被害を受けた。

　C－1一イ　空襲により，名古屋城をはじめ，多くの歴史的遺産を焼失した。

　C畦一ウ　中心市街地はほとんど焼失した。

C－2　戦後には，市はいち早く画期的なまちづくりを進めた。

　C－2一ア　当時の佐藤正俊市長の下，田淵寿郎助役によって戦後復興策が計画された。

　C－2一イ　市街地を四分割する100m道路の整備や平和公園の建設を行った。

　C－2一ウ　この道路整備は，防災面や未来の自動車社会を見通したものとして評価された。

C－3戦後のまちづくりが批判されるようになった。

　C－3一ア　市中心部にあった墓地を郊外の平和公園に移転させたことにより，市民からの反発を受けた。

　C－3一イ　道路整備によって地下街が発達し，地上の人通りが減った。

　C－3一ウ　このまちづくりによって，活気のない，面白みのないまちと批判されるようになった。

D－1江戸時代，尾張徳川氏の文化奨励策によって，産業が発達した。

　D－1一ア　御三家が治めていたことにより，市民は他地域と比較して様々な面で優遇されていた。

　D－1一イ　徳川宗春が藩主だった時代では，徳川吉宗の緊縮政策に反して文化奨励策がとられた。

D－1一ウ　文化奨励策によって，その後の名古屋では独自の文化・産業が発展した。

D－2戦後も産業中心のまちとして発展した。

D－2一ア　戦時中は航空機工場が多く集まり，戦後においても宇宙航空産業に受け継がれた。
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　D－2一イ　戦後には，トヨタ自動車を中心に機械工業も盛んになった。

　D－2一ウ　中京工業地帯の中心地として発展した。

D－3産業中心のまちとして発展したため，生活環境の悪化が進んだ。

D－3一ア　新幹線や高速道路の整備が進み，ますます産業が発展した。

D－3一イ　中心市街地の人口減少，工業地帯周辺の公害が問題となった。

D－3一ウ　市民から住みにくいまちと批判されるようになった。

②概念探究過程Hにおける知識の構造

【説明的知識H】

　世界デザイン博の開催に伴って，名古屋ではデザインを重視したまちづくりが進められ

た。しかし，このまちづくりも市民生活に直結していないものとして批判された。また，

藤前干潟へのごみ処分場の建設計画が市民の反対を受けて，中止された。その結果，市は

行政単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづくりを模索するように

なった。そして，名古屋都市センターや民間のまちづくり研究所との協働によるまちづく

りを進めている。

【下位の説明的知識】

E（デザイン博によるまちづくり）

　　1989年に名古屋で世界デザイン博が開催され，これを契機にデザイン重視のまちづく

　りが進められた。しかし，これも行政主導による道路整備や施設建設中心のまちづくり

　となり，市民生活に直結した住みよいまちづくりになっていないと批判された。

F（ごみ処分場問題）

　　これまで使用していた愛岐処分場がいっぱいになることにより，市はごみ処分場を藤

　前干潟に建設する計画を発表した。しかし，貴重な自然が残る藤前干潟を埋め立てるこ

　とに市民が反対し，市は計画の中止を余儀なくされた。

G（市民参画のまちづくり）

　市は行政単独でのまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづくりを進めるよ

　うになった。そこで，このようなまちづくりを推進するために，名古屋都市センターの
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設置やまちづくり基金制度の設立を行った。そしてセンターを中心にして，民間のまち

づくり研究所との協働で市民参画のまちづくりを進めている。その結果，生活者の視点

による住みよいまちづくりが実現しつつある。

【分析的知識・記述的知識】

E－1まちづくりは市議会の働きによって決定し，市民からの税金を利用して進められて

　　いる。

　E－1一ア　市議会で議論し，まちづくりの計画が決定される。

　E－1一イ　市議会は選挙によって選ばれた議員によって構成されている。

　E－1一ウ　市民からの税金をどのように使うのかを市議会では議論している。

E－21989年に名古屋で世界デザイン博が開催され，それに合わせてまちづくりが進めら

　　れた。

　E－2一ア　世界デザイン博の会場として，3会場で1500万人の入場者を集めた。

　E＋イ　世界デザイン博に合わせて，デザインを重視したまちづくりを行った。

　E－2一ウ　世界デザイン博によるまちづくりは，市民生活に直結していないと批判された。

E－3市民の願いを実現するために，行政主導のまちづくりが進められた。

　E－3一ア　地上を歩く人を増やし，活気あるまちとするために道路整備事業を進めた。

　E－3一イ　ポートビルや水族館の建設など，集客を目的とした施設重視のまちづくりが進んだ。

　E－3一ウ　市民からの批判や財政難によって，行政主導のまちづくりに限界が見られるようになった。

F－1愛岐処分場がいっぱいになることを受けて，市は藤前干潟にごみ処分場を建設する

　　計画を立てた。

　F－1一ア　市は廃棄物の最終処分場として，岐阜県多治見市の愛岐処分場を使用している。

　F－1一イ　愛岐処分場の収容量が2年でいっぱいになることにより，新しい処分場の建設が必要となった。

　F－1一ウ　処分場建設候補地として藤前干潟が計画された。

F老　藤前干潟は国内でも最大級の干潟であり，貴重な自然環境や生態系が残っている。

　F－2一ア　藤前干潟は名古屋市西南部に位置する。

　F－2一イ　旅鳥のシギやチドリの中継地としては国内でも最大級の干潟である。

　F－2一ウ　貴重な自然環境や生態系が残っている干潟である。

F－3藤前干潟へのごみ処分場の建設に対し市民が反対運動を起こし，市は建設中止を決

　　定した。
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　F－3一ア　干潟を埋め立てることに対して，市民が反対運動を起こした。

　F－3一イ　市は埋め立て中止を決定し，ごみ減量を目指して「非常事態宣言」を発表した。

　F－3一ウ　市によるごみ対策と市民によるごみ減量運動が進み，愛岐処分場の延命が実現した。

G－1市民参画のまちづくりを進めるために，名古屋都市センターを拠点としたまちづく

　　りを進めるようになった。

　G－1一ア　行政単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづくりを目指すようになった。

　G－1一イ　まちづくりのシンクタンク，交流活動・情報発信拠点として名古屋都市センターを設置した。

　G－1一ウ　都市センターでは，市民や民間のまちづくり研究所との協働でのまちづくりを目指している。

　G－2一工　都市センターでは，まちづくりに子どもが参画できるように開放している。

G－2市民参画のまちづくりを推進するために，まちづくり基金制度を確立した。

　G－2一ア　まちづくりには経済面の問題があり，それを解決しないと成功しない。

G－2一イ　市民からの寄付を基金として積み立てていくまちづくり基金制度を確立した。

　G－2一ウ　まちづくり基金の運用益によって，活動資金助成や専門家派遣などの支援を行っている。

G－3市・都市センター・企業・市民の協働によるまちづくりとして，築地地区ではその

　　取り組みが進んでいる。

　G－3一ア　築地地区は名古屋港の奥に位置し，名古屋港の開港時は賑やかなまちであった。

　G－3一イ　高度成長期以降，港湾機能の低下，商業・業務機能の停滞，人口の流出が顕著となった。

　G＋ウ　都市センター，市民組織，民問のまちづくり研究所との協働でまちづくりを進めた。

　G－3一工　築地地区のまちづくりでは子どもたちも参画し，公園や防潮壁の整備を進めた。

③概念探究過程皿における知識の構造

【説明的知識皿】

　滋賀県長浜市では，これまで行政主導のまちづくりが進められてきた。しかし，黒壁の

取り壊しに対する市民の反対運動がきっかけとなって，市民参画のまちづくりを進めるよ

うになった。そして，市民・企業との協働で，北国街道沿いの古い蔵や商店を買収や借り

上げをしたり協力関係を結んだりしたりして，黒壁を中心にまちづくりを進めた。その結

果，まちや商店街の活性化といった経済面の問題や，雇用対策といった高齢者問題を解決

することに成功した。
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【下位の説明的知識】

H（長浜のまちづくりの歴史）

　豊臣秀吉が長浜城主となってから城下町が楽市として賑わったことが基盤となり，長

　浜はその後も商業中心のまちとして発展した。しかし，戦後には中心市街地の衰退化が

問題となり，行政主導による歴史遺産を生かしたまちづくりが進められた。

1（黒壁取り壊し問題）

　市民から黒壁と呼ばれてきた1900年建造の旧第百三十銀行長浜支店の取り壊し計画

がもち上がった。しかし，市民からの反対により中止に追い込まれた。市は黒壁の保全

　を目指すが，市単独では無理となった。そこで，市は行政単独によるまちづくりの限界

を認識し，市民参画のまちづくりを模索するようになった。

」（ビジネス型のまちづくり）

　市と企業との協働で第3セクターの株式会社黒壁を設立した。そして，北国街道沿い

に残る古い蔵や商店を買収や借り上げをしたり，協力関係を結んだりして，黒壁を中心

に歴史を生かしたまちづくりを進めた。その結果，ガラス工房を中心にコミュニティビ

ジネスを始め，観光客を増やすことに成功した。また，プラチナプラザの設立によって，

高齢者問題も解決することができ，地元客の取り込みにも成功した。

【分析的知識・記述的知識】

H－1長浜は琵琶湖沿いに位置し，秀吉が長浜城主となってから商業の盛んなまちとして

　発展した。

H－1一ア　滋賀県長浜市は琵琶湖の東岸に位置したまちである。

H＋イ　秀吉が長浜城主となってから，現在のまちの基盤ができた。

H－1一ウ　秀吉が商業保護政策として楽市を設けたことにより，その後商業中心のまちとして発展した。

H－1一工　長浜城や北国街道など，歴史的遺産が多く残されている。

H－2戦後に中心市街地の衰退化が問題となり，長浜では歴史を生かしたまちづくりを進

　　めてきた。

H老一ア　戦後，商業都市としての機能が低下し，中心市街地の衰退化が問題となった。

H－2一イ　歴史を生かしたまちづくりを目指して，市民の寄付を基に長浜城の再建を行った。

H老一ウ　北国街道沿いに残る歴史的建造物を中心にして，噺博物館都市構想」を進めた。

卜1歴史的建造物であり，市民からも親しまれてきた黒壁を取り壊す計画がもち上がっ
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　た。

　1－1一ア　1900年建造の旧第百三十銀行長浜支店は市民から黒壁として親しまれていた。

　1－1一イ　市は「新博物館都市構想」の一環として，黒壁を取り壊す計画を発表した。

　1－1一ウ　黒壁の取り壊しに対して，市民から反対運動が起こった。

1－2黒壁の取り壊し計画を中止し，歴史を生かしたまちづくりを進めるようになった。

　1－2一ア　市民の反対を受けた市は，取り壊し計画の中止を発表した。

　1－2一イ　市は保全していこうとしたが，財政面の問題により難しくなった。

　1－2一ウ　市単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづくりを模索するようになった。

J－1市は市民や企業との協働で第3セクターの株式会社黒壁を設立し，黒壁を中心とし

　たまちづくりを始めた。

　J－1一ア　市は市民や企業に呼びかけ，会社設立の資金を集めた。

　」一1一イ　第3セクターの株式会社黒壁を設立し，全国の先進的なまちづくりを参考にした。

　J－1一ウ　黒壁をガラス工房の店として保全し，それを中心にしたまちづくりを始めた。

J－2黒壁を中心に，コミュニティビジネスとしてのまちづくりを始めた。

　J－2一ア　北国街道沿いに残る古い蔵や商店を買収したり，借り上げたりした。

　J－2一イ　地元の商店街との協力関係を築き，観光客を増やすための事業を進めた。

　J－2一ウ　黒壁を中心に歴史的まちなみを生かした商店街を築き，観光客の取り込みに成功した。

」一3高齢者の雇用対策として，市民の共同出資でプラチナプラザを設立し，ビジネスを

　展開した。

　J－3一ア　これからの高齢者増加問題に対応して，市民の共同出資によるプラチナプラザを設立した。

　J－3一イ　中心市街地に高齢者が出店することで，雇用問題の解消にっながった。

　」一3一ウ　中心市街地に観光客だけでなく，地元客を取り込むことにも成功した。

　　（3）　問いの構造

　以上のように示した習得させる知識は，問いの答えとして示されている。したがって，

知識の構造は問いの構造に転換できる。この問いの構造は，【図IV－2－2】の「視点H」に

あたる。

　岩田氏は，「構造化された知識が問いの構造に転換できれば，社会科授業過程の設計がで

きる（理論6）7」と述べている。そして，以下のように問いと習得される知識の関係につ

いて示している。
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問いの種類

①情報を求める問い（W）

　　When，Where，Who，Wh

①②の中間に位置する問い（

　　How

②情報間の関係を求める問

　　Why

③価値判断を求める問い（V）

　　Which

習得される知識

記述的知識

分析的知識

説明的知識

（概念的知識）

規範的知識

　　　　　　　　　　　【図W－2－4】問いと習得される知識の関係

　　　　　　　　　　　　（岩田一彦『社会科授業研究の理論』，明治図書，1994，p．128）

　以上のような岩田氏の論を基にして，授業モデルにおける知識の構造に対する問いの構

造を明らかにする。

①概念探究過程1における問いの構造

【中核となる問い1】（説明的知識1に対応）

産業中心の大都市として発展してきた名古屋は，なぜそれまでのまちづくりによって，

市民にとって住みよいまち，特色あるまちとならなかったのだろうか。

【中核となる問いを解くための問い】（下位の説明的知識A～Dに対応）

A　なぜ戦国時代に名古屋の城下町には人々が集まったことでまちが発展し，現在のまち

の基盤が形成されたのだろうか。

B　なぜ江戸時代に城下町の形成が進み，名古屋がこの地方の中心地として発展したのだ

　ろうか。

C　なぜ戦後の画期的なまちづくりによって，名古屋は市民から人通りの少ない活気のな

いまち，特色のないまちと批判されるようになったのだろうか。

D　なぜ名古屋は中京工業地帯の中心地として，産業中心の大都市へと発展してきた反

面，生活環境の悪化が進んだのだろうか。
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【問いA～Dを解くための問い】（分析的知識・記述的知識に対応）

一
『
一
『
一
一
一
一
一
『
一
一

名古屋にはいつごろから人々が集まるようになったのだろうか。

戦国時代にはどのような人物が登場し，まちづくりがどのように進んだのだろうか。

戦国時代にはまちがどのように発展したのだろうか。

江戸時代にはどのような人物が登場し，まちづくりがどのように進んだのだろうか。

清洲越しとはどのようなまちづくりだったのだろうか。

江戸時代にはまちがどのように発展したのだろうか。

太平洋戦争によってまちはどのようになったのだろうか。

戦後に行われたまちづくりはどのようなものだったのだろうか。

戦後に行われたまちづくりは市民からどのように評価されたのだろうか。

いっごろから産業が発展してきたのだろうか。

どのように産業中心のまちとなってきたのだろうか。

産業中心のまちになって，どのような問題が出てきたのだろうか。

②　概念探究過程皿における問いの構造

【中核となる問い1】（説明的知識IIに対応）

　なぜ名古屋では行政主導によるまちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづくりを進

めるようになったのだろうか。

【中核となる問いを解くための問い】（下位の説明的知識E～Gに対応）

E　なぜ世界デザイン博によるまちづくりが，市民生活と直結した住みよいまちづくりに

なっていないと批判されたのだろうか。

F　なぜ藤前干潟を埋め立てることによってごみ処分場を建設することに市民が反対し，

市は計画の中止を決定したのだろうか。

G　なぜ市は行政主導によるまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづくりを進

　めるようになったのだろうか。

【問いE～Gを解くための問い】（分析的知識・記述的知識に対応）

E－1まちづくりを進めるために，市議会はどのような働きをしているのだろうか。
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一
一
一
一
一
一
一
｝

世界デザイン博によるまちづくりとはどのようなものだったのだろうか。

行政主導のまちづくりの問題点とはどのようなものであったのだろうか。

ごみ処分場の建設問題とはどのようなものであったのだろうか。

藤前干潟とはどのような場所なのだろうか。

ごみ処分場建設問題に対して，市民はどのような活動を起こしたのだろうか。

名古屋都市センターとはどのような施設だろうか。

まちづくり基金制度とはどのような制度なのだろうか。

名古屋で見られるようになった市民参画のまちづくりとはどのようなものだろうか。

③　概念探究過程皿における問いの構造

【中核となる問い皿】（説明的知識皿に対応）

なぜ滋賀県長浜市では市民参画のまちづくりを進め，経済面における問題も解決するこ

とができたのだろうか。

【中核となる問いを解くための問い】（説明的知識H～Jに対応）

H　なぜ戦後の長浜では，行政主導による歴史遺産を生かしたまちづくりが進められたの

　だろうか。

1　なぜ長浜では行政単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづくりを模

索するようになったのだろうか。

J　なぜ長浜のまちづくりは，コミュニティビジネスによって，観光客だけでなく地元客

の取り込みにも成功し，高齢者問題も解決することができたのだろうか。

【問いH～Jを解くための問い】（分析的知識・記述的知識に対応）

H－1

H－2

卜1

1－2

」一l

J－2

長浜のまちはどのように発展してきたのだろうか。

長浜では歴史を生かしたまちづくりをどのように進めてきたのだろうか。

黒壁の取り壊し問題とはどのようなものであったのだろうか。

取り壊し中止により，どのような取り組みが見られるようになったのだろうか。

第3セクターの株式会社黒壁とはどのように始められたのだろうか。

コミュニティビジネスによるまちづくりをどのように進めたのだろうか。
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J－3　どのような高齢者問題への対策をとったのだろうか。

【註】

1岩田一彦『社会科固有の授業理論30の提言』，明治図書，2001，p。31

2同上書，p，40

3同上書，p，52

4同上書，p．63

5同上書，p．141

6同上書，p．45

7同上書，p．49
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（4）授業モデル

①小単元「みんなの願いを実現する政治一名古屋のまちづくり一」

②　指導計画（全10時間）

　第1次　名古屋のまちづくりの歴史

　第2次市民参画のまちづくり

　第3次長浜のまちづくり

　第4次　これからのまちづくり

…　3時間

…　3時間

…　2時間

…　2時間

過程 時 段階 主な問い 目標 主な資料等

概 1 情報の収集 ○　この図を見て， O　まちの様子の変化を見て，そ 【1】まちの変北

気が付いたことを の要因について考える。
A
忍 ～ 発表しよう。

0　まちはどのよう
探 3 に変化してきてい

るだろう。

究 情報の分 ○　名古屋のまちも O　名古屋のまちも大きく変化 【2】繊の変遷

類・比較 これまでどのよう していることをつかみ，その要 【3】人口の掬多

過 に変化してきたの 因を考える。

だろうか。

程 ○　今の名古屋のま 0　これまでの学習や知ってい 【4】名古屋の風上

ちの特徴とはなん ることから，名古屋のまちの特 と特性

1 だろうか。 徴を考える。

学習問題の
見・把握

　　　　　　　　【中核となる問い1】
業中心の大都市として発展してきた名古屋は，なぜそれまでのまち

づくりによって， 市民にとって住みよいまち，特色あるまちとならなか

ったのだろうか。

予想の提示 ○　理由を予想して ○　学習問題に対して各自がそ
みよう。 の理由を予測する。

仮説の設定 ○　出された予想を分析して，仮

説を設定する。

仮設の根拠 ○　なぜ戦国時代に ○　戦国時代に名古屋周辺から 【5】三人の武将年

となる資料 名古屋の城下町に は織田信長，豊臣秀吉，徳川家 表

の収集 は人々が集まった 康といったその時代の中心と 【6】清洲城と城下

ことでまちが発展 もいうべき人物が登場した。そ 町

仮説の検証 し，現在のまちの のため，その城下町には人々が

基盤が形成された 集まり，まちが発展したことに

のだろうか。 より，現在の大都市としての基

【問いA】 盤が形成された。　　【知識A】

○　なぜ江戸時代に O　江戸時代に入ると家康の命 【7】名古屋鵬繊

城下町の形成が進 を受けた加藤清正が名古屋城 【8】大名配置図
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概

A
忍

探

究

過

程

4

～

6

み，名古屋がこの

地方の中心地とし

て発展したのだろ
うか。　　【問し、B】

O　なぜ戦後の画期
　的なまちづくりに

　よって，名古屋は

　市民から人通りの

　少ない活気のない

　まち，特色のない

　まちと批判される

　ようになったのだ

　ろうか。【問いC】

O　なぜ名古屋は中
京工業地帯の中心

　地として，産業中

　心の大都市へと発

　展してきた反面，

　生活環境の悪化が

進んだのだろう
　か。　　　【問いD】

　を築き，尾張徳川氏が入城し

　た。その際，それまでこの地方

　の中心地であった清洲から
　人々を移す「清洲越し」を行い，

　城下町の形成を進めた。その結

　果，名古屋はこの地方の中心
　地，江戸と大坂を結ぶ中間地点

　として発展した。　【知識B】

O　太平洋戦争によって名古屋

　は市街地の約4分の1を焼失
　した。そこで，市は戦後復興策

　として，道路整備や墓地移転な

　どの画期的なまちづくりを進

　めた。このまちづくりは，防災

　面や未来の自動車社会を見通

　したものとして賞賛される反

　面，市民からは人通りの少ない

活気のないまち，特色のないま

　ちと批判されるようになった。

　　　　　　　　　【知識C】

○　江戸時代の尾張徳川氏によ

　る文化奨励策によって，名古屋

　はものづくりがさかんなまち

　となった。そのため，現在でも

　中京工業地帯の中心地として

発展してきた反面，生活環境の

　悪化が進んだ。　　　【知識D】

【9】清洲越し

【10】宿場町

【11】空襲後の名古

　屋
【12】田淵寿郎のま

　ちづくり

【13】墓地移転

【14】徳彫藷の攻

　策

【15】工業地滞と交

欄

　　　　　　　　　　　　【説明的知識1の獲得】
　戦国時代には織田信長，豊臣秀吉，徳川家康の活躍により名古屋周辺に人々が集まり，

まちが形成されてきた。江戸時代には家康による名古屋城築城によってこの地方の中心

地となり，尾張徳川氏の城下町として本格的なまちづくりが進んだ。戦後には戦争によ

って焼失したまちを復興するために，市が画期的なまちづくりを進めた。このような行

政主導のまちづくりの結果，名古屋は産業中心の都市として発展してきた反面，市民に

とって住みよいまち，特色あるまちとならなかった。

情報の収集

情報の分
類・比較

学習問題の
発見・把握

予想の提示

O　この写真を見て
気が付いたことを

発表しよう。

○　これまでのまち

　づくりと違う点は

　なんだろうか。

O　市民や子どもがまちづくり

　に参画していることに気付く。

○　これまでは行政主導のまち

　づくりだったことに気付く。

【16】まちづくりワ

　ークショツプ

　　　　　　　　　【中核となる問い1】
　なぜ名古屋では行政主導によるまちづくりの限界を認識し，市民参画

のまちづくりを進めるようになったのだろうか。

O　理由を予想して
　みよう。

0　学習問題に対して各自がそ

　の理由を予測する。
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皿 仮説の設定 0　出された予想を分析して，仮
説を設定する。

仮設の根拠 ○　なぜ世界デザイ O　l989年に名古屋で世界デザ 【17】市議会の動き

となる資料 ン博によるまちづ イン博が開催され，これを契機 【18】選挙のしくみ

の収集 くりが，市民生活 にデザイン重視のまちづくり 【19】税金の働き

と直結した住みよ が進められた。しかし，これも 【20】デザイン重視

仮説の検証 いまちづくりにな 行政主導による道路整備や施 のまちづくり

っていないと批判 設建設中心のまちづくりとな 【21】施設重親のま

されたのだろう り，市民生活に直結した住みよ ちづくり

か。　　【問いE】 いまちづくりになっていない
と批判された。　　【知識E】

0　なぜ藤前干潟を 0　これまで使用していた愛岐 吻】愛岐処分場

埋め立てることに 処分場がいっぱいになること 【231藤前干潟

よってごみ処分場 により，市はごみ処分場を藤前 【241埋虹断念

を建設することに 干潟に建設する計画を発表し 【25】こ繍檸態

市民が反対し，市 た。しかし，貴重な自然が残る
聾
旦
肖

は計画の中止を決 藤前干潟を埋め立てることに

定したのだろう 市民が反対し，市は計画の中止

か。　　【問いF】 を余儀なくされた。　【知識F】

○　なぜ市は行政主 O　市は行政単独でのまちづく 【26】名古屋都市セ

導によるまちづく りの限界を認識し，市民参画に ンター

りの限界を認識 よるまちづくりを進めるよう 【27】まちづくり基

し，市民参画によ になった。そこで，このような 金制度

るまちづくりを進 まちづくりを推進するために， 【28】築雌区のま

めるようになった 名古屋都市センターの設置や ちづくり

のだろうか。 まちづくり基金制度の設立を

【問いG】 行った。そしてセンターを中心

にして，民間のまちづくり研究

所との協働で市民参画のまち

づくりを進めている。その結

果，生活者の視点による住みよ

いまちづくりが実現しつつあ
る。　　　　　　　【知識G】

【説明的知識Hの獲得】

世界デザイン博の開催に伴って， 名古屋ではデザインを重視したまちづくりが進めら

れた。しかし， このまちづくりも市民生活に直結していないものとして批判された。ま

た，藤前干潟へのごみ処分場の建設計画が市民の反対を受けて，中止された。その結果，

市は行政単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづく りを模索する

ようになった。 そして，名古屋都市センターや民間のまちづくり研究所との協働による

まちづくりを進めている。

概 7 情報の収集 ○　この写真を見て O　長浜のまちに人々がたくさ 【29】長浜のまちの

気が付いたことを ん集まっていることに気付く。 賑ね・

念 ～ 発表しよう。

情報の分 O　どうしてこんな O　どのようなまちづくりをし

探 8 類・比較 に人が集まってい たことによって人々が集まる

るのだろうか。 ようになったのかを考える。

究
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程

皿
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学習問題の
発見・把握

予想の提示

仮説の設定

仮設の根拠
となる資料
の収集

仮説の検証

【中核となる問い皿】

なぜ滋賀県長浜市では市民参画のまちづくりを進め， 経済面における

問題塗）解決することができたのだろうか．

O　理由を予想して ○　学習問題に対して各自がそ
みよう。 の理由を予測する。

O　出された予想を分析して，仮
説を設定する。

O　なぜ戦後の長浜 O　豊臣秀吉が長浜城主となっ 【30】長演戎

では，行政主導に てから城下町が楽市として賑 【3U秀吉の政策

よる歴史遺産を生 わったことが基盤となり，長浜 【32】長浜のまちづ

かしたまちづくり はその後も商業中心のまちと くり

が進められたのだ して発展した。しかし，戦後に

ろうか。【問いH】 は中心市街地の衰退化が問題

となり，行政主導による歴史遺

産を生かしたまちづくりが進

められた。　　　　【知識H】

O　なぜ長浜では行 ○　市民から黒壁と呼ばれてき 【33】黒壁取り壊し

政単独によるまち た1900年建造の旧第百三十銀 駆
づくりの限界を認 行長浜支店の取り壊し計画が 【341新しいまちづ

識し，市民参画の もち上がった。しかし，市民か くりへの動き

まちづくりを模索 らの反対により中止に追い込

するようになった まれた。市は黒壁の保全を目指

のだろうか。 すが，市単独では無理となっ
【問い1】 た。そこで，市は行政単独によ

るまちづくりの限界を認識し，

市民参画のまちづくりを模索
するようになった。【知識1】

0　なぜ長浜のまち O　市は企業との協働で第3セ 【35】黒鰍図

づくりは，コミュ クターの株式会社黒壁を設立 【36】コミュニティ

ニティビジネスに し，北国街道沿いに残る古い蔵 ビジネス

よって，観光客だ や商店を買収や借り上げをし 【37】来客数・年商

けでなく地元客の たり，協力関係を結んだりし 嚇取り込みにも成功 て，黒壁を中心に歴史を生かし

し，高齢者問題も たまちづくりを進めた。その結

解決することがで 果，ガラス工房を中心にコミュ

きたのだろうか。 ニティビジネスを始め，観光客

【問いJ】 を増やすことに成功した。ま

た，プラチナプラザの設立によ

って，高齢者問題も解決するこ

とができ，地元客の取り込みに

も成功した。　　　【知識J】
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【説明的知識皿の獲得】

滋賀県長浜市では，これまで行政主導のまちづくりが進められてきた。 しかし，黒壁

の取り壊しに対する市民の反対運動がきっかけとなって，市民参画のまちづくりを進め

るようになった。そして，市民・企業との協働で，北国街道沿いの古い蔵や商店を買収

や借り上げをしたり協力関係を結んだりしたりして，黒壁を中心にまちづくりを進めた。

その結果， まちや商店街の活性化といった経済面の問題や，雇用対策といった高齢者問

題を解決することに成功した。

【概念的知識の獲得】

我が国の都市は，行政主導によるまちづくりによって，「むら」から「まち」へとその形態を変化さ

せてきた。 その結果，市民のまちへの関心が薄れ， 生活環境の悪化やコミュニティの崩壊といった問

題が表れてきた。そこで， 行政は市民参画による生活者の視点に立ったまちづくりを進めるようにな
った。

価 9 価値論争問 O　この図を見て気 O　これからのまちづくりとし 【38】名古屋新世紀

題 が付いたことを発 て，「名古屋新世紀計画2010」 計画2010

値 ～ 表しよう。 が進められていることに気付
く。

分 10
【価値論争問題】

析
ろうか。

これからの名古屋はr名古屋新世紀計画2010」によるまちづくりを進めていくべきだ

過 事実の分析 0　「名古屋新世紀計 O　新しいまちづくりが計画さ

的検討 画2010」が計画され れている理由を予想する。

程 ている理由を予想し

よう。

○　「名古屋新世紀 O　愛知万博開催や中部新空港 【39】8っの都尚象

計画2010」とはど 開港に合わせて，世界中に名古 【如】地劒構想

のようなまちづく 屋のまちをアピールするねら
りだろうか。 いがあることをっかむ。

O　市民参画のまちづくりを推

進しようとしていることをつ
かむ。

O　「8つの都市像」を目標とし

て，それぞれの区ごとに特色あ

るまちづくりを進めようとし

ていることをつかむ。

O　学区のある区の地域別構想

を基にして，どのようなまちづ

くりなのかを具体的につかむ。

未来予測
’

【未来予測】

2

もしこのようなまちづくりを進めていくと，これからの名古屋はどのi

ようなまちになっていくのだろうか。
’

O　「名古屋新世紀計画2010」を

基に，名古屋のまちのよさや問

題点を踏まえて考える。
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価値判断 ず A　　　　【価値判断】 ‘　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　…

r名古屋新世紀計画2010」を進めていくべきだろうか。
’

意志決定 ○学習してきた内容とまちの現 【41】賛域意見

状や自分たちの生活を関連させ 【421反対意見

ながら，これからのまちのあり方

について，根拠を明確にして考え

る。

O　「夢なごや21」という市民が提

言をすることができるしくみが

あることを知り，自分たちならど

のような提言をするかを考える。
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③学習過程

　※　小学校第6学年の子どもの実態や授業時間数に合わせて，分析的知識および記述的知識にっいては

　必要なものを示す。削除したものについては，（）内に示す。

第1時～第3．【概念探究過程1】

O　目標

　戦国時代には織田信長，豊臣秀吉，徳川家康の活躍により名古屋周辺に人々が集まり，

まちが形成されてきた。江戸時代には家康による名古屋城築城によってこの地方の中心地

となり，尾張徳川氏の城下町として本格的なまちづくりが進んだ。戦後には戦争によって

焼失したまちを復興するために，市が画期的なまちづくりを進めた。このような行政主導

のまちづくりの結果，名古屋は産業中心の都市として発展してきた反面，市民にとって住

みよいまち，特色あるまちとならなかったことを理解する。

O展開
段階 主な発問・指示 予想される発言・思考 指導上の留意点 資料

情報の

情報の

類と

学習問

の発

・把

・この図を見て，気が

いたことを発表し
う。

まちはどのように変

してきているだろ
う。

名古屋のまちもこれ

でどのように変化

てきたのだろうか。

今の名古屋のまちの

徴とはなんだろう

。・これまでのまちの変

について見ていこ

。

・大きな建物が増えた。

たくさん人が集まっている。

何年ぐらいで変わったのだろう。

・誰がどのようにつくったのだろ

。・だんだん大きくなってきている。

だんだん人口が増えてきている。

道が広くて，車が多い。

工場が多い。

便利なまち。

特徴のないまち。

・まちの様子の変化を見

，その要因について考

させる。

名古屋のまちも大きく

化していることをつ

み，その要因を考えさ

る。

　これまでの学習や知っ

いることから，名古屋

まちの特徴を考える。

【1】まちの変化

2】市域の変遷

3】人口の推移

4】名古堅の風

土と特性

　　　　　　　　　　　　　　　【中核となる問い1】
業中心の大都市として発展してきた名古屋は，なぜそれまでのまちづくりによって，市民に

って住みよいまち，特色あるまちとならなかったのだろうか。
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予想の

提示，

仮説の

齪
衡正

予想の
提示，

仮説の

齪
検証①

・理由を予想し，仮説 ・市民のことを考えないでつくって ・　学習問題に対して理

を設定しよう。 きたから。 由を予測させる。

・　建物や道路ばかりっくったから。 ・　出された予想を分析

し，仮説を設定させる。

【問いA】

なぜ戦国時代に名古屋の城下町には人々が集まったことでまちが発展し，現在

のまちの基盤が形成されたのだろうか。

・理由を予想し，仮説 ・地理的条件が恵まれているから。

を設定しよう。 ・三人の武将の活躍によってまちが

発展したから。

◎　名古屋にはいつご ◎地理的条件，気煩螺牛に恵まれた ・　地i理的条f牛燃候条件

ろから人々が集まる 名古屋は，古くから全国的な物流， と関連させながら，人々

ようになったのだろ 交流機能が集積するまちであった。 が集まるようになった

うカ㌔　　　【A－1】 【A－1】 理由を考えさせる。

○我が国のほぼ中央に位置し，江戸

と京都・大坂との間で人々や物の行

き来が盛んであった。　【A－1一ア】

○熱田神宮の門前町として，古くか

ら人々が集まっていた。【A－1一イ】

○温暖な気候と肥沃で平坦な地形

であるため，人々が住みやすいまち

であった。　　　　　　【A－1一ウ】

◎　戦国時代にはどの ◎　戦国時代に名古屋周辺からは織 ・歴史学習の内容を想起

ような人物が登場し， 田信長，豊臣秀吉，徳川家康といっ させ，三人の武将と名古

まちづくりがどのよ た，その時代活躍した人物が登場し 屋とのかかわりを考え

うに進んだのだろう た。　　　　　　　　【A－2】 させる。

か。　　　　【A－2】 ○信長は名古屋で生まれ，その後清

洲に拠点を移して，天下統一への道

を歩ん凪　　　　　　【A老一ア】

○秀吉は名古屋で生まれ，その後清

洲の信長の下で頭角を現し，天下統

一をなしとげた。　　　【A－2一イ】

O家康は岡崎で生まれ，この地方を

中心に活躍し，その後江戸幕府を開

いた。　　　　　　　　【A－2一ウ】

◎　戦国時代にはまち ◎三人の武将の活躍以降名古屋の ・戦国時代に清洲が発展

がどのように発展し 城下町には人々が集まり，まちが発 したことが，まちの基盤

たのだろうカ㌔【A－3】 展し始めた。　　　　　【A－3】 となっていることをと

○織田氏が名古屋を拠点とするよ らえさせる。

うになってから，まちの整備が進ん

だ乙　　　　　　　　　【A－3一ア】

0　その後の名古屋の基盤となる清

洲のまちは，信長の商業保護政策に

よって発展した。　　　【A－3一イ1

（街道などの宿場町として，ますます人々

が集まるようになった。【A－3一ウ】）

【5】三人の武将

鞍

繊鰍h鴨
ω
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①
と

証
ま

検
の
め

新たな

問いの

観
予想の

提示，

仮説の

齪
搬

・なぜ戦国日訓　にまち

の基盤ができたのか

をまとめてみよう。

　　　　　　　　　【下位の説明的知識Aの獲得】
　戦国時代に名古屋周辺からは織田信長，豊臣秀吉，徳川家康といったその時代

の中心ともいうべき人物が登場した。そのため，その城下町には人々が集まり，

まちが発展したことにより，現在の大都市としての基盤が形成された。

　　　　　　　　　　　　　【問いB】
　なぜ江戸時代に城下町の形成が進み，名古屋がこの地方の中心地として発展し

たのだろうか。

・理由を予想し，仮説

を設定しよう。

◎　江戸時代にはどの

　ような人物が登場し，

　まちづくりがどのよ

　うに進んだのだろう

　カ㌔　　　【B－1】

◎　清洲越しとはどの

　ようなまちづくりだ

　ったのだろうか。

　　　　　　【B－2】

◎　江戸時代にはまち

　がどのように発展し

　たのだろうカ㌔【B－3】

・親藩の城下町となったから。

・ますます人々が集まるようになっ

たから。

◎　江戸時代には尾張徳川氏が名古

　屋城に入城し，尾張藩の中心地とし

　て発展した。　　　　　　【B－1】

○　家康1認工戸幕府を開くと，全国の

　大名の配置替えを行った。

　　　　　　　　　【B－1一ア】

（家康は名古屋出身の外様大名加爆清正1こ

命じて，名古屋城を築城させた。【B－1一

　イ】）

（関魔東海，畿内の要所には親藩や譜イ　

　大名を酉置した。【B－1一ウ】）

○　名古屋城には親藩であり御三家

　の一つである尾張徳川氏が入城し

　た。　　　　　　　　　【B－1一工】

◎　清洲から名古屋へまちを移動さ

　せる「清洲越し」を行った。【B－2】

○　尾弼恵川氏の名古屋城入城に伴

　い，それまでの中心地であった清洲

　の移動が命じられた。　【B－2一ア】

○　　「清洲越し」では，武士・農民・

　商人，寺社，町名までも移動させた。

　　　　　　　　　【B－2一イ】

（城の周囲に武家屋敷，幅三間の道路で区

画した基盤割に町家，防衛上の要所に社

寺を配置した。【B－2一ウ】）

○　　「清洲越し」がはじめての本格的

　なまちづくりとなり，その後まちの

　基盤となった。　　　　【B－2一工】

◎　江戸時代には江戸と大坂を結ぶ

　中間点として，まちが発展した。

　　　　　　　　　　【B－3】
○　江戸時代には街道が整備された。

・歴史学習の内容を想起

させ，親藩が配置された

要所であったことをと
らえさせる。

・　清洲がまちの基盤とな

り，清洲越しがはじめて

の本格的なまちづくり

であったことをとらえ
させる。

・街道の中間点というこ

とから，人々が集まりや

すかったことを考えさ
せる。

【7】名古屋城築

　城

【8】禰暉図

【9】清洲越し

【10】宿場町
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検証②

のまと

め

新たな

問いの

観
予想の

提示，

仮説の

齪
検証③

・　なぜ江戸日荊　にこの

地方の中心地となっ

たのかをまとめてみ
よう。

　　　　　　　　　【B－3一ア】

O　東海道の宿場町として人や物の

交流が盛んに行われた。【B－3一イ】

（伊勢参りや熱田参りの人々が多く訪れる

ようになった。【B－3一ウ】）

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識Bの獲得】

　江戸時代に入ると家康の命を受けた加藤清正が名古屋城を築き，尾張徳川氏が

入城した。その際，それまでこの地方の中心地であった清洲から人々を移す「清

洲越し」を行い，城下町の形成を進めた。その結果，名古屋はこの地方の中心地，

江戸と大坂を結ぶ中間地点として発展した。

　　　　　　　　　　　　　【問いC】
　なぜ戦後の画期的なまちづくりによって，名古屋は市民から人通りの少ない活

気のないまち，特色のないまちと批判されるようになったのだろうか。

・理由を予想し，仮説

を設定しよう。

◎　太平洋戦争によっ

　てまちはどのように

　なったのだろうか。

　　　　　　【C－1】

◎　戦後に行われたま

　ちづくりはどのよう

　なものだったのだろ
　うか。　　　　　【C－2】

◎　戦後に行われたま

　ちづくりは市民から

　どのように評価され
　たのだろうカ㌔【C－3】

・市民のことを考えないでっくった

から。

・　建物や道路ばかりつくったから。

◎太平洋戦争によって，市街地の約

　4分の1を焼失した。　　【C－1】

（戦時中，航空機工場が密集していたため，

空懲D被害を受けた。【C－1一ア】）

O　空襲により，名古屋城をはじめ，

　多くの歴史的遺産を焼失した。

　　　　　　　　　【C－1一イ】

○　中心市街地はほとんど焼失した。

　　　　　　　　　【C－1一ウ】

◎　戦後には，市はいち早く画期的な

　まちづくりを進めた。　　　【C－2】

○　当時の佐藤正俊市長の下，田淵寿

　郎助役によって戦後復興策が計画

　された。　　　　　　　【C－2一ア】

（市街地を四分害1ける10翫日道路の整備や

平和公園の建設を行った。【C－2一イ】）

O　この道路整備は，防災面や未来の

　自動車社会を見通したものとして

　評価され丸　　　　　　【C－2一ウ】

◎　戦後のまちづくりが批判される

　ようになった。　　　　　　　【C－3】

○　市中心部にあった墓地を郊外の

　平和公園に移転させたことにより，

　市民からの反発を受けた。

　　　　　　　　　【C－3一ア】

・　戦災によって，一から

のまちづくりが可能と

なった二とをとらえさ
せる。

・　将来の自動車社会を予

測した画期的な計画で

あった二とをとらえさ

せる。

・　戦後のまちづくりがな

ぜ批判されたのかを考
えさせる。

暁野
n【

【12】田淵寿郎の

　まちづくり

【13】墓地移転
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検証③

のまと

め

な
の

謙
観

予想の

提示，

仮説の

齪
検証④

・なぜ戦後のまちづく

りが批判されたのか

をまとめてみよう。

　し，地上の人通りが減った。

　　　　　　　　　【C－3一イ】

ない，面白みのないまちと批判され

　るようになった。　　　【C－3一ウ】

O　道路整備によって地下街が発達

O　このまちづくりによって，活気の

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識Cの獲得】

　太平洋戦争によって名古屋は市街地の約4分の1を焼失した。そこで，市は戦

後復興策として，道路整備や墓地移転などの画期的なまちづくりを進めた。この

まちづくりは，防災面や未来の自動車社会を見通したものとして賞賛される反面，

市民からは人通りの少ない活気のないまち，特色のないまちと批判されるように
なった。

　　　　　　　　　　　　　【問いD】
　なぜ名古屋は中京工業地帯の中心地として，産業中心の大都市へと発展してき

た反面，生活環境の悪化が進んだのだろうか。

・理由を予想し，仮説

を設定しよう。

◎　いっごろから産業

　が発展してきたのだ
　ろうか。　　【D－1】

◎　どのように産業中

　心のまちとなってき

　たのだろうカ㌔【D－2】

◎　産業中心のまちに

　なって，どのような問

・工場が増えて，公害も増えたから。

・　郊外へ人々が移動したから。

◎　江戸剛　，尾張徳川氏の文化奨励

　策によって，産業が発達した。

　　　　　　　　　　【D－1】
（御三家が治めていたことにより，市民は

他地域と比較して様々な面で優遇されて

　いた。【D－1一ア】）

（徳川宗春が藩主だった時代では，徳川吉

宗の緊縮政策に反して文化奨励策がとら

れた。【D－1一イ】）

○　文化奨励策によって，その後の名

　古屋では独自の文化・産業が発展し

　た，　　　　　　　　　　【D－1一ウ】

◎　戦後も産業中心のまちとして発

　展した。　　　　　　【D－2】

（戦時中1軸幾工場が多く集まり，戦後

においても宇宙航空産業に受け継がれ

た。【D－2一ア1）

0　戦後には，トヨタ自動車を中心に

機械工業も盛んになった。

　　　　　　　　　【D－2一イ】

○　中京工業地帯の中心地として発

展した。　　　　　【D－2一ウ】

◎　産業中心のまちとして発展した

　ため，生活環境の悪化が進んだ、

・名古屋独自の文化に着

目させ，それがその後の

産業の発達に寄与して

いることに気付かぜる。

・産業学習の内容を想起

させ，機械工業が盛んで

あることをつかませる。

・現在問題となっている

点を挙げさせ，これがま

【14】徳川宗春の

聯

【151工業地帯と

聯
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④
と

証
ま

検
の
め

概念探

究過程

1のま
とめ

題が出てきたのだろ
うか。　　　　【D－3】

・　なぜ産業中心のまち

になったのかまとめ
てみよう。

　　　　　　　　　　【D－3】
噺幹線や局速道路の整備が進み，ますま

す産業が発展した。【D－3一ア】）

○　中心市街地の人口減少，工業地帯

　周辺の公害が問題となった。

　　　　　　　　　【D－3一イ】

○　市民から住みにくいまちと批判

　されるようになっ鳥　　【D－3一ウ】

ちづくりの課題となっ

ていることに気付かせ
る。

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識Dの獲得】

　江戸時代の尾張徳川氏による文化奨励策によって，名古屋はものづくりがさか

んなまちとなった。そのため，現在でも中京工業地帯の中心地として発展してき

た反面，生活環境の悪化が進んだ。

・これまでの学習をふ

　りかえって，なぜ塩古

屋が大都市として発

展してきたのかをま
とめよう。

　　　　　　　　　　　　　　【説明的知識1の獲得】
　戦国時代には織田信長，豊臣秀吉，徳川家康の活躍により名古屋周辺に人々が集まり，まち

が形成されてきた。江戸時代には家康による名古屋城築城によってこの地方の中心地となり，

尾張徳川氏の城下町として本格的なまちづくりが進んだ。戦後には戦争によって焼失したまち

を復興するために，市が画期的なまちづくりを進めた。このような行政主導のまちづくりの結

果，名古屋は産業中心の都市として発展してきた反面，市民にとって住みよいまち，特色ある

まちとならなかった。
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第N章第2節

第4時～第6　　【概念探究過程π】

o　目標

　世界デザイン博の開催に伴って，名古屋ではデザインを重視したまちづくりが進められ

た。しかし，このまちづくりも市民生活に直結していないものとして批判された。また，

藤前干潟へのごみ処分場の建設計画が市民の反対を受けて，中止された。その結果，市は

行政単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづくりを模索するように

なり，名古屋都市センターや民間のまちづくり研究所との協働によるまちづくりを進めて

いることを理解する。

O展開
段階 主な発問・指示 予想される発言・思考 指導上の留意点 資料

情報の ・この写真を見て気が ・みんなで話し合いをしている。 ・市民や子どもがまちづ 【16】まちづくり

糠 付いたことを発表し ・子どももr緒に話し合いをしてい くりに参画しているこ ワークショッ

よう。 る。 とに気付かぜる。 プ

情報の ・これまでのまちづく ・　市民がまちづくりに参画してい ・これまでは行政主導の

分類と りと違う点はなんだ る。 まちづくりだった二と

瞼 ろうか。 ・市民の願いを生かそうとしてい に気付かせる。

・市民参画のまちづく る。

りにっいて見ていこ
い
ワ
。

学習問

の発

・把
うになったのだろうか。

　　　　　　　　　　　　　【中核となる問いII】
ぜ名古屋では行政主導によるまちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづく りを進めるよ

予想の ・理由を予想し，仮説 ・市民からの批判を受けるようにな ・学習問題に対して理由

提示， を設定しよう。 ったから。 を予測させる。

仮説の ・市民の立場に立ったまちづくりを ・　出された予想を分析

齪 目指そうとしているから。 し，仮説を設定させる。

検証
【問いE】

なぜ世界デザイン博によるまちづくりが，市民生活と直結した住みよいまちづ

くりになっていないと批判されたのだろうか。

予想の ・理由を予想し，仮説 ・市民の二とを考えないでつくった

提示， を設定しよう。 から。

仮説の ・市主導のまちづくりだったから。

検証① ◎　まちづくりを進め ◎まちづくりは市議会の働きによ ・市民の願いを基にした 【17】市議会の働

るために，市議会はど って決定し，市民からの税金を利用 政治の働きによって，ま き

のような働きをして して進められている。　　【E－1】 ちづくりが進められて 【181選挙のしく

いるのだろう。【E－1】 ○市議会で議論し，まちづくりの計 いることをとらえさせ み
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難検
の
め

な
の

蔀
親

予想の

提示，

仮説の
設走：

◎　世界デザイン博に

　よるまちづくりとは

　どのようなものだっ
たのだろうカ㌔【E－2】

◎　行政主導のまちづ

　くりの問題点とはど

のようなものであっ
たのだろうか。【E－3】

・なぜデザイン博によ

るまちづくりが批判

されたのかまとめて
みよう。

　画が決定される。　　　【E－1一ア】

0　市議会は選挙によって選ばれた

議員によって構成されている。

　　　　　　　　【E－1一イ】
○　市民からの税金をどのように使

　うのかを市議会では議論している。

　　　　　　　　【E－1一ウ】
◎　1989年に名古屋で世界デザイン

博が開催され，それに合わせてまち

　づくりが進められた。　　【E－2】

（世界デザイン博の会場として，3会場で

1500万人の入場者を集めた。【E－2一ア】）

○　世界デザイン博に合わせて，デザ

インを重視したまちづくりを行っ

　た。　　　　　　　　　　【E－2一イ】

0　世界デザイン博によるまちづく

　りは，市民生活に直結していないと

批判された。　　　　　　　　【E－2一ウ】

◎　市民の願いを実現するために，行

政主導のまちづくりが進められた。

　　　　　　　　　【E－3】
（地上を歩く人を増やし，活気あるまちと

するために道路整備事業を進めた。【E

－3一ア】）

O　ポートビルや水族館の建設など，

集客を目的とした施設重視のまち

づくりが進ん芯　　　　【E－3一イ】

○　市民からの批判や財政難によっ

て，行政主導のまちづくりに限界が

見られるようになった。【E－3一ウ】

る。

・世界デザイン博による

まちづくりも，これまで

同様の行政主導のもの

であったことに気付か
せる。

・　自分たちの身の回りに

も政治の働きによるも

のが多く存在すること

に気付かせる。

　　　　　　　　　【下位の説明的知識Eの獲得】
　1989年に名古屋で世界デザイン博が開催され，これを契機にデザイン重視のま

ちづくりが進められた。しかし，これも行政主導による道路整備や施設建設中心

のまちづくりとなり，市民生活に直結した住みよいまちづくりになっていないと

批判された。

　　　　　　　　　　　　　【問いF】
　なぜ藤前干潟を埋め立てることによってごみ処分場を建設することに市民が反

対し，市は計画の中止を決定したのだろうか。

・理由を予想し，仮説

を設定しよう。

・　自然を残したいと考える人が多い

から。

・市民の願いを生かしていなかった

から。

【19】税金の働き

【20】デザイン重

　視のまちづく

　り

【21】施設重視の

　まちづくり
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検醤征② ◎　ごみ処分場の建設 ◎　愛岐処分場がいっぱいになるこ ・地域学習の内容を想起 【22】愛岐処命場

問題とはどのような とを受けて，市は藤前干潟にごみ処 させ，処分場建設間題を

ものであったのだろ 分場を建設する計画を立てた。 とらえさせる。

うか。　　　【F－1】 【F－1】

○市は廃棄物の最終処分場として，

岐阜県多治見市の愛岐処分場を使

用している。　　　　　【F－1一ア1

O　愛岐処分場の収容量が2年でい

っぱいになることにより，新しい処

分場の建設が必要となった。

【F－1一イ】

0　処分場建設侯補地として藤前干

潟が計画された。　　　【F－1一ウ】

◎藤前干潟とはどの ◎藤前干潟は国内でも最大級の干 ・藤前干潟の概要をとら 【23】藤前干潟

ような場所なのだろ 潟であり，貴重な自然環境や生態系 えさせた上で，市民がど

うか。　　　【F－2】 が残っている。　　　　　【F－2】 のような願いをもって

○　藤前干潟は名古屋市西南部に位 いたのかを考えさせる。

置する。　　　　　　　【F－2一ア】

（旅鳥のシギやチドリの中継地としては国

内でも最大級の干潟である。【F－2一イ1）

○　貴重な自然環境や生態系が残っ

ている干潟である。　　【F－2一ウ】

◎　ごみ処分場建設問 ◎藤前干潟へのごみ処分場の建設 ・どのような市民の願い 【24】埋立て断念

題に対して，市民はど に対し市民が反対運動を起こし，市 があったのか，その後の 【251ごみ非常事

のような活動を起こ は建設中止を決定した。　【F－3】 活動にどのようにっな 簿したのだろうカ㌔ ○干潟を埋め立てることに対して， がったのかを考えさせ
【F－3】 市民が反対運動を起こした。 る。

【F＋ア】

○市は埋め立て中止を決定し，ごみ

減量を目指して「非常事態宣言」を

発表したっ　　　　　　　【F－3一イ】

（市によるごみ対策と市民によるごみ減量

運動が進み・，愛岐処分場の延命が実現し

た。【F－3一ウ】）

検証② ・なぜ藤前干潟の埋め

のまと 立てを中止したのか

め をまとめてみよう。

【下位の説明的知識Fの獲得】

これまで使用していた愛岐処分場がいっぱいになることにより，市はごみ処分

場を藤前干潟に建設する計画を発表した。しかし，貴重な自然が残る藤前干潟を

埋め立てることに市民が反対し，市は計画の中止を余儀なくされた。

新たな

いの

りを進めるようになったのだろうか。

　　　　　　　　　　　【問いG】
ぜ市は行政主導によるまちづくりの限界を認識し， 市民参画によるまちづく

予想の ・理由を予想し，仮説 ・これまでのまちづくりが批判され

提示， を設定しよう。 たから。
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齪鶴
◎　名古屋都市センタ

　ーとはどのような施
　設だろうカ㌔　【G－1】

◎　まちづくり基金制

　度とはどのような制

　度なのだろうカ㌔

　　　　　　【G－2】

◎　名古屋で見られる

　ようになった市民参

　画のまちづくりとは

　どのようなものだろ
　うカ㌔　　　　【G－3】

　が難しくなったから。

◎　市民参画のまちづくりを進める

　ために，名古屋都市センターを拠点

　としたまちづくりを進めるように

　なった。　　　　　　　　　【G－1】

○　行政単独によるまちづくりの限

　界を認識し，市民参画のまちづくり

　を目指すようになった。【G－1一ア】

○　まちづくりのシンクタンク，交流

　活動・情報発信拠点として名古屋都

　市センターを設置した。【G＋イ】

0都市センターでは，市民や民間の

　まちづくり研究所との協働でのま

　ちづくりを目指している。

　　　　　　　　　　【G－1一ウ】

○都市センターでは，まちづくりに

　子どもが参画できるように開放し

　ている。　　　　　　　【G老一工】

◎　市民参画のまちづくりを推進す

　るために，まちづくり基金制度を確

　立した。　　　　　　　【G－2】

○　まちづくりには経済面の問題が

　あり，それを解決しないと成功しな

　い。　　　　　　　　　【G－2一ア】

○　市民からの寄付を基金として積

　み立てていくまちづくり基金制度

　を確立した。　　　　　　【G－2一イ】

（まちづくり基金の運用益によって，活動

　資金助成や専門家派遣などの支援を行っ

　ている。【G－2一ウ】）

◎　市・都市センター・企業・市民の

　協働によるまちづくりとして，築地

　地区ではその取り組みが進んでい

　る。　　　　　　　　【G－3】

（築地地区は名古屋港の奥に位置し，名古

屋港の開港時1韻辰やかなまちであった。

　【G－3一ア1）

（高度成長期以降，港湾機能の低下，商業・

業務機能の停滞，人口の流出が顕著とな

　った。【G－3一イ】）

O　都市センター，市民組織民間の

　まちづくり研究所との協働でまち

　づくりを進めた。　　　　【G－3一ウ】

0　築地地区のまちづくりでは子ど

　もたちも参画し，公園や防潮壁の整

備を進めた。　　　　【G－3一工】

・ホームページやパンフ

レット等を活用させて，

都市センターの取り組
みを理解させる。

・市が財政難であること

から，経済面での問題点

を解決する必要がある

ことに気付かぜる。

・　築地地区では市民だけ

でなく子どもも参画し

て，願いを実現させよう

としていることをとら
えさせる。

【26】名古屋都市

　センター

【27】まちづくり

　基金制度

【281築魍地区の

　まちづくり
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③
と

証
ま

検
の
め

概念探

究過程

皿のま

とめ

・なぜ行政単独でのま

ちづくりの限界を認

識するようになった

のかをまとめてみよ
う。

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識Gの獲得】

　市は行政単独でのまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづくりを進

めるようになった。そこで，このようなまちづくりを推進するために，名古屋都

市センターの設置やまちづくり基金制度の設立を行った。そしてセンターを中心

にして，民間のまちづくり研究所との協働で市民参画のまちづくりを進めている。

その結果，生活者の視点による住みよいまちづくりが実現しつつある。

・　これまでの学習をふ

　りかえって，なぜ市民

参画のまちづくりを

進めるようになった

のかをまとめよう。

　　　　　　　　　　　　　　【説明的知識豆の獲得】
　世界デザイン博の開催に伴って，名古屋ではデザインを重視したまちづくりが進められた。

しかし，このまちづくりも市民生活に直結していないものとして批判された。また，藤前干潟

へのごみ処分場の建設計画が市民の反対を受けて，中止された。その結果，市は行政単独によ

るまちづくりの限界を認識し，市民参画によるまちづくりを模索するようになった。そして，

名古屋都市センターや民間のまちづくり研究所との協働によるまちづくりを進めている。
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第7時～第8。【概念探究過程皿】

O　目標

　滋賀県長浜市では，これまで行政主導のまちづくりが進められてきた。しかし，黒壁の

取り壊しに対する市民の反対運動がきっかけとなって，市民参画のまちづくりを進めるよ

うになった。そして，市民・企業との協働で，北国街道沿いの古い蔵や商店を買収や借り

上げをしたり協力関係を結んだりしたりして，黒壁を中心にまちづくりを進めた。その結

果，まちや商店街の活1生化といった経済面の問題や，雇用対策といった高齢者問題を解決

することに成功したことを理解する。

O展開
段階 主な発問・指示 予想される発言・思考 指導上の留意点 資料

情報の ・この写真を見て気が ・人がたくさん集まっている。 ・長浜のまちに人々がた 【29】長浜のまち

糠 付いたことを発表し ・まちなみがきれいに整備されてい くさん集まっているこ の賑わい

よう。 る。 とに気付かせる。

情報の ・　どうしてこんなに人 ・人が集まる工夫をしているから。 ・　どのようなまちづくり

分類と が集まっているのだ ・市民参画のまちづくりを進めたか をしたことによって

臓 ろうカ㌔ ら。 人々が集まるようにな

・まちの活性北に成功 ったのかを考える。

したまちづくりをみ

ていこう。

学習問

の発

・把
きたのだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　【中核となる問い皿】

ぜ滋賀県長浜市では市民参画のまちづくりを進め， 経済面における問題も解決することがで

予想の ・理由を予想し，仮説 ・人が集まるような工夫がなされて ・学習問題に対して理由
提示， を設定しよう。 いるから。 を予測する。

仮説の ・市民の願いを実現するようなまち ・　出された予想を分析

齪 づくりを進めたから。 し，仮説を設定する。

検証
【問いH】

なぜ戦後の長浜では， 行政主導による歴史遺産を生かしたまちづくりが進めら

れたのだろうか。

予想の ・理由を予想し，仮説 ・歴史あるまちだから。

提示， を設定しよう。 ・歴史を守ろうとする市民の活動が

仮説の あったから。
齪
検
証
① ◎　長浜のまちはどの ◎長浜は琵琶湖沿いに位置し，秀吉 ・名古屋と同じように， 【30】長浜賊

ように発展してきた が長浜城主となってから商業の盛 秀吉とかかわりのある 【31】秀吉の敏策

のだろうカ㌔　【H－1】 んなまちとして発展した。【H－1】 歴史的遺産が残り，それ

○　滋賀県長浜市は琵琶湖の東岸に を生かそうとしていた
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検証①

のまと

め

な
の繊

塾
予想の

提示，

仮説の

齪
検証②

◎　長浜では歴史を生

　かしたまちづくりを

　どのように進めてき

　たのだろうか。【H－2】

・なぜ歴史を生かした

まちづくりを進めた

のかをまとめてみよ
う。

　位置したまちである。　【H－1一ア】

○　秀吉が長浜城主となってから，現

　在のまちの基盤ができた。

　　　　　　　　　【H－1一イ1
（秀吉が商業保護政策として楽市を設けた

　ことにより，その後商業中心のまちとし

　て発展した。【H－1一ウ】）

○　長浜城や北国街道など，歴史的遺

　産が多く残されている。【H－1一工】

◎　戦後に中心市街地の衰退化が問

題となり，長浜では歴史を生かした

　まちづくりを進めてきた。【H－2】

（戦後，商業都市としての機能が低下し，

　中心市街地の衰退化が問題となった。【H

つ一ア】）

O　歴史を生かしたまちづくりを目

　指して，市民の寄付を基に長浜城の

　再建を行った。　　　　【H老一イ】

（北国街道沿いに残る歴史的建造物を中心

にして，r新博物館都市構想uを進めた。

　【H－2一ウ】）

ことに気付かせる。

・長浜でも行政主導によ

るまちづくりが進めら

れていたことに気付か
せる。

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識Hの獲得】

　豊臣秀吉が長浜城主となってから城下町が楽市として賑わったことが基盤とな

り，長浜はその後も商業中心のまちとして発展した。しかし，戦後には中心市街

地の衰退化が問題となり，行政主導による歴史遺産を生かしたまちづくりが進め
られた。

　　　　　　　　　　　　　　【問い1】
なぜ長浜では行政単独によるまちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづく

りを模索するようになったのだろうか。

・理由を予想し，仮説

を設定しよう。

◎　黒壁の取り壊し問

題とはどのようなも

　のであったのだろう

カ㌔　　　　【卜1】

・　それまでのまちづくりが批判され

　たから。

・市民の願いを実現させようとした

　から。

◎歴史的建造物であり，市民からも

　親しまれてきた黒壁を取り壊す計

　画がもち上がった。　　　臼刊】

0　1900年建造の旧第百三十銀行長

　浜支店は市民から黒壁として親し

　まれていた。　　　　　【1－1一ア】

○　市は「新博物館都市構想」の一環

　として，黒壁を取り壊す計画を発表

　した。　　　　　　　　　【1－1一イ】

・黒壁の取り壊し間題が

その後のまちづくりを

変えるきっかけとなっ
たことに気付かせ’る。

【32】長浜のまち

　づくり

噸欝
謝【
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検証②

のまと

め

新たな

問いの

親
予想の
提示，

仮説の

設定

検証③

◎　取り壊し中止によ

　り，どのような取り組

　みが見られるように

　なったのだろうか。

　　　　　　【1－2】

・なぜ行政単独のまち

づくりの限界を認識

するようになったの

かをまとめてみよう。

O　黒壁の取り壊しに対して，市民か

　ら反対運動が起こった。【1－1一ウ】

◎黒壁の取り壊し計画を中止し，歴

　史を生かしたまちづくりを進める

　ようになった。　　　　　【1－2】

O市民の反対を受けた市は，取り壊

　し計画の中止を発表した。

　　　　　　　　　【1－2一ア】

（市は保全していこうとしたが，財政面の

問題により難しくなった。【1－2一イ】）

0　市単独によるまちづくりの限界

　を認識し，市民参画のまちづくりを

　模索するようになった。【1－2一ウ】

・取り壊し中止をきっか

けに，その後のまちづく

りが変わってきたこと

をっかませる。

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識1の獲得】

　市民から黒壁と呼ばれてきた1900年建造の旧第百三十銀行長浜支店の取り壊し

計画がもち上がった。しかし，市民からの反対により中止に追い込まれた。市は

黒壁の保全を目指すが，市単独では無理となった。そこで，市は行政単独による

まちづくりの限界を認識し，市民参画のまちづくりを模索するようになった。

　　　　　　　　　　　　　　【問いJ】
　なぜ長浜のまちづくりは，コミュニティビジネスによって，観光客だけでなく

地元客の取り込みにも成功し，高齢者問題も解決することができたのだろうか。

・理由を予想し，仮説

を設定しよう。

◎　第3セクターの株

　式会社黒壁とはどの

　ように始められたの

　だろうカ㌔　　【J引】

◎　コミュニティビジ

ネスによるまちづく

　りをどのように進め
たのだろうカ㌔【J－2】

・ビジネスとして利益をあげること

ができたから。

・客を多く集める工夫をしたから。

◎　市は市民や企業との協働で第3

　セクターの株式会仕1壁を設立し，

　黒壁を中心としたまちづくりを始

　めた。　　　　　　　【J－1】

（市は市民や企業に呼びかけ，会社設立の

資金を集めた。【J－1一ア】）

○　第3セクターの株式会社黒壁を

　設立し，全国の先進的なまちづくり

　を参考にした。　　　　【J－1一イ】

O　黒壁をガラス工房の店として保

　全し，それを中心にしたまちづくり

　を始めた。　　　　　　　【J一トウ】

◎黒壁を中心に，コミュニティビジ

　ネスとしてのまちづくりを始めた。

　　　　　　　　　　【J－2】
（北国街道沿いに残る古い蔵や商店を買収

　したり，借り上げたりした。【」一2一ア】）

・　市単独では会社を設立

することは困難であっ

たことから，様々な工夫

をしたことを理解させ
る。

・特色あるまちとして観

光名所となったことに

気付かぜる。

【341新しいまち

　づくりへの動

　き

【351黒壁周辺地

　図

【36】コミュニテ

　ィビジネス
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検証③

のまと

め

概念探

究過程

皿のま

とめ

概念探

究過程

1～皿
のまと

め

◎　どのような高齢者

　問題への対策をとっ

　たのだろうか。【J－3】

・なぜコミュニティビ

ジネスが成功したの

かをまとめてみよう。

（地元の商店街との協力関係を築き，観光

　客を増やすための事業を進めた。【J－2一

　イ】）

0　黒壁を中心に歴史的まちなみを

　生かした商店街を築き，観光客の取

　り込みに成功した。　　　【」一2一ウ】

◎　高齢者の雇用対策として，市民の

　共同出資でプラチナプラザを設立

　し，ビジネスを展開した。【J－3】

O　これからの高齢者増加問題に対

応して，市民の共同出資によるプラ

　チナプラザを設立し鳥【」一3一ア】

（中心市街地に高齢者が出店することで，

雇用問題の解消につながった。【J－3一

イ】）

O　中心市街地に観光客だけでなく，

地元客を取り込むことにも成功し

た。　　　　　【J－3一ウ】

・　これからの我が国の課

題の一つとして高齢者

問題があることを知ら

せ，その対策も進めたこ

とを理解させる。

　　　　　　　　　　【下位の説明的知識」の獲得】

　市は企業との協働で第3セクターの株式会社黒壁を設立し，北国街道沿いに残

る古い蔵や商店を買収や借り上げをしたり，協力関係を結んだりして，黒壁を中

心に歴史を生かしたまちづくりを進めた。その結果，ガラス工房を中心にコミュ

ニティビジネスを始め，観光客を増やすことに成功した。また，プラチナプラザ

の設立によって，高齢者問題も解決することができ，地元客の取り込みにも成功
した。

・　これまでの学習をふ

りかえって，なぜ布民

参画のまちづくりが

成功したのかをまと
めよう。

【37】来客数・年

　商の推移

　　　　　　　　　　　　　　【説明的知識皿の獲得】

　滋賀県長浜市では，これまで行政主導のまちづくりが進められてきた。しかし，黒壁の取り

壊しに対する市民の反対運動がきっかけとなって，市民参画のまちづくりを進めるようになっ

た。そして，市民・企業との協働で，北国街道沿いの古い蔵や商店を買収や借り上げをしたり

協力関係を結んだりしたりして，黒壁を中心にまちづくりを進めた。その結果，まちや商店街

の活性化といった経済面の問題や，雇用対策といった高齢者問題を解決することに成功した。

・　これまでまちづくり

と政治の働きとの関

連について見てきま

した。これまでの学習

から，まちづくりにつ

いてどのようにまと

めることができるだ
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ろうカ㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【概念的知識の獲得】

　我が国の都市は，行政主導によるまちづくりによって，「むら」から「まち」へとその形態を変化さ

せてきた。その結果，市民のまちへの関心が薄れ，生活環境の悪化やコミュニティの崩壊といった問題

が表れてきた。そこで，行政は市民参画による生活者の視点に立ったまちづくりを進めるようになった。
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第9時～第10．【価値分析過程】

O　目標

　これまでの学習内容を基にして，これからの名古屋のまちやまちづくりのあり方につい

て，自分たちの生活と関連させながら根拠を明確にして説明することができる。

O展開
段階 主な発問・指示 予想される発言・思考 指導上の留意点 資料

価値論 ・　この図を見て気 ・新しいまちづくりが計画されてい ・これからのまちづく 【38】名古屋新世紀

欄 が付いたことを発 るとは知らなかった。 りとして，「名古屋新 言個2010

表しよう。 ・　どのようなまちづくりだろうカ㌔ 世紀計画2010」が進

められていることに
気付かせる。

【価値論争問題】

か。

これからの名古屋は「名古屋新世紀計画2010」によるまちづくりを進めていくべきだろう

事実の ・　「名古屋新世紀 ・市民参画のまちづくりを目指して ・新しいまちづくりが

分析的 計画2010」が計画 いる。 計画されている理由

闘 されている理由を ・特色ある住みよいまちを目指して を予想させる。

予想しよう。 いる。

・　これまでのまちづくりの反省か

ら，新しいまちづくりを進めようと

・　「名古屋新世紀

している。

愛知万博開催や中部新空港開港に ・学区のある区の地域 【39】8つの都市

計画2010」とはど 合わせて，世界中に名古屋のまちを 男1構想を基にして，ど 像

のようなまちづく アピールするねらいがある。 のようなまちづくり 【弼地棚嘱想

りだろうか。 ・市民参画のまちづくりを推進しよ なのかを具体的につ

うとしている。 かませる。

・　「8つの都市像」を目標として，

それぞれの区ごとに特色あるまち

づくりを進めようとしている。

未来予
’　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　●

＝

一　　　　　　　【未来予測】
D　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　｝● 。　’D　　　　　！

測 もしこのようなまちづくりを進めていくと，これからの名古屋はどのようなまちになっていくi

　のだろうカ㌔

3
・特色ある住みよいまちになるだろ ・　「名古屋新曲紀計画

7
ワ
o

2010」を基に，名古屋

・市民の願いを実現させるようなま のまちのよさや閥題

ちになるだろう。 点を踏まえて考えさ

・ますます自然や古いものが減って せる。

いくのではないか。

・　これまでと同じように批判される
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ところもあるのではないか。

・　イ也にもいい方法があるかもしれな

い。

価値判
ず

【価値判断】
！

断

＝

「名古屋新世紀計画2010」を進めていくぺきだろうか。

意志決 越 ・学習してきた内容と 【41】賛成意見

定 O　「名古屋新曲紀計画2010」のよう まちの現状や自分た

なまちづくりを進めていけば，まち ちの生活を関連させ

の活1生化が実現する1淵己 ながら，これからのま

○　区ごとに特色あるまちづくりが ちのあり方について，

進み，画一的で面白みのないまちと 根拠を明確にして考
は呼ばれなくなる。 えさせる。

O　市民参画のまちづくりが進むこ ・　「夢なごや21」と

とによって，市民の願いが優先され いう市民が提言をす

るまちづくりとなる。 ることができるしく

O　万博開催や中部新国際空港開港 みがあることを知ら

と合わせて，まちに賑やかさが出て せ，自分たちならどの

くる。 ような提言をするか

團 を考えさせる。 【42】反対意見

O　建物や道路ばかりのまちづくり

ではこれまでのまちづくりと変わ

らないから，バランスのとれた住み

よいまちを目指していくべきだも

○　名古屋には歴史を伝えるような

ものがたくさん残っているのだか

ら，それらをアピールするようなま

ちづくりを進めるべきだ、

○大人だけでなく，もっと子どもも

参画し，すべての市民にとって住み

よいまちづくりを目指していくべ

き縞

○　これからの深刻な問題である高

齢者問題を解決できる，長浜のよう

なまちづくりを進めるべきだる

《留保条f牛》

・　もっと市民参画力郷章され，市民

の願いの実現を優先させるなら。

・持続的な開発を中心とするなら。

・長浜のように歴史を生かすことが

できるしくみをつくるのなら。

・子どもの参画がもっと保障される

しくみができるのなら。

・　コミュニティビジネスのように，

経済面での問題を解決できるのな

。

一153一



第N章第2節

④授業モデル資料

【概念探究過程1】における資料

【1】まちの変化

嚢

鵬麟講翻鎗鰍 競麟職 L

融

総

備鷲紬　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
．
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巌

礁翻勝轡鱗1ミ㈱ 醐縣躍

騨麟
．，

譲、灘鱗

嚢　罐 語纈

　　　　　　繋
　　鱒、、、鵜蒙、翻，．叢

蝿篇・

欄
　
擁

　
照

疑
繍

（佐々木毅・岩田一彦・谷川彰英他『新しい杜会6上』，東京書籍，2001，pp．104－105）

【2】市域の変遷

猶欝熾の嚢遷

　　　　　　灘騰　峯

　　　　　　　　　、沸潔搬重難鯵

鱗ボ、議覇磯

　　　　　　　　【

　　　　　　r

、建懇巽．

　　　　　響

　　　　難i機

糊，論毒l

l講
●蹴麟

鱒鑛辮韓

o簸灘翻繍轍

（名古屋市『名古屋市都市計画マスタープラン』，2000）
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【3】人口推移

万人

250

　　14　　19　　24　　29　　34　　39　　44　　49　　54　　　59　　H1　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国勢調査、人□動向調査）

（統計なごやWeb版，httpl／／㎜．ci尊nagoya．jp／stat／index，htm1）
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【4】名古屋の風土と特性

O　地形

　名古屋は地理的に我が国のほぼ中央に位置し，全国的な物流，交流機能が集まり，有利な条件を備え

ています。また，目本海沿岸の地域と太平洋沿岸の地域とを結ぶ中部の中心となる都市としての役割も

期待されています。

　地形は，東部はなだらかな丘陵地，中央部は北から南になだらかに傾斜する洪積台地，北・西部は肥

沃な濃尾平野の一部となる沖積地，南部は干拓事業により開発された沖積地となっています。

O　まちのなりたちと特性

　名古屋のまちは，1610年に当時尾張の国の中心地であった清洲のまちを移転（清洲越し）すること

によってつくられました。城の周囲には武家屋敷，幅員三間の道路で区画された碁盤割の部分に町屋，

防衛上の要所には社寺を配置した計画的なまちづくりが行われました。

　また，熱田のまちは古くは熱田社の門前町として始まり，鎌倉時代以降は港町，京都と東国を結ぶ街

道の宿場町として，江戸時代には東海道の宮の宿として栄えました。

　その後は，明治時代以降の耕地整理・区画整理，戦後の復興土地区画整理事業，昭和30年以降の組

合施行土地区画整理事業などによって，市域の拡大とともに市街地の形成が進められてきています。

　現在の名古屋は，大都市としては東京，大阪ほど過密でなく，空間的・時間的なゆとりがあります。

また，福祉，教育，安全，生活，経済などの分野ごとに他の大都市と比較してみると，生活・産業・文

化のバランスが比較的とれたまちということができます。

今後は，こうした名古屋の特性をさらに生かし，より安全で住みやすく，世界にその魅力を発信する

ことができるような個性のあるまちづくりを推進していくことが求められています。

（名古屋市『名古屋新世紀計画2010』，2001を基に作成）
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【5】三人の武将年表

　　　　六　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五

二一一Ω〇九九八八七七六六六五五四四四三三ハ五〇二〇八〇四二五〇四二〇五四九七二六四
信
長
，
那
古
野
城
で
誕
生
。

秀
吉
，
名
古
屋
中
村
で
誕
生
。

家
康
，
岡
崎
城
で
誕
生
。

家
康
，
織
田
氏
の
人
質
と
し
て
那
左
野
城
に
入
る
。

家
康
，
今
川
氏
の
人
質
と
な
る
。

秀
吉
，
信
長
に
仕
え
る
。

信
長
，
清
洲
城
に
入
る
。

信
長
，
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
氏
を
破
る
。

信
長
と
家
康
が
清
洲
城
で
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
。

信
長
，
尾
張
を
統
一
す
る
。

信
長
・
家
康
連
合
軍
が
姉
川
の
戦
い
で
浅
井
・
朝
倉
連
合
軍
を
破
る
。

信
長
・
家
康
連
合
軍
が
長
篠
の
戦
い
で
武
田
氏
を
破
る
。

信
長
，
本
能
寺
で
戦
死
す
る
。

秀
吉
と
家
康
が
小
牧
・
長
久
手
で
戦
う
。

秀
吉
，
天
下
統
一
を
は
た
す
。

秀
吉
，
大
阪
城
で
病
死
す
る
。

家
康
，
関
が
原
の
戦
い
で
西
軍
を
破
る
。

家
康
，
征
夷
大
将
軍
と
な
り
江
戸
幕
府
を
開
く
。

家
康
，
加
藤
清
正
に
名
古
屋
城
築
城
を
命
ず
る
。

豊
臣
氏
滅
亡
。

家
康
，
駿
府
城
で
病
死
す
る
。

（筆者作成）

【6】清洲城と城下町

室町時代，尾張の守護職であった斯波義重が清洲城を築き，織田敏定を守護代として置いた。その後，

1476年清洲に守護所が移り，尾張の中心地となった。

戦国時代に織田氏がこの地方を支配するようになると，信長の弟信友が城主となるが，信長と対立す

るようになる。そこで，信長は叔父である守山城主信光と協力し，信友を殺して清洲城を占拠する。そ

して，1555年には織田信長が那古野城から清洲城に入城する。桶狭問で今川勢と戦った時には，この清

洲城から出陣した。その後，清洲城を拠点として信長は天下統一への道を進んでいった。

城下町の範囲は東西L6km，南北2。8㎞に及んだと伝えられている。また，信長は楽市楽座によって自

由に商売できるようにしたため，人口も6万人を超えたと言われている。

（清洲町，httpl／／冊．town．kiyosu．aichi．jp／kiyosu／

西ヶ谷恭弘『織田信長』，ナツメ社，2002を基に作成）
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【7】名古屋城築城

、翻繕麟

厳纏婁
銀期鵬濠

（『ビジュアル日本の歴史』No．9，ディアゴスティー二，2000，p。351

器織
濠麟羅欝灘

欝難獲錨灘

瞭．姦憲塵

【8】大名配置図

佐々木毅・岩田一彦・谷川彰英他『新しい社会6上』，東京書籍，2001，p，54
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【9】清洲越し

　1607年徳川家康は9男義直を尾張に配し，義直は御三家の筆頭とされる尾張徳川氏の祖となった。その

際，義直が入った清洲城は城地がせまく，水害の危険もあったため，家康は名古屋城を選び，加藤清正を

はじめとした豊臣系の西国大名20家に命じて新城を築かせた。

　この名古屋城築城に伴って，清洲のまちを名古屋に移動させる事業が進められた。これをr清洲越し」

と呼んだが，武士だけでなく清洲城下町に住む町人や周辺の農民も移動させるものであった。また，寺や

神社などの建物も移動し，清洲城に使われていた木材も名古屋城に使われた。さらに，清洲にあった町名

までも移動させ，今でもその地名が残っている。そのため，清洲越しの後には，6万人を超える人口であ

った清洲のまちはすっかりさびれてしまった。当時の人々に間では，次のような歌がはやった。

　「思いがけない名古屋ができて，花の清洲は野となろう」

　　　　　　　　　　（清洲町，http：／／㎜．town．kiyosu．aichi．jp／kiyosu／

　　　　　　　　山田秋衛『名古屋城』，名古屋城振興協会，1966，pp．31－32

中部建設協会『名古屋の町づくり』，中部建設協会，2003，pp．19－20を基に作成）

【10】宿場町

憾’；醇載轟鐸郵中鼠　轟弊．＝セ綴轟’繋3畷 智．撒蕪　遷裾簿艶且王レ’蓄｛｛臨匠獅鶴

（歌川廣重『東海道五十三次』，「鳴海」，「宮」）
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【12】田淵寿郎のまちづくり

　　ぴ鱒鞠・嵐嚢雌鷺晦豪一
～婦　F、　’rび　　鼻押「　響尺’

　　由繍繍、，擁懸

名露康の醗ヴく吟
注蝋懸曝罪躍む爵聖亀．…1ひ‘瞬西“麟ぐ腰

護
、

騰 鋭　贈鵜灘織灘騨

商
陶

　戦後の名古屋で大胆な都市計画を実現させ，r尾

張名古屋は城でもつ」ということばをあらためて

日本中にとどろかせた人物，それが名古屋市の助

役を務めた田淵寿郎でした。

　終戦直後，焼け野原となった名古屋でただ荘然

自失とする市民をしり目に，田淵はせっせと焼け

跡に縄を張り，道路と公園の予定地にするために

地主を説得して回ります。東京や大阪が家を建て

ることしか頭になかった同時期に，田淵の名古屋

がひたすら造り続けたのは，道路。実に名古屋市

の土地の21．5％を道路にしてしまいます。また，

名古屋市内にあった約279寺のお墓の引っ越し。

お墓をまとめて一カ所に集中させるという強引な

改革は，当然周囲の反感も買いました。

　「街の真ん中に飛行場でも造るつもりか。」街

の中心を東西南北に縦断し，名古屋市を四分割する100メートルの街路。今は名古屋の名物ともなってい

る名古屋100メートル道路は，田淵の都市計画構想の代名詞でもあり，最も批判を浴びた構想でもありま

す。田淵の大胆な道路造りを横目で見ながら，当時，日本のどのまちも，「敗戦した日本にそんなだだっ

広い道路はいらない。」と冷ややかでした。しかし田淵は，戦争だけでなくあらゆる災害が起きたとき，

100メートル道路は是非とも必要であり，中心部と名古屋港を結ぶ道路を完備するべきだと，防災の見地

から強く主張します。そして，前代未聞の100メートル道路は完成しました。

　さまざまな批判を浴びましたが，田淵には信念がありました。それは，中部日本の首都を再構築すると

いう考えに基づいた，大いなる文化産業都市構想だったのです。たとえ「大ぶろしき」と言われようとも

揺るぎなかった信念，それが数々の大胆なアイデアを実現させ，都市計画目本一の名をうち立てたのでし

た。

（中部建設協会『名古屋の町づくり』，中部建設協会，2003を要約）
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第W章第2節

【概念探究過程皿】における資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋駅周辺にはたくさんの長屋が残っている。

舗　　　　　　　　　　1　　　　　臨無　1，　戦争で空襲を受けたところは新しい建物に建て変わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っているが，焼け残ったところには戦前の住まいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、嚢　ある長屋が当時からの市民と一緒に歴史を刻み続け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。今回名古屋大学小松尚研究室と子ども建築

　　　　　　　　　　　　　、巖　　　　　　研究会ではこの長屋にスポットを当て，高校生・大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生に呼びかけを行って長屋の現代的な使い方を考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えるワークショップを開催した。

　ワークショップは高校生，大学生，建築家，社会人など総勢50名以上が参加し，高校生と大学生・社

会人がペアになって長屋再生計画の模型を制作した。1日目には建築や長屋に関するレクチャーと現地見

学およびグループでの計画案を検討し，2・3目目には模型の制作を行い，19の模型が完成した。

　再生計画の対象となったのは，名古屋駅から鉄道の線路より東側にあたるところに建つ築80年以上の

3軒長屋で，駅から徒歩約7分の位置にある。3軒のうち2軒は住み手がおり，1軒は空き家である・再

生計画はこの3軒全体を対象とし，計画条件として，「長屋の建物外形や構造を尊重しつつも少々の改変

はOK」，「3軒の中に制作者（およびその家族）が住む住居機能および商業機能や公的サービスなどの非

住居機能を入れる」ということが提示された。模型は30分の1のサイズで段ボールを中心とした素材を

用いてつくられた。

　また，ワークショップの期間中や展覧会の日に，近所で実際に現代的な賃貸住宅として再生された長屋

を見学するという企画も行った。

【16】まちづくりワークショップ

　　1　　　F　
轄 亭

　
曙～

　　盆二・照　　騰＝‘、響・

　　　　　　　　　、懸蓑灘
　　　　　藷　　　　　　　　　、繍聖一「

　　　　誕暫満
一髭 嫉

爾　，　難難蓬㌦

　　　　　　鐸騨羅髪

（都市研究所スペーシア，http：／／㎜，spacia．co．jp／を基に作成）
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第IV章第2節

【20】デザイン重視のまちづくり

名古屋ボストン美術館

名古屋市美術館　　　　　　　　　　　　　　国際会議場

（名古屋観光コンベンションビューロー，ht重p：／／㎜F，旨cvb，or．jp／kankou／index，htm1

　　　　　　　　名古屋市教育委員会『発見！なごや　素材データベース』，2002）
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第IV章第2節

【21】施設重視のまちづくり

名古屋港水族館 名港トリトン

ナディアパーク　　　　　　　　　　　　セントラルタワーズ

　（名古屋観光コンベンションビューロー，http：／／㎜．ncvb．or，jp／kankou／index．htm1

　　　　　　　　　名古屋市教育委員会『発見！なごや　素材データベース』、2002）
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第N章第2節

【22】愛岐処分場

（名古屋市，http：／／㎜．city．nagoya．jp／を基に作成）
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第N章第2節

【23】藤前干潟

　
　
釜
睾
・

簿
．

　　麟

　酋蟹田

癖轍

　　　　　　　　∈…薯羅矯灘．・
　　　　三ケ朋、　　鷹蘭購
鑓贈颪！　　　　雷斐
1、』鳳一＞欝，鱒・

　　　　　　　　　　r∫珊1ン■　　，　　く選蝋「’ 「■ 闇　’

橋

　　　㌧、難
糞　　　　　　　　　　　賭∴…』

穆 済「［
翫
　
　
～
哺

　名古屋市西南部にある名古屋港

に流入する庄内川，新川，目光川の

河口部に広がる干潟。シベリアなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葺　　　　　 苫

’㌦　鱗彗簑　　　iチドリ類は5…羽をこえ・ダイゼ
　　　　　　　　　　　　　　 騰．藍、．．、妻魏聯響ンやメダイチドリ，オオソリノ、

シシギ，チュウシャクシギ，ダイシャクシギ，アオアシシギ，ソリハシシギ，キアシシギ，キョウジョシ

ギ，トウネン，ハマシギなど多くの種を観察することができる。

において登録湿地（ウェットラン

ド〉となった。

　藤前干潟は，海によって運ばれた

砂や泥が潮の満ち引き

する海岸に堆積してできた約

（藤前干潟，http：／／㎜5．airnet．ne，jp／hロkuta／nanyo／higata／higata，html

　　　　　　　　　　　　　Micr・softエンカルタを基に作成）
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第W章第2節

【24】埋立て断念

　藤前干潟は，1960年代半ばからの高度経済成長の中で，臨海工業地帯開発のために約8000haも埋立て

られた。さらに，86年7月に名古屋市は名古屋港沖の105ha（干潟は46．5ha）をゴミ処分場として埋立てる

計画を発表した。89年には約70haに計画が縮小されたが，91年3月に当時の環境庁（現環境省）も鳥類保

全の観点から計画縮小を指示し，92年には52haにまで縮小された。そして，94年から開始された環境影

響評価（アセスメント）では，多くの市民や全国の自然保護団体が計画反対を表明した。

　しかし，処分場建設問題が深刻化したため，98年10月に市議会は埋め立て事業への同意決議をおこな

った。環境庁は，同年12月に名古屋市が埋立ての代替措置として検討中の人工干潟について「環境保全

に対する認識不足は明らか。考慮に値しない」と批判。「干潟の消滅や破壊に対しては特別きびしく対処

しなけれぱならない」という異例の環境庁長官発言を発表した。そうした中で，99年2月，臨時市議会に

おいて名古屋市は埋め立て事業の中止を表明した。

（藤前干潟，http：／／㎜v5、aimet．ne．jp／hukuta／nanyo／higata／higata．html

　　　　　　　　　　　　　Microsoftエンカルタを基に作成）

【25】ごみ非常事態宣言

　1999年2月，名古屋市は「ごみ非常事態宣言」を発表し，ごみ減量に向けての取り組みを開始した。

それから2年間でごみ量を23％，埋立量を47％，資源ごみを含むごみ排出量を8％の削減に成功した。

全国平均

人□50万以上｛、

30フヲ～50万　
「
’

20万～30万

10万～20万　、

5万～10万．

3万～5万　，．1、

1万～3万

1万未満

0－ 層

．無鉱

ン》　2◎∈震1』

　2箪・

1，112g／入・日（平成9年度）

（平成10年度）
（平成12年度
8月以隆〉

瀕

名醒市　澱集潟灘・＝群描6
一iε15．、喜、P2s6・…鹸

1，431

1，136

1，151

1，088

1，005

　940

　857
　78フ　　／
　　　　　　小都市なみの
　　　　　　水準に！

1，251

　902
　　　　　（名古屋市教育研究協議会社会科研究会『きょうどの学習4上』，2003，pp，44－45
名古屋ごみ白書，httpl／／㎜v．city。nagoya，jp／06kankyozi／g・mipanf／hakusyo．htmを基に作成）
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第W章第2節

【26】名古屋都市センター

灘雛嚢羅鍵舞、
鷲難饗鐙磁瞭鞍鰍驚

　1991年7，月に名古屋都市センターはまちづくり・都市計画を支援するために設立された。そして，これ

からのまちづくりには，地球環境，情報社会，高齢社会，都市経営などの視点と総合的な判断力，そして

地域に根ざした着想と，市民，企業，行政の相互信頼に支えられた活動が必要であるとして，まちづくり

のシンクタンク，交流活動拠点，そして情報発信拠点としての多面的な活動が展開されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋都市センター，httpl／／㎜r．nui，or，jp／index．htmを基に作成）
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第IV章第2節

【27】まちづくり基金制度

　「まちづくり基金とは」

　私たちの暮らすまちが，快適でいつまでも住みよいまちであることは誰もの願いです。そして，このよ

うにまちがあり続けるためには，そこに住む市民自身が自分たちのまちに興味を持ち，積極的にまちづく

り活動に参加していくことが，ますます重要になってきています。

　まちづくり基金は市民の皆様などからの寄附を基金として積み立て，その運用益によって，市民全体で

行なわれるまちづくり活動を支援し，地域に根ざしたまちづくりを促進することを目的として名古屋都市

センターが創設したものです。

譲
　私なちの．薄うす享おが．快瑚でいつま驚も

住みよも、まちであること揺錐もの鱗いです．

て羅の奥うに蛎軸り襯るために1靴

ぞ譜膳柱む市艮自窮が自分濃ちのまち礎翼味

』を欝ち1籍磁鮒ζまちづくリ活跡に繋舶して

いくこと毒駄ます驚すr薫讐になってきています．

　まちづくり華金は市幾の皆様倉どかうの欝

財藪塞金として穣み血て‘その鋸解藁によって，

布民…窒熔で行わ寡るまちづくり活鯨を支擾し、

地域傷礁畜したまちづくりを促遺することを目

的紛馴剛縮崖鱒セン飽が創翫た

i翅蕪
殿齢曜讐璽解い鞭・、嶽纈

解鋤勲顧い戦あ隻ダ離

■
載
き
　
．
π

　
　
　
き
■
■

機、麟鰭、舞

織織難螺薦巽

1融淫、

法式の壌禽　・ ・・

誌腋雄撚鮒

醜器弩燗に虞o、．響遡費れ赴愈額鷹

灘、艦法鱈懸騨λ購こ翻博鱒’璃

縫入の縫餐硫　：雌滋。

灘醸融槻瀦鵬朝簗騨
癬購機鰍凱㌔

蕪磁纐燃蝋騰痴’

　　　　むむゑ　
騨贈纈…』制鮒灘撫鞭5鑑　一1瑚
　　　　傷い▽，‘しか蝋蓼鷺勲

誘地β窮肪搬㈱峰灘馴辮言…

　　　　餐齢綴麺　
轡騨趣糊雛野哨紛薯兼

鰍紳歯広は、餐鞍醗雑搬驚揖』Σ蹄購宏の領課磁βt

必嚢亀聡醸馨丁袋響、盛認に曜簸しζく探驚籔、，

（名古屋都市センター，httpl／／㎜．nui．or．jp／index，htmを基に作成）
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第W章第2節

【28】築地地区のまちづくり

　築地地区の歴史は，明治後期に名古屋港の開港に伴って埋め立てられたことに始まる。1907年に名古屋

港が開港し，以来「港まち」として発展した。しかし，昭和30年代以降，船舶の大型化，港湾機能の拡

大に伴い，1日来の港湾施設では対応できなくなり，港湾機能の沖合展開が進められ，港湾機能の低下，商

業・業務機能の停滞，人口の流出が顕著となった。このような中で，昭和40年代後半以降，市民に親し

まれるみなとづくりが課題として取り上げられるようになった。

　まちづくりの取り組みは，まず行政のとりくみから始まった。1980年に，名古屋市の総合計画の中で，

築地地区が地区総合整備事業に位置づけられ，まちづくりの総合的な取り組みが展開された。名古屋港に

至るメイン道路は50mに拡幅され，緑道が整備された。道路拡幅に伴い，沿道では市街地再開発事業や地

区再開発促進事業が取り組まれた。1990年には都市景観整備地区に指定され，海の玄関口にふさわしい顔

づくりに取り組むようになった，さらに，翌年にはr築地ポートタウン計画」がとりまとめられた。

　市民のまちづくりへの取り組みのきっかけとなったのは，1984年度にポートタウン1号地街づくりの会

が発足したのがはじまりである。この会を母体として，1986年度には築地ポートタウン21まちづくりの

会が発足した。この会は，築地地区全域の魅力あるまちづくりを考え，提案する組織として結成された。

当初は商店街を中心に構成されていたが，1992年度には，学区連絡協議会や地域に所在する法人の参加を

得て，地域全体で組織する団体に発展している。1996年8月，まちづくりの会が学区連絡協議会に呼びか

け，「福祉・景観」を中心テーマとした専門委員会を発足した。夢塾21はその専門委員会の愛称として，

第3回の委員会の時に決定された。1997年度においては，具体的なまちづくりの取り組みの第一弾として，

稲荷公園の再整備の計画づくりを小学生とのワークショップによって進めている。

　　　膨康欝駆の提簾

　　　　　　　　　戴ゾ毒罫譲鰐　　欝　　　　　　駕

ー

強
尚

勲羅瓢爆　1工．轟1縛　　ハ天タ碍711ボ i燃繋慨　　、
　　　　、．．

（都市研究所スペーシア，httpl／／㎜v．spacia．co．jp／を基に作成）
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【概念探究過程皿】における資料

【29】長浜のまちの賑わい

盤
響
高

（長浜情報B　OX，http：／／㎜．oumi－jizake．com／nagahama／）

【30】長浜城

　織田信長が浅井長政の居城小谷城を攻めた時，横山城を守6木下藤吉郎が大活躍した。小谷城が落城す

る直前にお市と三人の娘を救出したエピソードが有名であ～二 1573年9月，浅井氏が滅亡すると，藤吉郎

は戦功により浅井氏の領地の大部分を与えられ，羽柴秀吉≧呂乗り，はじめて城持の大名に出世した。

　翌年，秀吉は今浜が交通の要衝であると考え，城を造り始めた。築城工事のため領内の住民を集めたり，

竹生島の材木を運んだりした古文書は残っているが，当時の城の絵図面などもなく，長浜城がどのような

ものだったか分からないことが多い。城が完成すると地名を努浜から長浜に改め，秀吉は小谷城から家族

とともに移り，1582年まで居住した。この問，秀吉はこの長兵城から信長の先兵として北陸攻めや中国攻

めへと出発していった。

（長浜城歴史博物館，http：／／ww，city．m胆hama，shiga．jp／section／rekihaku／index．htm1）
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【31】秀吉の政策

　天正年間に豊臣秀吉は「今浜」を「長浜」に改名し，小谷城下などの商人たちを集めて，楽市である城

下町をつくったのが現在の長浜の基となった。秀吉は町衆の保護と自立を目的に「町屋敷年頁免除」の朱

印状を与えた。それは，江戸時代を通じて明治維新まで続き，商工業都市としての発展に大きなカとなっ

た。

　長浜城主であった秀吉は，のちに男子の誕生を祝って町民金子（砂金）を贈った。秀吉に強い恩義を感

じている町衆は，この金子を基に曳山を建造した。長浜の春を彩る「長浜曳山祭り」はこうして始まった

といわれている。その後，浜縮緬・ビロード・蚊帳などの商工業の発展にっながり，自治の気風も大きく

育っていった。

（長浜市，http：／／㎜、city．nagahama．shiga．jp／を基に作成）

【32】長浜のまちづくり

　明治に入ってからは，県下で最初の小学校や銀行を造り我が国3番目の官営鉄道建設を進めるなど，長

浜の町衆は文明開化を先取りしてきた。

　戦後には一時長浜を特徴付けてきた「町衆自治」に陰りが見えていたが，徐々に回復し，高度経済成長

期が落ち着いた1970年代，長浜市は新たなまちづくりを模索し始める。その端緒となったのが，73年に

市民の寄付によって再建された長浜城である。同時に約400年ぶりに再建されたことを祝い，「出世まつ

り」と銘打って各種のイベントが繰り広げられた。この盛り上がりが市民共有の理念に結びつき，74年3

月には新しい文化を生み出し個性ある魅力のあるまちづくりを進めていこうという「博物館都市構想jが

策定された。「博物館都市構想」は，「伝統を現代に生かして美しく済む」・「先人の情熱や英知に学び，進

取の気性を継承する」ことを2つの柱にしている。つまり，伝統を大切にし，地域固有の資源を現代に生

かし，さらに磨きをかけることによって長浜ならではの新しい文化を生み出し，個性と魅力のあるまちづ

くりを目指そうというものだ。

　構想の策定以来，市民と行政の協同作業でハード・ソフトの両面から取り組みが進められ，長浜の都市

的魅力と都市イメージを高めてきた。「出世まつり着物大園遊会」や「芸術版楽市楽座」の開催，r北国街

道」や「ながはま御坊表参道」の整備，「国友鉄砲の里づくり」や「アメニティ活動」など，すべて市民

が自らのまちの特性を知り，それを誇りとすることによってかけがえのない地域資源としていくことを目

指すr市民総学芸員制度」など，構想に基づいたまちづくりを展開している。

（長浜市，http＝／／㎜，city，nagahama，shiga．jp／を基に作成）
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【33】黒壁取り壊し問題

数くなる繭鑛街

　嬬つ綜．こ熱鑛わ撫したもの職だ酵の現雛で撰無略しい．脅

朝融新醐贈縫ん蟹ん、虞鋤麟．績ご癬羅で嫉藷伽構獄菱1鹸鱒海
　　すゆ　　　　　　　　　　レがや

力鷲翻試上の漿蝋讐舗壷かか風でい葛ぞうだ．勘為蟻鮒欝i關繭

店擶縞勲鱗1職辮醗壕拳鱒一講の糊麟衡懸磁；の織，舟唱よ墨

薄獄、ヒの職が閾各i鰐鮎襲ひ菰懸う蘇．繭鰭懸の拐欝が麟莚葛嘉と

で勤か、舘罫ごう就趣灘暫い歳い捉〕か徽．

　拝護《た傷のたま辱騰がなくな燕、3

ぞれ試わか驚無．薩か欄轟？　織た爆灘雛で1オ、彗、だ八、の撹い・鋤砿

ビこでも《騒愚の？

　1郷卦灘シ鱒ッげンダ媛〉ター一へ妻叙か弗園弗ない。津

　隷キ孟k登週無翻冗懸蟹瞬隷矛くん灘よ甲壽

　鰍3r醗fンダ粛ン歩レ叫ζ1尋葦養瀞漿い敏．ま

　銭罵糠なんか鞭っている．瓢のi撫諺総“コ皆騰敬、1

　ぎ襲は冷紐うが婁い聞い添，i嚢で郵ぬ細ないし．諺

　iい櫛’、〆な映鞭難や鴨て燕、t、」

　ギレ選塾澄》協騒易い愚あ蚤．」

でも，鞍た熱隷登離塾饗費隈轟澱？

　ギ簿け愚毒爵記逡い．蔭

　ギ掠麟はい継ない，毒

　1霞勤蓼鋤鞭いと準随．」

　i＾譲続慣か静が、セく爵んない七ひ嚢んな恥．漢

蓼争，や麟蕊撃シ饗ッ麟4蘭ンター1讃議擁郷賦懸ウ場嵩講噸

弗魏い勲．縫纏纂も蓑鋤灘が藻糠黛懸獅い人がい恭鴬愚う？

ア

（福川裕一・青山邦彦『ぽくたちのまちづくり2　商店街を救え』，岩波書店，1999，pp．7－9一部抜粋）
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【34】新しいまちづくりへの動き

町の人の話を聞く

おカ、講建んた右へのイン轡ビュー

奔溝農．総ごろ櫓磯欝灘鉾吻壷も魯嚇毒跡購蓮んむ醜麟

醗噂《い・た躍飲輪た．灘燐：耀オ嵐い職だい餐あ嚇矯うこ

麟》劇
ド．懸轟．灘驚灘が奮隻｛鯖いぬ灘騰癒徽導簿」ゆ・

　繭縣1獅お翻楼職繋難騰・鞭蜜，糊瀦編ッたこ葦撤あP欝

か”
舞うね激，i劔欄め訂繕駄、鵡謬解え義鐵懸慈麟蟻ひと蝋ど

し，醤鋳箋義難が般｛訟ッて爆とく繍麟選聲嵐鞍い尋躍1監」

ゆ甑 懸i．

導

（福川裕一・青山邦彦『ぼくたちのまちづくり2　商店街を救え』，岩波書店，1999，pp・27－36一部抜粋）
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【35】黒壁周辺地図

（黒壁ガラススクエア，http：／／㎜．kぼokabe．co．jp／）

【36】コミュニティビジネス

O　コミュニティビジネスとは

　1970年代のイギリスでは，大規模開発は都市再生に効果がないばかりか，市民に貧困化をもたらすこと

が指摘されていた。そこで，地域と市民の自助努力を引き出すものとして，コミュニティビジネスが起こ

った。これは，保護されるだけでなく，自ら付加価値化・高度化を促進させ，自主的に変化していくもの

として，市民が公共性の高いビジネスを行うものである。そして，地域経済を支え，地域経済を理解し，

その活動に加わっていこうとするものとなっている。

O　黒壁のコミュニティビジネス

　長浜市は，地元実業家や企業も出資した第3セクターの株式会社黒壁を設立させた。そして，小樽市や

湯布院町などの先進的なまちづくりを参考としながら，ガラス工房を中心としたまちづくりを進めた。ま

た，北国街道沿いに残る古い蔵や商店を買収や借り上げをしたり，協力関係を結んだりして，ナショナル・

トラストまちづくり版ともいえる取り組みを進めた。さらに，近年問題となっている高齢者問題に対して

も，市民からの資金提供によってプラチナプラザを設立し，高齢者の雇用問題を解消している。このよう

な市民参画によるビジネス型のまちづくりを進めた結果，観光客の増加だけでなく地元客の取り込みにも

成功し，経済面の問題も解決することができた。

　　　（園利宗『新まちづくりハンドブック』，連合出版，2001

黒壁ガラススクエア，http：／／㎜．kurokabe，co，jp／を基に作成）
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【37】来客数・年商の推移

（億円）
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（黒壁ガラススクエア，http：／／㎜．kurokabe，co．jp／を基に作成）
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【価値分析過程】における資料

【38】名古屋新世紀計画2010

審薦薦欝欝潔詳鐸身騨の
講穏と愛鷲の縛て為繁ち・麟欝羅棄めざして

　名古屋新世紀計画2010は，名古屋市基本構想に基づく第3次の長期総合計画であり，西暦2010年を目．、

年次としています。

　経済社会活動が地球規模で行われるようになり，本格的な成熟社会が到来するなど時代は大きな転換期に

あります。このような中，私は，市民が安心していきいきと生活ができ，次の時代を担う子どもたちが将

に希望を持てるような，感性豊かで個性が輝くまちづくりをすすめていきたいと考えています。

　平成10年度に着手した計画の策定には，名古屋新世紀計画2010審議会における調査審議や市民から6

件を超えるご意見を寄せていただくなど，初期の段階から市民参加をはかってまいりました。ご協力いただ

きました市民，審議会，市議会など関係の皆様方に厚く御礼申し上げます。

　計画においては，生活，環境，文化，産業のすべてにわたって調和のとれた「誇りと愛着の持てるまち・

名古屋」をめざしていますが，この目標を実現するためには市民・企業・行政のパートナーシップが重要と

なります。夢と希望に満ちた21世紀の名古屋を築くために，皆様方のご協力をお願いいたします。

名古屋市長　松原　武久

「
i総講
i時代の潮流への認識，名古屋の風土と特性，計画

i　の基本的な視点，人口や経済の基本指標，市域全

i体の都市空間将来構想，新たな都市行政システム
iの構築，計画の推進にあたっての基本的な考え方

iを掲げています。

i

i緋捌群欝
ヨ　　　鷹灘灘鱒灘藩蓉

謬饗繋欝藻
　　　　　　　　　　
2010年に向け名古屋がめざすまちのイメージ

を，生活，環境，文化，産業の4つの側面から

r8つの都市像」として明らかにし，その実現

に向けた先導的なプロジェクトを掲げていま
す。

磁載劉1群厨

　　　　　16区のそれぞれの将来構想図と将来ビジョン，

さらに区役所が中心となって区民とともに取

り組む魅力づくりを掲げています。

（名古屋市『名古屋新世紀計画2010』，2001一部抜粋）
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【39】8つの都市像

　　　犠欝灘熱藤審馨難瀞灘難織難
寮簿範iい，苺豚　豚薙矩 ＝1．砥翰膨螂暢　葦∫1桝嚇嚇単螂晦蹄聯艇等罵融翁硝競律臨脳酵蒋讐継諏　1重擦紗塒鯉1時軸鯵鋤集傘彗、∫聾錨雀密庸 涛彰＝あ雄勧肺

　2010年に向け、名古屋がめざすまちのイメージをr8つの都市像』として掲げています。

　　　　　　蟻醸癖総灘繭懸無1臨…露

　　　　　　羅鐡撫、』灘饗，1，lll『1『∴i

　　　　　＿．鐡　　鱈藻
　　　　　　　　　　噂灘’

　　　　　　懇欝1菰∵　撫il購鰭制

』
卜
F

’

　　　（名古屋市『名古屋市都市計画マスタープラン』，2000）

一182一



[40] ~~~t~~~lJ~~~*i~. 

'~'-~~;~;;=~~~"i~{;'=;~~~ 

~;* 

~F~'~=~=~~;. =~;{~~*~;~~~, ;= ~=~';<'.~~~{=~~i 

=
{
.
 

 

~~ ii ':~~~s'~;~;~:*=,,= . .= = .-= -'= = ==* '*~ * ~~~~~~~: ~: .~;~~?+=~{~'~:~~i' :~~ }i 
~~**~*=*~*+=**;,=*.=**<*=~,*=**~.=**:=<;:*=~~"'~**-++=**'~r 

'.=~~{ ~~;*~'.~**~~ }, ~ ~,~~ ~: *~ '~~= ~'~=~~-~~ ~"f;~~ 

(~~il~r~;~T ~~f~~~~~t~:~E~+~T~~l 2010J, 2001, ~r~p+uJ~:a)~~~~~) 

- 83 -



第W章第2節

【41】賛成意見 ※　賛成意見の根拠となる資料を以下に示す。

（名古屋新世紀計画2010や市民参画のまちづくりが進められることに賛成）

市政への提審　　「夢なごや21一才）たしのアイデア」

優秀提案の市の施策への反映状況について

誇りと愛着の持てるまちづくりを進めるため，市民の皆さんから市政に関する提案・アイデアを募集し，平成8年度から

14年度までに64件（平成8年度14件，平成9年度11件，平成11年度14件，平成12年度10件，平成13年度7件，

平成14年度8件）の優秀提案が選ばれました。優秀提案の市の施策への反映状況は，平成15年3月末現在，以下

の通りです。

O塑度　O平成9年度　O継度　●平成12年度　O平成13年度　O平成14年度

く平成13年度〉優秀提案7件反映3件　◎平成13年度優秀提案へ

★礫健擬紅いる犬の鐙毅妻梁し

捨てられた犬たちを助けるために，新聞に載せたり，パンフレットやポスターをつくったり，保健所や愛護センターで里親探しな

　　　　　　　　　　　　　　　　どの行事を行う。（中学生・板津勇気さんの提案）

→保健所窓口では失踪動物保護管理システムで迷い犬猫に関する情報や動物愛護センターで収容された動物の画像が閲覧

　　できる。動物愛護センターで毎月1回開催している「子犬をさしあげる会」を広く市民のみなさんに知っていただくため，名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋市ホームページに日程等を掲載。

☆rよ一け歩こ談い選運鋤羅名賞屡

（1）なごや歩数計（キャラクターが応援するタイプで，達成度により名古屋の名所・旧跡が表れるような歩数計）の作成。

（2）よ一け歩こMAP（様々なコースを区ごとに数種作り，名所・旧跡を含め観光客も楽しめるイラストマップ）の作成。

　　　　　　　　　　　　（3）よ一け歩こMY　DATA（記入タイプのデータ表）の作成。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般・小木曽早苗さんの提案）

→（2）・（3）について，14年9月，ウォーキングハンドブック「みんなで歩こう！マイ・スポーツタウン』を刊行。16区各区のウ

　　　　　　　　　　　ォーキングコースのほか，データ記入が可能なウォーキング日誌を掲載。

（名古屋市『夢なごや21』，http：／／ww．city，nag・ya．jp／05simin／koucho／y㎜e＿sesaku／jokyo＿L　htm一部抜粋）
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（区ごとに特色あるまちづくりが進められることに賛成）

畔蓼9　■

’ 『

灘

人と人とがふれあい支えあうまち
・高齢者給食ボランティアの活動や，障害者支援の取り組みなどを充実するため在宅サービスセンターなどにおいて，

相談や活動などの場を提供します。

・保育の充実など子育て支援を進めるほか，児童自立支援施設「玉野川学園』を整備します。

生活しやすく快適なまち
・小幡地区では，市街地再開発事業などを進めるとともに，小幡駅南側の良好な居住環境の形成を図ります。

・志段味地区では，組合施行の特定土地区画整理事業を促進します。

・ガイドウェイバスシステム志段味線を整備するなど公共交通ネットワークの充実を図ります。

・幹線道路や橋りょうの整備を進めるとともに，名古屋環状2号線（一般部の整備を促進します。

・小幡架道橋の整備を進めるとともに，小幡駅以西の連続立体交差化について調査・検討を行います。

・スポーツセンター，支所管内の図書館を整備するとともに，区役所，保健所の整備についても検討を行います。

・区内の商業地の活性化を支援します。

将来の産業を支える科学技術のまち
・志段味地区では，名古屋工業技術研究所をはじめとする研究機関，理工系大学，民間の研究開発施設等の集積を図る

など，r志段味ヒューマンサイエンスパーク」の建設を進めます。

人と自然にやさしいまち
・河川，ため池，湿地などの豊かな自然環境を生かして，多自然型の水辺づくりや，ビオトープの保全・創出などを進

めます。

・小幡緑地の整備を促進するとともに，庄内川についても治水安全度の高い整備を促進します。

・志段味南部地域にっいては，緑豊かな環境を保全しつつ，市民のいこいとリフレッシュの場を目指します。

歴史を次代に伝えるまち
・白鳥塚古墳をはじめとする数々の古墳や，小幡城跡や守山城跡などの歴史的な財産について，案内表示板などの整備

を進めます。

・上志段味地区では，古墳群などを活用してr歴史の里』を整備し，郷土の歴史を学ぶ場とします。

　第1次実施計画（平成12～15年度）は名古屋新世紀計画2010に掲げる施策・事業の効率的・効果的で着実な推進を

はかることを目的として策定しました。守山区の地域別計画の概要は次の通りです。

▽市民の福祉と健康
保育所の整備（新築1か所12完，改築1か所〉／児童自立支援施設の改築（1か所）／知的障害者通所授産施設の整備

（1か所）／セイフティライブロード事業／支所の福祉環境整備／守山市民病院の整備

▽都市の安全と環境
耐震性防火水槽の整備（1か所）／応急給水施設の整備（1か所12完）／橋りょうの耐震補強／河川の整備（野添川な

ど）／河川の整備促進（庄内川）／ため池の整備（二つ池など〉／法面崩壊防止対策（上志段味東谷地区）／街区公園等

の整備／地区公園等の整備（用地の取得）／自然ふれあいモデル地区事業の推進／下水道の普及促進（土地区画整理事業

区域の一部）

▽市民の教育と文化
養護学校のプール整備（12完）／トワイライトスクールの推進／支所管内図書館の整備／スポーツセンターの整備／志

段味南部地域の整備／歴史の里の整備

▽市街地の整備
小幡地区総合整備（小幡駅前第1種市街地再開発事業，居住環境整備事業）／志段味地区総合整備（吉根，下志段味，

中志段味，上志段味特定土地区画整理事業〉／定住促進住宅の供給（シティファミリー小幡宮ノ腰など）／ガイドウェ

イバスシステム志段味線の整備（12完）／上飯田連絡線の整備／幹線道路の整備（小幡瀬古線など）／橋りょうの整備

（三階橋など）／名古屋環状2号線の整備促進／立体交差化の推進（小幡架道橋）／連続立体交差化の調査・検討／コ

ミュニティ道路の整備／生活道路の整備／自転車駐車場の整備（小幡駅）／配水場の整備

▽市民の経済
志段味ヒューマンサイエンスパークの建設推進（研究支援施設の整備）／活気と魅力にあふれた地域商業地づくり／農

業用水の安定供給／農業公園の充実（東谷山フルーツパークの整備）

（名古屋市守山区『地域別計画』，http：／／瓢吼moriyama・city，nagoya．jp／2010．htm一部抜粋）
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第W章第2節

【42】反対意見　　　※反対意見の根拠となる資料を以下に示す。

（歴史的まちなみが失われることに対して反対）

　　　　　　　　　　5周年を迎える白壁アカデミアと白壁地区の町並み保存

　白壁アカデミアを設立して今年の9月でちょうど満5年を迎えます。白壁アカデミアは，名古屋市東区

の白壁地区（白壁・主税町・橦木町）に残る近代建築物の保存と活用を目指して，市民参加型の「市民が

つくる市民塾」を運営してきました。江戸時代の町割や近代建築物に接する機会を提供することが歴史的

街並みを保存・活用していく市民の動機づけになると考えられます。近代建築物の保存・活用支援や白壁

地区にまっわる物語の発掘，ボランティアの育成，市民への広報など，名古屋市が進めている，名古屋城

から白壁地区を経由して徳川園までの「文化のみち」の実体を形成していくことがこれからの目標となり

ます。そして名古屋市民として白壁地区の存在が誇りに思えるような，歴史文化・まちづくり文化の拠点

を目指しています。

　具体的活動として，各回ごとに広く市民に呼びかけて開催する交流講座，特別講座，臨時講座と一つの

テーマを深く追求する5回連統講座形式の研究講座の4種類の講座を開催しています。特に交流講座は近

代建築を活かしたまちづくりを現地を訪れて学ぶ講座であり，キャンセル待ちが出るほどの人気講座に成

長しました。白壁アカデミアならではのコンテンツ（詳細な解説，日頃は見られない場所の見学，現地の

まちづくり関係者との交流など）を提供しているためであると思われます。特別講座はこれまでに建築や

まちづくりに数多くの実績を残されてこられた方々から，その当時の経験を講演する講座で，この間飯田

喜四郎先生（明治村館長，名古屋大学名誉教授）にお願いしています。研究講座は，「レトロ建築を探る」

r道の歴史学」r手の知」など，各期（半年）で4～5講座を開催しています。

　白壁アカデミアは地道な活動を5年問継続してきているが，その間にもいくつかの近代建築が取り壊さ

れ，マンション化が進んできています。良好な住環境を有する白壁地区での地価の下落がマンションの立

地を容易にしてきている環境変化があります。このような状況に対し，地域住民の街並み保全やまちづく

りに対する関心が高まり，いかに白壁地区の町並みを保全するのかの議論が始まりました。専門的情報の

提供など，そこでの白壁アカデミアに対する期待は大きいと考えられます。5年間の活動でようやく白壁

アカデミアの存在の認知あるいは信頼が地域で生まれたと考えています。

　やるべきことはたくさんあります。まちづくりは息の長い活動であり，継続陸が重要です。白壁アカデ

ミアも事業構造をしっかりとして，継続性に耐えうるNPOに脱皮していく予定です。

（まちづくり研究所スペーシア，http＝／／㎜7．spacia，co．jp／index．htmを基に作成）
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（建物主義のまちづくりに対して反対）

都市の環境を考える

　矧を地竿にしてよカ、った1のか

　鱗．虹，3鱒ラの畿鳥め獄ノ、1再．Ill”1的に鷲く麹に轟擁｝な莚こし

　ま　うむドも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けてぬがむ　　　　　　　　　　　びなニミ　ヂ

た婁醐擶覚毘てい葛かい？　．1ヒ澱矧を娩一ド塾こして継」撫こ㌧た斜嵩

よかったのか争恥そかっ威；齢か？

　rよかった．だ馴1は騒轟れい続なッたもん、l

　l繊灘を欝いずい為ね駄監よかっみと慰’違たけれど．ふなのか

かゆ辮1騰兇廠弗，，盈くおか酢凝く毅’漉．甥し 解紅しない欝到曇

の嘉のをさ穀、監捻1』；し、た飯うカ｛、套1カtウなξ思う。』

　睡転難Lがで審礫か寺た、」馨か膨導か海ない．僕

　ギや・，‘離〕，熊ん暑瓢署どうトニもなら凝かったのカ・鞄？1

どう灘う？　川砦地下に鮎娼鴛錫試ならなかった鰻峰暉二つあひ
　　　　　　よ　もヂタド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

た勲．一噂臨洪水を幻こさないようにす轟☆め．愚う・…つ韓欝
デじよじ

庫をがくすため．菰の二藷，の閤懸靴地q－1ずにす篇鱒で総ないメ∫滋

で解醗で酬1，罐いい．叢ず，演二水の閂題1誌慰うだろう．

　i一都撫であ葛獄ヒ，し“うがないと臆う．藩

　lrでも，きのう禿蛮敵引ゼ冠．惣くさんの簗那鰍横や．畿に降った

爾承墜ため着識うll：す編ガ，小麟心れどたく志んの＝ダムができ

陀ぬと岡じ鵜ξ駕癒燕，て寿て欝ッたよ、1

そうだ．洪：虫が起こ獅鐡，・一ll響に大貰紛准が”1ず、集1趣幡かう

瀞．蟹か毒少しずゴ細1へ霧くようにすれ擢いい、母乏しに款，を轟

ぞオ瞬辮嫉魏など賦一・塘醗に水が働猛与れる鋤に打Lばい

55

福川裕一・青山邦彦『ぼくたちのまちづくり3　まちに自然をとりもどそう』，岩波書店，エ999，pp、55－62一部抜粋）
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（まだ子どもやすべての市民の願いを基にしたまちづくりになっていないことに反対）

みんなの住みたい町

　どん癒町羅したい瀞

　　　　　　　　りしロワグぐケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なぎきサ　　セほるも

　琢．1こうからみんな鶏繋蟹だ．蕊響．縫iがオ詫！ごい蚤激倖憂薇認

し．よう．い簸ね．

　ダはい甲1

贈，識ん’ぐごも義．．

　　　　　　　　　きち　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　く　ピねモ

　1拡い．　一つ．鑛選剣iif並みと鹸謝．酬を大靭冨し，ξ］照熊どの

繊蘭：齢腱・繊嘱緬二1騒嚥1蘇を鋤㍑．論、
　きっよ
麟翻曲構アどもが龍藪鷺！、やずい倹婁響あること．ま二つ。鐸蜘よ

15〔1鐸醗後と1索ること．濠

齢．

－鰹羅、一 、蓮1鷺嚢鶴譲二＝ヒ矯

　　　　　　　　陪．講・’闘篇　　簗翻「・・ζ黒縫
〆　　、壷編’ボil’癒一・．　総・一・

1爆蒙雛籔騨響鞍糧聾
鮮

（福川裕一・青山邦彦『ぼくたちのまちづくり4　楽しいまちなみをつくる』，岩波書店，1999，pp。27－36一部抜粋）

一189一



第N章第3節

第3節授業モデルの成果

　前節までに，これまでの研究成果を基に，小学校社会科における子どもの参画の資質形

成を目指したまちづくり学習の授業モデルを提案した。本節では，その授業モデルの成果

について述べる。

　　（1）市民参画のまちづくりを組み込んだ社会科学習

　「自地域」における「過去」や「現在」のまちづくりを組み込むことによって，まちが

形成されてきた経緯やまちにおける問題点をつかむことができるようにした。そして，こ

れからのまちづくりには市民の参画が必要とされていることをとらえることができるよう

にした。また，今後の市民参画のまちづくりにはrビジネス型」やrコミュニティ型」が

求められることを示し，その成功例として「他地域」長浜の先進的なまちづくりを学習内

容として組み込んだ。さらに，それぞれのまちづくりの事例に「まちづくりの要素」を複

数組み込むことによって，これからのまちのあり方やまちづくりの方向性を子どもたちが

考えることができるようにした。

　このように，都市社会学や地域経済学などの社会諸科学の成果を基にして，近年注目さ

れてきた市民参画のまちづくりを中核とした授業設計を行った。そして，概念探究過程に

おいて説明的知識や概念的知識を習得できるようにするために，知識の構造と問いの構造

を示した。それによって，子どもたちがまちを総合的・批判的にとらえることができるよ

うになることを目指した。

　　（2）　子どもの参画の資質形成を視点としたまちづくり学習

　市民参画のまちづくりを学習内容として組み込むことによって，子どもたちが社会に主

体的に参画し，新しい社会をつくっていこうとする資質の形成をうながすものとした。こ

の子どもの参画の資質については，r参画のはしご」の第4～6段階r役割を認識した上で

意見提供する」を基に社会科学習においては合理的意志決定つまり市民的資質と位置付け，

これからのまちやまちづくりのあり方について考えることができるようにすることを目指

した。そして，この合理的意志決定能力を育成するために，「知識習得→価値判断・未来予

測→意志決定」といった学習過程を設定した。

　このように，『子どもの権利条約』やr参画のはしご」によって近年注目されている子ど
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第W章第3節

もの参画について，社会科学習で担うべき範囲を明らかにした。そして，価値分析過程に

おいて，「未来」のまちづくりに対して，社会認識や未来予測を基に合理的意志決定できる

ようにした。そのことにより，将来の市民である子どもの参画の資質形成を図ることがで

きるようにすることを目指した。

　　（3）　これまでのまちづくり学習における課題の克服

　これまでのまちづくり学習は，地域学習や総合的な学習で行われてきた。しかし，そこ

では活動中心の学習が多く，まちを総合的・批判的にとらえるといった社会認識の面が弱

くなっていた。さらに，子どもの参画の資質形成の面も弱くなっていた。

　そこで（1）（2）で述べたように，市民参画のまちづくりを概念探究過程に組み込む，社会

科学習における子どもの参画の資質を合理的意志決定能力とした上で価値分析過程でその

育成を図る，といった授業設計を行った。このことにより，社会認識を保障した上で未来

予測や価値判断を行うことを通して，子どもたちが将来にわたってまちやまちづくりにか

かわっていこうとする資質の形成を図り，これまでのまちづくり学習における課題を克服

することを目指した。
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結論

結論

　本研究は，現代の子どもたちを巡る問題や子どもたちが大人の常識では想像もできない

行動をとるといった問題に対して，学校教育や社会科学習において何をなすべきだろうか

といった問題意識が出発点となっている。したがって，本研究は社会認識形成だけでなく，

それを基にした地域社会に根づいた個性豊かな人間を形成する社会科学習を目指そうとし

ているものである。そこで，社会認識と人間形成の両面を保障するものとして市民参画の

まちづくりに着目し，それを組み込んだ社会科学習の授業設計を行った。

　ここでは，これまでの研究の成果を踏まえ，本研究の意義と今後の課題を述べる。

1　本研究の意義

理論研究と教育実践の両面から，本研究の意義をまとめる。

　　（1）　理論研究上の意義

　現在では都市化の進行や不況の長期化によって，まちを改善し活性化していこうとする

動きが全国的に見られるようになってきた。これは，市民参画のまちづくりを推進するこ

とで，従来の行政主導によるまちづくりにおける課題を克服しようとするものとなってい

た。そして，まちを見つめ直し，まちの価値を再発見した上で，さらに新しいまちをっく

ろうとしていくものとなっていた。この点において，市民参画のまちづくりを学習内容に

組み込むことは，まちを総合的・批判的にとらえることを可能とし，さらにまちやまちづ

くりにかかわり，新しい社会をつくろうとする資質の形成をも可能とするものであった。

　また，近年では『子どもの権利条約』やHartの「参画のはしご」理論によって，子ども

の参画が注目されるようになってきた。これは，将来の市民である子どもに社会への参画

を保障することで，参画の資質を形成しようとするものとなっていた。そして，学校教育

においてはまちづくりに子どもを参画させることで，新しいまちをつくろうとする将来の

市民の育成を目指すものとなっていた。この点において，子どもの参画を視点にした社会

科学習を進めることは，市民的資質形成さらには参画の資質形成を可能とするものであっ

た。

　以上のことから，本研究における理論研究上の意義は，市民参画のまちづくりを組み込

一192一



論結

むことで子どもの参画の資質形成を目指した社会科学習の有効性を明らかにした点にある。

　　（2）教育実践上の意義

　まちづくりが注目されるに伴い，学校教育の場においても地域社会を見直そうとする観

点から，地域学習や総合的な学習を中心に市民参画のまちづくりを取り上げる実践が見ら

れるようになってきた。ところが，まちづくりを取り上げた教科書の記述内容やまちづく

り学習の分析結果から，社会認識が保障されていない，活動が中心の学習となっている，

合理的な意志決定となっていない，参画の資質の視点が弱い，などの課題が明らかとなっ

た。

　そこで，授業モデルではこれらの課題を克服するために，都市社会学や地域経済学など

の社会諸科学の成果を基にして，近年注目されてきた市民参画のまちづくりを中核とした

授業設計を行った。そして，概念探究過程において説明的知識や概念的知識を習得できる

ようにするために，知識の構造と問いの構造を示した。それによって，子どもたちがまち

を総合的・批判的にとらえ，社会認識を図ることができるようにした。また，子どもの参

画について，社会科学習で担うべき範囲を明らかにした。そして，価値分析過程において，

「未来」のまちづくりに対して，社会認識や未来予測を基に合理的意志決定できるように

した。そのことにより，将来の市民である子どもの参画の資質形成を図ることができるよ

うにした。

　以上のことから，本研究における教育実践上の意義は，社会諸科学の研究成果から抽出

したまちづくりの概念を習得する過程を位置づけ，そこから子どもの参画の資質を形成す

る過程を授業モデルにおいて明らかにした点にある。

2今後の課題

本研究における課題としては，次の点が挙げられる。

　　（1）ホーム・リージョナル・スタンダードの設計

　第H章でホーム・リージョナル・スタンダードの設計の重要性について述べた。そして，

まちづくり学習の有効性を明らかにし，授業モデルを提案した。しかし，一単元で扱う内

容は，量的にも時間的にも限られており，十分にホーム・リージョナル・スタンダードを
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身に付けさせることは困難である。そのため，豊かな体験知・暗黙知を基にした未来予測

や価値判断を行うことが難しくなっている。そこで，まちづくり学習を行う前提として，

各学校・各地域において各教科ごとのホーム・リージョナル・スタンダードの設計が必要

である。

　　（2）授業の実践

　本研究において構築した授業モデルに従って授業実践を行う。そして，子どもの認識の

変容やそれを基にした未来予測・価値判断の内容から，研究仮説を検証していく必要があ

る。

　　（3）理論の修正・発展

　授業実践を通した研究仮説の検証を基に，本研究で提示した理論を修正し，発展させて

いく必要がある。
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附記

　これまでの教員生活をふりかえってみると，「様々な問題を抱える子どもたちが健全な大

人・市民として育つにはどうしたらよいのか」といった問いとの格闘でした。そして，学

校教育の範囲内でできることの限界を認識しつつも，「市民」を育てる社会科学習として何

ができるのかを考え続けてきました。このような思いが，本研究の主題につながっていま

す。しかし，本大学院において，この主題に取り組むうちに，改めてこれまでの指導が何

の根拠もない独りよがりのものであったことを痛感しました。

　この思いをわずかながらも研究の形にまで押し上げ，拙論ではあるもののまとめること

ができましたのも，ひとえに指導教官である兵庫教育大学教授岩田一彦先生のおかげです。

先生には，研究の初歩からまとめにいたるまで，常に温かく丁寧に，そして時には鋭くご

指導いただきました。ここに記して，心より御礼申し上げます。

　兵庫教育大学教授中村哲先生，同教授原田智仁先生，同助手橋本康弘先生には，機会あ

るごとに研究に対する貴重なご助言や示唆をいただきました。その他社会系の先生方から

も，講義等を通じて多くのご指導をいただきました。厚く御礼申し上げます。

　岩田研究室をはじめ，この2年間の大学院生活で出会った皆様方には，時には励まし合

い，時には研究を忘れて羽を伸ばすなど，大変お世話になりました。感謝申し上げます。

　そして，兵庫教育大学大学院において研究の機会を与えていただいた，愛知県教育委員

会，名古屋市教育委員会，ならびに名古屋市立鳥羽見小学校前校長荒木英夫先生，現校長

木下由正先生，教頭目比達夫先生に心から感謝申し上げます。快く大学院へ送り出し，常

に励ましのお言葉をいただいた名古屋市立鳥羽見小学校教職員の皆様にも，深く感謝申し

上げます。また，前委員長小神一夫先生，現委員長早川孝一先生をはじめとする名古屋市

社会科研究会，会長各務文治先生をはじめとする名古屋市社会科同好会の先生方には，社

会科学習のすばらしさを教えていただいたことに感謝申し上げます。

　2003年12月22日

ホ　下春薙
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教科書分析

教科書分

1　小学校第3・4学年「身近な地域や市の様子』

No．1　　　単元名　　わたしたちのまち　みんなのまち

出典　　『新しい社会3・4上』東京書籍，2001，pp．6－37

取り上げるまちづくり

問請自分たちの住むまちにはどんな不思議があるだろうカ㌔

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　I
士i駅の周りは交通が便利　8

1で，店や施設が多く，　i　l人でにぎわっている

　，UIIの上に道をつくっ　：暮1たことで，にぎやか　｝　1な商店街になった 　1 ：目の不自由な人が分かる　：ル：ように，声や音で知らせる　：　：信号機を設置している

要請型
しi地域の人々の願いに　§ルiよって歩道橋がで　i　iき，安全に通学でき　I　iるようになった 歴i大きな港のある神戸　｝

i
市
は
，
外
国
と
つ
な
ぐ
　
i
　
i
大
切
な
ま
ち
だ
っ
た
　
i
　
i

：
：
：
§
：
§
…

単独型 i
：
：
3

…
…
i
3

　§
1道の両側に屋根をつけて，買　き心1い物をしやすくしている

協働型 i
3

§
1

…
…

ビジネス型
：
1

…
8

E
…

考察 　まち探検を通してまちの不思議について見つめ，そこからまちづくりの要素に気付かせ

いるが，市民参画の要素が少なく，子どもの参画の視点も弱い。

No，2　　　単元名　　わたしたちの市のようす

出典　　『小学社会3・4上』大阪書籍，2001，pp．4－33

取り上げるまちづくり

問影自分たちの住むまちにはどんな自慢できることがあるだろうか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
仕i駅・瀬戸大橋・国道が　1暮iできたことで便利に　l　iなり，大きな建物が　8　iたくさんできた コi倉敷では美観地区を　1トi整備して，多くの観　i　l光客がやってくるよ　5　1うになった ：

1
§
…
§
i
『
1

要請型 　摩i人々の願いによって施　；暮i設が整備されている

：
i
：
1
8

§
1
『
：

単独型
§
：

§
；

1
：

協働型
：
：

…
ヒ

：
i

ビジネス型
：
i I

I

…
i

考察 　まち探検を通して自慢できることについて考えさせているが，まちづくりや市民参画の

素が少なくなっている。
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No．3　　　単元名　　見っめようわたしたちのまち

出典　　『小学社会3・4上』教育出版，2001，pp．6－47

取り上げるまちづくり

問日（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　；
1
駅
前
の
便
利
な
所
に
公
　
§
暮
1
民
館
や
市
役
所
を
つ
く
　
旨
　
1
っ
て
い
る

…
…
1
1
§
§

1
：
…
…
1
：

要請型
　§

i市民の願いに合わせて　1暮1施設をつくっている i
2
…
…

単独型
…
i
§
i
I

　1 i国道に沿ってたくさ　i暮：んの店が並んでいる ：
：
：
1

協働型 §
旨
…
3

i
旨
：
3

　1 1川の環境を守るために清掃活　…心i動を行っている人がいる

ビジネス型 1
：
1

2
：
，

：
i

考察 　まちの施設や人々の活動についての理解は図られるが，

いる。また，組み込まれているまちづくりの要素にも偏りが見られる。

それをまとめるだけにとどまっ

No．4　　　単元名　　わたしたちのまちは，こんなまち

出典　　『小学生の社会3・4上』目本文教出版，2001，pp．4－49

取り上げるまちづくり

問日自分たちの住むまちの見どころマップはどのようになるだろうカ㌔

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　，

i
市
役
所
を
中
心
に
建
物
　
3
暮
i
の
多
い
と
こ
ろ
が
広
が
　
…
　
i
っ
て
い
る

…
i
§
i
2
…

　覧：田畑が減って，店や住宅が　：士贈えてきた

i
要請型 1

：

…
5 i

l
単独型

：
8
i
i
2
…

　1 i駅へ通じる大通りに
：暮1は店が立ち並んでい　i　iて，人通りが多い

　1

i
公
園
に
は
花
の
世
話
を
す
る
　
i
心
：
人
が
い
る
　
i
　
i
　
I

協働型 3
5

…
i

…
：

ビジネス型
§
§

§
；

5
：
1

考察 　「～に～がある」といった記述的な提示が多く，まちづくりへの参画の視点はみられな

。
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No，5　　　単元名　　たんけん，はっけん，わたしたちのまち

出典　　『社会3・4上』光村図書，2001，pp．10－47

取り上げるまちづくり

問目　（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1
i
駅
を
中
心
に
公
共
施
設
　
1
暮
i
や
店
が
増
え
て
き
た
　
1
　
§

　1 i国道1号は東海道と呼　i史iばれていて，昔は旅する　…　1人が大勢通った i
：
：
：
：
：

要請型
人i駅には体の不自由な　i心1人にも使いやすい工　，　i夫がしてある §

：
：
：
：

：
1
：
：
：
i

単独型 …
…
…
…
…
1

　：
i
昔
か
ら
あ
る
道
に
沿
っ
　
3
史
i
て
古
い
も
の
が
多
く
残
　
§
　
1
っ
て
い
る

：
：
i
：
i

協働型
！
1

§
：

：
i

ビジネス型
…
2

i
：
1

i
i
l考察 　まちの特徴を記述する内容が多く，それをまとめるだけにとどまり，まちづくりへの参

の視点はみられない。

2　小学校第3・4学年「安全を守る工夫」

No．6　　　単元名　　くらしをまもる

出典　　『新しい社会3・4下』東京書籍，2001，pp。2－27

取り上げるまちづくり

問影安心して暮らせるまちにするためには，どのようにしていくとよいか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 i暮らしを守るための：
ル
i
仕
組
み
や
施
設
を
整
備
　
i
　
l
し
て
い
る
　
1

：
…
i
…
…
…

　1

i
大
き
な
災
害
の
と
き
に
は
他
　
：
ル
：
の
市
町
村
と
協
力
す
る
仕
組
　
：
　
：
み
に
な
っ
て
い
る
　
1

要請型 i
E
：
1

l
l
i
i

単独型 l
i
：
1
：
1
3

｝
『
：
§
：
：

仕i事故や災害にあわないよ　1暮iうにするための地域での

…　：活動がある

協働型
§
3

…
3

：
：
一

ビジネス型
：
3

§
1

…
3

考察 安全に暮らせるまちにするための考えを出し合うまちづくり会議を設定しているが，ま

づくりや参画の要素が少ないため，子どもの思いや経験を基にした考えを出すだけにと

まる恐れがある。
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No．7　　　単元名　　安全なくらしを守る

出典　　『小学社会3・4下』大阪書籍，2001，pp．38－67

取り上げるまちづくり

問日安心して暮らせるまちにするためには，どのようにしていくとよいか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型

し
i
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
　
：
ル
i
仕
組
み
や
施
設
を
整
備
　
1
　
：
し
て
い
る
　
1

…
…
…
！
i
i

し1場所や大きさによってま　iルiわりの市町村が互いに協

カし合っている

要請型 1
1

i
3

§
…

単独型 1
…
…
2

：
…
1
1

仕i事故や災害を減らすため　…暮1の地域の活動がある

協働型 1
…
i
；

§
…
i
2

仕i消防団との協力で防火・消　i暮1火活動を行っている

ビジネス型
：
2

…
3

：
8

考察 　火事を起こさないためにできることや交通安全宣言を考えさせているが，まちづくりや

画の要素が少ないため，rこれからこうしていきたい」といった考えにとどまる恐れが

る。
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No．8　　　単元名　　安全なくらしとまちづくり

出典　　『小学社会3・4下』教育出版，2001，pp．6－28

取り上げるまちづくり

問日安心して暮らせるまちにするために，自分たちはどんなことができるだろうか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 i暮らしを守るための
§ル！仕組みや施設を整備　F　iしている

…
§
§
…
E
E

　1

i
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
に
よ
っ
　
…
ル
i
て
安
全
な
道
に
し
よ
う
と
し
　
…
　
i
て
い
る
　
1

要請型
仕i体の不自由な人でも　：暮i安全に利用できる施　3　i設が必要である ！

ξ
i
f
：
：

…
5
1
：
i
：
1

単独型
：
§
§
：
i
：
：
：
1

3
i
§
：
§
§
：
：
1

　1
i
ま
ち
の
安
全
を
守
る
消
防
団
　
：
暮
i
や
交
通
指
導
員
な
ど
，
地
域
の
　
§
　
i
人
々
と
の
協
力
に
よ
る
働
き
　
i
　
：
が
あ
る
　
1

協働型 ：
：
：
：
：
1
：
：
1

2
：
：
：
：
：
：
§
1

　1 i安全なまちづくりを考え

ていくにはいろいろな立i
　
：
場
の
人
た
ち
が
十
分
に
話
し
　
：
　
1
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
　
1

ビジネス型
：
1

：
8 i

考察 組み込まれているまちづくりの要素は少ないが，安全なまちを目指すための取り組みと

て地域との連携を多く扱っており，甫民参画の視点が見られる。また，地域の人々を招

て交通安全会議を開いたり，安全なまちづくりについて提案したりする活動を紹介して

るなど，子どもの参画を意識した内容となっている。

また，この『小学社会3・4下』では，r安全なくらしとまちづくり」以外にもr健康

くらしとまちづくりj　r昔のくらしとまちづくり」r私たちの県とまちづくり」といった

うに，まちづくりを中心とした構成となっている。
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No．9　　　単元名　　火事だ，事件だ，さあたいへんだ

出典　　『小学生の社会3・4下』目本文教出版，2001，pp．2－37

取り上げるまちづくり

問6安心して暮らせるまちにするためには，どのようにしていくとよいか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
し　暮らしを守るための　iルi仕組みや施設を整備　i　iしている

ヨ
：
i
E
i

…
…
：
§
i
…

要請型
し1車いすの人にとって　『ル1道路は不便なものに　：　iなっている l

i
：
2
i
i

旨
旨
：
l
i
l

単独型
i
§
監
5
：
：

ξ
：
1
…
i
i

　1 ！地域の人々や他のまちと　1暮1協力して安全なまちにし　I　iようとしている

協働型
｝
き

…
8

：
…

ビジネス型
：
§
1 i

§
：
，

考察 　学習のまとめとして防火ポスターや危ないところの地図づくりを行っているが，まちづ

りや参画の要素が少ないため，子どもの思いや経験を基にしたものにとどまってしまう

れがある。

No．10　　　単元名　　安全，安心，みんなのくらし

出典　　『社会3・4下』光村図書，2001，pp．36－63

取り上げるまちづくり

問毎安心して暮らせるまちにするためには，どのようにしていくとよいか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
し1暮らしを守るための　1ル1仕組みや施設を整備　§　：している ：

2
…
8
i
：

　，溶れもが安心して暮らせ

iるまちづくりを進めてい
1る

要請型 i
i

i
l

旨
：

単独型
…
：
こ
8
：
i
…

：
i
8
1
…
旨

　i
i事故や災害にあわないよ　～暮iうにするための地域での　l　i活動がある

協働型 i ：
8

8

ビジネス型
…
i

旨
旨 …

考察 　学習のまとめとして防火ポスターづくりや交通安全会議を行っているが，まちづくりや

画の要素が少ないため，子どもの思いや経験を基にしたものにとどまってしまう恐れが

る。
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教科書分析

3　小学校第6学年「我が国の政治の働き」

No．11　　　単元名　　わたしたちの生活と政治

出典　　『新しい社：会6下』東京書籍，2001，pp．2－25

取り上げるまちづくり

問影人々の願いを実現するためのまちづくりが可能となるには，どんな仕組みがあり，どうしていくとよ

か。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1
i
政
治
の
働
き
に
よ
っ
て
　
i
暮
i
施
設
が
で
き
た
り
，
安
　
§
　
1
全
な
ま
ち
に
し
た
り
し
　
i
　
：
て
い
る
　
1

　一
i
広
島
市
で
は
平
和
学
習
　
：
史
i
の
街
と
し
て
世
界
中
に
　
：
　
i
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
　
…
　
1
い
る
　
3

　，

1
倉
敷
市
で
は
福
祉
の
町
づ
く
　
：
心
i
り
条
例
に
よ
っ
て
，
心
豊
か
な
　
！
　
：
ふ
れ
合
い
の
ま
ち
を
目
指
し
　
I
　
i
て
い
る
　
酢

要請型 　蓼i人々の願いを基にし　iル1て，議会で話し合い

…　iが進められている

風i滋賀県は琵琶湖の水　1士i質改善のために条例　…　1を制定した i
i
§
…
3
：

単独型
…
：
：
…
§
i
：
§
…
…
i

i
§
§
8
：
i
！
i
：
…
…
i

　…
i
市
民
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
　
1
心
i
く
り
を
目
指
す
の
か
き
ち
ん
　
：
　
1
と
し
た
目
的
を
も
つ
よ
う
に
　
：
　
i
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
　
：
　
i
で
あ
る
　
§

協働型 　1

i
ま
ち
の
再
開
発
に
は
，
　
…
暮
1
ま
ち
の
人
々
も
参
加
し
　
i
　
i
て
話
し
合
い
を
進
め
て
　
i
　
i
い
る
　
I
　
i
　
I

し
i
子
ど
も
議
会
を
開
い
て
　
§
ル
i
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
　
…
　
i
子
ど
も
の
意
見
を
聞
い
　
§
　
1
て
い
る
　
i
　
§
　
1

人
1
浦
和
市
で
は
住
む
こ
と
を
ほ
　
：
心
：
こ
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
　
i
　
i
を
進
め
る
た
め
に
，
人
々
の
思
　
：
　
：
い
や
願
い
を
か
な
え
る
よ
う
　
…
　
1
に
し
て
い
る
　
『

ビジネス型 i
l

；
3

：
1

考察 　様々な地域におけるまちづくりの要素を組み込み，参画の視点も見られる。しかし，将

のまちづくりをどうしていくのがよいのかを具体的に考えさせる内容とはなっていな

。
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教科書分析

No．12　　　単元名　　わたしたちのくらしと政治

出典　　『小学社会6下』大阪書籍，2001，pp．2－25

取り上げるまちづくり

問日　（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 i高齢者が生きがいを　i暮：もって暮らしていけ　§　iるように老人福祉セ　：　1ンターを建設した F
と
1
…
！
：
：
｝
1

　一

i
高
齢
者
が
通
い
や
す
い
よ
う
　
：
暮
1
に
，
市
の
施
設
を
巡
る
バ
ス
が
　
…
　
：
あ
る
　
：
　
…
　
3

要請型
：
i
8
：
i
i
：
5
I
I

　1
i
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
と
　
1
卜
i
い
う
願
い
を
基
に
本
四
　
…
　
：
連
絡
橋
が
で
き
，
交
流
　
3
　
i
が
進
ん
だ
　
1

1
8
：
i
ξ
：
｝
3

単独型
…
『 …

｝
8

協働型
しiセンター建設には市　き

i民の声を聞いて，市　…　’議会に提案をした

1
…
§
i
旨
§
1

§
ド
8
：
1
ξ
8

ビジネス型 I
i
旨
§
3
旨
§
3
と

：
！
I
i
ξ
i
I
：
1

　1 1仕事をして収入を得たい
§暮iという高齢者のためにシ

i　lルバー人材センターをつ
2
　
1
く
っ
た
　
し

考察 　高齢者に優しいまちづくりの事例を多く組み込み，その中で市民参画の要素が含まれて

る。また，子どもの権利条約も取り上げている。しかし，まちづくりへどのようにかか

っていくかという視点は見られず，知識の習得にとどまっている。
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教科書分析

No．13　　　単元名　　暮らしと政治を調べてみよう

出典　　『小学社会6下』教育出版，2001，pp．2－25

取り上げるまちづくり

問日住みよいまちにしていくには，どのようなことをしていくとよいカ㌔

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1

i
税
金
や
国
の
補
助
金
を
　
…
暮
i
使
っ
て
様
々
な
事
業
を
　
i
　
l
行
っ
て
い
る
　
1

…
：
1
i
i
：

…
…
i
i
§
i

要請型
しi市民からの要望を生　3

1かして議会で討議を　：　：重ねている

1
｝
E
ξ
i
i

仕i体の不自由な人でも安心　：暮iして利用できる施設を望　：　：んでいる

単独型
§
：
i
i
…
i
i
2
：
：
：

　1

i
「
ほ
た
る
の
里
・
三
鷹
」
　
：
土
：
と
い
う
組
織
を
つ
く
っ
　
…
　
：
て
，
地
域
の
環
境
を
守
　
§
　
1
る
た
め
に
自
主
的
な
活
　
｝
　
1
動
を
始
め
た

　i ：
神
戸
市
真
野
地
区
で
は
，
市
民
　
i
心
i
同
士
の
交
流
・
助
け
合
い
を
大
　
…
　
i
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
　
i
　
i
め
た
　
§
　
：
　
3

協働型
：
1
…
…
…
i
i
：
§

　i
iほたるの数が増え，　2卜iそれを生かしたイベ

…
　
1
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
　
：
　
1
　
1

しi市民による「地域診断」を　8ル1行い，安心して暮らせるま　5　1ちにするための「まちづく　i　：りプラン」を作成した

ビジネス型
：
8 E

I

：
8
8

考察 　単元全体がまちづくりを中心に構成され，まちづくりや参画の要素が多く組み込まれて

る。自然保護の立場に偏っている面も見られるが，子どもの参画をうながす活動も紹介

れている。
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教科書分析

No．14　　　単元名　　わたしたちのくらしと政治

出典　　『小学生の社会6下』目本文教出版，2001，pp・2－25

取り上げるまちづくり

問e（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　，
i
災
害
に
備
え
る
，
起
き
た
　
8
暮
i
と
き
の
た
め
の
仕
組
み
や
　
§
　
1
施
設
を
整
備
し
て
い
る
　
肚

　1 i広島市や長崎市は平　：史i和の尊さを世界中に　§　iアピールしている 　1 i災害が起こったとき，市はい
1暮iろいろな活動をして，市民の　…　i安全な生活を保障している

要請型
i
I
l
I
昼

：
：
i
I

人iだれにでもくらしを豊か　i心iにするための願いがある

単独型 i
l

…
3

：
3

協働型 ：
§

：
： i

1ビジネス型
…
3 i 1

1考察 　市や国の政治の仕組みに関する要素の記述が中心であり，それを理解するだけにとどま

ている。

No．15　　　単元名　　わたしたちのくらしと政治

出典　　『社会6下』光村図書，2001，pp．6－33

取り上げるまちづくり

問罐（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
仕i住民参加のまちづく　8暮iりをすすめるために　ξ　：区や都からの補助を　i　l受けている 　1

i
目
黒
区
は
平
和
都
市
宣
　
i
卜
i
言
を
し
て
，
平
和
を
ア
　
…
　
i
ピ
ー
ル
し
て
い
る
　
：
　
：
　
3

1
…
1
§
§
8
［
f

要請型
　§

肺民の願いを基に公共施
：ル：設の建設を進めている

E
…
…
E

1
§
…
§

単独型
i
I
I

1
5

1
I
I協働型 　5 1住区センターでは区　1ルi民が参加して住民会　l　l議が開かれた 旨

：
：
…
§
：

i
：
き
…
：

ビジネス型
i
：
！
…
：
旨
1

旨
1
…
i
：
§
1

考察 　目黒区における市民参画のまちづくりが組み込まれているものの，子どもの参画の視点

見られない。また，都市計画型に偏っている傾向が見られる。
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教科書分析

4　中学校公民的分野「地方自治」

No．16　　　単元名　　地方の政治と自治

出典　　『新しい社会・公民』東京書籍，2001，pp．82－92

取り上げるまちづくり

問罐まちの活性化を進めるために開発は必要力㌔また，どのような開発が必要力㌔

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 仕iまちづくりの基礎に　…暮iなる道路・河川・上

：
　
1
下
水
道
な
ど
の
建
設
や
　
；
　
i
管
理
を
し
て
い
る
　
…

　1 1一村一品運動として　：卜i活性化に成功したま

：
　
1
ち
が
あ
る
　
§
　
i
　
…

仕
i
福
祉
・
教
育
・
産
業
経
済
な
ど
　
1
暮
i
に
つ
い
て
市
民
の
た
め
に
行
　
§
　
i
う
地
方
自
治
の
原
則
で
運
営
　
i
　
：
さ
れ
て
い
る
　
：

要請型

し
i
全
国
で
独
特
の
条
例
を
　
：
ル
：
制
定
す
る
ま
ち
が
増
え
　
：
　
i
て
い
る

…
…
i
§
：
3

l
i
i

単独型 ：
：
：
i
§
§
…
i

　1
：
札
幌
市
で
は
市
民
が
中
　
i
卜
i
心
に
な
っ
て
祭
り
を
行
　
i
　
i
い
，
活
性
化
を
図
っ
て
　
：
　
i
い
る

仕i　NPO団体がまちのため
i暮iの活動を独自に行うよう
i
に
な
っ
て
き
た
　
§
　
…
　
酢

協働型

し
i
真
鶴
町
・
ニ
セ
コ
町
な
　
i
ル
i
ど
，
市
民
参
加
を
明
示
　
i
　
i
し
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
　
8
　
i
を
制
定
す
る
ま
ち
が
増
　
i
　
i
え
て
き
た

人i浜松市・水俣市では　1

i
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
　
：
　
i
づ
く
り
で
活
駐
化
を
進
　
l
　
i
め
，
国
際
交
流
も
行
っ
　
：
　
1
て
い
る
　
1

人
i
ま
ち
づ
く
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　
i
心
1
ア
と
し
て
参
加
す
る
市
民
が
　
…
　
i
増
え
て
き
た
　
…
　
：
　
…
　
§
　
昼

ビジネス型
！
5

…
1

§
ξ

考察 　市民参画のまちづくりの要素が十分に含まれていることにより，地方自治の理解を図る

けでなく，自治意識の基礎の育成も可能としている。また，過疎村にスキー場開発がな

れるとしたら，自分はどの立場でどのような考えをもつかといった活動も紹介されてい

。

資料・11



教科書分析

No．17　　　単元名　　くらしに身近な地域の政治

出典　　『中学社会・公民的分野』大阪書籍，2001，pp，64－92

取り上げるまちづくり

問目豊かで個性のあるまちにするにはどうしていくとよいカ㌔

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 i高齢者・障害者・産　…暮i業活性化のために安　i　l全で活力あるまちづ　…　iくりにカを入れてい

1
　
！
る

：
E
i
i
…
…
：
3
…
：
1

　1

i
地
域
の
公
共
的
な
問
題
を
住
　
価
暮
i
民
が
自
ら
の
意
志
に
基
づ
い
　
『
　
i
て
決
め
る
地
方
自
治
に
よ
っ
　
i
　
l
て
解
決
し
て
い
く
　
I
　
I
　
8

要請型
　：

格地域の実情に合っ　8ルiた条例を制定するよ　l　iうになってきた ：
…
i
：
：
…

　一i住民投票によって地域の　：ル1問題を解決しようとする　！　1動きが見られる

単独型 旨
i
｝
ξ
：
：
！
I
l
l

人1住みよいまちをつく
き心1るために行われた住　I　i民運動は，自然保　§　i護・ボランティア・

§　iオンブズマン・村お　：　iこしに広がっている

き
i
E
§
i
：
i
『
：
§
｝
2

協働型 　2 1豊中市ではまちづく
i史iり協議会との協働で　…　iまちなみの整備を進

き
　
i
め
て
い
る
　
i
　
3
　
：
　
1
　
…

　i
i豊橋市のホタルの飛　i士iび交う人里づくり，　i　：尾道市の絵になるま　i　lちなど，協働でまち　i　iの活性化を図ってい

i
　
i
る

　1 i住民参加を進めるために　…ル：行政が情報を公開し，地域　：　1社会全体の利益を考えて

｝
　
1
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
　
：
　
：
　
…
　
§
　
…

ビジネス型 旨
§
i 旨

【

考察 　様々な地域における市民参画のまちづくりが組み込まれていることによって，市民の願

が地方自治の基礎となっていることをっかませることができる。また，最後には豊かで

性的な地域づくりについての作文を書く活動を組み込んでいる。
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教科書分析

No．18　　　単元名　　暮らしとっながる政治

出典　　『中学社会・公民』教育出版，2001，pp．68－108

取り上げるまちづくり

問日　（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 i地方公共団体の仕事　§暮1は市民の暮らしのあ　i　iらゆる面にかかわっ

i
　
i
て
い
る
　
：
　
：
　
旨

　1 1山形市・湯布院町のξ
心
i
文
化
交
流
，
堺
市
の
ま
　
…
　
i
ち
づ
く
り
交
流
な
ど
国
　
§
　
1
際
的
な
交
流
活
動
が
見
　
：
　
1
ら
れ
る
　
1

　1

i
市
民
自
ら
の
意
志
と
責
任
で
　
3
暮
i
政
治
を
行
う
地
方
自
治
に
よ
　
i
　
l
っ
て
，
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
　
…
　
！
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
　
：
　
：

要請型
しi政策や計画をつくる　2

i段階で住民の意思を　i　i反映させようと住民　：　i投票を行う例がある

し
i
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
　
§
ル
1
を
目
指
し
て
オ
ン
ブ
ズ
　
1
　
i
マ
ン
制
度
が
広
が
っ
た
　
…
　
i

…
i
I
：
i
§
§
：
§

単独型
…
i
：
…
…
i
：
：
：
2
1

　：
1住民運動が各地で展　…心1開され，積極的にま　…　1ちにかかわろうとし

1
　
！
て
い
る
　
：
　
：
　
i

　巳

i
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
に
　
i
心
i
は
住
民
一
人
一
人
が
「
主
役
は
　
i
　
i
私
」
と
い
う
意
識
で
地
方
自
治
　
2
　
1
を
自
ら
の
手
で
っ
く
り
あ
げ
　
§
　
i
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
　
：

協働型 　1
：ニセコ町ではNPO
：士i団体との協働でまち　i　’づくりを進めている

E
…
：
i
I
f

：
i
…
：
：

ビジネス型
：
1 i

3

！
3

考察 　まちづくりの要素は組み込まれているものの，具体的な事例を挙げての提示が少ない。

た，地方自治の働きを理解するだけにとどまっている。
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No，19　　　単元名　　民主主義の政治

出典　　『わたしたちの中学社会・公民』日本書籍，2001，pp。102－124

取り上げるまちづくり

問9　（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　しi地方自治体は住民のξ
暮
1
生
活
に
直
接
関
係
の
深
　
§
　
1
い
仕
事
を
し
て
い
る
　
1

i
：
8
！
i
：
1

旨
1
｝
2
：
8

要請型

し
i
地
方
自
治
体
の
中
に
は
　
5
ル
i
地
域
の
施
設
建
設
の
是
　
：
　
i
非
を
問
う
住
民
投
票
を
　
i
　
：
実
施
し
て
い
る
　
ξ
　
：
　
…
　
～
　
：
　
1
　
…
　
1

人i地域住民の健康と生　§心1活を守るために，郊

i
　
l
外
や
環
境
破
壊
に
反
対
　
i
　
i
す
る
住
民
運
動
を
基
に
　
3
　
1
し
た
活
動
は
，
N
P
O
　
：
　
：
や
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
　
旨
　
1
動
へ
広
が
っ
て
い
る
　
1

し
i
地
方
自
治
は
住
民
の
意
志
に
　
1
ル
i
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
　
E
　
i
な
ら
な
い
の
℃
住
民
に
多
く
　
…
　
1
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
　
i
　
…
　
…
　
i

単独型 i
8

｝
2 1

協働型
§
3

：
1 i

ビジネス型 F
5

』
『
1

§

考察 　市民参画のまちづくりの要素が少ないため，地方自治の働きについての理解を図るだけ

とどまっている。また，これからのまちづくりをどうしていくかと考えさせる活動が組

込まれていなし㌔本単元以外に「個人と社会生活」の中で「共に生きる街づくり」を取

上げている。
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教科書分析

No，20　　　単元名　　住民がきずく地方自治

出典　　『新中学校・公民』清水書院，2001，pp，80－85

取り上げるまちづくり

問日（なし）

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1

i
地
域
住
民
の
生
活
に
直
　
§
暮
i
接
か
か
わ
る
仕
事
を
行
　
：
　
i
つ
て
い
る

『
！
i
i
！
§

：
…
…
：
3
1
5

要請型 　1
：
住
民
投
票
に
よ
っ
て
，
　
：
ル
1
市
民
の
意
思
を
尊
重
し
　
i
　
i
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
　
§
　
i
る
　
：

し
i
1
9
6
0
年
代
に
は
住
み
よ
　
…
ル
：
い
環
境
を
求
め
る
住
民
　
旨
　
i
運
動
が
高
ま
っ
た
　
i
　
i
　
§

1
：
！
：
：
：
…
1

単独型 ；
…
き
：
§
ζ
：

人1ボランティア，まち　§心1づくり，むらおこし　…　iに積極的に参加する　1　i人が増えてきた ：
…
：
1
…
i
i
：

協働型
　§

i
名
古
屋
市
の
藤
前
干
潟
　
i
士
：
問
題
の
よ
う
に
，
住
民
　
：
　
1
運
動
と
協
力
し
て
住
み
　
ξ
　
：
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
　
l
　
i
め
る
例
が
見
ら
れ
る
よ
　
§
　
1
う
に
な
っ
た

ヨ
：
i
§
…
i
…
2
1
…
i
：
§
『

　…
1
地
方
自
治
に
参
加
す
る
た
め
　
旨
ル
i
の
方
法
に
は
，
意
見
を
提
案
し
　
：
　
1
た
り
市
民
同
士
が
交
流
す
る
　
i
　
i
場
に
参
加
し
た
り
す
る
も
の
　
8
　
i
が
あ
る
　
I
　
i

ビジネス型
…
ξ

き
3

…
き

考察 　地方公共団体などのホームページから情報を得ることができることや，ホームページを

して意見を提供できることが紹介されているが，学習内で子どもの参画の視点は見られ

い。
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教科書分析

No，21　　　単元名　　住民として地方の政治を考えよう

出典　　『中学生の公民』帝国書院，2001，pp．122－133

取り上げるまちづくり

問日くらしやすいまちを目指していくには，どのような方法が考えられるだろうか。

市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型

仕
i
市
民
の
福
祉
や
生
活
に
　
：
暮
1
直
接
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
　
§
　
1
ス
や
環
境
整
備
を
進
め
　
l
　
l
て
い
る

し
i
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
　
i
ル
1
方
法
の
一
つ
と
し
て
市
　
：
　
1
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
　
i
　
i
て
い
る

　1

i
地
方
自
治
は
住
民
参
加
の
基
　
1
暮
i
に
身
近
な
地
域
の
問
題
解
決
　
l
i
を
目
指
す
こ
と
か
ら
駐
主
　
1
義
の
学
校
」
と
呼
ば
れ
る
　
1

要請型
　i

1住民の自治的活動に　iル1よって地方の政治を　l　i実現させていくこと　I　iが重視されている

§
ξ
…
i
旨
I
i
i
『

し
1
ニ
セ
コ
町
で
は
情
報
公
開
を
　
ξ
ル
i
進
め
，
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
を
　
…
　
i
市
民
に
知
ら
せ
て
い
る
　
2
　
I
　
I

単独型 ：
：
8
｝
i
…
1

風
1
浜
松
市
で
は
自
然
保
護
　
5
士
1
団
体
の
活
動
に
よ
り
，
　
i
　
l
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
が
行
　
i
　
i
わ
れ
て
い
る
　
1

ξ
l
i
l

協働型
しiインターネットや手　1ルi紙によって，まちづ　3　iくりの提案ができる　I　lまちが増えてきた 旨

§
：
：
8
…
：
§
8

仕ドみ処理場の建設につい

　　て市民と協議を行い，建設

1場所を決定しようとして
『　iいる

ビジネス型 1
8

：
！

『
i
I

考察 　まちづくりの要素が多く組み込まれ，市民参画が進められていることが意識されてい

。また，「くらしやすいまちをめざして」というテーマで要望を提案する活動を紹介し

いる。その中では実際に市民参画によるまちづくりで見られるワークショップやK　J法

よる意見のまとめ方を提示し，子どもの参画の視点も見られる。
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授業分析

No．1 単元名 ぼく，わたしの町はすごいよ（小2・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市立堤小学校『エコ総合学習』東洋館出版社，1999

　　①

元の目標

方向目標

　自分たちが生活している地域のよさを自分の目で見っけ，関わりをもつことで，地域の

境を愛し，大切にしようという気持ちを高める。

②取り上げるまちづくり

過去　　1　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域

問e自分たちの住むまちにはどんな自慢のできるところがあるだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
：
2

i
：

…
8

要請型
：
：

：
2

；
；

単独型

i
i
i

：
i
I
i
i
5

　，1女川をきれいにする活動　1心iを行っている地域の人々

［
　
：
が
い
る
　
1

協働型
i
：

E
§

：
：

ビジネス型 i
l

§
2

旨
：

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　まち探検を行って発見したことをまちの自慢として発表しているが，子ども

まちに関わる，参画するといった視点は見られない。2段階・お飾り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得 意志決定

考察 　小学校低学年の実践というということもあるが，まち探検だけでまちの様子をとらえさ

ようとしているため，組み込まれているまちづくりの要素が少なく，社会認識形成面が

くなっている。そのため，子どもの経験や思いを中心とした意志決定にとどまり，参画

資質形成の面においても弱くなっている。
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授業分析

No．2 単元名 公共施設大作戦（小3・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市元城小学校r町おこし総合学習の構想』明治図書，1997

　　①

元の目標

方向目標

　公共施設の利用を通して，地域の人々と自分のかかわりを考えたり，調べたりすること

できる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地1旦　　　1　　　他地域

問日障害をもった人でも安心して利用できる， みんなに優しい公共施設にしていくにはどうしていくとい

いのか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1

i
様
々
な
立
場
の
人
が
安
心
　
3
ノ
レ
i
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
な
　
！
　
1
施
設
を
建
設
し
て
い
る
　
8

I
I
8
F
：
§
§

8
§
酢
E
l
8
E

要請型 　1 i
…
i
3
…
§

2
1
i
｝

単独型 1 i 3
1協働型 1

ξ

8
ξ

唇
i

ビジネス型
旨
8

§
『

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画一　　璽　　－　　－　　一　　－　　－　　甲　　甲　　曜　　¶　　甲　　『　　－　　鳳　　－　　－　　一　　－　　－　　－　　一　　曹　　－　　－　　－　　，

　2段階・お飾り参画

　まちの人が安心して利用できる施設となっていることをつかませてはいる

，さらによい施設にするための方法を考える活動はなく，車椅子・アイマス

体験を行うだけになっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　公共施設の見学や調査活動を通して，その役割や仕組みを理解さ：iせている。しかし，それを基に子どもが価値判断・未来予測するこIiとなく，一定の価値の方向付けの基で「～していきたい」と意志決；：定させるだけになっている。

知識習得 意志決定

考察 　市民参画のまちづくりの要素が少ないため，様々な立場の人々が安心して利用できる施

の存在が当然といった認識になってしまっている。また，なぜそのような施設が必要な

か，これからの施設はどうあるべきかといった追究がないため，参画の資質形成の面も

くなっている。
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授業分析

No．3 単元名 ぼくら西尾の町博士（小3・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・愛知県西尾小学校r総合学習・町づくり大作戦』明治図書2000

　　①

元の目標

方向目標

　地域の人たちの思いや願い，暮らしの様子を自分たちの手で探ることにより，地域に関

をもち，大切に思う気持ちをもつことができるようにする。

②取り上げるまちづくり

過去　　1　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問目昔からの伝統的なものや現在あるまちの特徴を生かしながら，これからの西尾のまちづくりを進めて

いくにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
§
3

：
3

：
3

要請型 1 i
：

：
：

単独型 　1

i
昔
か
ら
残
る
も
の
を
大
　
：
暮
i
切
に
し
な
が
ら
，
住
宅
　
5
　
：
や
商
店
街
を
形
成
し
て
　
：
　
：
い
る
　
5

l
i
i
i
i
：

：
：
：
i
：
：
i
：

協働型
：
8

：
1

§
：
：

ビジネス型
：
：

：
：

：
5

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　子どもたちが調べたことを地域に人々に発表する場面が設定されているが，

れからのまちをどうしていきたいかという視点がないため，子どもの参画の

も弱くなっている。

2段階・お飾り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　昔と今のまちの様子を調べ，それを基にして：i将来のまちはどうなるのかを予想させている。：：しかし，組み込まれているまちづくりの要素が

：少ないため，「～がほしい」といった希望を出す

：だけにとどまっている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 過去・現在のまちの様子を基に未来のまちがどうなっていくのかを未来予測させる学習

なっている。しかし，まちづくりの要素がほとんど組み込まれていないために，子ども

意志決定も単なる想像に終わってしまっている。
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授業分析

No．4 単元名 商店街のまちづくり（小3・社会）

授業者 手塚美和 出典　　「TOS　Sまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標

昔と今の商店街の様子を比較し，現在活性化を目指しているまちづくりの様子を調べる

とを通して，これからの商店街について考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問9お客さんにたくさん来てもらい，かつての商店街の賑わいを取り戻すにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
…
i

：
…

要請型 1
…
1

F
l単独型 し1たくさんのお客さん　…ル1に来てもらえるよう

lこ，道路を帖こ整
旨　1備を行っている

歴i七夕祭りを開催し，　3

i清水銀座と呼ばれた　：　i賑やかな商店街であ

った

協働型 l
I
8
：
1
ξ

1
§
i
I
！
：
8

仕
暮

閉店した店をまちの人々

協働で新しいものにし

うとしている

ビジネス型
｝
1 i

l④子どもの参画の要素
　　子どもの参画『　　－　　一　　臼　　曹　　嘔　　”　　騨　　甲　　帽　　甲　　一　　曹　　曹　　一　　一　　甲　　甲　　『　　響　　囎　　”　　－　　一　　一　　一　　甲

　3段階・形式的参画

新しい店のアイデアを考える活動を保障しているが，それを実際に提案した

追究したりする場面は組み込まれていない。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

為

i　　　　　　　　　　　　　　i

知識習得i　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　知識習得と価値判断・未来予測の活動が乖離しているため，市民参画のまちづくりの要

が意志決定する場面に生かされていない。その点が，子どもの参画の視点も弱くなって

ることにつながっている要因と考えられる。
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授業分析

No．5 単元名 人にやさしいまちづくり（小3・総合）

授業者 高山佳己 出典　　「TOS　Sまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標

　自分たちの住むまちが人に便利で親切なまちになっているかという視点でまち探検を

い，これからのまちづくりについて考えることができる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地重旦　　　i　　　他地域

問請　来のまちをどのようなまちにして，どのような人にやさしいまちづくりを進めていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　3 iまちには体の不自由：
心
：
な
人
で
も
安
心
し
て
利
　
i
　
l
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
　
…
　
i
が
あ
る

i
§
：
i
l
：
：
2

i
【
1
：
1
：
ξ
i

要請型
§
…
o

i
：

…
§

単独型
i
8
1
…
§
…
8
…
…

§
：
§
：
：
：
：
§

　辱1体の不自由な人に対して　…心i施設面だけでなく，人々の

…　1協力も必要だということ　…　1も呼びかけている

協働型 …
…

：
5

…
2

ビジネス型 …
：
5 i

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　これまでの学習を振り返り，自分の考えをr～のまち」といった未来のまち

くりのプランとしてまとめる活動を行っている。しかし，まとめるだけに終

っているため，子どもの参画の視点は弱くなっている。

3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　知識習得の場面がそれ以降の学習と乖離して：iいるため，最終的な子どもの意志決定は常識：：的・道徳的なものになっている。

…i知識習得…　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　人にやさしいまちづくりについての追究をしているが，未来のまちづくりを考える場面

はその視点に限定していない。そのため，最終的な意志決定はそれまでの学習と乖離し

いる。また，まちづくりの要素も一面的であるため，現実のまちづくりの難しさをとら

ることができていない。
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授業分析

No．6 単元名 にこにこマート物語（小3・社会）

授業者 （不明） 出典　小西正雄編r提案する社会科』明治図書，1992

　　①

元の目標

説明的知言

　スーパーマーケットと小売商店では取り扱い品目・販売方法・果たす機能に違いがある

とを理解する。そして，消費者行動が多様化したことによりスーパーマーケットが増え，

存の小売商店との間に利害対立が生じていることから，これを解消する方法が求められ

いることを理解する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日 存の小売商店との利害対立や立地要因などの問題を解決し，まちを活性化させるスーパーマーケッ

トを建てるにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
1
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；
『
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8

要請型 1
8

1
1
ξ

8
1単独型
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！
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§
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　架空のまちに架空のスーパーマーケットを建てるという設定であるために，

ーパーマーケットで働く人々の工夫や努力を基にして，解決方法を予想する

けにとどまっている。

2段階・お飾り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　子どもが建てたいスーパーマーケットについての追究｝iであるため，それに見合った知識を習得するだけになって：1いる。そのため，子どもの経験を基にした意志決定に偏っ

：ている傾向が見られる。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　市民参画の要素が少なく，また取り上げている要素も空想的なものであるため，参画の

点が弱いものとなっている。学習全体は未来志向のものといえるが，現実に起きている

題を解決していく難しさを取り上げていないため，社会認識の面も弱くなっている。
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授業分析

No，7 単元名 わくわくパーク物語（小3・社会）

授業者 茂松清志 出典　小西正雄編rr提案する社会科」の授業①』明治図書，1994

　　①

元の目標

方向目標

市民の願いを知り，それを基に新しくつくる公園の計画を考え，提案することができる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問請市民の願いをかなえる公園をどこにどのようにつくるとよいだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　o i中心部再開発計画に　1暮iよって新しく公園が　…　iつくられた …
1
§
§
I
I

iめに市民と協議しながら　旨　i公園計画が進んでいる

要請型
…

仕i市民が不便・不満を　§暮1感じている施設につ　i　lいて開発が進んでい

i
　
：
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1
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｝
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I

単独型 3
：

｝
…
旨

：
1

協働型
：
i
：

｝
1 ：

i

ビジネス型 i
l

｝
｝

：
2

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画一　　一　　冒　　冒　　一　　冒　　胃　　騨　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　冒　　冒　　－　　一　　曹　　冒　　冒　　曽　　■　　一　　騨

　3段階・形式的参画

　新しい公園の計画案を考える学習を行っているが，それを実際に提案してい

かは明らかではない。また，市民の参画によってどのように計画が進められ

いるのかも明らかでないため，子どもの参画の視点も弱くなっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　公園をつくるために必要な条件を追究することで知識：i習得が図られているが，調査を進めるうちに偶発的に習得Iiした形になっている。そのため，社会認識を基にした合理：：的な意志決定とはなっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　協働型やビジネス型の市民参画の要素が組み込まれていないため，参画や社会認識の面

弱くなっている。また，未来志向の学習となってはいるものの，「～をっくりたい」「～

ある公園がいい」といった建物主義に偏り，一時的な子どもの希望だけにとどまってい

傾向が見られる。
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授業分析

No．8 単元名 あなたならどこにする（小3・社会）

1

授業者 伊藤裕康 出典　小西正雄編『r提案する社会科」の授業①』明治図書，1994

　　①

元の目標

分析的知識

未来のまちづくりは，私たちの豊かな暮らしへの願いと努力にかかっている二とを理解

せる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問8みんなが利用しやすい場所に児童館を建てるとしたら，どこがよいだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　8 1町は地域バランスを
i
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え
て
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童
館
を
建
て
　
i
　
l
て
い
る
　
1

l
i
i
l
i
§
1

I
l
i
一

要請型
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④子どもの参画の要素
　
　
子
ど
も
の
参
画
一
　
　
甲
　

甲　　一　　，　 ，　 －　 一　 一　　■　　甲　　，　 一　 一　　一　 り　　一　 申　　－　　一　 甲　 ロ　　ー　　一　　一　 一　　一

段階・役割を認識した参画

　市民の参画だけでなく子どもの意見を反映させて児童館を建設していこうと

う視点は見られるが，実際の学習では建てる場所について話し合うだけにと

まっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　これまでのまちの発展にっいての学習を行っ2iているが，その後の価値判断・未来予測の場面：1とは乖離している。そのため，子どもの希望的：：観測といった意志決定にとどまっている。

∫

i知識習得i　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　未来のまちづくりについて考えさせているが，組み込まれているまちづくりの要素は過

の行政型・要請型のものに限られている。そのため，将来を見据えた参画の資質形成の

が弱くなっている。また，現在進められているまちづくりにおける対立・葛藤を取り上

ていないため，「便利だからj「土地が余っているから」といった理由で建設場所を決め

だけになっている。
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授業分析

No．9 単元名 花いっぱい道路を作ろう（小3・社会）

授業者 益田正晴 出典　小西正雄編『r提案する社会科」の授業③』明治図書1995

　　①

元の目標

方向目標

花いっぱい道路についてそれぞれの利点・問題点を調べることで，道路をつくる候補地

絞り，計画案を立てる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問目まちの人々にも市外の人々にも見てもらえて，喜んでもらえる道路にするにはどうしていくとよいカ㌔

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　3 ：工場や大型店ができ
：暮：たことで，市外から　：　：の道路が整備された

i
i
i
i
i
i

…
…
§
…
§
…

要請型 ：
：
：
：
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：

：
1
：
：
：
i
i

単独型
：
2 i …

…

協働型 3 i 3
…

ビジネス型
§
i

…
…

…
§

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　市民参画の要素はあまり組み込まれていないが，単にrここにつくりたい」

けでなく，つくるには経済的問題もあることに気付き，それに対して葛藤し

がら提案をしている。

5段階・意見提供のある参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　公共施設や人の働きをつかむことはできているものの，『i習得される知識は自分たちの提案に沿った内容に限られ2：ている傾向が見られる。そのため，社会認識を基にした合：：理的な意志決定となっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　市民参画のまちづくりの要素はあまり組み込まれていないが，経済的な問題点が出てく

など，まちには様々な問題があることに気付くことができている。しかし，道路をつく

ことが目的化してしまったことで，本来の「よりよいまちづくり」の視点が薄れ，合理

な意志決定となっていない。
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授業分析

No，10 単元名 交通渋滞を解消するには（小3・社会）

授業者 杉岡弘己 出典　小西正雄編『「提案する社会科」の授業③』明治図書，1995

　　①

元の目標

分析的知言

渋滞の要因となるものを追究していく中で，道路と地域の産業や人々の生活との結び付

を理解する。そして，それを基にして，渋滞の解決策を選択し，決定していくことがで

るようにする。

②取り上げるまちづくり

過去　　1　現在　　1　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日渋滞を解消するための新しい道路は，どこにどのようにつくっていくべきか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
仕iまちと高速道路や空　1

i港を結ぶ道路を整備　：　iしているが，橋を通　3　iるため渋滞が起きて

1いる
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§
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仕1渋滞解消のために新　：
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1
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　渋滞解消するための道路案などを考え提案する場面を保障している。しかし，

どもたちに考えさせた後に実際の建設計画を伝えることにより，新しくでき

橋にっなげる道路への提案場面が少なくなり，子どもたちの思いっきに終始

てしまっている。

3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 組み込まれているまちづくりの要素が都市計画型だけになっているため，市民参画の視

が弱く，参画の資質形成面も弱くなっている。そして，単元全体の流れにおける問題に

って，子どもの追究が深められず，杜会認識の面も弱くなってしまっている。
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授業分析

No，11 単元名 近くの店改造計画（小3・社会）

授業者 六角英彰 出典　小西正雄編r「提案する社会科」の授業③』明治図書，1995

　　①

元の目標

記述的知言

　大型店ができことにより，既存の小売店が少なくなってきてることを知り，小売店にお

さんを集めるための改造案を考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問eまちにある店「もちきち」にお客さんを集めるには，どのように店を改造していくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　，i国道の建設により，
i郊外に大型店がつく　：　iられるようになった

8
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：
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…
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§
…
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：
8
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き

単独型
仕：国道ができその周り　i
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④子どもの参画の要素

段階・役割を認識した参画

　市民参画の要素が少ない点や，ポスターづくりに偏っている点が見られるが，

際に子どもたちが店の人へ改造案を提案している場面を保障している。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　店で働く人たちの工夫や努力には目を向けるi：ことができているが，それまでの学習内容との：：乖離が見られる。そのため，常識的な提案に終：1始し，合理的な意志決定となっていない。

1知識習得i　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　まちづくりの要素が少ないことやある一つの店を繁盛させるという取り上げ方によっ

，この店を繁盛させたらまた別の小売店の客が減るという事実に気付いて，子どもたち

沈黙してしまう場面が見られた。このような社会の仕組みがわかるような点を深めてい

活動が見られなかったことにより，参画の資質形成面が弱くなっている。
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授業分析

No．12 単元名 池田市リニューアル大作戦（小3・社会）

授業者 岡村修治 出典　小西正雄編『未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

　　①

元の目標

方向目標

　自分たちの住む地域に対して問題意識をもって見つめなおすことにより，新しいまちづ

りの提案を行い，地域社会を大切にする心情を育む。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日これまでのまちづくりや現在のまちの問題点を基にした，15年後のまちづくりとはどのようなもので

あるべきか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　陰1駅や国道沿いに公共　：暮i施設・商店街が集ま　§　1り，まちが発展した ：
§
：
1
1
｝

酢
f
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1
［
…
…

要請型
仕i道路が細く入り組ん　，

iでいる地域を再開発　l　lしようとしている

：
i
…
ξ
｝
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8

　i
1阪神・淡路大震災の後，災
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単独型 1 8
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§
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§

ビジネス型 … … ：

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　現在まちに存在する問題点を基にして，将来のまちのあり方にっいて考えさ

る活動を行っている。市民参画の要素は少ないが，実際に子どもたちが計画

を市に伝えている場面を設定している。

5段階・意見提供のある参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

：　単元「市の人々のくらしのうつりかわり」に組み込まれ：iて行われており，この単元で学習する内容が子どもたちの

1提案の根拠となるように位置づけられている。しかし，そ

1の提案に生かされない知識は習得されないという結果と

：なっており，合理的な意志決定となっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 実際に子どもが市に提案することが目的化し，活動中心の学習となっている。そのため，

ちづくりの要素も少なくなり，社会認識面での問題が残る。また，「自分だけに都合の

い理由ではみんなが納得してくれないことから，調査や資料を基にしてより合理的な考

をしていくようになった」としているが，その「より合理的な考え』の部分が明確でな

，参画の資質形成の面も弱くなっている。
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授業分析

No，13 単元名 はんじょうさせよう平野の商店街（小3・社会）

授業者 飯塚博恭 出典　小西正雄編『未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

　　①

元の目標

分析的知識

かつては路面電車が通り人で賑わっていた商店街であったが，路面電車がなくなったこ

で商店街に来る人が減ったことを知り，これからの活性化を考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問9かってのようにお客さんで賑わう商店街の姿を取り戻すには，どうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素

　
　
子
ど
も
の
参
画
曹
　

曽　 曹　　臼　　樽　 ，　　一　　甲　 一　　一　 冒　 一　　一　 冒　　冒　　冒　　一　　冒　　冒　 曽　　■　　■　　曹　　『　　“　 甲　

　商店街の活性化案を提案する活動を行っているが，r路面電車を復活させた

」に偏るという現実性の乏しい内容となってしまい，自分たちの提案は実現

そうにないことを子ども自身も気付いてしまっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　価値判断・未来予測の根拠を明確にしようと調査活動を：i行い，知識習得を図っている。しかし，「友達が調べた事：：実を自分のものにして，自分の考えを柔軟に変えていくこ：：とは難しい」としているように，自分が調べた知識以上の

：内容は習得することができない問題点が残り，合理的な意

：志決定にもつながっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　市民参画のまちづくりの要素が少ないため，社会認識・参画の資質形成の両面において

くなっている。また，「お金と時問は何とかするということで考えていこう」という条

をはじめに示しており，子どもの思いつきだけの現実性の乏しい意志決定となっている

向が見られる。現実のまちづくりにおける難しさを組み込んでいく必要がある。

資料・29



授業分析

No，14 単元名 星野にダムは必要か？（小3・社会）

授業者 堤豊 出典　全国社会科教育学会『社会科教育論叢』第42集，1995

　　①

元の目標

方向目標

星野村の暮らしの移り変わりの学習を基に，村の様子や人々の暮らしがこれからどのよ

になっていけばよいか，自分なりの考えをもち，その考えを行動に移すことができるよ

にする。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地士旦

問目星野川に建設が計画されている真名子ダムは必要かどうか

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　，！治水・利水の両面か　｝暮1ら星野川にダムを建　i　l設する計画が進んで
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　反対・賛成・条件付賛成のそれぞれの立場から要望書を作成し，役場の人に

っている。しかし，要望することが中心となってしまい，参画していくとい

た視点が見られない。

4段階・綴劃を認識した参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　子どもの価値判断・未来予測に見合った知識を習得する：iだけになり，それまでの星野村の暮らしの移り変わりの学li習が生かされていない。しかし，子どもたちの要望の根拠：1は明確なものとなっている。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　ダムが必要かどうかについて，自地域だけでなく他地域の事例も扱いながら，様々な対

・葛藤があることに気づくことができている。しかし，参画の要素が弱いため，自分た

もこれからまちづくりに関わって解決していこうという資質の形成までには至ってい

い。

資料・30



授業分析

No．15 単元名 公民館の使われ方（小3・社会）

授業者 桑原利夫 出典　社会科教育研究センターr小学校3・4年の探究学習』明治図書1981

　　①

元の目標

説明的知識

　人間は衣食住の生活が満ち足りていればよいというわけではない。常によりよく楽しく

きたいという心の豊かさを求めている。この人間らしく生きたいという住民の願いを実

させるため，市は長期的見通しの基に計画的に施設を整えていることを考えさせる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　末来　　　　　自地士g　　　i　　　他地域

問日公民館はどのようにつくられどのような働きをもっているのか

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　卜1人々が平等に利用でき
｝暮iるように公民館建設を　i　l計画的に行っている
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　2段階・お飾り参画

　市民参画の要素は組み込まれているものの，公民館はどのようにつくられる

，人々はどんな働きをしているかの追究に終始し，子どもの参画の視点が見

れない。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
　　　　　　：　公民館ができるまで，公民館の働き，公民館に関わる人々の働きといった概念習得が中　　　　　　：

ヨi心となっており・価値分析過程は組み込まれて脚㌔その融参画の資質形成の襯

　　　　　iも見られな眺

考察 　まちづくりの要素が十分に組み込まれ，それについての知識習得がなされている。しか

，習得した知識を基にして価値判断・未来予測を行い，これからのまちづくりや公共施

についてのあり方や課題解決について考える活動が組み込まれていない。そのため，参

の資質形成の面において弱くなっている。

資料・31



授業分析

No．16 単元名 平野学習館をっくろう（小3・総合）

授業者 馬野範雄 出典　今谷順重編r総合的な学習で特色ある学校をつくる』明治図書，1996

　　①

元の目標

方向目標

・平野のまちの様子について意欲的に追究し，まとめたものを工夫しながら展示し，平野

習館をっくる。

よりよいまちをつくりたいという人々の願いに触れ，平野で生活する一員としてまちの

々に対する親しみを深める。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日まちのいいところはどのようなところで，どのような人の働きでそうなっているのか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 倒駅やプ・ムナードが
1つくられ，商店街を　i　l中心に賑わった
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　学習の成果を地域に発信し，まちのいいところを知らせる活動を行っている。

かし，紹介することが目的化してしまい，活動中心となっている。そのため，・

ども参画の面が弱くなっている。

3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　まちのいいところを選択し，調査活動でそれに伴う知識：iを習得している。そのため，まちの一面しかとらえること：：ができず，社会認識面で弱くなり，合理的な意志決定につ

1ながっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　組み込まれているまちづくりの要素が少なく，さらに一面的であるために，参画の資質

成につながっていない。また，子どもの参画という面が弱く，これからのまちに対する

値判断・未来予測は子どもの理想や思いが中心となっている傾向が見られる。
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授業分析

No．17 単元名 つくってみたいナ　こんな町（小4・社会）

授業者 寺本潔 出典　寺本潔・豊田市元城小学校r町おこし総合学習の構想』明治図書1997

　　①

元の目標

方向目標

　商店街を中心とした泉が丘校区の町のっくり方に関心をもち，自分たちも商店街を利用

る一員としての観点に沿って観察したり，快適な商店街にするためのアイデアを出した

したことを，図・表・写真等にまとめ，健軍商店街の人たちと一緒にお客さんを集める

夫や改造プランなどについて考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問諺郊外の大型店の影響で客数が減っているまちの商店街を活性化させるにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 …
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；
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　ワークショップ形式で商店街の改造プランを子どもたちが考え，商店街の

・保護者・市役所の人に発表する場を設けている。また，商店街の人とも改

案について話し合いを行っている。

5段階・意見提供のある参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　授業場面における子どもの発言や記述がない：iため，どのような思考の流れが見られたのか明：：らかでないが，見学時にっかんだ問題点と最終：：的な改造案との乖離が見ら礼合理的な意志決：1定となっていないことがわかる。

獅識習得1価値判断・未来予測　意志決定

考察 　自地域における現在の問題を改善していくといった視点と，商店街独自で活性化を目指

ていることが組み込まれているだけであるため，最終的な改造案は子どもの経験を基に

たもの，希望観測的なものに偏ってしまう恐れがある。市民参画の要素をもっと組み込

でいく必要があると考える。

資料・33



授業分析

No．18 単元名 ぼくたちの21世紀の町づくり（小4・特活）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市元城小学校r町おこし総合学習の構想』明治図書1997

　　①

元の目標

方向目標

　21世紀に自分たちの町がどのようになってほしいかについて，21世紀に残したいものは

かという子どもの視点でまちづくりを考え，自分なりの想いをもち，地域の人々に提案

る。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域
問日まちに残る歴史的・自然的なものの中から21世紀に残したいものという視点で，これからの自分たち

の地域のまちづくりを考える。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 歴i昔の町並みと高層ビ
1ルが混在した総合計　：　　画を進めている

仕i駅前を中心に総合開　…暮i発計画を進めている
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　これからのまちづくりについて子どもたちが提案する学習場面が保障されて

るが，その提案は実際のまちづくりとは乖離している。4段階・役割を認識した参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

価値判断・未来予測

知識習得

意志決定

：　これからのまちがどうなってほしいのかについての：i追究を基にして意志決定を行っている。しかし，rこん：：なものを残したい」という提案のみになっており，合：1理的な意志決定になっていない。

考察 　特別活動での扱いということもあるが，まちの仕組みや問題点が取り上げられておら

，社会認識形成の面が弱い。そのため，参画の視点も形式的なものにとどまっているた

，rこうしたい」というだけの意志決定となってしまい，参画の資質育成の面も弱い。
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授業分析

No．19 単元名 ぼくら城下町の水調査隊（小4・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・愛知県西尾小学校r総合学習・町づくり大作戦1明治図書2000

　　①

元の目標

方向目標

校区である城下町の水環境に対して，自分なりの疑問点や問題点をもち，まちの人とか

わりをもちながら積極的に調べ，よりよいまちづくりのために協力して実践することの

さに気づく。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問請　下町の中で大切にされてきた川を，これからどのようにしていくとよいカ㌔

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 ：西尾城を中心とし
i史iて，堀・川などの水

i事業がなされた
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　まちに残る堀や川の水質検査をEMタウンの人と協働で行い，これ以上水質

悪化させないために，清掃やポスターによる呼びかけを行う場面を設定して

るため，活動中心の学習となっている。

7段階・子ども主導の参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　価値判断・未来予測を基に意志決定を行う場3i面を設定しているものの，調べたことによって：：習得した知識は生かされず，子どもの経験を基：：にした常識的な意志決定となっている。

i知識習得1価値判断・未来予測　酷決定

考察 城下町としてのまちにとって水が特徴的なものであることをまちづくりの要素として取

上げている。しかし，子どもの活動中心の学習となっていることで，社会認識面が弱く

っている。そのため，合理的な意志決定が図られず，参画の資質形成の面においても弱

なってしまっている。
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授業分析

No．20 単元名 女川の洪水とたたかってきた堤地区の人々（小4・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市立堤小学校rエコ総合学習』東洋館出版社，1999

　　①

元の目標

方向目標

　自分たちの生活を守るために命がけで女川と格闘してきた地域の先人たちの知恵や努

に共感し，地域への愛着を強め愛することができる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問e昔から地域の人々とのかかわりが強い女川や堤を，これからどうまちづくりに生かしていくべきカ㌔

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　学習したことをまとめ，地域にアピールする活動を行っているが，教師側が

定したテーマであること，これからのまちづくりといった視点でないことか

，子どもの参画の視点は弱くなっている。

3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　先人たちの工夫や努力，現在の堤の役割，人々の活動についての：i追究がなされているが，それを基に価値判断・未来予測する場面が3：設定されていない。そのため，調ぺたことを発表するだけにとどま：：り，合理的な意志決定をうながす学習となっていない。

知識習得 意志決定

考察 　市民参画のまちづくりの要素が組み込まれ，それを追究しているが，教師側が設定した

ーマで学習が進んでいる。さらに，子どもが価値判断・未来予測する場面もないため，

理的な意志決定にまで至っていない。組み込むまちづくりの要素を幅広く扱い，子ども

価値判断・未来予測する場面を設定する必要がある。
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授業分析

No．21 単元名 静岡県のまちづくり探検（小4・総合）

授業者 森竹高裕 出典　　「TOS　Sまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標

　まち探検を通してまちの理解を深め，未来のまちをどうしたいかという願いを考え，提

する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地士g　　　i　　　他地域
問罐将来のまちがどうなってほしいかを，他地域のまちづくりと比較したり参考にしたりして考える。

③市民参画のまちづくりの要素
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l
l④子どもの参画の要素

段階・意見提供のある参画

調べたことを基にこれからのまちづくりへの提案を，市役所の人を招いて行

ている。また，市役所の人とともにワークショップ形式でまちづくりに関す

活動を行い，子どもをまちづくりに参画させていこうとする視点が見られる。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　これからのまちはどうなってほしいかといった価値判：i断・未来予測を行い，それに関わる知識を探検によって習：1得している。そのため，自分の問題意識に合った知識習得31にとどまり合理的な意志決定となっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　グループごとによる追究であるため，習得されるまちづくりの要素には質の差が出てい

。それぞれが追究したまちづくりの要素を集約する場面が必要であった。しかし，他地

における先進的なまちづくりや，市民参画の要素が十分に組み込まれていて，参画の資

形成が保障されている。
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授業分析

No．22 単元名 新港横戸町線道路（小4・社会）

授業者 梅澤真一 出典　　r千葉大学総合研究プロジェクト研究成果報告書」2002

　①
元の目標

方向目標

　まちにおける間題点に対応する市民の姿を追究し，公園づくりに一緒に参加することを

して，まちにかかわろうとする市民としての資質を育成する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域

問9新しい道路の建設によって，道路の上側に生み出されることになった公園を，どのようなものにして

くとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素
　　子どもの参画一　　甲　　一　　響　　一　　一　　曽　　一　　曹　　一　　一　　，　　一　　一　　■　　曹　　一　　一　　脚　　甲　　甲　　甲　　”　　響　　一　　曹　　曹

6段階・意志決定に参画

実際に公園づくりを進めている人々と話し合い，それを基に作成した計画案

市役所に提案する場面が保障されている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

　　　≡識習得i　価値判断・未来予測　　　意志決定

：　この学習のはじめに行われた知識習得が，そ1：の後の学習と乖離しており，価値判断や未来予：1測に生かされていない。そのため，子どもの意：：志決定も合理的なものではなく，r～がほしい」｝1といったものとなっている。

考察 　公園づくりに市民が参画しているといった内容が組み込まれ，実際に子どもたちも計画

づくりに参画するといった方法面も保障されていることで，参画の資質形成を図ること

できている。しかし，市民や子どもの参画における対立・矛盾・葛藤を知るまでには至

ず，まちづくりにおける社会認識が十分に保障されていない。そのため，体験しただけ，

案しただけにとどまっている。
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授業分析

No．23 単元名 交通事故のない町に（小4・社会）

授業者 合田雅気 出典　小西正雄編r提案する社会科の授業』明治図書1994

　　①

元の目標

分析的知識

　地域の交通事故をなくすために，警察を中心として地域の人々や関係する機関が相互に

力し合い，組織的に活動していることや，それらの人々の工夫や努力に気付き，自分た

に何ができるか考え，地域の一員として働きかけようとする。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問諺交通事故の少ないまちづく りを進めるためには，どこにどのような安全施設を設置していく必要があ

るか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　単に安全施設の設置計画案を提案するだけでなく，それを実現させるにはど

したらよいのかという点まで追究させ，実現までの過程を子どもたちに参画

せている。

6段階・意志決定に参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　自分たちの提案を実現させるにはどうすれば：iよいか追究させることにより，価値判断・未来：：予測を基にした意志決定を行うことができてい：1る。しかし，まちづくりや市民参画の要素が少：1ないため，合理的なものとなっていない。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　交通事故を少なくするための取り組みや安全施設の役割などの社会認識が保障され，そ

を基にして安全施設の設置案についての価値判断・未来予測を行うことができている。

かし，過去または他地域におけるまちづくりを取り上げていない，さらに協力・ビジネ

型の要素が少ないため，合理的な意志決定にまで至っていない。
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授業分析

No．24 単元名 高速道路の位置決定（小4・社会）

授業者 稲井智義 出典　小西正雄編r「提案する社会科」の授業②』明治図書，1994

　　①

元の目標

記述的知言

　高速道路ゼロメートル県である徳島で開発計画が進んでいることを知り，これから開発

自然のバランスをどう保っていくべきかを考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　1　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　1　　　他地域
問日開発と自然のバランスを保つためには，高速道路をどこに通すことが一番望ましいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素
　　子どもの参画甲　　一　　一　　ロ　　ー　　一　　〇　　一　　－　　－　　甲　　甲　　層　　一　　一　　－　　一　　一　　一　　一　　冒　　辱　　甲　　騨　　一　　一　　，

段階・役割を認識した参画

　計画案を考えるだけの学習となってはいるが，高速道路の位置を決めるため

は開発と自然のバランスを考えることが必要で，それが大変難しいことであ

ことを，子どもたち自身が認識しながら学習を進めている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　自分の価値判断・未来予測に見合った知識を習得し，そ｝iれを基に意志決定を行っている。しかし，一面的な知識と：：なっているため合理的な意志決定とならず，子どもの希望Il観測的なものにとどまっている。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 組み込まれている市民参画のまちづくりの要素が少ないため，現実のまちづくりにおけ

対立や葛藤などの存在を意識しながら，その解決の難しさを把握ことができていない。

た，すべての子どもがその要素を習得することが保障されていないため，社会認識や参

の両面においても弱くなっている。

資料・40



授業分析

No．25 単元名 わが町改造大作戦（小4・社会）

授業者 佐久間俊一 出典　小西正雄編r「提案する社：会科」の授業③』明治図書，1995

　　①

元の目標

記述的知識

　江戸時代に行われた冨田高慶による堤建設工事の苦労や工夫を理解し，それを基にして

が町のためになることを考える。

②取り上げるまちづくり
’。 　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域

問語まちの活駐化や住みよいまちを目指すためにできることはどんなことであろうか。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素
　　子どもの参画榊　　■　　甲　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　璽　　，　　一　　甲　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　冒　　冒　　冒　　一

　3段階・形式的参画

　子どもたちの提案が実現可能かどうかの追究がなく，自分たちの提案を市長

伝えることが目的化している。そのため形式的な参画となっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得i　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　まちづくりや参画の要素が少ないため，価値判断や未来予測を行う際には過去における

ちづくりや子どもの経験を基にするしかない状況となっている。そのため，社会認識形

の面において弱くなり，参画の資質形成も十分でないものとなっている。
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授業分析

No．26 単元名 大蔵海岸埋立地利用計画（小4・社会）

授業者 北本章 出典　小西正雄編r未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

　　①

元の目標

方向目標

　自分たちの住んでいる社会について考え，未来への見通しを立てながら大蔵海岸で進め

れている埋立地の利用計画を具体的に提案する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域

問日埋立地には，将来誰がどのように利用する施設をつくっていくべきだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　埋立地の利用計画を子どもたちが考える活動を行っているものの，すでに決

している計画を扱っており，子どもの提案は生かされることはなく，単に子

もの夢を語るだけになっている。

2段階・お飾り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　特設の単元として行われているために，知識習得の場面が設：i定されていない。そのため，なぜ埋め立てられるのか，なぜ埋：i立地が必要なのかという追究がないので，子どもたちがつくっ

てほしいものについての討論に終始し，合理的な意志決定とな

1つていない。

価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　参画やまちづくりの要素が少ないため，「何のためにつくられるか」，「埋め立てることに

ってどのような効果が期待されるか」，「埋め立てることによる問題点は何か」などの追

がなく，r～がほしい」という意志決定に偏っている。また，r～がほしい」としても，

れをつくるのはなぜいいのか，それをつくることによって問題点はないかという追究も

されていない。そのため，参画の資質形成につながっていない。
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授業分析

No．27 単元名 検証！野洲川改修工事（小4・社会）

授業者 岡本修治 出典　小西正雄編『未来志向の社会科授業づくり』東京書籍，1997

　　①

元の目標

記述的知言

　「近江太郎」の異名をもっ野洲川の氾濫の歴史を調べ，氾濫に立ち向かった人々の行き

や放水路完成への国や地域の人々の働きにっいて話し合い，地域の人々の生活向上と安

のあり方について考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問語氾濫を防止するにはどのような放水路が必要なのか。また，放水路ができることにより，必要のなく

なった南北流域をどのように利用していくべきか。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素
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段階・意見提供のある参画

組み込まれている市民参画の要素を基にしていることによって，子どもの考

た提案は市民の思いや願いを踏まえたものとなっている。そして，実際に市

提案する場も保障されている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　まちづくりの要素が4種類組み込まれていることで，まちを総合的・批判的にとらえる

とができるようになっている。また，習得した知識を基にして価値判断・未来予測を行

ているので，最終的な意志決定も人々の願いを生かし，地理的・経済的条件を考慮した

理的なものとなっている。そして，子どもの参画の視点も組み込まれているため，参画

資質形成も図られている。
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授業分析

No．28 単元名 駅前通から考えるまちづくり（小3・4年・総合）

授業者 前島康志 出典　　「TOSSまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標

掛川駅前のまちづくりや，他地域のまちづくりの様子をつかみ，これからの駅前通のま

づくりプランを考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域

問日人通りが少なくなった駅前通の商店街を活気あるまちに再生するには， どのような方法をとっていく

とよいのか。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　TMO計画に携わっているまちづくり会社の人とワークショップを通して，

れからの駅前通プランを作成し，提案する場面が保障されている。5段階・意見主矧共のある参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

：　現在行われているまちづくりや他地域におけ：1るまちづくりについての追究を基に，これから：：のまちづくりを考えていこうとしている。しか31し，rこんなものをっくりたい」といった意志決：：定にとどまり，合理的なものとはなっていない。

考察 　協働型・ビジネス型といった市民参画のまちづくりの要素が複数組み込まれ，参画の資

形成をうながすようになっている。また，知識習得とそれを基にした価値判断・未来予

が保障されている。しかし，過去や行政型のまちづくりの内容が組み込まれていないた

，子どもたちがこれからのまちづくりに対して，夢を語るだけにとどまっている。
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授業分析

No．29 単元名 安全なまちづくり（小3・4年・社会）

授業者 波巌 出典　波巌r意志決定のカがつく問題解決学習』明治図書2000

　　①

元の目標

方向目標

　地域の交通事故や安全施設について調べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそ

に従事している人々の工夫や努力について考えるようにするとともに，安全なまちづく

について自分なりの提案ができるようにする。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未采　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日安全さと便利さとを両立させるような道路をっくり，安全なまちづくりを進めるにはどのようにして

くとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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：

　1
i
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
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④子どもの参画の要素

冒　 冒　　一　　一　 一　 甲　 一　 一　 一　 一　　一　 一　　一　　冒　　冒　　冒　 一　　一　 一　　一　　冒　　一　　曹　

　どれだけ子どもの提案が生かされているかは明らかではないが，子どもの参

は保障されている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

価値判断・未来予測

知識習得

意志決定

：　安全なまちづくりの必要性を導入部でとらえさせていi：るが，価値判断・未来予測から意志決定への根拠となるも：：のを調査活動で追究することが中心となっているため，合：：理的意志決定となっていない。

考察 　まちづくりの要素が少ない，現在・自地域の問題しか取り上げていないため，社会認識

成面が弱く，合理的意志決定となっていない。子どもの参画については段階が高いもの

なっているが，最終的な意志決定は子どもの経験のみを基にしたものとなっている。
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授業分析

No．30 単元名 中野区の地域福祉（小3・4・社会）

授業者 石原一則 出典　社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第9号，1997

　　①

元の目標

分析的知言

福祉サービスを利用する人たちの要求の高まりとサービスを利用したい人たちの増加

ていること，弱者を保護する形のサービス分配を中野区が行っているのは財政的な問題

背景にあることが分かる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　1　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地tg

問e誰もが，身近に，必要なサービスをスムーズに手に入れられるためには，福祉サービスを有料化すべ

か。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 i擁q鰯捗　3ノレ1ビスの鰯こ向けた5騰　i　　な取り組みを進めている …
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　8 i国の政策と利用者の二一
8ル1ズが施設福祉から在宅福　…　　祉に変化してきた

要請型

人
i
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
　
i
心
：
し
た
い
人
が
か
な
り
増
　
：
　
i
え
て
き
た
　
1

§
！
3
…
…
…

し1区では弱者保護を第一に考え
；ルiて，より困っている人にサービ

8　1スの提供をしようとしている

単独型 8
8
…
‘
ξ

I
i
多
：

　§
区以外にも福祉サービスを

1行っているところがある

協働型 1
8

…
8

ビジネス型 3
！
…
1
：
i

§
多
I
i
8
1
『
1

④子どもの参画の要素
　　子どもの参画冒　－－　一－　一一曹一〇一　一一　一騨　甲　甲一　一　曹曹一　■　一　一囎辱

　3段階・形式的参画

　福祉サービスは有料化にすべきかという問題について議論する場面が設定さ

ている。しかし，それを提案したり意見表明したりするまでには至っていな

。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：福祉サービスの変化や区と会との志向性の違：iいについての知識習得が図られた後に価値判：：断・未来予測を行っている。そのため，財源確『：保を前提とした上で合理的に意志決定をするこ：1とができるようになっている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 福祉サービスの経緯と行政とボランティア団体との志向性の違いなどの知識が習得され

ことによって，幅広い情報を基にした意志決定を可能としている。しかし，ボランティ

団体の活動を取り上げたことによって市民参画の要素も組み込まれることになってい

が，将来にわたっての子どもの参画といった視点はあまり見られない。
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授業分析

No．31 単元名 私たちの町に生きる手作り名人（小5・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市元城小学校r町おこし総合学習の構想』明治図書1997

　　①

元の目標

記述的知言

　地域に住むr手作り名人」を通して，伝統的な技術を生かして生産する人々の工夫や努

に気付かせる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域
問罐云統的な技術をこれからも残していくために，この技術による和菓子を生かしたまちづくりをアピー

するにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
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2④子どもの参画の要素

子どもの参画 　まちに住む職人と一緒に和菓子づくりを体験することが中心となっている。

かし，和菓子造りの伝統的な技術にっいての利点や問題点をつかみ，その解

方法を提案する活動は保障されている。

4段階・役割を認識した参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　和菓子づくりをしている人から伝統的な技術にっいて調査を行：iい，それを基にこれからの伝統産業のあり方についての意志決定を：：行っている。しかし，価値判断・未来予測の場面はなく，子どもの

：思いつきによる意志決定にとどまっている。

知識習得 意志決定

考察 伝統的な技術を生かした工夫・努力をつかむことはできている。しかし，存続させるため

方策，他地域における取り組みなどのまちづくりの要素が少ないことや，意志決定する

での情報が不足していることにより，社会認識・参画の資質の形成の両面において弱く

っている。
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授業分析

No．32 単元名 発見！はとみその秘密（小5・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・愛知県西尾小学校r総合学習・町づくり大作戦』明治図書，2000

　　①

元の目標

方向目標

　はとみその優れている点を追究したり，みそづくりを行ったりすることを通して，まち

おけるものづくりを見つめ，自分の食文化を見つめなおすことができる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地士g　　　i　　　他地域

問目云統的な技術によってつくられるこの地域独特のみそのよさをアピールするにはどうしていくとよい

か。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素
　　子どもの参画『　　一　　一　　一　　■　　昌　　曽　　曹　　一　　甲　　曙　　層　　一　　－　　一　　－　　一　　曹　　』　　曹　　甲　　一　　一　　一　　騨　　甲　　甲

段階・意見提供のある参画

　はとみそのよさを追究した上で，その点をアピールするための広告づくりを

っているように，活動が中心の学習となっている。そして，はとやにその広

の提案をしているが，実際には生かされることなく学習は終了している。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：みそづくりやみそのよさといった点での知識習得がなされ，それ：iを基に広告での提案といった形での意志決定を行っている。しかし，：：価値判断・未来予測の場面が組み込まれておらず，子どもの思いつ

1きによる提案が多くなっている。

知識習得 意志決定

考察 　みそづくりやはとやの広告づくりといった活動中心の学習となっており，みそをまちの

性化にっなげるといった点が弱くなっている。また，内容面においてもみそやみそづく

の歴史，他地域での取り組み，現在のまちづくりの様子などが組み込まれていないため，

会認識・参画の資質の形成の両面において弱くなっている。
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授業分析

No．33 単元名 堤のお宝鑑定団（小5・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市立堤小学校rエコ総合学習』東洋館出版仕1999

　　①

元の目標

方向目標

　先人の思いや願いが込められている事物を見つけ，くわしく調べ，その価値を鑑定する

動を通して，地域環境に対する理解を深め，関心をもって環境を見つめ，まちを愛する

とができるようにする。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域
問罐、先人によってつくられたり残されたりしたまちの事物をアピールしていくにはどうしていくとよい

か。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　まちに残る価値あるものをお宝として見っけ，それについて調べたことをア

ールする活動を行っているが，単に自分のまちのr自慢」という形に終始し，

ちづくりへの参画という視点が弱くなっている。

3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

：　自慢できるお宝は何かと選択し，それについて追究を進：iめているが，一面的な調査や子どもの予想に過ぎないもの

：が多く，知識習得の面が十分でない。そのため，意志決定

1も合理的なものとなっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 組み込まれている市民参画のまちづくりの要素が少ないため，これからのまちづくりを

うしていくかという点よりも，自慢することに重点が置かれている。そのため，活動中

の学習となり，社会認識形成も参画の資質形成も十分でなくなっている。
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授業分析

No．34 単元名 さあ，吉野ヶ里を歴史公園にしよう！（小5・社会）

授業者 小宮宏 出典　小西正雄編r「提案する社会科」の授業②』明治図書，1994

　　①

元の目標

方向目標

　吉野ヶ里遺跡を中心とする地域をどのような場所にすれば，みんなが楽しく，ゆかいに

用できるのかを考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問6遺跡を中心として建設が計画されている公園を，どのようなものにしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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8④子どもの参画の要素

　2段階・お飾り参画

　歴史公園のアイデアを考える学習となっているものの，なぜ遺跡が重要なも

で，なぜそのような公園が必要とされるのかを追究することがないので，そ

意識に基づいた提案となっていない。また，市民参画のまちづくりの要素が

ないこともあり，子どもの参画の視点が弱くなっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

：全体を通して，どのような歴史公園にするとよいかという討：i論が行われているが，特設単元として行われたために，既有の

1知識のみで価値判断・未来予測を行うしかない状態となり，そ

1の場の思いつきによるものが目立っている。

価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　組み込まれている市民参画のまちづくりの要素が少ないため，社会認識形成が十分でな

。また，子どもの思いつきや経験に基づいた価値判断・未来予測になっているため，合

的な意志決定とならず，参画の資質形成も十分でない。
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授業分析

No．35 単元名 目指せ！仮想の村「A」の活性化（小5・社会）

授業者 伊藤英樹 出典　小西正雄編r「提案する社会科」の授業③』明治図書，1995

　　①

元の目標

方向目標

　これまでの学習を基にして，仮想の村「A」の村おこしの方法を考え，人々の暮らしと

業とのかかわりを見っめなおす。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日設定された仮想の過疎の村の活陛化を達成するにはどうしていくとよいカ㌔

③市民参画のまちづくりの要素
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3④子どもの参画の要素
　　子どもの参画冒　　冒　　曹　　噂　　一　　『　　o　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　冒　　一　　一　　一　　冒　　冒　　一　　騨　　甲

　2段階・お飾り参画

　自分たちのまちについて考える学習ではないため，まちづくりへの参画とい

視点は見られず，子どもにもその意識は見られない。そのため，その場限り

アイデアを出すだけにとどまっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　これまでの学習内容を生かしている部分は見られず，村：iおこしに関する知識を調ぺ活動で得るだけになっている。：iそして，それを基にして提案を考えているものの，取り上

げている村自体がr夢」なので，提案自体もr夢」に終始

：している。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 全てが架空に設定されたなかでの学習であるため，社会認識の形成が十分でない。そし

，限られた範囲内での知識習得が図られ，それを基にした意志決定も子どもの空想に終

ってしまっている。この学習を参考として，実際にまちで起きている問題について考え

学習がないと，参画の資質の形成は困難であると考える。
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授業分析

No．36 単元名 産業の発達と公害（小5・社会）

授業者 松井郁 出典　　「神戸大学教育学部研究集録第73集」1984

　　①

元の目標

分析的知言

　四日市に住む人々の暮らしの様子や願いと，さらにその背後にある自然的社会的背景に

って具体的に追究していく中で，公害発生のメカニズムを多角的な視点から論理的に分

し，それを踏まえて問題解決の方法を考えることができる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日産業の発展を促進することと，市民にとって住みよいまちづくりを進めていくことの両立を図るには

どうしたらよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　産業発展と住みよいまちづくりを両立させるための方法について考えるだけ

なっており，子どもの参画の視点が見られない。3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得 意志決定

：　公害発生の原因や人々の苦しみなど社会認識は十分に保障されて：iいるが，人々への共感や願いの究明によって一定の価値が方向付け：1られたものになっている。そのため，価値判断・未来予測を基にし：：た参画の要素を含んだ合理的な意志決定になっていない。

考察 　過去に起きた問題の究明に重点が置かれているため，未来予測の面が弱い。また，すで

確定している価値や教師側によって定められた価値を基にして学習を進めているため，

終的な意志決定は子どもの感情に左右されやすいものとなり，参画の視点も弱くなって

る。
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授業分析

No．37 単元名 国民の生活と政治（小6・社会）

授業者 竹谷強 出典　イ翻師1燃撫鵜翻…第12割教育蹴ンタr　lggo
　　①

元の目標

分析的知言

国の政治の働きを自分たちの目常生活や人々の願いと結びつけて具体的にとらえさせ

とともに，我が国の民主政治が目本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを理解

せる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未　　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日中海干拓事業と環境保護のバランスをとりながら，地域開発を進めていくにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　行政が市民の意見を聞きながら事業を進めようとしていることは組み込まれ

いるものの，子どもに対しては考えをもたせるだけにとどまり，参画の視点

弱い。

2段階・お飾り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　我が国の政治の働きをおさえた後に干拓事業：iの問題を取り上げ，市民の願いを踏まえて事業lIを進めるにはどうしていくとよいかと価値判：i断・意志決定をさせている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　単元のまとめとして干拓事業を取り上げている。そのため，干拓事業についての情報が

しくなり，価値判断や未来予測が子どもの願いや経験を基にしたものになっている。さ

に，他地域における取り組みやこれまでのまちづくりを組み込むことが必要である。
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授業分析

No．38 単元名 高架工事の進む南武線（小6・社会）

授業者 小島康宏 出典　騰照姻艦修PJ鞭一鰹第12巻1教育出版センタr　I990

　　①

元の目標

分析的知言

　市民の生活と南武線のつながりを調べることを通して，川崎市では市民の安全で快適な

らしを実現しようと努力していることに気付かせる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域
問目広い土地を市民のために使っていくためには，どうしていくとよいだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1 1市民の生活の向上と　1暮i安定のために南武線

！の立体交差事業を進　：　1めている

　1 1操車場跡地の利用方　：ル1法にっいて協議して

l　lいる
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5
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　操車場の跡地の利用方法について，市民の願いを基にしたものとして考える

動を行うことにより，未来のまちづくりについて提案を行っている。4段階・役割を認識した参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　高架工事を事例として市民の願いをかなえる…：ための政治の働きについて学習し，それを基に：：して操車場跡地の利用計画について価値判断・

t未来予測を行っている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　分析的知識として目標を記述することで，政治とまちや人々の生活とのっながりをつか

ことができている。しかし，他地域における先進的なまちづくりの事例やこれまでのま

づくりの経緯が組み込まれていないため，操車場跡地の利用計画にっいての子どもの考

が希望的観測になる恐れがある。また，市民参画のまちづくりの要素が少ないため，子

もの参画の視点も弱くなっている。
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授業分析

No．39 単元名 元城に残る江戸の道（小6・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・豊田市元城小学校r町おこし総合学習の構想』明治図書1997

　　①

元の目標

分析的知識

　元城や幕府・他地域とのつながりを調べることで，江戸時代の町人文化や農民・武士の生

をつかみ，現代の暮らしに発展する過程を考える．

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　1　未来　　　　　自地域　　　1　　　他地域
問8自分たちの住むまちが，いつ，どのような過程でつくられてきたのか。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素

　1段階・操り参画

　江戸時代におけるまちづくりが現在のまちの基礎となっていることについて

べ，そのことを発表するだけにとどまっている。そのため，子どもの参画の

点は見られない。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

知識習得 意志決定

考察 　交通網の整備と他地域とのかかわりでまちが発展してきたことをつかませているが，現

や未来のまちについて考える場面が組み込まれていない。そのため，市民参画のまちづ

りの要素も少なくなり，参画の資質形成が十分に図られていない。
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授業分析

No．40 単元名 蔵開け探検隊（小6・総合）

授業者 （不明） 出典　寺本潔・愛知県西尾小学校r総合学習・町づくり大作戦』明治図書2000

　　①

元の目標

方向目標

　西尾の町には，地域の人々の思いが詰まっている蔵が存在していることに気付き，自分

蔵への思いを表現し，蔵の改造案や新しい使い方などを提案することで，これからの西

について考えることができる。

②取り上げるまちづくり一

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問6まちに残る蔵を生かしたまちづくりを進め，特色あるまちにしていくことはできないだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
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子
ど
も
の
参
画
－
　
　
一
　

一　 一　　甲　 一　 一　　甲　 一　 一　　『　 輯　 一　　層　　響　 一　 讐　 冒　　－　　一　 一　 一　　一　　『　 一　 甲　　『

段階・意見提供のある参画

　まちに残る蔵の特性を調べ，その新しい活用法を考えて，地域の人々に提案

る活動が保障されている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　江戸時代における商人の活躍にっいての知識il習得が社会科で図られているが，それがその後：1の学習に生かされていない。そのため，価値判：：断や未来予測も子どもの思いつきに偏り，合理：：的な意志決定となっていない。

き『i知識習得i　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　市民と行政の協働による歴史を生かしたまちづくりが進められていることが学習内容に

み込まれ，子どもにも意見提供の場が保障されている。しかし，現在のまちにおける問

点，他地域における市民参画の取り組み，将来の展望などが少ないため，参画の資質形

が十分に図られていない。

資料・56



授業分析

No，41 単元名 世界の中の日本（小6・社会）

授業者 岡崎誠司 出典　社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第5集，1993

　　①

元の目標

方向目標

　アジア競技大会が開催されることによって世界の中の目本・広島を考え，大会に向けて

分たちはどんなことをすればいいのかを話し合い，提案していく。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日アジア競技大会が開催されることになった広島市がしなければいけないこと，できることとはどんな

とだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素
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8④子どもの参画の要素
　　子どもの参画一　　辱　　一　　騨　　層　　卿　　一　　甲　　層　　甲　　甲　　，　　即　　『　　一　　囎　　層　　一　　■　　一　　騨　　卿　　”　　雪　　一　　一　　〇

　3段階・形式的参画

　行政型のまちづくりの要素が多いため，参画の視点が弱くなっている。その

め，子どもの提案の中にもその点が見られず，実際に協働で進められている

画との乖離が見られる。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　広島をどのようにPRするかに重点が置かれ，その点に：i沿った知識のみ習得される。また，平和をアピールさせよ：1うとする教師側の意図が見られるが，実際の子どもの提案：：にはハード面の整備を進めることに偏りが見られる。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　ハード面の整備を進め，まちの改善を進めていくべきだという意志決定に偏っている。

れは，そのようなことを進めていくことの難しさに気付かせるようなまちづくりの要素

少ないためだと考えられる。また，市民参画の要素も少なく，まちづくりの計画・運営

かかわっていこうとする参画の資質の形成も十分でない。
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授業分析

No．42 単元名 公園改造計画（小6・総合）

授業者 閲告線汐新輪　 出典　社会系教科教育学会r社会系教科教育学研究』第13号，2001

　　①

元の目標

分析的知言

公共施設が設置され維持されていくためには，住民自らの積極的なかかわりが必要であ

ことが分かる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地1皇　　　i　　　他地士旦

問罐だれもが満足して利用できる公園に改造していくにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　5
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単独型 【 ξ ｝

協働型
：
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④子どもの参画の要素
　　子どもの参画甲　　一　　曹　　ー　　ロ　　ー　　一　　讐　　響　　曽　　一　　曹　　冒　　－　　冒　　冒　　一　　一　　一　　冒　　『　　一　　一　　甲　　一　　一　　層

段階・意見提供のある参画

　だれもが楽しく安全に利用できる公園にするための改造案を考え，提案する

面が設定されている。そしてこの実施計画と要望事項を市に提案している。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　どのような公園にしてほしいかという価値判断・未来予…：測を行い，それに見合った知識を追究している。この知識：：は幅広く追究がなされているため，最終的な意志決定も社：：会の仕組みをとらえた上でのものとなっている。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　市民参画の要素が少ないために，市に提案する活動を保障していても，一時的な活動に

ってしまう恐れがある。しかし，公園ができるまでの経緯，公園に対する人々の願い，

地域における取り組みなど幅広く情報が収集され，社会認識形成が十分に達成されてい

。そのため，合理的な意志決定が可能となり，参画の資質の形成もなされている。
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授業分析

No．43 単元名 ユニバーサルデザインのまちづくり（小5・6・総合）

授業者 鈴木滋雄 出典　　「TOS　Sまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

方向目標

　ユニバーサルデザインによるまちづくりの必要性をっかみ，それを将来進めていくため

提案を行う。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問eユニバーサルデザインによるまちづくりを進めていくためには，まちにおけるどのような問題に目を

けていくべきか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 I
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1協働型 　1士：まちづくりセンターを　：暮1中心にすべての人々が　…　i利用しやすい施設づく　i　：りが進んでいる ：
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1
§
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1
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…
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…
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｝
5

ビジネス型
：
8

1
き i

l④子どもの参画の要素

段階・意見提供のある参画

　まちづくりセンターとの協働で，地域の人々だけでなく行政関係者も参加し

，子どもが提案する場面が保障されている。さらに，まちづくりの専門家と

ワークショップ形式の協議にも発展し，子どもの参画が図られている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）

：　現在進められているユニバーサルデザインによる

1まちづくりについての追究を基に，これからのまちづ

：くりについて価値判断・未来予測を行っている。しか

：し，内容面が施設に偏っているために，合理的な意志

1決定になりにくくなっている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　市民参画を中心としたユニバーサルデザインによるまちづくりの要素が組み込まれてい

。しかし，ビジネス型や他地域による取り組みが組み込まれていないため，ユニバーサ

デザインそのもの，「こんなものがほしい」といった建物中心主義の学習になっている。
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授業分析

No．44 単元名 目本一のまちづくりの授業（小5・6・社会）

授業者 松井靖国 出典　　「TOS　Sまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

記述的知言

双海町では役場の人を中心に，夕目を生かしたまちづくりを進めていることを理解す

。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地嬉
問eまちの活性化のために，どのようなことを生かしてまちづくりが進められているのだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 1
§
i
：
…
…

　1 1美しい夕目にちなん　：卜1だ企画を考え，実行

l　iしている

1
8
F
l
【
2

要請型 1 ：
i

：
1

単独型 i
l
i
I

　8 i夕目を生かすイベン　1卜1トを企画し，まちの

i　：アピールをしている

　1 i海と山に挟まれた狭いと　5史！ころに人々が協力しなが　l　lら村を形成してきた

協働型 1 ：
§ き

ビジネス型 ：
：

l
E
一

一
1
1

④子どもの参画の要素

子どもの参画 　市民参画のまちづくりの要素が組み込まれているが，双海町におけるまちづ

りの事例を理解するだけの学習になっている。そのため，子どもの参画の視

が見られない。

1段階・操り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
　　　　　　：　双海町の昔から今のまちづくりの経緯や，夕日を生かして活性化を目指しているまちづ　　　　　　『

亙］iくりの工夫・努力について追究している・しかし・それだけにとどまってしまレ価値判　　　　　　i断・未来予測の場面が組み込まれていない。

考察 　双海町における市民参画のまちづくりの要素は組み込まれているものの，それを理解す

だけにとどまっている。自地域のまちづくりを追究し，双海町と比較する活動を行うこ

で，価値判断・未来予測する場面が可能となり，まちづくりへの子どもの参画の視点も

み込まれていくと考える。
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授業分析

No．45 単元名 江戸のまちづくりに学ぶ（小5・6・総合）

授業者 （不明） 出典　　「TOSSまちづくり教育サイト」

　　①

元の目標

記述的知識

　様々な施策によって世界最大の人口となった江戸と，それを参考としたイギリスの田園

市のまちづくりの様子について理解する。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地士旦

問a江戸のまちづくりとはどのようなもので，どんな点が外国のまちづくりに生かされたのだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　旨：飲料水の確保，まち　1史iなみ・緑の整備が進　8　iみ，世界最大の人口　i　iのまちとなった
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　江戸のまちづくりやそれを参考にしたイギリスの田園都市のまちづくりにつ

ての追究が進められるが，それだけにとどまっている。そのため，子どもの

画の視点は見られない。

1段階・操り参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　江戸におけるまちづくりの経緯やそれによって人口が増加したことについての追究や，：i江戸を参考にしたイギリスの田園都市の形成についての知識が習得されている。しかし，：：知識習得だけにとどまり，価値判断・未来予測の場面は組み込まれていない。

考察 　市民や子どもの参画の要素・視点は組み込まれておらず，参画の資質形成が十分ではな

。自地域でのまちづくりにおける問題を扱うことにより価値判断・未来予測の場面を組

込み，未来のまちづくりについての意志決定を行う学習活動が必要である。
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授業分析

No．46 単元名 今池エコ宣言（中・総合）

授業者 石田佳子 出典　寺本潔・山田綾編rエネルギーを軸にした総合学習』明治図書2002

　　①

元の目標

方向目標

地域環境が悪化している現状を知り，学区における環境について調べたことを今池エコ

言としてまとめ，地域にアピールする。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地1旦　　　i　　　他地域

問日まちの環境悪化を食い止め，住みよい環境にしていくにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型 　1
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　，i各国でクリーンエネルギ　Eルi一政策が導入され始めて

i　iいる

④子どもの参画の要素
　
　
子
ど
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の
参
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層
　
　
o
　

曹　 冒　 匂　　曽　　－　 －　 胃　　一　　－　　曹　 冒　　一　　一　 甲　 一　　辱　　一　　ロ　 層　　一　 一　　■　　響　 一　

調べたことを基に，これからのまちにおけるエコ宣言を提案する場面が設定

れている。しかし，それぞれの提案が実現可能かどうかの吟味がなされてい

い。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　地域の環境悪化をどうすればよいかについての追究が2iなされている。しかし，それに見合った知識しか習得されIiていないため，常識的・道徳的な意志決定にとどまってい

：る。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　まちの歴史や環境についての内容，市民参画の視点の両面が十分に組み込まれている。

かし，環境保全と産業・生活の向上との両立の難しさをつかませる内容がなく，子ども

意志決定も合理的なものとなっていない。
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授業分析

No、47 単元名 私たちの徳島戦略（中・社地）

授業者 井上隆 出典　小西正雄編『「提案する社会科」の授業②』明治図書，1994

　　①

元の目標

分析的知言

　関西国際空港の開港により，徳島県の開発にも影響があることをとらえ，これからの地

開発について考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問B関西国際空港の開港を徳島の地域開発にどう生かしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素

　3段階・形式的参画

子どもたちの思いつきだけの討論に終始してしまい，空港ができることと子

もの提案したこととのつながりがなくなってしまっている点が見られ，子ど

の参画の視点が弱くなっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　「なぜ空港が開港するのか」「なぜ新しい空港：iが必要なのか」について追究し，開港によるメ：1リット・デメリットをつかませている。しかし，：：追究したことと徳島の地域開発との結び付きに：：ついては突然出てきた感じで，子どもたちがア：：イデアを出すことにとまどいを感じている。

i知識習得1　価値判断・未来予測　　　意志決定軍　　　　　　　　　　　　　　i

考察 　知識習得とそれ以降との活動が乖離しているため，観光開発に関する提案に偏ってしま

ている。また，市民参画の要素も少ないため，ハード面に重点が置かれてしまい，合理

な意志決定ができなかった点で参画の資質形成が十分でなかった。
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授業分析

No．48 単元名 琵琶湖の水・近畿地方（中・社地）

授業者 南出儀一郎 出典　篠原昭雄編r地域教材を活用した地理的分野の授業』明治図書，1983

　　①

元の目標

方向目標

　琵琶湖の水がどのように利用されてきたかについて調べ，発表できる。水質汚濁や水資

の洞渇など，琵琶湖の水についての現状と今後の課題にっいて考え，発表できる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域

問日上流県と下流県とのつながりを考慮しながら，琵琶湖の総合開発を進めるにはどうしていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型

行政型
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　地域の人々の暮らしのために尽力した人々の働きや，上流県と下流県とのつ

がりを考慮して開発しようとする人々の働きについての追究がなされてい

。しかし，現状の課題の改善に重点が置かれ，まちづくりへの子どもの参画

いう視点は弱くなっている。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
：　水利用の様子，歴史，問題点，現在の取り組：iみについての知識習得がなされ，それを基にしoiた価値判断を行っている。しかし，未来予測のli面がやや弱く，「水をきれいにするには」といっ

：た意志決定に偏っている。

知識習得　　　価値判断・未来予測　　　意志決定

考察 　組み込まれているまちづくりの要素が都市計画型だけだったため，開発反対・自然重視

意志決定に偏っている。他地域での取り組みや市民との協働による取り組みを組み込む

とが必要だと考える。しかし，r知識習得蹄価値判断・未来予測→意志決定」の学習過

がとられており，合理的な意志決定をうながすようになっている。
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授業分析

No，49 単元名 S　I　M　TOWN［井角町］（中・社公）

授業者 井門正美 出典　創ll彰英・鰻・門瞬扁r学びの新たな地平を求めて』東京書籍，2000

　　①

元の目標

方向目標

架空の地域社会の中で居住したりかかわりをもったりしている役柄の立場に立って，ま

に起こった開発計画について議論し，解決方法を考える。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　自地域　　　i　　　他地域
問日総合リゾート開発計画によって起こる様々な問題を解決しながら， まちの活性化を進めるにはどうし

ていくとよいか。

③市民参画のまちづくりの要素
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④子どもの参画の要素

子どもの参画 　まちに居住したりかかわりをもったりしている人の役柄を演じ，その立場で

ちの問題に対する議論を行っている。しかし，開発に対して賛成か反対かの

論に終始し，まちづくりへの参画の視点が見られなくなっている。

3段階・形式的参画

⑤参画の資質（合理的意志決定）

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　詳細なまちの設定について記述がないため，組み込まれている要素が不明な点が多いが，

政または企業による開発を中心に取り上げている。そのため，市民参画の面が弱い。さ

に自然重視・開発反対への安易な意見表明が多く，参画の資質形成が十分でない。
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授業分析

No．50 単元名 21世紀の栃木のまちづくり（中・社公）

授業者 矢野栄一 出典　佐藤照雄他騨修職轡轍鯛…第12巻1教育雌ンター，1990

　　①

元の目標

方向目標

　地方自治の基本的な考え方を理解させ，地方自治の発展に寄与しようとする住民として

自治意識の基礎を育てる。

②取り上げるまちづくり

過去　　i　現在　　i　未来　　　　　　地域　　　i　　　他地域

問e　や巴波川を生かした21世紀の栃木のまちづくりは，どうしていくと実現できるのだろうか。

③市民参画のまちづくりの要素

都市計画型 活性化型 コミュニティ型
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④子どもの参画の要素
　
　
子
ど
も
の
参
画
一
　
　
暫
　

曹　 一　　一　 一　 一　　一　　騨　 一　 甲　 膵　 ，　 囎　 －　　『　　一　 響　 需　 一　　一　　一　 響　 一　 曹　 曽　　－

段階イ賠」を認識した参画

蔵や川を生かしたまちづくりに市民がどのように参画できるかを話し合い，

れを基にこれからのまちづくりについての考えを市長への手紙としてまとめ

いる。

⑤参画の資質（合理的意志決定）
1　これからのまちづくりについての価値判断・未来予測を：iさせた上で，それに関する追究を行っている。そのため・Ii自分の価値判断・未来予測にかかわる知識しか習得されIiず，合理的な意志決定となっていない。

価値判断・未来予測 意志決定

知識習得

考察 　市が市民参画をうながそうとしている事実は組み込まれているが，どのような市民参画

目指しているのか，どのような市民参画のまちづくりがあるのかについては組み込まれ

いないため，子どもの願いや経験を基にした意志決定になっている。
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文論位学

小学校社会科におけるまちづくり学習の授業設計

　　　一子どもの参画の資質形成を視点にして一
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小学校社会科におけるまちづくり学習の授業設計

　　　　一子どもの参画の資質形成を視点にして一
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1　研究の目的と方法

　1　研究の目的

　　（1）　現在進められている市民参画のまち

　　　づくりの有効性と，将来の市民である子

　　　どもの参画の可能性を明らかにする。

　　（2）　（1）の成果を組み込んだ，子どもの参

　　　画の資質形成を目指す小学校社会科にお

　　　けるまちづくり学習の授業モデルを設計

　　　する。

　2　研究の方法

　　（1）　日本や諸外国におけるまちづくりの

　　状況を分析し，現在進められている市民

　　参画のまちづくりの可能性と問題点を明

　　　らかにする。

　　（2）　「子どもの参画」に着目し，まちづく

　　　り学習と子どもの参画の資質形成との関

　　連を明らかにする。

　　（3）　まちづくり学習の分析フレームワー

　　　クを作成し，その授業分析の結果から，

　　子どもの参画の資質形成を目指したまち

　　づくり学習の方途を明らかにする。

　　（4）　子どもの参画の資質形成を目指した

　　小学校社会科におけるまちづくり学習の

　　授業モデルを提案する。

肛　論文構成

序論

第1章　市民参画のまちづくり

第H章子どもの参画の資質

第皿章　まちづくり学習の実際とその問題点

　第IV章　子どもの参画の資質形成を目指した

　　　　まちづくり学習の授業設計

　結論

皿　研究の概要

　1　市民参画のまちづくり

　近年，現実を直視し将来のあり方を見出すま

ちづくりが注目されてきている。

　諸外国においては，古くから市民参画による

まちづくりが行われ，現在に至るまでその成熟

度は増してきている。それに対し，我が国のま

ちづくりは，全国総合開発言十画などの国土計画

と密接な関係にあり，その枠内で展開されてき

た。ところが，このようなまちづくりは，一部

を除いてはそれほどの成果をあげていない。そ

こで現在では，生活者の視点に立った市民参画

のまちづくりが求められている。しかし，これ

まで市民参画のまちづくりの実践が蓄積されて

きたものの，失敗例も多く見られる。これは経

済面における間題を解決できなかったからであ

る。

　そこで，地域経済を支えるまちづくり活動と

してコミュニティビジネスが注目されてきた。

そして，中央に頼らずに地方独自に市民参画を

進め，それぞれのまちの個性を生かしたまちづ

くりが行われるようになってきた。

　2　子どもの参画の資質

　国連の『子どもの権利条約』には，子どもの

参画にかかわる条文が示されている。また，

R．Hartは，その著書『子どもの参画』で具体的



な事例を基に子どもの参画の原理と方法を提案

している。

　この子どもの参画の資質は，社会科学習にお

ける市民的資質や合理的意志決定能力と深くか

かわりのあるものである。また，最近では地域

学習や総合的な学習においても，子どもの参画

の資質形成を目指したまちづくり学習が見られ

るようになってきた。ところが，まちづくりに

関する学習指導要領と教科書の記述分析を行っ

た結果，「地域をはいまわる」学習や「形式的な

参画」にとどまっている傾向が見られることが

明らかとなった。

　そこで，まちづくり学習における参画の資質

を「まちづくりや参画についての社会認識を基

にして，未来予測・価値判断をすることを通し

て合理的意志決定を行い，将来にわたってまち

やまちづくりにかかわり，新しい社会をつくる

ことを志向する資質」と定義した。そして，子

どもの参画の資質形成を目指すまちづくり学習

とはどうあるべきかを明らかにした。

　3　まちづくり学習の実際とその問題点

　まちづくりを組み込んだ授業実践及び学習指

導案を，社会科だけでなく総合的な学習・特別

活動も合わせて50事例収集し，分析対象とした。

そして，まちづくり学習分析フレームワークを

作成し，授業分析を行った。

　その結果，これまでのまちづくり学習では市

民参画のまちづくりの要素が少ない上に，子ど

もの参画の視点も弱く，参画の資質形成が十分

に図られていない傾向が見られることが明らか

となった。

　4　子どもの参画の資質形成を目指したまち

　　づくり学習の授業設計

　これまでの研究成果を基に，小学校第6学年

「みんなの願いを実現する政治一名古屋のまち

づくり一」の授業設計を行った。

　ここでは，都市社会学や地域経済学などの社

会諸科学の成果を基にして，近年注目されてき

た市民参画のまちづくりを中核に位置付けた。

そして，概念探究過程において説明的知識や概

念的知識を習得できるようにするために，知識

の構造と問いの構造を示した。それによって，

子どもたちがまちを総合的・批判的にとらえる

ことができるようになることを目指した。

　さらに，『子どもの権利条約』や「参画のはし

ご」によって近年注目されている子どもの参画

について，社会科学習で担うべき範囲を明らか

にした。そして，価値分析過程において，「未来」

のまちづくりに対して，社会認識や未来予測を

基に合理的意志決定できるようにした。そのこ

とにより，将来の市民である子どもの参画の資

質形成を図ることができるようにすることを目

指した。

W　研究の成果と課題

　本研究の理論研究上の意義は，市民参画のま

ちづくりを組み込むことで，子どもの参画の資

質形成を目指した社会科学習の有効性を明らか

にした点にある。また，教育実践上の意義は，

社会諸科学の研究成果から抽出したまちづくり

の概念を習得する過程を位置づけ，そこから子

どもの参画の資質を形成する過程を授業モデル

において明らかにした点にある。

　今後の課題は，各地域や学校におけるホー

ム・リージョナル・スタンダードを設計した上

で，授業モデルに従って授業実践を行い，本研

究で提示した理論を検証，修正，発展させてい

くことである。
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